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ごあい さつ

琵琶湖博物館は､2006年10月に開館 ･一般公開10周年を迎えました｡博物館の歴史としてはまだまだ短

い年月ながら､多くの皆様のご協力とご支援を頂いたおかげで､さまざまな活動を続け､あるいは少しず

つ新しい事業をも進めて参ることができました｡頂戴しました種々のご厚情に対し､心から感謝いたしま

す｡

10周年記念事業の一つとして､第14回企画展示 ｢湖辺 (こへん)～水､魚､そして人～東アジアの中の

琵琶湖｣を開催しました｡これは開館以来､館内･館外の研究者が進めてきた､琵琶湖博物館総合研究｢東

アジアの中の琵琶湖-コイ科魚類展開の軸とした環境史に関する研究-｣の成果の一部を､共同研究者の

一人である今森光彦さんの写真を素材として表現しようと試みたもので､この総合研究に基づく企画展示

は2007年度にも実施の予定でいます｡

水族企画展示では､国際博物館の日関連事業としての ｢ボテジャコは､いま-･?｣と､｢水辺の生きも

の｣の2つの展覧会を開催いたしました｡｢水辺の生きもの｣では､そこに生息する生きもの自体だけで

はなくその利用をもふくめた展示を行いました｡

期間を限ったギャラリー展示としては､｢博物館を楽しもう:はしかけ ･フィールドレポーター活動紹

介｣イこどもが見つめるふるさとの川 :こどもエコクラブ伯母Q五郎のたからもの｣丁つかんだ つんだ

いつもいた-あの生き物は､いま･-?十 ｢滋賀県県民環境学習のつどい｣イ企画展で振り返る琵琶湖博

物館の10年｣丁鉱物･化石展:続湖国の大地に夢を掘る｣を開催いたしました｡これらの一部は､<フィー

ルドレポーター>や<はしかけ>の方々､さらには県内の教員 ･研究者などのご協力を､展覧会の準備段

階から得てまいりました｡そして､期間中には展示室などで､それらの方々が中心になって､さまざまな

体験活動や関連行事を行なって下さったのです｡

いつもながら､職員だけではなく､多くのかたがたが積極的に琵琶湖博物館を支えて下さっていること

に対して､改めて深く感謝申し上げます｡

以前の年報にも書きましたとおり､琵琶湖博物館では2002年12月に中長期目標 ｢地域だれでも･どこで

も博物館｣を策定し､その実硯のための運営指針として､2005年3月に ｢中長期基本計画｣および ｢展示

交流空間の更新整備に関する計画｣を作りました｡この ｢中長期基本計画｣は2005年度で第1期を終え､

2006年度から第2期に入りました｡したがって今年度は､何を継続し､何は止め､何を新しく行うかを今

まで以上にいろいろ考え､また､組織のありかたについても大胆に考え始めたいと思っております｡個々

の博物館活動はもとより､このような全般的な問題に関しましても､厳しくかつ積極的なご意見 ･ご批判

を頂きますよう､お願い申し上げます｡

2007年10月20日

滋賀県立琵琶湖博物館

館 長 川那部 浩哉
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1 資料が活用できる博物館

資料整備活動

琵琶湖博物館で資料整備の対象としているのは､｢琵琶湖とその集水域および淀川流域｣およびその全

体的評価にかかわるもの､ならびに博物館のテーマ ｢湖と人間｣に関係する日本､アジア､世界の湖沼と

その周辺地域におよぶものである｡自然､人文､社会科学等にかかわる過去から現在までの実物の資料､

生魚などの水族資料､映像資料､図書資料および博物館業務に必要な資料について､収集 ･整理 ･保管お

よび利用を図り､博物館活動の充実に努めている｡

収蔵資料は､博物館職員による収集をはじめ､受贈､受託､交換､購入､製作､提供､参加型調査等に

よって受け入れられ､必要に応 じて速やかに利用できるよう､各資料区分の体系にしたがって整理を行っ

ている｡

以下に2006年度の資料整備状況を示す｡

(1)収 蔵 資 料

収蔵資料は､地学標本､植物標李､動物標本､微生物標本､水族資料 (生体)､考古資料､歴史資料､

民俗資料､環境資料､図書資料､映像資料の11分野にわたる｡

登録資料数とは､琵琶湖博物館情報システムの資料データベースに登録されているものの総数をいい､

収蔵概数とは､登録資料数と未整理な資料を含めた収蔵全体数である｡

2006年度末現在で､博物館登録資料は388,901で､収蔵概数は715,954となった｡

これらの収蔵資料は､保存に影響を与えない範囲で､展示､閲覧および貸出等に利用している｡

【収蔵資料のまとめ】 2007年3月現在

登録資料数 収蔵概数 2006年度登録数 受入総数

地 学 27,824 32,966 1,150 2,288

植 物 79,526 163,400 3,136 227

動 物 93,942 244,006 3,923 18,069

微生物 0 57,113 0 4,451

水族 (生体) 20,085 20,085 12,098 12,098

考 古 0 1,346箱と334点 0 0

歴 史 0 197件 0 3件

民 俗 2,584 6,959 2,584 57

環 境 0 45箱と730点 0 27

図 書 87,329と1,845タイトル 106,5471,871と527タイトル 2,381と527タイトル

映 像 75,766 82,226 0 3,668
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【各分野別の詳細】

地 学 標 本 2006年度 累 積
登録数 採集数 寄脂数 購入数 提供数 受入総数 整理状況 .作業内容 .公開など 登諒資料数 収蔵概数

化石 72 77 1,235 0 0 1,312薄片作成5点,登鐸前収納登別_1.2.300点,標本登多読.配架 .ラベル作成等1,150点,化石 プレパレーション.保存処理 18.662 22,680

岩石 .鉱物 897 0 970 1 0 971 6.879 7,080

椎種物 6 0 0 0 0 0 1,785 2.221

プレパラー ト 175 5 0 0 0 5 498 985

植 物 標 本 2006年度 累 積
登録数 採集数 寄脂数 購入数 提供数 受入総数 整理状況 .作業内容 .公開など 登禄資料数 収蔵概数

さく葉標本 3,136 0 0 0 226 226標本受入.登録.ラベル貼付け.収蔵 .管粗 ■標本 .チ-夕べ-スマニュアル製作 . 79,526 163,226

菌類乾燥標本 0 0 0 0 1 1 0 117

水草包埋標本 0 0 0 0 0 0 0 57

動 物 標 本 2006年度 累 積
登縁数 採喚数 寄脂数 購入数 提倣数 受入絵数 整理状況.作業内容 .公開など 登最資料数 収蔵概数

脊椎動物 (魚類除く) 225 0 1 0 64 65 762 832

内釈 噸乳煩骨格標本 0 0 1 0 0 1データベース整備､データの修正､ラベルの再作成 .添付 192 193

哺乳類剥製標本 0 0 0 0 0 0 8 8

棚乳類 0 0 0 0 0 0 100 100

鳥類骨格標本 49 0 0 0 23 23標本の受入､計測､製作､データベース登録 110 129鳥類乾燥標本(巣.肌レプlJ鳩含む 176 0 0 0 41 41 313 362

Jrq虫蛸骨格標本 0 0 0 0 0 0データベース整備､データの修正､ラベルの再作成 .添付 34. 35
爬虫類剥製標本 0 0 0 0 0 0 3 3

JrV虫類 0 0 0 0 0 0 2 2

魚類 (淡水魚類) 3.264 0 5,115 0 1.302 6,417 47155 81,087

内釈 乾燥骨格標本 154 0 0 0 0 0 未登録､登録標本からの分離により乾燥咽頭歯標本を作製 し､登録した 2.590 2,590
DNA分析用標本 579 0 0 0 579 579 うおの会､水族から提供された標本を1000/oエタノールでDNA分析用標本とし､登録した 3.672 3.672

液浸標本 2,531 0 5,115 0 723 5,838未登録標本､寄贈､提供 された標本を同定し､登録 した 40.893 74.825

昆虫 145 976 8,520 12 419 9,927 34,270 141,859

内釈 昆虫液浸標本 145 276 89 0 0 365Web公開に伴 うDB英文化完了_ソーティング (小分け .租同定),同定,ラベル添付および修正,収納塞空理作業1.070本_展示用標本作成4本.アルコール液点検 .補充30,600本 12.234 30,600

昆虫乾燥標本 0 700 8,431 12 419 9562村山コレクションの整理 22.036 111,259

貝類 289 12 0 0 655 667 ソーティング (小分け .租同定),ラベルの作成お よび添付.仮データ入力各約667点 .新規登録,登録番号ラベルの作成および漆付.標本の配架,各289件 .アルコール液点検約13,000本､ホルマリンからアルコールへの置換約600本 ll,755 13700

昆虫と貝類以外の碑脊椎動物(甲殻規､寄生虫など) 0 246 685 0 62 993 甲殻類標本の仮登録1,105件､受入標本の生理782件 (データ入力+アルコール置換) 0 6,528
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微 生 物 標 本 2006年度 累 積
登録数 採集数 寄贈致 購入数 提供数 受入総数 整理状況 .作業内容 .公開など 登籍資料致 収蔵概数

微小生物液浸標本 0 0 4-06 0 72 478イ反データベ-ス構築完了.今後はここにデ-夕が生理された時点で受入と見なす 0 2.472

珪藻プレパラート 0 268 0 0 0 268 0 1.387

珪藻顕徴錠写真フイルム 0 1.195 0 0 0 1.195 0 22.905

珪諌訂亨徴鏡写真デジタルファイル 0 2.274 0 0 0 2.274- 0 24.064

微′ト生物顕微鏡写真デジタルファイル 0 217 0 0 0 217 0 6.266

微小生物動画ファイル 0 19 0 0 0 19 0 19

水 族 資 料 (生体) 2006年度 累 積
登録数 採集数 提倣数 繁殖数 提倣数 受入放散 整理状況.作業内容.公開など 登錨資料数 収蔵枚数

脊椎動物 10.490 910 91 1,052 8.437 10.490 18.863 18.863

内釈 魚頒 10.434 855 90 1,052 8,4.37 10,434 18,822 18,822

両生頬 50 50 0 0 0 50 10 10

爬虫類 5 5 0 0 0 5 24 24.

鳥類 1 0 1 0 0 1 7 7

鮮脊椎動物 1.608 1.020 10 460 118 1.608 1.222 1.222

内釈 昆 虫 219 91 10 0 118 219 160 160
貝類 1.134 695 0 439 0 1.134 901 901

甲殻類 255 234 0 21 0 255 161 161

考 古 資 料 2006年度 累 積
登録数 受入総数 整理状況 ,作業内容 .公開など 登録資卦敦 収蔵概数

遺跡避物 (舟､瓦を除く) 0 0 0 1.313(箱)と320

九木船 0 0 0 5

瓦 0 0 0 22(箱)

灯弧 0 0 0 3

貝塚剥ぎ取り資料 0 0 0 6

展示関係 (ガリラヤ湖関係含む) 0 0 0 ll(箱)

歴 史 資 料 2006年度 (件数) 累 積
登録数 撮影数 寄贈数 提供数 受入総数 整理状況 .作業内容 .公開など 登簿告科致 収蔵概数

古文書､絵図､絵画等 0 2 0 0 2小牧家旧蔵資料調書作成整理約750点,修理保存処理983点 0 158

二次資料 (レプリカ､模写､模造) 0 1 0 0 1 0 32
その他 0 0 0 0 0 0 7

民 俗 資 料 2006年度 累 積
登縁数 提供数 受入総数 整理状況 .作業内容 .公開など 登隷資料敦 収蔵概数

生析生業用具 0 54 54 資料整理､民俗データベース公開 0 4.318iql.梯用具 (船関係用具を含む) 2.584. 2 2 2,584 2,600

二次資料 (木造船模型) 0 1 1 0 4-1
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環 境 資 料 2006年度 累 _樵
登録数 提供数 受入総数 整理状況 .作業内容 .公開など 登良資料敦 収蔵概数

水環境調査資料 0 0 0 0 72

生活用具類 0 0 0 0 25

民具頬 0 27 27受入作業と資料収納作業 0 22(箱)と604

二次姿料 (レプリカなど) 0 0 0 0 23(箱)と25

海外の湖沼船 0 0 0 0 4

図 書 資 料 2006年度 累 積
登録数 鵬人数 寄贈 .BEIE供数 受入総数 整理状況 .作業内容など 登録資料数 収蔵概数

書籍 1,806 564 1,753 2,316開架図書9.600冊,雑誌63件の整備.書籍 レファレンス.コピーサービス (有料),蔵書点検53,500点.学術雑誌製本305-帆 ニュースレターの整理,図書装備1,800-けFJ. 53,582 66,146

文献 65 0 65 65 33.740 40,401

527タイトル 159タイトル 368タイトル 527タイトル 1.845タイトル

小 計 1.871と 564と 1月18と 2.381t 87.329と 106,54-7

映 像 資 料 2006年度 累 積
登録数 撮影数 寄賠数 寄託数 提倣数 受入総数 整理状況 .作業内容 .公開など 登簸資料致 収蔵枚数

静止画資料 0 3.368 0 40 260 3,668 75.766 82.226

動画資料 0 0 0 0 0 0 0 0

(2)寄贈者および提供者一覧 敬称省略 (点数)

【地学資料】

化石標本 :岡村喜明(1,200) 山川千代美(26)

岩石･鉱物標本 :岡村喜明(200) 中沢和雄(ll) 冨田克敏(2)

【植物標本】

さく葉標本 :安藤義範(10) 石田未基(108) 大谷 J.ウイリアム(80) 西相知記(1) 布谷知夫(1)

山川千代美(1) 吉原 茂(25)

菌類乾燥標本 :村上哲也(1)

【動物標本】
哨乳類骨格標本 :京都市動物園(1)

鳥類骨格標本 :膳所高校(1)

鳥類乾燥標本 :膳所高校(13)

昆虫標本 :足立裕郎(1) 石田未基(44) 上原千春(4) 遠藤真樹(58)

小野克己(1) 河瀬直幹(1) 小林修司(3) 佐々木 剛(64)

杉野由佳(19) 高野英幸(2) 高橋 央(10) 高橋 基(15)

中川 優(7) 藤本勝行(1) 的場 洋(1) 山口幸江(28)

魚類標本 :上原千春(3) うおの会(71) 遠藤真樹(9) 大塚泰介(1)

桑原雅之(176) 後藤宮子･正(13コンテナ) 佐々木剛(4)

太田文子(5) 岡田文夫(4)

柴栄康雄(6) 芝口孝一(32)

高橋和征(62) 竹島彊二(1)

さけのふるさと館(1)

大原健一(8コンテナ)

佐々木剛･上原千春(1)

佐藤智之(79) 滋賀大学(20) 水族飼育管理(68) 鈴木規慈(ll) 高野裕樹(3点と9瓶)

田中治男(3) 谷元峰男(1) 中井克樹(2) 中村総-(1) 藤本勝行(32) 前畑政善(1)

松田征也(1) 村上靖昭(1) 八尋克郎(1)
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貝類標本 二石田未基(ll) 岡田 隆(2) 岡田 隆･藤井泰正(4) 杉野由佳(2) 田中政之(1)

琵琶湖研究所 (635)

昆虫と貝類以外の無脊椎動物標本 (甲殻類 ･寄生虫など):

DooHeeWon､JongEunLee(6) williamJ.Otani(1) 阿部勇治(1) 石田昭夫(1)
大高明史(678) 全盛美和(1) 久保田信(1) 高山博好(1) 西野麻知子(25)

伴 修平･浦部美佐子(1) 森田光治(24) 吉本勝明(1) 和田太一(1)

【微生物標本】

微小生物液浸標本 :中井末松(383)

【民俗資料】

生活生業用具 :′ト磯正人(19) 小西啓史(2)橋本みさを(1)

漁拶用具 :乗田宗法(2)

【環境資料】

民具類 :山元泰宏(12)

【図書資料】

書籍 :石田志朗(133) 石原丈実(1,376) 今堀治夫(1) 遠藤宣雄(2) 大曲自治会(1) 大村 進(1)

小西博隆(1) 志岐常正(12) 高倉伸五(9) 栃本武良(1) 中井末松(126) 浜田長治郎(1)

春野剛(229)松田武夫(1) 脇田政彦(1)

静止画資料 :秋山贋光(79) 石井正臣(70) 久保明彦(51) 国分政子(6) 玉藤典-(ll)

長演 俺(30) 野村昭夫(6) 若狭喜弘(7)

(3)購入資料一覧

資 料 名 点 数 資料形態 内 容 等

地学資料 ハウスマン鉱 1点 滋賀県土山町弥栄鉱山産マンガン鉱石

昆虫乾燥標本 Scarabaeus属 12点 実物標本 ヨーロッパ産および東南アジア産の
(夕マオシコガネ属)標本 Scarabaeus属(夕マオシコガネ属)標本

歴史資料 琵琶湖棲息川魚図 1冊 冊子 年代:伝江戸時代後期写

(4)水族繁殖生物

種 名 学 名 個体数

日 本 産 魚 類

コイ科

ウシモツゴ PseudoI-aSborapuml'Jasubsp. 133
シナイモツゴ PseudorasborapumJ'JapumJ'Ja 105
モツゴ PseudoI-aSboraparva 150
ヒナモロコ AphyocyprJ'SChl'nensL'S 258
カワバ夕モロコ HemJgrammocypns 150
ホンモロコ GnathopogoncaeI.ulescens 111
夕モロコ Gnathopogonelongatuselongatus 73
アカヒレ夕ビラ Achel'10gnathustab1'1-aSubsp. 80
イチモンジタナゴ AcheJ'JognathLLSCyanOStJgma 224
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カネヒラ AcheIlognathusrhombeus 100

シロヒレ夕ビラ Achel'10gnathustabl'ratabJ'ra 300

スイゲンゼニタナゴ RhodeusatremJ'uSSulgenSJ'S 423

ゼニタナゴ AcheIlognathustypus 190
ヤリタナゴ Tanaklalanceolata 90

タナゴ AcheIlognathusmelanogaster 44

イ夕センパラ AcheIlognathuslong]plnnl'S 309
ニッポンバラタナゴ RhodeusocellatuskuI-umeuS 410

ミヤコタナゴ Tanakjatanago 220
アブラボテ Tanaklallmbata 40

タカハヤ PhoxJ'nuSOXyCePhaJus 14
ワタカ Ischl'kaul'aSteenaCkeI.1' 85

ドジョウ科

ホ トケ ドジョウ ML'sguI-unuSanguJ'111'Caudatus 130

アユモ ドキ LeptobotlacuI-ta 35

メダカ科

メダカ Oryzllaslatlpes 550

スズキ科

オヤニラミ CoreopercakawamebaI-1 58

トゲウオ科

ハリヨ GasteI-OSteuSml'CI-OCePhalus 237

ムサシ卜ミヨ Pung]tL'uSSP. 70

ハゼ科

アオバラヨシノポリ Rhl'nogob1'uSSP.BB 65

サケ科

ビワマス Oncorhynchusmasousubsp. 3,095

外 国 産 魚 類

コイ科

ウユキゼニタナゴ Rhodeusslnensls 225

オオタナゴ AcheJ'10gnathusmacI.OPteI-uS 100

ローデウス .フアンギ Rhodeusfang] 30

トンキントゲタナゴ AcheiJognathustonkl'nensl'S 25

アケイログナ一夕ス ーパルバータス Achelllognathusbarbatus 10

チャイニーズワンラインペンシル Sarcochel'JjchthyspaIVa 60

カワヒラ Cultr1'Chthyserythropterus 70

メダカ科

ランプリクテイス .タンガニカヌス I,ampn-chthystanganlcanus 240

スズキ科

ケツギヨ SInL'peI-CaChuatsI 25

カワスズメ科

ジユリドクロミス .オルナ一夕ス Jull-dochromjsornatus 4
ペ トロクロミス .トレワバサエ Petroch1-Oml'StreWaVaSae 16

アウロノクラヌス .デウインドデイ AuronocromL'Sdewl'nd1' 24

レビデイオランプロログス .アテヌア-タス LepldolampI-010gusattenuatus 152

サンフィッシュ科

ロングイヤーサンフィッシュ Lepoml'Smegalot1'S 60

昆虫類

タガメ LethoceI-uSdeyI-011el' 86

ゲンゴロウ Cyb1'Sterjaponlcus 18

クロゲンゴロウ Cyb1'SteI.brevls 14
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(5)資料情報の公開

1)データベースの公開

･琵琶湖博物館資料データベースの英文版3件の新規公開 (2007年2月6日)

琵琶湖博物館では,海外との研究交流の促進のためにデータベースの英文化を進めており､これま

でImage(写真)､Librarybooks(図書)､Fishcollection(魚類標本)の3分野の英文データベースを

公開してきた｡今回､新たに公開されたのは､Fossilcollection(化石標本)､Herbarium (植物さく

葉標本)､Insectsspiritcollection(昆虫液浸標本)の3分野の英文データベースである｡いずれもタ

イプ標本など研究価値の高い標本を多く含んでおり､公開による海外との研究交流の促進が期待され

る｡

イ民俗資料データベース｣の公開 (2007年2月13日)

琵琶湖博物館ではこれまでに日本語版だけで13分野の資料データベースを公開してきたが､人文分

野としてはこれが初めての公開となった｡琵琶湖博物館が収蔵し､琵琶湖博物館資料目録13号 ｢民俗

資料1琵琶湖水系漁拶習俗資料 (1)｣および14号 ｢民俗資料2琵琶湖水系漁拶習俗資料 (2)｣(とも

に2006年3月発行)に掲載された資料2,584件について､地方名 ･標準名､収集地､特徴､法量､重量

などの情報を､資料写真とともに公開した｡

2)電子図鑑の公開

･琵琶湖博物館として4番目の電子図鑑 ｢珪藻図鑑｣の正式公開 (2007年1月10日)

｢珪藻図鑑｣は､琵琶湖博物館として4番目の電子図鑑であり､琵琶湖博物館共同研究 ｢珪藻電子図

鑑の増補改良｣の中で,琵琶湖博物館はしかけ ｢たんさいほうの会｣の協力を得て作成が進められて

きた｡これまで共同研究の代表者である大塚泰介の個人ページ上で試験公開しながら増補 ･改良され

てきたものである｡｢珪藻図鑑｣は,滋賀県に分布するものを中心に,日本産の淡水珪藻250種を掲載

している｡学名による索引と､学名､異名および和名からの検索システムを備えている｡掲載された

各種について､学名､基礎異名､その他異名､和名､類似種との区別点､報告のあった場所､生態情

報を掲載するとともに､形態の変異がわかるように複数の光学顕微鏡写真を掲載した｡また､可能な

限り走査電子顕微鏡写真も掲載した｡

(6)資料の利用

1)資料の貸出

月 日 貸 出 先 資 料 内 容 利 用 日 的

5 26 植田潤 鳥類の巣7点 小中学校での講演に利用

6 13 彦根城博物館 ｢琵琶湖実景図 (広瀬相B]筆)｣1巻､テーマ展 ｢彦根ゆかりの画人｣
原板11枚 (フイルム) に展示

6 18 滋賀県立図書館 ニゴロブナ10個体 ｢水のある風景展｣と題したポスター展における展示

7 4 福井県立一乗谷朝倉 東寺文書 ｢元治書状案｣1通､原板 企画展 ｢古文書が語る朝倉氏の
氏遺跡資料館 2枚 (プリント) 歴史｣に展示

7 10 島根県立宍道湖自然 アユモドキ20個体 特別展 ｢ドジョウ展 (仮称)｣
館ゴビウス における展示

7 ll 朽木いきものふれあ ギャラリー展示解説パネル4点､ミノムシ標本セット1箱､生きもの鳴き声ボックスセット1点､安曇川の石標本セット1点､安曇川の石解説パネル1点 展示 ｢夏の森のいきものたち｣
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7 12 浅川満彦 鈎頭虫の液浸標本11点 標本の同定確認および分類学的な研究

7 12 みなくち子どもの森 イタチ､ハ ト､ヘビの組み立て骨格 特別展 ｢動物のからだ｣に展示
自然館 標本各 1点

7 15 滋賀県立安土城考古 粟津湖底遺跡出土遺物､粟津湖底採集品 1点､長命寺湖底遺跡出土丸木船 1膿､松原内湖遺跡出土物､復元 第32回企画展 ｢丸木船の時代 -

博物館 準構造船 1膿､マラウイ湖丸木船 1根､船大工具､漁労道具､松原内湖遺跡写真 びわ湖と古代人-｣での展示

7 25 上田柘史 カイアシ類の液浸標本16点 分類学的な研究､特に地下水から採集されたカイアシ類数種の再記載

9 24 滋賀県立図書館 ワタカ5個体 図書館受付での展示

9 28 ほたるの学校 映像資料 (静止画 :環境学習セット/パウチ資料) 魚類10点､水生昆虫3点 南郷小学校文化祭パネルに使用

10 ll 滋賀県農政水産部 魚類 レプリカ14点､映像資料 (静止画)1点 第26回全国豊かなうみづ くり大会の次期開催県コーナーにおける展示

10 17 下村通誉 エビノコバンの液浸標本3点 日本産エビノコバンの再記載と中国産エビノコバンと同種かどうかの確認

10 24 山梨県水産技術セン アユモ ドキ10個体 日本産希少淡水魚繁殖検討委員会15周年記念事業および富士湧

夕- 水の里水族館秋季特別展 ｢世界の ドジョウ展｣での展示

10 29 (財)滋賀県緑化推進会 木馬1点 森づくり交流会での展示

10 30 滋賀県東近江地域振 木馬1点 東近江市農林水産まつ りでの展
興局森林整備課 示

ll 15 島根県立宍道湖自然 ハリヨ5個体 日本産希少淡水魚繁殖検討委員
館ゴビウス 会15周年記念事業での展示

12 7 滋賀県立図書館 ビワヒガイ5個体 図書館受付での展示

12 13 島根県立宍道湖自然 イチモンジタナゴ20個体､夕テボシ 特別展 ｢ラムサール条約と世界
館ゴビウス ガイ10個体 の湿地の生き物たち｣での展示

2)資料の譲与

【水族】 ビワマス

ホンモロコ

タモロコ

カワバタモロコ

デメモロコ

ノヽス

ワタカ

ビワコオオナマズ

ワタカ

シロヒレタビラ

100点 北海道千歳サケのふるさと館

20点 水産総合研究センター養殖研究所20点 水産総合研究センター養殖研究所

20点 水産総合研究センター養殖研究所

20点 水産総合研究センター養殖研究所

15点 島根県立宍道湖自然館ゴビウス

50点 北海道東海大学

2点 鴨川シーワール ド

20点 鴨川シーワール ド20点 鴨川シーワール ド
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カネヒラ 20点

ニゴロブナ 20点

タガメ 4点

ニッポンバラタナゴ 20点

ヒナモロコ 20点

カワバタモロコ 20点

ゼニタナゴ 50点

イタセンパラ 15点

ゼニタナゴ 15点

ヒナモロコ 15点

ニッポンバラタナゴ 50点

シナイモツゴ 50点

カワバタモロコ 50点

スゴモロコ 20点

ムサシトミヨ 30点

ニッポンバラタナゴ 15点

アブラヒガイ 19点

アブラボテ 30点

ヤリタナゴ 30点

ニッポンバラタナゴ 10点

鴨川シーワール ド

鴨川シーワール ド

鴨川シーワール ド

いおワール ドかごしま水族館

いおワールドかごしま水族館

いおワール ドかごしま水族館

㈱霞ヶ浦市民協会

碧南海浜水族館

碧南海浜水族館

碧南海浜水族館

虹の森公園おさかな館

虹の森公園おさかな館

虹の森公園おさかな館

虹の森公園おきかな館

宮津エネルギー研究所水族館

阿蘇カドリー ドミニオン

京都大学大学院

アクア トトぎふ岐阜県世界淡水魚園水族館

アクア トトぎふ岐阜県世界淡水魚園水族館

おたる水族館

シナイモツゴ 10点 おたる水族館

ムサシトミヨ 30点 栃木県なかがわ水遊園

3)特別観覧

2006年度は､以下のとおり特別観覧を行った｡

<映像>

月 日 貸 出 先 資 料 内 容 使 用 目 的 備 考

4 7 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課 ･魚類 ｢滋賀で大切にすべ き野生生物-潔賀県版レッドデータブック2005年度版｣(サンライズ出版刊)に掲載 静止画

4 7 大津歴史回廊推進協 ･細見新補近江国 近江歴史回廊推進協議会 近江戦国 静止画
議会 大絵図 の道部会パンフレットへの掲載

4 7 八尋 克郎 ･昆虫 朝日新聞社｢あいあいAⅠ滋賀｣の｢湖国の昆虫｣に掲載 静止画

4 14 京都府土木建築部 ･魚類 インターネットページ (京都府治水総括室内)での使用､畑川で確認された重要種として掲載 静止画

5 2 有限会社 新選社 ･瀬田橋の復元模型 ｢週間ビジュアル日本の合戦｣に掲戟 静止画

5 17 毎日新聞大津支局 ･魚類 毎 日新聞滋賀版 ｢琵琶湖生 き物図鑑｣-の掲載のため 静止画

5 25 乾 公正 ･プランクトン 日本 トキシコロジー学会講習会講演資料として利用のため 静止画

5 25 草津市環境課 ･魚類 琵琶湖の魚をテーマにした環境学習事業に係るポスター作成のため 静止画
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6 2 滋賀県農政水産部 環 ･魚類 こだわり滋賀ネットワークが実施す.静止画
境こだわり農業課 る講座資料として利用のため

6 14 毎日新聞大津支局 ･魚類 毎日新聞滋賀版 ｢琵琶湖の生き物図鑑｣掲載のため 静止画

6 23 琵琶湖干拓小中之湖土地改良区 ･魚類 小中之湖地区の地域揚水機の有象新 静止画
･植物 事業を紹介するパンフレットに掲載
･貝類 のため

6 23 株式会社 新学社 ･魚類 (秩)新学社発行 ｢学習の達成｣理 静止画
･プランクトン 科3年第2分野に掲載 (東京書籍版.
･甲殻類 大日本図書版.啓林館版.学校図書版
･昆虫 ･教育出版版)

6 23 伊賀市環境保全市民会議 レッ ドデー タブック作成委員会 ･魚類 伊賀のレッドデータブック-の掲載のため 静止画

7 6 比治山大学現代文化 ･琵琶湖湖底遺跡現場写真 平成18年2月実施の ｢日本語文化研 静止画
学部言語文化学科 目 修旅行｣の報告書のグラビア写真と
本譜文化コース して使用

7 6 島根県立宍道湖自然 ･魚類 貴館特別展解説書および展示パネル 静止画
館 作成用として

7 15 滋賀県農政水産部 ･魚類レプリカ 佐賀県開催第26回全国豊かなうみづくり大会の次期開催県コーナーにおける展示計画策走のため 静止画

7 16 大阪府水道部庭窪浄- ･水族資料 大阪府営水道庭窪浄水場薬入棟展示 静止画
水場 室にて常設展示の映像として利用

7 17 滋賀県農政水産部 ･魚類 平成19年に開催される第27回豊かなうみづくり大会のプレイベントと合わせ実施する子ども向け環境学習のための模型作成のため 静止画

7 22 長野市立博物館 ･コウガゾウ 特別展図録およびポスター等に掲載のため 静止画

7 26 NPO法人 加治川ネット21 ･魚類 小学校総合学習テキストとして利用 静止画

7 26 滋賀県農政水産部 ･魚類 平成19年に開催される第27回世全国豊かなうみづくり大会PR用パネル作成のため 静止画

7 31 (独)国立環境研究 ･魚類 国際学会におけるポスター発表に利 静止画所 用

8 ll 吹田市立少年自然の衣 ･魚類 部屋のキャラクター表示として利用 静止画

8 ll 株式会社 ノJ､学館クリエイティブ ･魚類 図鑑に掲載するため 静止画

8 28 株式会社 笠倉出版社 ･魚類 平成18年8月31日発売書籍 ｢本当にいる世界の未知生物案内｣に掲載 静止画

9 3 社団法人 時事画報社 ･前野コレクション 海外向け政府広報誌 ｢JAPAN+｣2006年10月号掲載のため 静止画

9 3 京都新聞滋賀本社 ･魚類 新聞掲載 静止画

9 ll 彦根市立教育研究所 ･前野コレクション 副読本 ｢わたしたちの彦根｣のデジタルデータ化のための資料 静止画

9 ll 財団法人 琵琶湖.淀川水質保全機構 ･魚類 機関誌 ｢BYEBLEU｣19号 (9月末発行)の琵琶湖固有種の特集記事に説明資料として使用 静止画
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9 12松田 武夫 ･唐橋遺跡1号橋台出土状況 松田常子著 ｢市民による文化財の保_護を｣(サンライズ出版)に掲載のため 静止画

9 13 永源寺町史編集委員会 ･魚類 永源寺町史通史編掲載のため 静止画

9 14 有限会社 ハ-ラン ドプロジェク ト ･魚類 京都新聞購読者宛に無料配布する生活情報誌 ｢トマ トマガジン｣12月特集号に掲載のため 静止画

9 22 毎日新聞大津支局 ･魚類 毎日新聞滋賀版 ｢琵琶湖いきもの図鑑｣への掲載のため 静止画

9 22 南丹市 日吉町郷土資料館 ･魚類 南丹市日吉町郷土資料館で開催する展示会-の展示パネル作成および図録掲載のため 静止画

9 27 田村 輝雄 ･藤村コレクション ホームページにおける天井川の紹介(家梯川の変遷) 静止画

10 3 鹿妻穴堰土地改良区 ･魚類 小学生向け総合学習配付資料 (下敷き)制作のため 静止画

10 4 サンライズ株式会社 ･谷本コレクション 滋賀の食事文化研究会編 ｢淡海文庫36芋 と近江の暮 らし｣(サ ンライズ出版 2006年10月発行予定)に掲戟 静止画

10 5 財団法人 日本 自然保 ･前野コレクション (財)日本自然保護協会会報 ｢自然 静止画
護協会 保護｣2006年11/12月号特集記事

10 5 共同通信社大津支局 ･魚類 滋賀県のニゴロブナの資源回復計画の作成に関する報道に利用 静止画

10 18 マキノ土に学ぶ里研 ･魚類 マキノ土に学ぶ里利用のしおりに掲 静止画
修センター 載のため

10 18 野洲市環境課 ･魚類 野洲市環境基本計画中間案発表のため 静止画

10 20社団法人 日本動物園水族館協会 種保存委員会 ･魚類 種保存委員会 .日本産希少淡水魚繁殖検討委員会設置15周年記念展覧会のポスター､リーフレット､魚名板に使用 静止画

10 20 建築ジャーナル ･前野コレクション 月刊誌 ｢建築ジャーナル｣11月号に 静止画
･古谷コレクション 掲載のため

1025 有 限会 社 オー ピーオー ･植物 (秩)ベネッセコーポレ丁シヨン発行 ｢チャレンジ5年生 2月号｣に掲載のため 静止画

1027 滋賀県農政水産部 ･前野コレクション 第27回全国豊かなうみづ くり大会～びわ湖大会～における過去の漁業紹介映像として使用 ■静止画

ll 1 彦根市教育委員会事 ･松原内湖遺跡丸木船出土状況 ｢新修彦根市史｣(第1巻通史編古 静止画

務局市史編さん室 ･出土飾 り弓･出土ヘラ状木製品 代 .中世)掲載

ll 2 彦根市教育委員会事 ･松原内湖遺跡丸木船 ｢新修彦根市史｣(第 1巻通史編古 静止画
務局市史編さん室 代 .中世)啓発用 リーフレット掲載

ll 7 滋賀県農政水産部農村振興課 ･魚類･藤村コレクション 農村振興課作成 ｢魚のゆりかご水田プロジェクト｣のパンフレットに使用のため 静止画

ll 7 柴田 陽一 ･小牧家資料 論文に付すため 静止画
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ll 8 滋賀県農政水産部 ･魚類 第27回全国豊かなうみづくり大会～びわ湖大会～プレイベントにおける内水面漁業を紹介するパネルに使用するため 静止画

ll 29 株式会社 文藻堂 ･魚類 小学校向け道徳副読本 ｢3年生のど 静止画
･水生植物 うとく｣に掲載のため

12 ll 株式会社 アルバ ･魚類 (樵)ポプラ社刊 ｢ポプラデイア情報館-理科の実験と観察｣本文中に掲載 静止画

12 ll栗東市役所環境経済 ･魚類 一般市民閲覧用の水生生物調査報告 静止画
部生活環境課 書での参考写真として使用

12 ll 朝日学生新聞社 ･魚類 朝日小学生新聞に掲載のため 静止画

12 ll株式会社 学習研究社 ･魚類 図書館本 ｢日本の地理 (琵琶湖の自 静止画
小中教材開発部 ･展示風景 然ページ)｣-の掲載

12 22 ぼてじゃこトラスト ･魚類 ぼてじゃこトラスト10周年記念誌作成に使用 静止画

12 22 海と船の博物館ネッ ･展示室の丸子船 海 .舵 .川 .潤 .湖に係る収蔵資料 静止画
トワーク協議会 のデータベース掲載

1 12 株式会社 昭和堂 ･前野コレクション ｢環境フィール ドワーク入門｣(編者 :秋山 道夫 .仁連 孝昭､2007年3月刊行)第6章図2として掲載 静止画

1 12 琵琶湖環境部水政課 ･魚類･琵琶湖博物館オリジナルポスター ｢滋賀の環境2007｣作成のため 静止画

1 26 農政水産部農村振興課 ･藤村コレクション 魚のゆりかご水田啓発看板に利用 静止画

1 26 老 文子 ･能登川町猪子のカワ 滋賀県立大学紀要 ｢人間文化｣掲載 静止画
ト 論文に使用

1 31 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課 ･魚類 ラムサール条約登録湿地関係市町村会議ホームページ ｢湿地の自然｣の項目に掲載 静止画

2 9 田中 俊雄 ･｢私とあなたの琵琶湖アルバム｣所蔵写育 琵琶湖 .淀川流域圏連携交流会のイベント (BY,net交流会2007-もつと知ろう琵琶湖を-)時に配付資料と 静止画
フ｢く' して使用

2 9 滋賀県政策調整部 ･魚類 滋賀県広報誌 ｢滋賀プラスワン｣3月号 ｢琵琶湖の幸を再発見｣にて使用 静止画

2 9 株式会社 インタープ ･魚類 小学生向け壁新聞 ｢フォトニュース 静止画
レス ･甲殻類 教材｣に掲載

2 15 株式会社 NHKエデユ ･地球ファミリー～湖 総務省 .NHK ｢オアシスプロジエ 動画
底の主が浮上する～ クト｣における､小中学校授業での

ケ-シヨナル ビワコオオナマズの インターネット配信において､教育
大産卵 映像素材として使用

2 19 滋賀県立図書館 ･滋賀県管下近江国六郡物産図説 図書館所蔵 ｢滋賀県管下近江国六郡物産図説｣2-5と共にデジタルアーカイブに掲載のため 静止画

2 20 総合地球環境学研究 ･前野コレクション ｢琵琶湖淀川プロジェクト｣最終成 静止画
所 ･古谷コレクション 果報告書に掲載のため

2 21 滋賀県南郷水産セン ･魚類 水産資料館内展示水槽での魚種名説 静止画
夕- 明用として使用

2 22 滋賀県立琵琶湖文化鰭 ･琵琶湖文化館活動記録 ギャラリー展 ｢琵琶湖文化館のあゆみ-滋賀県博物館史事始め｣および記念誌での利用のため 静止画
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3 2 株式会社 冬陽社 ･エリ全景 ｢都道府県別 日本の地理データマップ｣に掲載のため 静止画

3 2 びわ湖放送株式会社 ･前野コレクション びわ湖特別番組 ｢第27回豊かな海づくり大会記念｣特別番組 ｢豊かなる潤.琵琶湖｣～その現状と未来を考える～内のVTR中で使用 静止画

3 6 立命館大学BKC教学 イ私とあなたの琵琶湖アルバム｣所蔵写真 立命館大学BKC環境教育フオーラ 静止画
課 ム報告書に使用のため

3 16 増田 佳昭 ･前野コレクション 農を変えたい !全国集会 (3/16-18)においてオープニング画像として使用 静止画

3 16 中日新聞 ･魚類 新聞掲載 静止画

3 16 財団法人 日本環境協 ･前野コレクション 環境パートナーシップの情報誌 ｢つ 静止画
会 ･C展示室 な環｣-の掲載

3 16 読売新聞大阪本社 ･魚類 読売新聞大阪本社版夕刊 (3/31付)の広告特集内で使用 静止画

3 18 滋賀県琵琶湖環境部 ･魚類 条例啓発用パンフレットおよび関連 静止画
自然環境保全課 ウェッブサイトに掲載

3 16 小寺 賓 ･C展示室のヨシ生態 出前講座活動 ｢びわ湖とヨシ｣のプ 静止画
模型 ログラムマニュアル作製

3 22 総合地球環境学研究所 イ近江図実測図｣明治33年訂正版.銅版 4-4PR｢東アジア内海の新石器化と現代化 :景観の形成史｣プロジェクトのデータベース作成のため 静止画

3 31 有限会社 言叢社 ･びわ湖赤野井湾湖底遺跡の川根とみられるハー ト型遺構の発掘現場写真･近江町世継付近､寺川河口に設けられた川魚人の写其 小林茂著 ｢内水面漁襟の民具学｣に掲載 静止画

3 31 滋賀県琵琶湖環境部水政課 ･災害写真 ｢琵琶湖小百科｣に掲載のため 静止画

月 日 利 用 者 閲 覧 内 容 閲 覧 目的

45 1212 奥田 昇 魚類液浸標本資料 (オオクチバス.ブルーギルリ､ス.ビワマスなど)262点 安定同位体分析のため筋肉採取

6 1 増田富士雄 烏丸ボーT)ングコア972件 地層の研究

6 16 NatalyaYorlova 寄生嬬虫類標本 ロシア産寄生嬬虫類との比較研究

10 30 灰谷 輝雄 村山修一煤類コレクション100点 研究のため (特に滋賀県産の古い標本を利用)

ll 6 守山市副読本編集委員会 電話機､テレビ､洗濯機各2点 守山市立小学校副読本作成

12 20 鳥取県立博物館 串的 (丸子船の積荷)1点 鳥取県立博物館にて展示するパネル写真の撮影

1 18 野間直彦 鳥類乾燥標本 (剥製)45点 鳥類学の研究

1 24 曽田貞滋 昆虫乾燥標本40点 オオオサムシ亜属の系統解析のための標本計測
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(7)資料保管

整理された資料を保管する際には､ガス煙蒸､冷凍処理および二酸化炭素処理など､防虫 ･防かび対策

を行った後に収蔵庫へ収納 している｡また､収蔵資料が長期間にわたり安全で良好な状態保てるよう､目

視による資料チェックや保存液の補充などを行うほか､収蔵庫の適切な保存環境を維持するため､収蔵庫

内の温湿度管理や定期的な清掃とトラップ調査など､総合的有害生物防除管理 (IPM)を行っている｡

2006年度には､当館の資料保存環境の現状や専門家による評価をもとに検討を行い､当館におけるIPM

基準値を設定した｡また､定期清掃に収蔵庫前廊下の清掃を追加 し､保存環境の維持によりいっそう務め

ている｡

温湿度管理 各収蔵庫定点観測を実施･時間ごとに計測 し､全データを保存○
･温湿度の変化を年間を通して把握 し､環境の基準を設定する○

定期清掃 ･収蔵庫の清掃 :月1回原則として第1金曜日に実施
･収蔵庫前廊下の清掃 :当番で割 り振られた範囲を週1回実施

生物環境調査 有害生物調査

･2006年6月30日～7月14日 空中菌調査2カ所 .昆虫 トラップ調査 223カ所 (読
置 .回収 .分析)
･2006年11月3日～17日 空中菌調査4カ所 .昆虫 トラップ調査 223カ所 (設置 .I
回収 .分析)
･2007年3月2日～16日 空中菌調査5カ所 .昆虫 トラップ調査 223カ所 (設置 .
回収 .分析)
*当館のⅠPM基準値
･虫 :非誘因性 トラップで1日につき捕獲される指標種 (チャタテムシ)の個体数

(捕獲指数)が 1

(8)煉蒸 ･処理

琵琶湖博物館では､資料を安全に長期間保管し活用 していくために､年に1回収蔵庫燥蒸を行い､収集

した資料や活用後の資料については収蔵庫への搬入の前に､燥蒸庫での煙蒸を随時行っている｡琵琶湖博

物館には､大型 ･小型の2台の燥蒸庫がある｡大型燥蒸庫では､ヨウ化メチル (アイオガー ド)と炭酸ガ

スによる燥蒸､処理を行うことができる｡小型煙蒸庫では､炭酸ガスによる処理を行うことができる｡併

せて､資料によっては冷凍庫による冷凍処理および脱酸素処理を実施している｡

2006年度の燥蒸実施状況は以下の通 りである｡

○収蔵庫煉蒸

･実施期間 :2006年9月3日～8日

･実施収蔵庫 二動物収蔵庫､資材室

･使用ガス :ユキヒュ-ム (酸化エチレン)

○大型煩蒸庫煙蒸

･実施回数 :6回

内訳 アイオガー ド3回､炭酸ガス3回

○小型煙蒸庫煙蒸

･実施回数 :4回

○冷凍処理 随時

○脱酸素処理

･実施回数 :2回

(9)資料評価委員

博物館として重要な資料の購入や受贈にあたって､博物館資料としての学術的評価と価格評価を行うた

め､あらかじめ選定しておいた33名からなる資料評価者名簿をもとにしながら資料評価委員を選任 し､資

料評価を依頼している｡
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2 研究を進めて活かせる博物館

研究調査活動

琵琶湖博物館の事業は､研究事業､交流サービス事業､情報事業､資料整備事業､展示事業という五つ

を総合的に行ない､特にその中でも研究活動が全ての博物館活動の基礎となる｡すなわち､研究の成果の

発信として､交流､情報､資料､展示が行なわれ､研究成果とその発信が魅力的であれば有るほど､博物

館の他の■事業も魅力的なものとなる｡

特に琵琶湖博物館の研究事業では､｢生命文化複合体｣としての琵琶湖の ｢価値｣を明らかにすること

を目標に､学際的な総合研究やテーマをしぼった共同研究､ならびに個々の学芸員の資質を高める専門研

究に取り組んできた｡総合研究と共同研究については､研究審査委員会に対して研究計画書を提出し､そ

の審査を受けて､2006年度は､以下の研究課題が審査を通って実施された｡なお､専門研究については､

申請金額の多い研究は申請専門研究として､同じく研究審査会での審査を受けた｡また､それ以外の専門

研究については､研究部代表者会議において審査を実施した｡

(1)総合研究

琵琶湖博物館の設立理念を実現することに直接結びつく研究として､総合研究を行った｡総合研究の

テーマは次の3件であった｡

･東アジアの中の琵琶湖-コイ科魚類を展開の軸とした一環境史に関する研究

代表者 :中島経夫,研究期間 :1996-2006年度

･水田における水域ネットワークの構造と生物群集の関係性に関する研究

代表者 :前畑改善,研究期間 :2006-2010年度

･琵琶湖およびその集水域の生物学的探査 :分類学､形態と分子に基づく系統学

代表者 :マーク･J.グライガ一,研究期間 :2006-2010年度

(2)共同研究

琵琶湖博物館のテーマにしたがった研究として共同研究を以下のテーマで行った｡

･東アジアにおける第三紀起源昆虫の分子進化学的研究

代表者 :桝永一宏,研究期間 :2002-2006年度

･珪藻電子図鑑の増補改良

代表者 :大塚泰介,研究期間 :2003-2007年度

･古琵琶湖誕生期の古地理 ･古生物復元

代表者 :高橋啓一,研究期間 :2004-2006年度

･古琵琶湖出現期の古環境解析

代表者 :里口保文,研究期間 :､2005-2007年度

･マシジミの遺伝育種学的研究

代表者 :松田征也,研究期間 :2005-2007年度

･琵琶湖の伝統的木造船 ｢丸子船｣の構造の研究～操舵性とも関連して～

代表者 :牧野久実,研究期間 :2006-2008年度

･河川残留型を含むビワマス地域個体群存在の可能性

代表者 :桑原雅之,研究期間 :2006-2008年度

･｢魚が確認できない｣データに基づく魚類が脅威にさらされている地域の特定と要因の解明

代表者 二水野敏明,研究期間 :2006-2008年度

･信仰を理由に保護されてきた森林保全システムに関する社会史的研究一滋賀県竹生島森林における鳥獣

害-の対応を事例として一
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代表者 :牧野厚史,研究期間 :2006年度

(3)専門研究

各学芸職員が､自らの専門分野の研究をおこなった｡専門研究は特別な経費を要求した申請専門研究と､

通常の経費で研究をしたものとに区別している｡

<申請専門研究>

･中世内水面漁接の変容とその歴史的意義一琵琶湖東部奥嶋の漁搭を中心に- (橋本道範)

･古琵琶湖層群における植物相の変化と常緑広葉樹の衰退 (山川千代美)

･安定同位体比分析を用いたカワウ営巣林の食物網構造の解明 (亀田佳代子)

<専門研究>

環境史研究領域

･コイ科魚類の咽頭歯の比較形態学的研究 (中島経夫)

･大分県安心院町から発見されたミエゾウ頭骨の形態復元 (高橋啓一)

･琵琶湖歴史環境の世界史的評価に関する研究 (牧野久実)

･本州に分布する鮮新統中の火山灰と西太平洋DSDPコア中の火山灰との対比 (里口保文)

･遺跡立地の環境考古学的研究 (宮本真二)

･水生双麹Elアシナガバエ属DoIL'chopusの分類学的研究 (桝永一宏)

生態系研究領域

･水田利用魚類の生態と外来種の関連 (前畑政善)

･農村地域における生物多様性直接支払い制度について (′J､川雅弘)

･滋賀県内における淡水生貝類の現状把握に関する調査研究 (松田征也)

･ビワマスの繁殖生態 (桑原雅之)

･多自然型川づくりに関する研究 (武部 強)

･複層林内での樹下植栽木の単木防除方法の成長比較 (西村知記)

･仔稚魚保育の場としての造成および天然ヨシ群落の機能評価の検討 (孝橋賢一)

･植生と水質調節 :-降雨流出時の水質変化の組成解析 (草加伸吾)

･繊毛虫にとって共生藻類を持つ意義 (楠岡 泰)

･魚頬 ･貝類の保全に関する研究 (中井克樹)

･水辺環境における ｢環境共存｣についての環境社会学的研究 (牧野厚史)

･琵琶湖南湖の沈水植物の分布に関するモニタリング (芳賀裕樹)

･琵琶湖沿岸におけるヨシ帯活用の変遷と課題 (矢野晋吾)

･南極湖沼における珪藻群集の分布に関する研究 (大塚泰介)

･滋賀県の淡水カイミジンコの分布と生態の分析 (ロビン･J.スミス)

博物館学研究領域

･博物館が提供できる学習活動の特色と課題 (布谷知夫)

･鯉脚類と顎脚類 (甲殻類)の分類学や個体発生学に関する研究 (マーク･J.グライガ-)

･近江の首長墓と寺院にみる歴史的特質と地域性に関する考古学的研究 (用田政晴)

･琵琶湖集水域における人や生き物の活動の映像記録 (写真撮影､録音など)に関する研究

ならびに博物館的表現 ･伝達方法 ･利用に関する研究 (秋山贋光)

･近畿におけるオサムシ類の系統進化に関する研究 (八尋克郎)

･博物館事業における水理学分野の位置付けに関する研究 (戸田 孝)

･イバラモのシュート群動態と雌雄異株性に関する研究 (芦谷美奈子)

･博物館における民具資料の存在意義と利用価値の再発見 (中藤容子)

･琵琶湖博物館を利用した学習プログラムの開発 (中村公一)
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･琵琶湖博物館と学校の交流 ･連携に関わる実践的研究 (中野正俊)

琵琶湖博物館総合研究 ･共同研究審査委員会 委員

氏 名 現 職

鳥 越 暗 之 早稲田大学人間科学学術院 教授

原 田 英 司 京都大学名誉教授

三田村 緒佐武 滋賀県立大学環境科学部 教授

藤 井 譲 治 京都大学大学院文学研究科 教授

篠 原 徹 国立歴史民俗博物館民俗研究部 教授

宮 崎 信 之 東京大学海洋研究所海洋科学国際協同研究センター 教授

竹 村 恵 二 京都大学大学院理学研究科附属地球熱学研究施設長 教授

西 川 朗 滋賀県教育委員会学校教育課指導主事

川那部 浩 哉 滋賀県立琵琶湖博物館 館長

寺 田 治 雄 滋賀県立琵琶湖博物館 副館長

(4)公表された主な研究業績

学芸職員が公表した研究に関する著作物のうち､学術雑誌や書籍などで公表されたオリジナルな論文､

あるいはそれと同等なものをあげた｡研究業績全体については､琵琶湖博物館インターネットページ

(http://www.Ibm.go.jp/active/kenkyu/)に掲載した｡

山川千代美 ･此松昌彦 ･̂ 尋克郎 ･里口保文 ･石田志朗 (2007)伊吹山南麓に分布する中部更新統寺林層

の植物化石および昆虫化石に基づく古環境復元.第四紀研究,46(1):1-18.

牧野久美 (2007)琵琶湖集水域､特にエコ トーンにおける船の利用について.史学,75(2･3):

117-139.

牧野久実 (2007)湿地における田舟の利用.｢国際湿地再生シンポジウム2006 報告書｣国際湿地再生シ

ンポジウム2007実行委員会,73(2･3):305-312.

用田政晴 (2007)前方後方墳と前方後方形周溝墓一法勝寺SDX23号墓の再評価-,淡海文化財論叢.2:

35-40.

用田政晴 (2007)琵琶湖南部東岸の古墳と船津.考古学論究 :269-287.

MaehataM.(2007)ReproductiveecologyoftheFarEasternCatfish,Sl'Jurusasotus(Siluridae),Witha

comparisontoitstwocongenersinLakeBiwa,Japan.EnvironmentalBiologyofFishes,78:135-146.

Takahashi,K.,Soeda,Y.,Izuho,M.,Yamada,G.,Akamatsu,M.andChang,C.(2006)Thechronological

recordofthewoollymammoth(Mammuthusprl'ml'genl'us)inJapan.anditstemporaryreplacementby

Palaeoloxodonnaumannl'duringMIS3inHokkaido(northernJapan).Palaeogeography,

Palaeoclimatology,Palaeoecology,233,:1-10.

平山 廉 ･藤井 明 ･高橋啓一 (2006)香川県高松市塩江町の上部白亜系泉層群より産出したオサガメ科

化石化石,80:17-20.

高橋啓一 .島口 天 ･神谷英利 (2006)青森県下北郡東通村尻労産のナウマンゾウ化石とそのAMS]Llc年代.

化石研究会会誌,39:21-27.

北川博通 ･瀬戸浩二 ･高橋啓一 ･沖村雄二 (2006)瀬戸内海西部諸島周辺海底から産出したナウマンゾウ

化石.島根大学地球資源環境学研究報告,25:31-47,

Zhang,L Yang,D.andMasunaga,K.(2006)Twonewlong-1eggedfliesofthegenusParacll'us(Insecta:
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Diptera･Dolichopodidae)fromTalWan,WithNewRecordsofThreeSpecies.SpeciesDiversity:

149-156.

wang,M.,Yang,D.,andMasunaga,K.(2006)NoteonSyntormonfromChinesemainland(Diptera:

Dolichopodidae).TransactionsoftheAmericanEntomologicalSociety.131(1+2):129-132.

zhu,Y.,Yang,D.andMasunaga,K.(2006)TwonewspeciesofThl'nophl'1usfromChina(Diptera:

Dolichopodidae).TransactionsoftheAmericanEntomologicalSociety,131(1+2)二145-149.

Zhu,Y.,Yang,D.andMasunaga,K (2006)AnewspeciesofHydrophorus(Diptera:Dolichopodidae),

withakeytospeciesfromChina.EntomologicalNews,117(3):293-296.

芳賀裕樹 ･大塚泰介 ･松田征也 ･芦谷美奈子 (2006)2002年夏の琵琶湖南湖における沈水植物の現存量と

種組成の場所による違い.陸水学雑誌,67(2):69-79.

Ohtsuka,T.,Kudoh,S.,Imura,S.andOhtani,S.(2006)Diatomscomposingbenthicmicrobialmatsin

freshwaterlakesofSkarvsnesice-freearea,EastAntarctica.PolarBioscience,20:113-130.

芳賀裕樹 ･芦谷美奈子 ･大塚泰介 ･松EEl征也 ･辻 彰洋 ･馬場浩一 ･沼畑里美 ･山根 猛 (2006)琵琶湖

南湖における湖底直上の溶存酸素濃度と沈水植物群落現存量の関係について.陸水学雑誌,67:23-27.

Kobayasi,N.,Ohtsuka,T.andSaigusa,M.(2006)casestudiesontheseasonalchangesofdiatom

communityinpaddy丘elds.JournalofIntegratedFieldScience,3:95-101.

Nakano,S.,Takeshita,A.,Ohtsuka,T.andNakai,D.(2006)verticalprofilesofcurrentvelocityand

dissolvedoxygensaturationinbiofilmsonartificialandnaturalsubstrates,Limnology,7:213-218.

Smith,R.J.,Kamiya,T.andHorne,D.J.(2006)Livingmalesofthe àncientlasexualDarwinulidae

(Ostracoda,Crustacea).ProceedingsoftheRoyalSociety,B,273:1569-1578.

Smith,R.∫.andKamiya,T.(2006)Sixnewspeciesoffreshandbrackishwaterostracods(Crustacea)

fromYakushlma,SouthernJapan.Hydrobiologia,559:331-355.

宮本真二 ･中島経夫 (2006)縄文時代以降における日本列島の主要淡水魚の分布変化と人間活動.動物考

古学,23:39-53.

Obreg6-Barboza,H,,Maeda-Martiez,A.M.,Murugan,G.,Timms,B.V_,Grygier,M.I.,Rogers,D.C.,
Rodriuez-Almaraz,G.&Dumont,H.∫.(2007)Morphologyandsystematicsigni丘canceofthemystax,

ahithertoundescribedcephalicstructureofmalesincertainNotostraca(Branchiopoda).Journalof

CrustaceanBiology,27(1):18-23.

布谷知夫 (2006)身近な課題から始める環境教育 日本生態学会誌,2(56):158-165.

広瀬裕二･布谷知夫 (2006)環境教育 ｢生態学会と初等中等教育との連携を目指して｣総括論文.日本生

態学会誌,2(56):107-109.

布谷知夫 ･西垣 亨 (2006)地域と博物館との協力で実現した小学生による伯母川調査 (02-002J).国際

湿地シンポジウム報告書 :107-109.

中尾博行 ･藤田建太郎 ･川端健人 ･中井克樹 ･沢田裕一 (2006)琵琶湖北湖における外来魚ブルーギル

Lepoml'smacrochl'I･uSの繁殖生艶 魚類学雑誌,53:55-62.

中尾博行 ･川端偉人 ･藤田建太郎 ･中井克樹 ･沢田裕一 (2006)外来魚ブルーギルの卵 ･仔魚に対する在

来巻貝類の捕食.魚類学雑誌,53:167-174,

芳賀裕樹 (2006)琵琶湖南湖の面積について.陸水学雑誌,67:123-126.

Kameda,K"Koba,K.,Hobara,S.,Osono,T.andTerai,M,(2006)patternofnatural15Nabundancein

lakesideforestecosystemaffectedbycormorant-derivednitrogen.Hydrobiologia,567:69186.

Osono,THHobara,S.,Koba,K.andKameda,K . (2006) Reductionoffungalgrowthandlignin

decompositioninneedlelitterbyavianexcreta.SoilBiology and Biochem istry,38:1623-1630.

Takahashi,T.,Kameda,K.,Kawamura,M.andN akajim a,T . (2006) Food habitsofgreatcormorant

PhalacrocoraxcarbohanedaeatLakeBiwa,Japan,with specialreference to ayu Plecoglossusaltl'vells
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altJ'vells.FisheriesScience,72:4771484.

Timoshkin,0.A.,Grygier,M.J.,Nishino,M"Wada,E"Genkal,S.I.,Biserov,V.I.,Gagarin,V.G.,

Semernoy,V.P.,Jankowski,A.W"Stepanjants,S.D"Tsalolikhin,S.Y.,Starobogatov,Y.I.,Alexeev,V.

R.,Sitnikova,T.Y"Tuzovskij,P.V.,Okuneva,G,L.,Sheveleva,N.G.,Pomazkova,G,Ⅰ.,Arov,ⅠⅤリ

Mazepova,G.F.,Janz,H.,Obolkina,LA.,Chernyshev,A.V.,Morino,H.,Nakai,K"Matsuda,M.,

Ohtsuka,T.,Kawakatsu,M"Maehata,M"Masuda,Y.,Takemon,Y"Tanida,K"Kusuoka,Y.,Yahiro,K.,

Hirasawa,R.,Tuji,A.,Kusuoka,Y.,Kameda,K.,Ishida,T｣toh,TリIchise,S.,Wakabayashi,T,Okubo,Ⅰ.,

Seki,S.,Nagasawa,K.,Ogawa,K.andMasunaga,K.(2006)BiodiversityofLakeBiwa:New

discoveriesandfuturepotential.BerlinerPalaobiologischeAbhandlungen,9:61.

(5)研究助成を受けた研究

芳 賀 裕 樹

･滋賀県琵琶湖 ･環境科学研究センター ｢琵琶湖南湖沿岸帯におけるカビ臭アオコ発生機構の検討｣研究

分担者 (2004年～)

布 谷 知 夫

･文部科学省科学研究費補助金 (基盤B)｢半栽培 (半自然)と社会的しくみについての環境社会学的研究｣

研究分担者 (2005-2007年度)

･国立民族学博物館 ｢博物館のネットワーク研究会｣共同研究者 (2005-2008年度)

･国立歴史民俗博物館共同研究 ｢展示室におけるコミュニケーション･デザイン研究会｣共同研究者 (2006

-2009年度)

･文部科学省科学研究費 ｢中近世建築遺構の放射性炭素を用いた年代判定｣研究分担者 (2006-2008年度)

中 島 経 夫

･㈲世界自然保護基金ジャパン ｢琵琶湖流域の魚類分布情報のGIS化｣研究代表者 (2004-2006年度)

･国立歴史民俗博物館 ｢日本歴史における水田環境の存在意義に関する総合研究｣研究分担者 (2005-

2007年度)

･総合地球環境学研究所プロジェクト｢東アジア内海の新石器化と現代化一景観の形成史-｣プロジェク

トメンバー (2005-2011年度)

･全国科学系博物館等における地域子ども教室推進事業運営協議会 (国立科学博物館)｢地域子ども教室

推進事業｣研究代表者 (2004-2006年度)

･文部科学省科学研究費補助金 (基盤A)海外 ｢河姫渡文化研究の再構築-余眺田螺山遺跡の学際的総合

調査-｣研究分担者 (2006-2009年度)

･西日本自然史系博物館ネットワーク ｢琵琶湖博物館魚類標本の整備と公開｣代表者 (2006年度)

･社団法人近畿建設協会 ｢琵琶湖魚類調査研究｣代表者 (2006-2007年度)

牧 野 久 実

･文部科学省科学研究費補助金 (基盤A)｢イスラエル国ガリラヤ湖周辺の宗教文化についての総合研究｣

研究分担者 (2004-2006年度)

大 塚 泰 介

･文部科学省科学研究費補助金 (基盤B)｢河床生態系における微生物ループと生食連鎖とのリンク｣研

究分担者 (2004-2006年度)

･文部科学省科学研究費補助金 (基盤B)｢魚類の数値データを用いた同定ツール作成の研究｣研究分担

者 (2004-2006年度)

･文部科学省科学研究費補助金 (基盤C)｢珪藻同定支援システムの開発｣研究代表者(2006-2008年度)

･文部科学省科学研究費補助金 (基盤C)｢ラオスの水田における生態系変化の指標となる藻類の特定｣

研究分担者 (2005-2007年度)
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矢 野 晋 吾

･文部科学省科学研究費補助金 (基盤B)｢半栽培 (半自然)と社会的しくみについての環境社会学的研究｣

研究分担者 (2005-2007年度)

牧 野 厚 史

･文部科学省科学研究費補助金 (基盤B)｢半栽培 (半自然)と社会的しくみについての環境社会学的研究｣

研究分担者 (2005-2007年度)

･関西大学21世紀COEプログラム ｢幸福のフィール ドワークー実存と実践の比較社会学的方法の確立を

めざして-｣(関西学院大学 21世紀COEプログラム 『人類の幸福に資する社会調査』の研究)研究分担

者 (2003-2007年度)

･滋賀大学総合環境研究所プロジェクト研究 ｢水辺エコトーンにおける伝統的生業活動とコモンズの変容

に関する研究｣研究分担者 (2005-2006年度)

･文部科学省科学研究費補助金 (基盤B)｢琵琶湖の歴史的環境と人間の関わりに関する総合的研究｣研

究分担者 (2006-2009年度)

中 井 克 樹

･平成16年度開始地球環境研究総合推進費 ｢F-3侵入種生態リスク評価研究プロジェクト｣研究参画者

(2004-2006年度)

･水産庁平成17年度健全な内水面生態系復元等推進委託事業 ｢ブルーギル食害等影響調査｣担当者 (2005

-2006年度)

宮 本 真 二

･文部科学省科学研究費補助金 (若手B)｢自然環境の変遷と人間活動の対応関係に関する解明｣研究代

表者 (2005-2007年度)

･文部科学省科学研究費補助金 (基盤A)｢南部アフリカにおける 『自然環境一人間活動』の歴史的変遷

と現問題の解明｣研究分担者 (2005-2008年度)

･文部科学省科学研究費補助金 (基盤A)｢ブラマプトラ川流域地域における農業生態系と開発一持続的

発展の可能性-｣研究協力者 (2005-2008年度)

･総合地球環境学研究所プロジェクト ｢東アジア内海の新石器化と現代化一景観の形成史-｣プロジェク

トメンバー (2005-2011年度)

･文部科学省科学研究費補助金 (基盤B)｢琵琶湖の歴史的環境と人間の関わりに関する総合研究｣研究

分担者 (2006-2009年度)

･滋賀大学環境総合研究センタープロジェクト研究 ｢水辺エコトーンにおける伝統的生業活動とコモンズ

の変容に関する学際的研究｣研究分担者 (2005-2006年度)

高 橋 啓 一

･文部科学省科学研究費補助金 (基盤C)｢後期更新世における動植物相の変遷と旧石器文化の関係解明

のための学際的研究｣研究代表者 (2005-2006年度)

･総合地球環境学研究所プロジェクト｢日本列島における人間一自然相互関係の歴史的 ･文化的検討｣プ

ロジェクトメンバー (2006-2010年度)

桝 永 一 宏

･文部科学省科学研究費補助金 (若手B)｢海洋性双週目昆虫の起源と進化｣研究代表者 (2006-2008年度)

橋 本 道 範

･総合地球環境学研究所プロジェクト｢東アジア内海の新石器化と現代化一景観の形成史-｣プロジェク

トメンバー (2005-2011年度)

･文部科学省科学研究費補助金 (基盤B)｢琵琶湖の歴史的環境と人間の関わりに関する総合的研究｣研

究分担者 (2006-2009年度)
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用 田 政 晴

･河川環境財団 ｢琵琶湖水系野洲川 ･愛知川流域における弥生時代環濠集落の水環境論研究と成果展示-

の試み｣研究代表者 (2006-2007年度)

松 田 征 也

･(社)日本動物園水族館協会野生動物保護募金による助成対象事業 ｢ISSR分析によるムサシトミヨ水族

飼育群の遺伝的多様性｣共同研究者 (2006年度)

草 加 伸 吾

･河川環境財団 ｢下流域の富栄養化への影響を最小限にする森林管理方法の探求｣研究代表者 (2006-

2007年度)

･びわ湖 ･フブスグル湖交流協会研究プロジェクト (地球環境基金,イオン環境財団)｢モンゴル北部7ブ

スグル県周辺 の森林火災 ･虫害被害跡地の再生と予防支援｣研究分担者 (2006年度)

中 村 公 一

･滋賀県総合教育センター平成18年度 (2006年度)環境教育に関する研究II｢エネルギーについて主体的

に考える指導法の工夫｣共同研究者 (2006年度)

中 野 正 俊

･滋賀県総合教育センター平成18年度 (2006年度)環境教育に関する研究Ⅰ｢森林とその保全の重要性を

学ぶ環境学習｣共同研究者 (2006年度)

(6)芹琶湖博物館研究発表会

○研究発表会

2006年度は琵琶湖博物館の10周年を記念して4回の研究発表会を企画した｡

･第1回 (通算第10回)

タイトル :｢みんなで調べる琵琶湖のおいたち一琵琶湖地域の環境史研究の10午 (古琵琶湖編)-｣

日時 :2006年11月18日 (土)13:30-17:00

場所 :琵琶湖博物館ホール

内容 :琵琶湖博物館で進めてきた ｢環境史研究｣のうち､特に ｢古琵琶湖研究｣をテーマとして取 り上

げた｡学芸員の研究成果､地域の人々と行?た研究､これからの研究参加法などについて発表し

た｡はしかけグループ ｢びわたん｣の協力を得て､楽しく演出すると共に､参加者とともに発表

会を進行した｡

プログラム :

総合司会 山川千代美主任学芸員 (環境史研究領域)

13:30-13:40/開会あいさつ 研究部長 高橋啓一

13:40-13:55/環境史研究グループの研究紹介

橋本道範主任学芸員 (環境史研究領域)

13:55-14:40/ (1)琵琶湖の誕生期 (約400万年前)

テーマ :研究の成果と方法

進 行 :森永紗江子さん (びわたん)

発表者 :里口保文主任学芸員 (環境史研究領域)

高橋啓一総括学芸員 (環境史研究領域)

14:50-15:50/ (2)琵琶湖の沼沢期 (約250-170万年前)

テーマ :地域の人々と行った研究

進 行 :北村美香さん (ぴわたん)

発表者 :雨森 清さん (甲良東小学校教諭)
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′J､西省吾さん (みなくち子どもの森自然館学芸員)

岡村喜明さん (滋賀県足跡化石研究会会長)

16:00-16:50/ (3)古琵琶湖から琵琶湖- そして参加できる研究-

テーマ :みんなで調べる環境史研究の進め方

進 行 :森永紗江子さん

発表者 :石川寛子さん (びわたん)

会 場 :青木伸子 (交流担当グループ)

･第2回 (通算第11回)

タイトル :｢カワウ･水草 ･外来魚一彼らはなぜやっかい者なのか?-｣

日時 :2006年12月16日 (土)13:00-16:45

場所 :琵琶湖博物館ホール ･アトリウム

内容 :琵琶湖博物館では､近年大きく変貌をとげた琵琶湖地域の生態系に関して､さまざまな研究テー

マを取り扱ってきた｡その中から､特にカワウ､水草､外来魚といった "やっかい者"に焦点を

あて､なぜやっかい者なのかを人々と生物との関わりから考える発表を生態系研究領域の学芸員

を中心に行った｡また,アトリウムを使って生態系領域に所属する学芸員の研究などをポスター

で発表した｡

-プログラム :

開会あいさつ

13二10-13:50/南湖の水草は今 - ･? (芳賀裕樹主任学芸員)

13:50-14

14:30-15

学芸員)

15:10-15

15:40-16

16:00-16

16:40-16

30/外来魚問題を歴史から考える (中井克樹主任学芸員)

10/湖と森に与えるカワウの影響一環境を変える生物の全体像を探る- (亀田佳代子専門

40/休 憩 -<ポスター発表18題>-

00/コメント:中村正久 (滋賀大学環境総合研究センター教授)

40/質疑 ･討論 (コーディネーター :中村正久教授)
1

45/閉会あいさつ

･第3回 (通算第12回)

タイトル :｢めざしたこと･できたこと･これからのこと一琵琶湖博物館の10午-｣

日時 :2007年1月20日 (土)13:30-17:00

場所 :琵琶湖博物館ホール

内容 :博物館という研究機関には ｢博物館活動のありかた｣を探る博物館学の研究も求められている｡

そこで､実際に琵琶湖博物館で進めてきたさまざまな活動を博物館学的な観点から見直し､国内

外の事例とも比較しながら､その位置づけを検証した｡琵琶湖博物館が､何を目指してきたのか､

そして何ができ､何が課題として残されているのかを考えた｡

プログラム :

13:30-13:40/博物館学の考え方､活動の紹介､比較と評価 (マーク･Jプ ライガ-総括学芸員)

13:40-14:05/なぜたくさんの虫を集めるのか一地域の人たちとの調査研究から企画展-- (八尋克

郎専門学芸員)

14:05-14:30/学校と博物館との連携について (中村公一主査)

14:30-14:55/琵琶湖博物館の電子情報一世界情勢の中での立ち回り- (戸田 孝主任学芸員)

15:10-15:35/琵琶湖博物館の映像資料とその利用の可能性について (秋山廉光専門学芸員)

15:35-16:.00/琵琶湖水系漁拶習俗資料の収集 ･整理 ･保管､そして利用への道のり
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(用田政晴総括学芸員)

16:00-16:25/博物館現場での博物館学 (布谷知夫上席総括学芸員)

16:25-17:00/質疑応答 ･討論

･第4回 (通算第13回)

タイトル :｢大集合 !琵琶湖の研究｣

日時 :2007年2月17日 (土)10:30-17:00

場所 :琵琶湖博物館ホール ･アトリウム

内容 :琵琶湖地域の研究に関係する県内外の機関や人々による38のポスター展示と､各ポスターについ

ての短い発表を行った｡これらの発表について館長からコメントをもらい,それらを通して琵琶

湖研究の重要性､いろいろなグループや人々が研究をする意味､研究の進め方などについて討論

を行った｡発表会終了後には館内レス トランでの交流会も行った｡

プログラム :

9:30-/ポスター会場 (アトリウム)開場

10二30-/ポスター発表開始

13:00-/各ポスター1-2分ずつの口頭発表 (ホール)､川那部浩哉館長のコメント

15:00-17:00/ポスター前での討論 (アトリウム)

(7)特別研究セミナー

第44回 2006年7月4日 (火)13:30-14:30 琵琶湖博物館会議室

李 鍾股氏 (韓国国立安東大学校自然科学大学生命科学科 教授)

｢濁水が河川生態系に及ぼす影響｣

第45回 2006年7月26日 (水)13:30-15:00 琵琶湖博物館会議室

山崎真嗣氏 (豊橋技術科学大学エコロジー工学系 博士研究貞)

｢水田水生生物相に違いを与える要因の探求｣

第46回 2007年1月27日 (土)10:00-12:30 琵琶湖博物館セミナ一室

｢なぜ !魚はエリにはいるのか ?PARTII｣(琵琶湖漁業を考える会協賛)

進行 :橋本道範主任学芸員

10:00 あいさつ 中島経夫 (上席総括学芸員)

10:05-10:35 ｢琵琶湖のコイ ･フナを追う｣

米山和良 (北海道大学大学院水産科学院)･松田征也 (滋賀県立琵琶湖博物館)

10:35-ll:05 ｢アユの行動一流れと水温の影響-｣福田漠生 (近畿大学大学院農学研究科)
ll:10-ll:40 ｢エリまわりの流れをみる｣妹尾真也 (近畿大学大学院農学研究科)

ll:40-12:10 ｢湖にやさしい伝統漁法｣

山根 猛 (近畿大学大学院農学研究科)･鵜飼広之 (大津漁業協同組合)

12:10-12:30 全体質疑 ･討論 (20分)

(8)研究セミナー

毎月第3金曜日に､以下の研究セミナーを開催した｡

第1回 (4月21日)

RobinJ.Smith｢Livingmalesofthe-ancientasexual-Darwinulidae(Ostracoda;Crustacea)｣
矢野晋吾 ｢漁場管理の変化と構築される漁業権｣
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戸田孝 ･亀田佳代子 ･島田拓哉 ･釈慶樹 ･板倉安正 ｢常設赤外カメラによる琵琶湖赤野井湾の観測結果

一冬季の水鳥の去就と夏季の水草域の消長 -｣

第2回 (5月19日)

芳賀裕樹 ｢タテボシガイとセタシジミの貧酸素耐性｣

亀田佳代子 ｢カワウによる物質輸送と環境改変に関する研究 :その意義と展望｣

高橋啓一 ｢日本の晴乳動物相の変遷を考える-1000年単位の復元をめざして-｣

第3回 (6月16日)

牧野久実 ｢丸子船の操船性の解明に向けて｣

前畑改善 ｢琵琶湖内湖における魚類相の実態とニゴロブナ幼魚の放流効果｣

青木伸子 ｢博物館における環境学習の望ましいあり万一琵琶湖博物館を事例として-｣

第4回 (7月21日)

八尋克郎 ｢大分県杵築市の平原層から産出した中期更新世の昆虫化石｣

里口保文 ｢日本列島周辺における鮮新世の爆発的火山活動の解明｣

藤田裕子 ｢水田土壌における珪藻群集の特徴一日本とラオスの調査から-｣

第5回 (8月18日)

中島経夫 ｢琵琶湖博物館総合研究 『東アジアの中の琵琶湖-コイ科魚類の展開を軸とした一環境史に関

する研究』のまとめ ｣

牧野厚史 ｢鳥獣被害問題 ;社会学か らのアプローチ -滋賀県竹生島カワウ問題におけるmissed

opportunityの検討を事例として一｣

布谷知夫 ｢参加型調査という研究方法｣

第6回 (9月15日)

堀田桃子 ｢トウヨシノポリ4色斑型の集団遺伝学的解析｣

楠岡 泰 ｢ヨルダン博物館事情｣

草加伸吾 ｢モンゴル北部森林火災跡地での再生阻害要因の探求実験結果と再生への応用｣

第7回 (10月20日)

桝永一宏 ｢大洋島における海洋性アシナガバ工の起源と分散｣

宮本真二 ･安藤和雄 ｢ヒマラヤ地域における土地開発過程｣

用田政晴 ｢安土瓢箪山古墳における壷と 『埴輪』の史的意義｣

第8回 (11月17日)

山川千代美 ｢後期鮮新世のメタセコイアとスイショウの化石林｣

MarkJosephGrygier｢Stage2naupliuslarvaeofthesymbioticstalkedbarnaclesKoleolepasand

Heteralepas｣

松田征也 ｢滋賀県で大切にすべき野生生物における淡水貝類の選定について｣

第9回 (2月15日)

中井克樹 ｢琵琶湖の外来魚問題史｣

小川雅広 ｢農村環境直接支払いについて｣

北村美香 ｢博物館におけるマーケテイング ･プロセスモデル構築に向けて｣

第10回 (1月19日)

孝橋賢一 ｢琵琶湖岸において造成されたヨシ群落の機能回復度の評価にむけて～天然ヨシ群落との比較

から｣

武部 強 ｢多自然型川づくりを目指した河川計画について｣

橋本道範 ｢中世琵琶湖漁拶史研究総括- 『網野史学』の功と罪-｣

第11回 (2月16日)

中村公一 ｢博物館と学校とのよりよい連携のあり方を求めて｣
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西相知記 ｢複層林内での樹下植栽木の単木防除方法の成長比較｣

水野敏明 ｢琵琶湖流域のブルーギルの生息リスク評価｣

第12回 (3月16日)

大塚泰介 ｢ギャラリー展示 『ミクロの世界を探検 しよう-プランクトンの不思議-』が来場者のプラン

クトン観に及ぼした影響

野嶋宏二 ｢浜松市引佐町谷下産中期更新世の新種フナ化石の模式標本と新種ヤゲワニ化石の生息環境｣

中野正俊 ｢琵琶湖博物館と学校の交流 ･連携に関わる実践的研究｣

(9)特別研究員の受け入れ

･水野敏明

2006年3月1日～2007年3月31日

テーマ :市民参加による魚類分布情報を指標とした淡水生態系の統合的なリスク評価

･堀田桃子

2006年4月1日～2007年3月31日

テーマ :トウヨシノポリの4色斑型の遺伝的および形態的特性の把握

･野嶋宏二

2006年4月1日～2007年3月31日

テーマ :1.浜松市引佐町産中期更新世 (MIS9)の末記載種化石フナ

2.日本列島産フナ (現生､化石)の類縁関係

･藤田裕子

2006年4月1日～2007年3月31日

テーマ :水田に生息する微細藻類の生態学的研究

･北村美香

2006年 1月4日～2007年 1月3日

テーマ :博物館におけるマーケッティング及び広報活動について

(10)海外交流活動

1)研究に関する国際用務

･川那部浩哉

2006年7月31日～8月9日 国際イワナシンポジウム出席.アイスランド･レイキヤビック､アイス

ランド大学

2006年9月3日～9月14日 国際陸水学会議におけるSIAL会議出席および日仏共同企画展に係る調

整. ドイツ ･ベルリンおよびフランス国パリ

･桑原雅之

2006年7月31日～8月9日 国際イワナシンポジウム出席およびイギリスでの自然史博物館､水族館

の視察.アイスランド･レイキヤビック､アイスランド大学およびイギリス国ロンドン (自費)

･中島経夫

2006年8月31日～9月6日 科学研究費 (基盤B)田螺山遺跡出土遺物の調査および古環境考古学研

究に関する資料収集.中国杭州市漸江省博物館､上海市上海博物館

･八尋克郎

2006年10月1日～10月9日 日仏共同企画展に係る南フランス産昆虫標本の収集.フランス ･パリ

国立自然史博物館およびアどこヨン周辺

･高橋啓一

2007年 1月16日～1月21日 総合地球環境学研究所研究プロジェクト ｢日本列島における人間 ･自然
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相互関係の歴史的 ･文化的検討｣の係る研究打合せおよび収蔵資料調査.ロシア ･サハリン州､サハ

リン教育大学歴史学部およびサハリン州立博物館

･桝永一宏

2007年 1月22日～3月8日 科学研究費 (若手B)｢海洋性双麹目昆虫の起源と進化｣に係る資料収集

オーストラリアおよびニュージランド

･宮本真二

2007年2月14日～3月5日 科学研究費 (若手B)｢自然環境の変遷と人間活動の対応関係の解明｣

に係る研究調査.インドおよびバングラデシュ

2)事業に関する国際用務

･布谷知夫

2006年4月21日～4月26日 日仏共同企画展に係る ｢展示基本設計｣の内容の検討､調整と実施設計

に向けての協議.フランス ･パリ､フランス国立自然史博物館

(ll)開館10周年記念出版物

琵琶湖博物館開館10周年を記念して､開館以来10年間の研究部の活動などを ｢琵琶湖博物館 研究部10

年の歩み｣を出版した｡
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3 新たな参加と発見ができる博物館

展示活動

2006年度は､昨年度に引き続き､常設展示の展示物や情報機器の更新､展示手法の改善を行い､常設展

示の内容を発展させた関連事業を行った｡また,次のような企画展示､水族企画展示､ギャラリー展示､

水族展示イベントを開催し､関連事業を展開した｡さらに､｢集う､使う､創る 新空間｣を開設し､地

域住民の活動紹介を行った｡

(1)常設展示の主な更新

1)A展示室

特になし

2)B展示室

｢琴湖の治水利水｣ 琵琶湖のかつての水運パネルに変更 (牧野(久)2006/5/2)

｢輸送の主役 丸子船｣ 最新の研究成果 (模型航行実験)の映像を追加展示 (牧野(久)2007/2/6)

3)C展示室

｢川の生き物を調べる｣ 夜間採集の白布に集まる虫を付け替えた (桝永2006/4/26)

｢世界の湖沼｣ キネレット湖関連展示を追加 (B展より移動)(牧野(久)2006/5/29)
l

｢生き物コレクション｣｢鳥類｣の引き出しの上に ｢日本のラムサール条約湿地｣の最新パンフレッ
ト (日本語版､英語版)を置いた (亀田2006/6/8)

｢スタッフからのメッセージ｣ 資料提供の資料を紹介するようにした (展示担当2006/7/22)

｢ホタルダス｣ 最新アンケートを展示 (桝永 2006/12/19)

｢わたしたちの暮らし40年｣1996年から2005年までの展示を追加 (展示担当2007/3)
4)水族展示室

｢洞庭湖のダントウボウ等｣ 中国タナゴに変更 (松田2006/9/20)

5)屋外展示

特になし

6)ディスカバリー ･ルーム (芦谷 ･堀田 ･荒井)

｢音の部屋｣アジアの楽器展示 (2006/4/8-)

｢音の部屋｣北米 ･南米の楽器展示 (2006/7/1-)

｢音の部屋｣アフリカの楽器展示 (2006/10/1-)

｢音の部屋｣日本の楽器展示 (2007/1/3-)

｢世界の子どもたち フィンランド｣フィンランドの夏休み展示 (2006/5/30-)

｢世界の子どもたち フィンランド｣どうぶっのあしあと展示 (2006/ll/7-)

｢おばあちゃんの台所｣こどもの日関連展示 (2006/4/21-)

｢おばあちゃんの台所｣ゆかた展示 (2006/6/16-)

｢おばあちゃんの台所｣七夕展示 (2006/6/24-7/7)

｢おばあちゃんの台所｣着物展示 (2006/9/28-)

｢おばあちゃんの台所｣お正月関連展示 (2007/1/3-1/14)

｢おばあちゃんの台所｣ひなまつり関連展示 (2007/2/21-3/10)

｢生物水槽｣黄ナマズ展示 (2006/5/1-)

｢ディスカバリー ･カウンター｣アリ展示 (2006/4/20-)

｢ディスカバリー ･カウンター｣日本の喋標本展示 (2006/5/2-)
｢ディスカバリー ･カウンター｣カブトムシ蛸展示 (2006/6/3-)

｢ディスカバリー ･カウンター｣カイコ展示 (2006/6/4-)
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｢ディスカバリー ･カウンター｣アマガエル展示 (2006/8/5-)

｢ディスカバリー ･カウンター｣バッタ展示 (2006/10/14-)

｢ディスカバリー ･カウンター｣モリアオガエル展示 (2006/12/9-)

｢ディスカバリー ･ボックス｣福笑い ･すごろくボックス展示 (2007/1/3-1/14)

展示関連イベント

｢ディスカバリー ･カウンター｣コイを作ろう!(2006/4)

｢ディスカバリー ･カウンター｣短冊に願い事を書こう!(2006/6-7)

｢おばあちゃんの台所｣紙芝居 "七夕はどんな日?"(2006/7)

｢ディスカバリー ･カウンター｣カイコの糸取り (2006/7)

｢ディスカバリー ･カウンター｣まゆ工作 (2006/8)

｢ディスカバリー ･カウンター｣木の葉でウチワ (2006/8)

｢ディスカバリー ･カウンター｣光と影のアート (2006/9)

｢ディスカバリー ･カウンター｣繭玉ころころ (2006/10)

｢ディスカバリー ･カウンター｣タネで絵をかこう (2006/10)

｢ディスカバリー ･カウンター｣とびだす思い出カード (2006/ll)

｢ディスカバリー ･カウンター｣ミノムシを作ろう!(2006/12)

｢ディスカバリー ･カウンター｣みのきんカルテット (2007/1)

｢ディスカバリー ･カウンター｣オ二をつくろう (2007/2)

｢ディスカバリー ･カウンター｣おひなさまをつくろう (2007/3)

わたしたちの暮 らし50年 タネで絵をかこう

(2)第14回企画展示 ｢湖辺～水､魚そして､人～東アジアの中の琵琶湖｣

1)概 要

期 間 :平成18年7月15日 (土)～11月26日 (日)

場 所 :琵琶湖博物館 企画展示室

観覧料 :大人400円 (300円) 高校生 ･大学生300円 (230円) 小学生 ･中学生200円 (150円)

(カッコ内は20人以上の団体料金)

観覧者数 二22,700人

展示設計業者 :(有)おうれりあん

担当者 :主担当者 秋山贋光

副担当者 中島経夫
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2)内容 ･特徴

(∋展示のテーマ :

琵琶湖畔での人の暮らしと身近な自然環境との結びつきを映像で示すことによって､長い歴史の中で築

かれてきた湖と人間とのかかわりを深く心に印象づけ､豊富な自然に育まれた身近な環境の価値をあらた

めて思い出させるような展示とした｡

この企画展示は､2007年度企画展示の導入ともなる｡これは､琵琶湖の湖辺を出発点として､時間軸を

さかのぼり､人間と湖のかかわりがたどった道を探検する物語である｡そして､それに重ねるようにコイ

科魚類が分布を拡大した時代を時間軸とし､発祥の地であるユーラシアの大地へと､コイ科魚類の足跡を

たどるような想像力をかきたてる映像となるように展示 した｡そのために､現在の琵琶湖という自然環境

とそれにかかわる人間の姿を印象に残る手法で展開した｡

② 展示の特徴 :

本企画展では､湖辺での人間と生き物､その環境とのかかわりを､共同研究者今森光彦氏の映像によっ

て､イメージとして展示した｡現代の琵琶湖岸では､ほとんど見られなくなった暮らしと身近な環境が結

びついた姿を映像で示 し､あらためて来館者に問題意識をもっていただくよう努めた｡それと同時に､

2007年度に開催の企画展示 ｢琵琶湖のコイ ･フナの物語～東アジアの中の湖と人～｣への導入となる展示
となるよう配慮した｡展示の各ゾーン内には､総合研究の共同研究者10名の似顔絵が､それぞれの研究者

の立場から個別､展示映像へのコメントを加えた｡

3)展示項目

① エントランス

高島市新旭町針江の湧水を起源とする′｣､川と琵琶湖岸との間で､生活圏を共有する老漁師とコイ科魚類

の出逢いを暗示する大写真パネルを設置｡

(参Aゾーン (導入部):東アジア総合研究から今森光彦の映像へ

本企画展示の背景となった総合研究 ｢東アジアの中の琵琶湖一コイ科魚類の展開を軸とした一環境史に

関する研究｣の成果として､コイ科魚類の変遷と湖辺で暮らす人の変遷を歴史年表風に解説した｡人の暮

らしの痕跡と共に出土するコイ科魚類の咽頭歯化石を展示｡7000万年のコイの来た道をたどる｡

(彰B-1ゾーン :季節の移 り変わりの中での､水､魚､人

展示中央にヨシの丸立てを展示｡季節の移 り変わりの中で自然に生きる魚と人との関わり､それを取り

持つ水の映像展示｡物語の中心は､高島市新旭町針江｡自然の営みと一体となって生活する老漁師とコイ

やフナとの関係を写真パネルで解説｡

(むB-2ゾーン:水の源､野､森､山をたどる

悠久の時の流れの中で､魚と人が出逢う場となった自然景観を表現｡山や森に降る 雨は川や湧き水と

なって生物を育む｡その中に魚や人が暮らす｡背景となる自然風土を作 り上げてきた水の循環に合わせ､

長い時間をかけてゆったりと変化する自然のあり方を解説｡

⑤ Cゾーン:東アジアの中の琵琶湖

平成19年度企画展示 ｢琵琶湖のコイ ･フナの物語～東アジアの中の湖と人～｣への導入展示｡コイの全
身骨格標本｡ビデオコーナーの設置｡フナズシなど風土の中で育まれた郷土料理の紹介も行った｡

4)関連事業

(∋上映会 ｢里山 生命めぐる湖辺｣(上映ビデオはオリジナル編集作品)

日 時 :平成18年7月16日～8月25日 (毎週金曜日)5回

場 所 :琵琶湖博物館ホール

(∋観察会 ｢カバタを見てみよう｣

日時 :平成18年9月10日
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場 所 :高島市新旭町針江

共 催 :琵琶湖博物館うおの会

参加者 :56名

(参体験教室 ｢咽頭歯のレプリカ作 り｣

日 時 :平成18年10月1日

場 所 :琵琶湖博物館実習室

参加者 :12名

(彰企画展示シンポジウムⅠ｢湖辺～水､魚､そして人～｣

日 時 :平成18年10月15日 (日)13:00-16:40

場 所 :琵琶湖博物館ホール

話題提供とパネルディスカッション

写真家 今森光彦

NHKエンタープライズ 若松博之

総合地球環境学研究所 内山純蔵

参加者 :65名

⑤人形劇にんたま公演 ｢たなかみさま｣

日 時 :平成18年10月28日

場 所 二琵琶湖博物館エントランス

参加者 :93名 (第一回上演)､84名 (第二回上演)

(む企画展示シンポジウムII｢琵琶湖をめぐる景観の歴史｣

日 時 :平成18年11月12日 (日)13:00-16:40

場 所 :琵琶湖博物館ホール

話題提供とパネルディスカッション

総合地球環境学研究所 内山純蔵

総合地球環境学研究所 カティ ･リンドス トローム

滋賀大学環境総合研究センター 佐野静代

写真家 今森光彦

琵琶湖博物館 中島経夫

共 催 :総合地球環境学研究所プロジェクト ｢東アジア内海における新石器化と現代化｣

参加者 :46名

第14回企画展示入口風景
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(3)水族企画展示

1)第17回水族企画展示 ｢ホテジャコは､いま- ･?｣

(∋概要

期間 :平成18年4月29日(土 ･祝)～6月18日(日) 計45日間

場所 :琵琶湖博物館 水族企画展示室

観覧者数 :計 64,944人(平均入場者数 1,443人)(電子カウンターによる)

主催 :滋賀県立琵琶湖博物館

担当者 :主担当者 松田征也

副担当者 柴山弘史 関慎太郎 藤井泰正

② 内容 ･特徴

滋賀県には ｢ボテ｣または ｢ボテジヤコ｣と呼ばれる魚が6種類います｡ボテは体長6-12cmのコイ科

の魚で､食べても苦みがあることから水産的な価値は低 く､どんなエサにでも食いつくことから､釣 り人

からもじゃま者扱いされる魚でした｡ところが近年になり､湖の岸辺に群れ､小川などでも普通にみるこ

とができたボテが､湖や小川からその姿を消しているのです｡

企画展示では､滋賀県にすむボテたちの少なくなった理由と現在の状況を紹介するとともに､日本国内

にすむボテの仲間(タナゴ類)の展示と､産卵習性や､ボテと人との関わりなどについても紹介 しました｡

③ 展示魚種

イタセンパラ､ミヤコタナゴ､タナゴ､カゼ トゲタナゴ､アカヒレタビラ､スイゲンゼニタナゴ､セボ

シタビラ､オオタナゴ､ゼニタナゴ､イチモンジタナゴ､アブラボテ､ニッポンバラタナゴ､シロヒレタ

ビラ､タイリクバラタナゴ､カネヒラ､ヤリタナゴ 以上16種類

2)第18回水族企画展示 ｢水辺の生き物｣

(∋概要

滋賀県には､世界的にも歴史の古い湖の一つ琵琶湖があり､この湖とその集水域には数多 くの生き物が

すむ水辺環境が広がっています｡水辺では太古の昔より人びとと生き物がお互いに密接に関りあいながら

暮らしてきました｡

本企画展では､人と生き物が関わるもっとも顕著な場である水辺をテーマに､ため池､水田 ･用水路､

ヨシ原などに焦点をあて､それぞれの場にすむ生き物と人びとの暮らしの一端を紹介することで､来館者

が身近な水辺の価値を見直すためのきっかけの場となることをめざした｡

主 催 滋賀県立琵琶湖博物館

開催期間 平成18年7月15日 (土)～11月26日 (日)

会 場 滋賀県立琵琶湖博物館 水族企画展示室

観覧料 常設展示観覧料に含まれる

② 展示方針

･水辺で普段めったに見かけられない生き物､身近にいる生き物でも意外な習性､生態をもつ生き物など､

水辺に関わるさまざまな生き物について詳 しく解説した｡

･人びとの暮らしに関わるモノ (ヨシ細工や漁具など)を展示 したり､水辺にまつわるトピックなどを時

期的に入れ替え展示 し､来館者にとって新鮮味のある展示を心がけた｡

･各エリアにキャラクターを配置し､企画展示室内の案内役として来館者にわかりやすく内容を伝える工

夫を取 り入れた｡

(参展示 した主な生物.

･魚類 :コイ､ニシキゴィ､ホンモロコ､カワバタモロコ､タモロコ､ニゴロブナ､ギンブナ､稚魚 (コ

イ科)､ ドジョウ､スジシマ ドジョウ大型種､ナマズ､など｡

･昆虫類 :ゲンゴロウ､クロゲンゴロウ､タガメ､タイコウチ､コオイムシなど｡
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･両生は虫類 :トノサマガエル､ダルマガエル､シュレ-ゲルアオガエル､モリアオガエル､ヒキガエル

類､アマガエル､アカハライモリ､カスミサンシヨウウオなど｡

･甲殻類 :アメリカザリガニ､サワガ二､スジエビなど

･水生植物 :ジュンサイ､タヌキモの仲間ほか ･貝類 :マルタニシ､オオタニシなど｡

展示室の入口 展示室内部

(4)ギャラリー展示

1)｢こどもが見つめる ふるさとのJll-こどもエコクラブ伯母Q五郎のたからもの-｣
(D概要

開催期間 :2006年3月4日 (土)～4月9日 (日)

開催場所 二琵琶湖博物館 水族企画展示室

観覧料 :常設展示観覧料に含まれる

観覧者数 :10,029人 (赤外線カウンターによる人数)

主催 :滋賀県立琵琶湖博物館 こどもエコクラブ ｢伯母Q五郎｣

担当者 :谷口雅之､中野正俊､中村公一

(∋内容

今､学校や地域では､川の生き物調査などを取り入れた環境に関する学習や取り組みが盛んに行われて

いる｡こどもエコクラブ ｢伯母Q五郎｣は､草津市立志津小学校の子ども達が作ったクラブである｡(志

津小学校は､平成15年度地域科学館連携支援事業で琵琶湖博物館と連携した小学校である｡)平成15年度､

16年度は､志津公民館を借りて志津小学校や｢伯母Q五郎｣が中心となり､琵琶湖博物館の支援のもと｢伯

母川博物館｣が開かれた｡｢伯母Q五郎｣の活動は､今年度も続いており､活動の範囲は草津市全体に広がっ

ている.そこで今年度は､｢伯母川博物館｣から一歩視野を広げ､琵琶湖博物館を会場にして､｢伯母Q五

郎｣の活動を紹介すると共に､環境に関する子ども達のメッセージを伝える場をつくりたいと考えた｡

この展示は､来館者にとって身近な環境について見つめなおす機会となり､また､｢伯母Q五郎｣の活

動紹介から､こども達の可能性に気づき､地域活動に対して意識をもってもらう場となることをねらいと

した｡

展示タイトル ｢こどもが見つめる ふるさとの川-こどもエコクラブ伯母Q五郎のたからもの-｣には､
こどもの視点から川を見るということと､将来にわたってふるさとの川を大切にしていこうという思いを

込めている｡また､川に関わる活動を通して得られたすべてのことを ｢たからもの｣と捉え､子ども達の

変容を展示のストーリーとした｡

(∋展示内容

･こどもエコクラブ ｢伯母Q五郎｣の活動の紹介

･草津市内の川にいる生き物の展示

(水槽展示 :4｢ザリガニ｣｢フナ｣｢カワムツ｣｢カマツカ｣｢タモロコ｣)
丁伯母Q五郎｣へのメッセージを展示
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2)｢博物館を楽しもう～はしかけ ･フィール ドレポーター活動紹介～｣
①概要

開催期間 :平成18年3月21日 (火 ･祝)～4月9日 (日)

開催場所 :琵琶湖博物館 企画展示室

観覧料 二常設展示観覧料に含まれる

担当者 :中井克樹､牧野厚史

(参内容 ･特徴

はしかけ､フィールドレポーターは､毎年､年度末に日を選んで合同で活動発表会を行っている｡通常

はグループ毎に行われている博物館での活動をお互いに知り､それぞれの活動に活かすためである｡はし

かけ制度発足から5年目に入る2005年度は､一日だけの活動の紹介ではなく､企画展示室を使ったギャラ

リー展示というかたちで活動の報告を行った｡タイトルは ｢博物館を楽しもう～はしかけ ･フィール ドレ

ポーター活動紹介～｣とした｡展示期間は､春休み期間を意識し､2006年3月21日～4月9日として､期間

中には参加団体によるイベントデーが設けられ､ザ !デイスカバはしかけ (はしかけのグループ)による

お手玉づくりや､フィール ドレポーターによる竹とんぼ製作など､はしかけ､フィールドレポーターによ

る様々なイベントも行われた｡

3)｢つかんだ ･つんだ ･いつもいた あの生きものは､いま-･?｣

(∋概要

期間 :平成18年4月29日 (土 ･祝)～6月18日 (日) 計 45日間

場所 :琵琶湖博物館 企画展示室

観覧者数 :計 43,153人 (平均入場者数 931人)

主催 :滋賀県立琵琶湖博物館

担当者 :主担当者 松田征也

副担当者 芳賀裕樹 ･中井克樹 ･桝永一宏 ･布谷知夫

(∋内容 ･特徴

子どもの頃､はらっば､里山､田んぼ､小川､公園や学校の校庭､そして琵琶湖で出会った植物や動物

たち生物は､いまどうしているのか ?タンポポの綿毛に息をかけて吹き飛ばす､今も昔も何も変わらな

い? 琵琶湖で魚釣 りをすると､釣れる魚の種類は? 何げない日常の中にも､過去と現在を比較する視

点を持つことで､身のまわりの生き物たちにさまざまな変化が起きていることに気づくのではないでしょ

うか｡

ギャラ1)-展では､植物､魚類､貝類､両生･爬虫類､鳥類､昆虫類について､代表的(シンボリック)

な生物の現状とその減少理由などを､標本類､写真などを通じて紹介することで､来場者に自然環境の重

要性と､昔なじみの生き物たちの現状を考えるための機会を提供しました｡

展示はパネルを中心としたもので､紹介する生きものを｢今は少なくなった生き物｣｢昔はみなかったが､
いまは増えている生き物｣｢今と昔で種類が変わってしまった生き物｣の3つのパターンに分類 し､それぞ
れパターンごとに色分けして紹介しました｡

③展示項目 (見出しタイトル ( )内は紹介した生物)

(ア)今は少なくなった生き物

④琵琶湖からイシモロコ(モツゴ)が消えた ! (モツゴ)

G)オオサンショウウオは減ったのか ? (オオサンショウウオ)

∈)｢鳩の海｣なのに､カイツブリはたった373羽? (カイツブリ)

④元祖 ｢外来魚｣はどこへ ? (カムルチ-)

㊥河原とともに消えゆくカワラバッタ (カワラバッタ)
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(∋公害雑草はどこへ行く (セイタカアワダチソウ)

④湖の幸を取り戻せ ! (セタシジミ■)

①ポテジヤコは､いま- ･? (タナゴ類)

(⊃湖の幸をとりもどせ (ホンモロコ､ニゴロブナ)

G)水路から消えてしまった!? マツカサガイ (マツカサガイ)

(9春の田んぼの代表だったのに (レンゲ)

(イ)昔はみなかったが､いまは増えている生き物

(∋甲羅を干すカメに異常あり! (アカミミガメ)

(む夜の田んぼに牛の声 (ウシガエル)

(∋入れ替わってしまったブラックバス (オオクチバス)

④25年前にはほとんどいなかったカワウが､今は2-4万羽に増えた (カワウ)

径)クマゼミ日本を北進中!滋賀県でも分布を拡大 (クマゼミ)

①ピンクの卵を見たら- ･ (スクミリンゴガイ)

㊥分布を広げているチョウたち (ナガサキアゲハ､ツマグロヒョウモンなど)

(9名前は知らないが､誰もが知っている (ヒメオドリコソウ)

(⊃琵琶湖南湖の水草が急に増えた (水草類)

(ウ)今と昔で種類が変わってしまった生き物

㊤ヒッツキ虫が大きくなった ! (オナモミとオオオナモミ)

(砂シジミが増え!?外国産のシジミかも? (タイワンシジミ)

①田んぼのカエルの鳴き声が変わった!? (ダルマガエ)I,)

(む変わるタンポポの勢力図 (タンポポ)

(うえ～つ! ナメクジも昔とは違うって? (ナメクジ)

(か黒いゴリは侵入者 ! (ヌマナチブ)

@ミノムシが消えた ! (オオミノガ)

(エ)滋賀県産アユモ ドキ標本 (琵琶湖博物館蔵)

(オ)滋賀県産イタセンパラ標本 (国立科学博物館蔵)

(カ)鳴き声あてクイズ (蛙と鳥類)

(キ)タテボシガイの神経垂逆

(ク)シジミの貝合わせゲーム

(ケ)お絵かきコーナー

(彰関連事業

紙芝居 ｢ぼくの周りでおこっていること｣(工房ゑこるか)

5月20日･5月27日･6月3日･6月10日･6月17日

4)企画展でふりかえる琵琶湖博物館の10年

①概要

期間 :平成18年12月23日 (土 ･祝)～平成19年2月18日 (日) 計43日間

場所 :琵琶湖博物館 企画展示室

観覧者数 :計18,127人

主催 :滋賀県琵琶湖博物館

担当者 :主担当者 芳賀裕樹 副担当者 草加伸吾 ･用田政晴

②内容 ･特徴

この展示では年表と共に企画展示を軸に10年のあゆみを紹介した｡開館記念特別展 ｢里山 生命の小宇

宙｣に始まり､｢博物館ができるまで｣｢古代湖の世界｣｢私とあなたの琵琶湖アルバム｣｢近江はトンボの
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宝庫｣｢絶滅と進化｣｢湖の船｣｢琵琶湖の魚 ･漁 ･食｣｢絵｣｢中世のむら探検｣｢外来生物｣｢のびる ･ひ

らく･ひろがる｣｢歩く宝石オサムシ｣までの企画展示の代表的な資料および図録を使用して展示をおこ

なった｡10年間の水族企画展示については開催時のチラシとパンフレットによって振り返った｡

また､世界古代湖会議､パリ国立自然史博物館との協力覚書､漁師修行の旅､伯母川探検隊､｢はしか

け｣やフィールドレポーターの活動を年度ごとに振り返ると共に､学校 ･地域連携､展示交流員や水族飼

育員の活動紹介､国際交流の梯子､インターネットページ ･電子図鑑､出版物などの トピックについてパ

ネルを作成して展示した｡

(5) トピックス展示

1)アトリウム

｢イノシシ｣

①期間 :平成19年1月3日 (水)～2月4日 (日)

担当者 :松田征也

協力者 :高橋啓一､用田政晴､布谷知夫､橋本道範､孝橋賢一､西相知記､石田未基､太田佳恵､

出口武洋

②内容 ･特徴

平成19年の干支にちなみ､当館が所蔵する化石､古文書､植物､シシ垣の写真など当館所蔵の資料を中

心に､イノシシと人との関係について展示を行った｡

2)B展示重

蔵ケース ｢近江の奇祭 鍋冠祭と中世筑麿の人々｣(橋本､太田 2006/4/ll-5/7)

3)水族展示

水族展示室内のふれあい体験室前に設置した小型展示水槽をつかって､生まれたばかりの稚魚や話題性

のある魚など､常設展示では観察することの難しい水生生物を展示した｡内容と期間は以下のとおりで

あった｡

丁琵琶湖固有種 イサザ｣(桑原2006/4/ll-5/1)

丁ホンモロコの稚魚｣(松田2006/5/9-5/28)

イスイゲンゼニタナゴの稚魚｣(松田2006/5/30-6/18)

･｢オヤニラミの稚魚｣(松田2006/6/20-7/17)

･｢イタセンパラの稚魚｣(松田2006/7/19-8/6)

･｢琵琶湖固有種 ビワヨシノポリ｣(桑原2006/8/8-9/3)

･｢ホトケドジョウの稚魚｣(松田2006/9/9-10/1)

丁 ミヤコタナゴの未成魚｣(松田2006/10/3-10/22)

丁産卵期を迎えた カネヒラ｣(松田2006/10/31-ll/19)

丁イチモンジタナゴの幼魚｣(松田2006/ll/28-12/24)

イ ビワマスの稚魚｣(桑原2007/1/3-3/25)

イ琵琶湖固有種 イサザ｣(桑原2007/3/27-4/22)

(6)集う､使う､創る新空間

2005年度に情報利用量の一部を改造して誕生した新空間は､地域のひとびとの活動を支援するための展

示室として本格的に使用を開始することになった｡今年度は新空間の運営に関する方針や利用規則を策定

し､より活発な使用を進めている｡

･4月22日 (土)～5月31日 (水) 鉱物 ･化石展 (地学愛好団体の連合組織 ｢湖国もぐらの会｣)
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6月20日 (火)～7月20日 (木) 和船をめぐる地域住人の活動紹介 (堅田高等学校図書委員会ほか)

8月12日 (土)～9月2日 (土) 試作品 !ディスカバリーボックスを使ってみよう (琵琶湖博物館

(博物館実習受講生))

･10月3日 (火)～10月15日 (日)

琶湖博物館フィールドレポーター

･10月17日 (火)～10月29日 (日)

物館)

･11月5日 (日)～12月3日 (日)

ラフト･フィッシングタックル)

･12月9日 (土)～1月8日 (月)

･2月25日 (日)～3月18日 (日)

かたりべ会 ･南市かたりべ会)

･3月25日 (日)～4月8日 (日)

ドレポーター)

はしかけ ･フィールドレポーター､九州国立博物館へ行く!(琵

琵琶湖博物館はしかけ)

ヨシ紙展示 ｢琵琶湖と鵜殿のヨシ紙｣(鵜殿ヨシ原研究所 ･ヨシ博

｢木から生まれた渓魚たち｣フィッシュクラフト展 (フィッシュク

日本野鳥の会滋賀支部の活動 (野鳥の会滋賀支部)

メモリアリウムヘようこそ-ふるさと絵犀風と郷の語り部 (沖田

はしかけ ･フィールドレポーター活動紹介 (はしかけ ･フィール

展示交流事業

(1)水族展示の交流

水族展示では､2006年度も例年通り当日の来館者を対象として､当館最大の水槽であるトンネル水槽(沖

合 ･岩場水槽)やチョウザメ類､ガ-パイク類などの古代魚を展示している水槽 (古代魚水槽)､および

カイツブリ水槽 (水辺の鳥)において展示交流を行った｡ トンネル水槽では､水族飼育員が潜水し､展示

交流員と水中マイクを使って会話しながら､魚の解説や風船などを使った簡単な実験を行った｡古代魚の

水槽では､チョウザメ類やガ-パイク類に餌を与え､種類ごとの餌の違いやとり方の違いを解説した｡ま

た､カイツブリ水槽では､餌を与えてカイツブリが水中にもぐって餌を探したり､それを捕らえる様子を

来館者に観察していただきながら､この鳥の体のしくみや生態についてわかり易く解説した｡

｢水族飼育員と話そう｣の内容

月 日 内 容 参加者(名) 担当飼育員 補助飼育員 [展示交流員]

4 1 カイツブリへの給餌と解説 50 布施 柴山 .岡田 (隆)

12 トンネル水槽潜水通話 30 丸尾 柴山 .布施 .[揮井]

15 古代魚-の給餌と解説 100 石川 柴山

21 カイツブリへの給餌と解説 20 岡田(隆) 柴山 .丸尾

27 トンネル水槽潜水通話 40 丸尾 柴山 .布施 .[近藤]

5 9 古代魚-の給餌と解説 20 柴山 右川

12 カイツブリへの給餌と解説 40 布施 丸尾

17 トンネル水槽潜水通話 40 丸尾 柴山 .[中村]

20 古代魚-の給餌と解説 70 右川 柴山

25 カイツブリ-の給餌と解説 30 岡田(隆) 柴山 .布施

30 トンネル水槽潜水通話 70 丸尾 柴山 .布施 .[井出]

6 3 古代魚への給餌と解説 70 石川 岡田 (隆)

8 カイツブリへの給餌と解説 30 布施 柴山 .岡田 (隆)

15 トンネル水槽潜水通話 70 丸尾 柴山 .[岩見]

17 カイツブリ-の給餌と解説 40 岡田(隆) 布施

22 古代魚-の給餌と解説 50 柴山 岡田 (隆)

28 トンネル水槽潜水通話 60 丸尾 柴山 .[大塚]
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7 6古代魚への給餌と解説 40 石川 柴山

8 カイツブリへの給餌と解説 50 布施 柴山 .岡田 (隆)

12 トンネル水槽潜水通話 40 丸尾 柴山 .[杉本]

15古代魚への給餌と解説 60 柴山 石川

20 カイソブー)への給餌と解説 20 岡田(隆) 布施 .丸尾

26 トンネル水槽潜水通話 70 丸尾 柴山 .[愛須]

8 9 カイツブリへの給餌と解説 50 布施 柴山 .岡田 (隆)

ll トンネル水槽潜水通話 80 丸尾 柴山 .[池畑]

16古代魚-の給餌と解説 80 柴山 右川

23 カイツブリへの給餌と解説 50 岡田(隆) 布施

30 トンネル水槽潜水通話 80 丸尾 柴山 .[折中]

9 2 カイツブリ-の給餌と解説 50 布施 岡田 (隆)

14 トンネル水槽潜水通話 30 丸尾 柴山 .[北田]

28 トンネル水槽潜水通話 50 丸尾 御薬袋 .布施 .[村田]

30 カイツブリ-の給餌と解説 40 岡田(隆) 布施

10 ll 古代魚-の給餌と解説 30 柴山 石川

12 トンネル水槽潜水通話 40 丸尾 柴山 .大西 .[斉藤]

19古代魚-の給餌と解説 30 石川 柴山

21 カイツブリへの給餌と解説 30 岡田(隆) 布施

ll 2古代魚-の給餌と解説 30 柴山 石川

4 カイツブリへの給餌と解説 50 布施 岡田 (隆).大西

15 トンネル水槽潜水通話 40 大西 松田学芸員 .柴山 .石川

22 カイツブリ-の給餌と解説 20 岡田(隆) 布施

28古代魚-の給餌と解説 30 石川 柴山

12 2 カイツブリへの給餌と解説 40 布施 岡田 (隆)

9古代魚への給餌と解説 80 柴山 石川

13 トンネル水槽潜水通話 20 大西 柴山 .[橋本]

21 トンネル水槽潜水通話 10 大西 柴山 .布施 .[林]

1 6 カイツブリへの給餌と解説 40 布施 岡田 (隆)

10 古代魚-の給餌と解説 30 石川 柴山 .御薬袋

17 トンネル水槽潜水通話 40 大西 柴山 .[本田]

20古代魚-の給餌と解説 70 柴山 大西

24 トンネル水槽潜水通話 60 大西 柴山 .[中江]

31 カイツブリへの給餌と解説 20 岡田(隆) 大西

2 3古代魚への給餌と解説 70 石川 柴山

7 トンネル水槽潜水通話 60 大西 柴山 .布施 .[矢野]

9 カイツブリへの給餌と解説 30 布施 岡田 (隆)

18 カイツブリへの給餌と解説 30 岡田(隆) 布施

22古代魚-の給餌と解説 20 柴山 石川

28 トンネル水槽潜水通話 30 大西 柴山 .[斎藤]

3 3古代魚-の給餌と解説 50 柴山 石川

7 カイツブリへの給餌と解説 20 石川 柴山

13 トンネル水槽潜水通話 30 大西 柴山 .[千葉]

17 カイツブリへの給餌と解説 50 布施 岡田 (隆)

21古代魚への給餌と解説 100 石川 柴山

28 トンネル水槽潜水通話 60 大西 柴山 .[山本]
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(2)展示交流員と話そう

展示交流員は､琵琶湖博物館の案内だけではなく､展示を通 して来館者と交流 し､来館者に身近な自然

や生活へ目を向けていただく ｢かけはし｣となっている｡展示交流員は､普段から展示室での交流を行っ

ているが､さらなる交流業務の充実をはかるため､昨年度に引き続き､｢展示交流員と話そう｣を実施 した｡

本事業を実施するに際 しては､展示交流員が各自でテーマを設定 し､担当学芸員のア ドバイスを受けなが

ら､知識の習得､交流方法の検討､資料作成について､2ケ月間の準備を行った｡また､普段の交流から

｢きっかけ｣をつかみ､できるだけ自然なスタイルで臨めるよう努力 したり､各自のテーマに沿って､展

示だけの交流ではなく､化石を触ってもらう ･自作の資料を見てもらう等､来館者の興味を引き出す工夫

も行った｡

本事業の詳細は以下のとおりである｡

①実施期間 :平成18年12月 1日 (金)～平成19年3月31日 (土)

(日曜日,祝 ･祭日は除く)

②実施人数 :展示交流員 37名

(勤実施回数 :平成18年12月 80回

平成19年1月 93回

平成19年2月 83回

平成19年3月 99回 計355回

(彰交流人数 :計1,670名

実施内容一覧

展示室 名 前 実 施 テ ー マ 実 施 場 所

A 芦 田 弘 美 動物の歯とたベもの 自然史研究室 又は コレクションギャラリー
杉 本 和 子 メタセコイヤ 植物化石の研究

柳 原 徳 子 いちょうはひとりばっち- コレクションギャラリー

B 中村 と く子 疏水～淀川 治水への取 り組み

井 出 範 子 疏水を歩こう 治水-の取 り組み

犬 壕 菊 美 西野水道 治水への取 り組み

村 田 洋 子 イスラエルの湖 ガリラヤ湖 琴湖の漁

木 村 美 枝 近江大津宮

C 荒 井 紀 子 ホタルがすみやすい川に ! ホタルと人と環境と

奥 村 恵 子 ｢フィール ドレポーター｣つて何 ? タンポポ調査

北 川 喜 美 薬 ヨシ葺屋根 .ヨシについて ヨシ葺き屋根

岩 見 勉 歩幅で琵琶湖の距離を測ろう 空からみた琵琶湖

岩 見 勉 葉っぱに文字を書いてみましょう オピニオンコーナー

近 藤 摩 子 近江八景 空からみた琵琶湖

池 畑 慎 吾 想い出クイズ わたしたちのくらし40年

北 田 昌 子 オサムシ (マイマイカブリ)の紙フィギュアをたのしもう オピニオンコーナー

林 克 子 琵琶湖の冬鳥を見ませんか 展望コーナー

一 4 1 一



本 田 幸 子 豊かな土壌づくりの主役 ｢みみず｣ 水をはぐくむ森林 .

吉 岡 令 あおばな 農村のくらし

北 村 美 香 オサムシつてどんなムシ? いきものコレクション

初 田 幸 穂 木材組織 オピニオンコーナー

西 山 順 子 おばあちゃんの食 (植)物学 農村のくらし

山 本 真 理 近江の城 空からみた琵琶湖

千 葉 いづ み メダカとお米のおいしい関係 くらしとむすびついた自然

矢 野 典 子 プランクトンの魅力 いきものコレクション又はミクロの世界

水 族 今 泉 美 保 黄色いビワコオオナマズと語ろう ｢怒よもやま話｣ トンネル水槽

吉 田 治 美 チョウザメ 古代魚

斉 藤 文 子 琵琶湖の鮎 琵琶湖のアユ

弓 削 宣 子 水生昆虫 夕ガj 里の生き物

中江 美 知 子 ムギツク おもしろい習性の魚たち

嶋 田真 依 子 ゲンゴロウのおはなし 里の生き物

揮 井 秀 之 ふれあい水槽の不思議 ふれあい水槽

前 川 桂 子 オオサンショウウオ 川の中流の生き物

森 智 美 大山赦免 川の中流の生き物

斎 藤 滋 子 ドンコとムギソ ク おもしろい習性の魚たち

デ ィス カバ リ ー 橋 本 富 江 かげ絵であそほう ! かげ絵コーナー

(3)来館者との交流会

来館者の多い夏休み期間は､8月7日 (月)以外は休まず開館 し､特別企画としてお盆期間中である8

月14日を除く開館の月曜日の午前10時に､水族展示室バックヤー ドのミニガイドツアーを実施した｡

1)水族展示室バックヤー ドのミニガイ ドツアー

ミニガイドツアーでは､水族展示のバックヤー ドを学芸員と水族飼育員が､通常は見学できない飼育設

備や､魚の繁殖水槽､調餌室などを解説しながら来館者を案内した｡

開催日と参加者人数

7月25日 (月) 63人 7月31日 (月) 67人

8月21日 (月) 100人 8月28日 (月) 67人

合計 :297人
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4 体験と交流を促す博物館

一般利用者へのサービス事業

(1)観察会 ･見学会等

2006年度は､博物館内や県内とその周辺で行う博物館観察会等17件の事業を企画した｡当該年度も他

団体との協働 ･連携事業を多くすることをめざした｡観察会･見学会に限ってながめると､協働できた事

業は13件 (76.4%)と昨年 (16件うち9件 :56.3%)よりやや割合が増加 した｡

観察会 ･見学会に対する参加者の評判はおおむねよかったが､応募者が皆無ないし定員をやや大きく割り

込んだ事業も数件みられた｡逆に応募者が定員を上回った事業もみられたが､この場合､原則として応募

者を全員受け入れた｡本事業のうち､｢川虫探検｣は応募者が40名以上あったが､前夜から明け方にかけ

ての降雨による増水のため中止になった｡各事業のタイトル､開催日､定員､参加者数等を下表に示した｡

観察会 ･見学会等の実施結果一覧秦

回 月 日 事 業 名 定 員 参加者数 共 催 関 係

1 5 6 見て楽しい､食べておいしい朽木の春 30 35 朽木いきものふれあいの盟

2 6 ll ホタルを観察しよう 30 34 荒井紀子

3 7 23 漁船に乗ってビワマス漁を見てみよう 20 18 朝日漁業協同組合

4 7778 2329306 ワークショップでつながる佐川美術館と琵琶湖博物館 ｢手で触れてみよう､目でふれてみよう｣ 30 70 佐川美術館

5 8 6 水辺の貝を調べてみよう 30 27

6 8 12 多賀のお魚観察会 30 38 多賀町立博物館､芹川漁業協同組合､WWF.ブリヂス トンびわ湖生命の水プロジェクト

7 810 231 ※鯉の歯の化石のレプリカをつくろう 30 512 びわたん

8 8 27 ミドリセンチコガネを探しにいこう 30 37

9 9 10 ※カバ夕を見に行こう 30 56 針江生水の郷委員会

10 10 8 ※魚のくらしにふれてみよう 20 44 びわたん .うおの会 .守山ほたるの森資料館

ll 10 15 化石の観察会 30 36

12 10 29 ビワマスの採卵現場を見学してみませ 20 33 百瀬漁業協同組合,南郷
んか 水産センター高島事業場

13 10 29 ※人形劇 ｢たなかみさま｣ 当日受付 177 にんたま

14 ll 25 比良の里山探検 30 38 カワセミ自然の会

15 12 3 環境学習施設のプログラムを体験 して 当日受付 15 びわたん .滋賀県環境学
みよう-偏光スコープをつくろう 習センター

16 12 17 下物の水鳥を観察してみよう-野外観察と水鳥のお話- 30 45 日本野鳥の会 .滋賀支部

※ 企画展示 ｢湖辺～水､魚､そして人｣の関連事業

- 43 -



ワークショップでつながる佐川美術館と
琵琶湖博物館 ｢手で触れてみよう､日で
ふれてみよう｣(プランクトンの観察)

比良の里山探検

1)博物館探検

2006年度は､博物館の舞台裏を紹介する見学会4件の事業を企画した｡昨年度までは1件であったもの

を､新規に事業を起こすことによって充実させた｡そのうち特に､｢水族バックヤー ドミニ探検｣､および

｢水族展示の舞台裏｣は､いずれも応募者が多く､好評であった｡琵琶湖博物館のフアンを増やすには格

好の事業と思われた｡ただし､他の交流事業と比較して参加者数いちじるしく多いため､実施時期､内容

等について検討を要する｡｢よその博物館探検｣は斬新な企画であったが､応募者がなかったことの原因(広

報､タイトルなど)を追究し､新年度にもう一度挑戦すべきものと考えられる｡

博物館探検の実施結果一覧表

回 月 日 事 業 名 ･定員 (名) 参加者 (名)

1 7 24.31夏休み特別イベント: 当日受付 295
8 21.28 水族バックヤー ドミニ探検

2 10 21.22 開館10周年記念イベント:水族バックヤー ドミニ探検 当日受付 141

3 ll 25 よその博物館探検 20 -

4 3 4水族展示の舞台裏 40 124

水族展示の舞台裏 (魚の繁殖 ･飼育室の見学) 水族展示の舞台裏 (トンネル水槽を上から見学)
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(2)講座

講座は､①当該年度の企画展示に関連した講座 (企画展示関連講座)､②研究部が主体となって実施す

る講座(研究部の講座)､③学芸員が専門テーマについて解説する講座 (入門 ･専門講座)､④ 教員や地域

の指導者等を対象とした講座(指導者向け講座)､⑤子どもたちを対象に行う夏休み自由研究講座の5つに

区分できる｡

2006年度には､(D､(参は実施しなかったが､特に①の企画展示関連イベントの一つとして人形劇団 ｢に

んたま｣の協力を得､アトリウムにおいて人形劇 ｢たなかみさま｣の講演をし､子どもたちに好評を博 し

た (観察会 ･見学会の項参照)｡2006年度に開催した講座の実績を以下に記した｡

1)入門 ･専門講座

2006年度は､以下に示した2件の事業を実施した｡個々の講座の内容を以下に記す｡

回 開催日 内 容 (タイトル) 募集数(名) 参加者(名) 講 師

1 8月1日 回転実験室で水槽実験を ! 15 5 戸田 孝

○回転実験室で水槽実験を !

本館C展示室の回転実験室で､準備に時間を要するため日常の展示室運営では実施できない､水槽を

使った実験を行った｡具体的には､水槽中央の排水口にできる渦が必ず実験室の回転の向きになること

を確かめる実験と､水槽に牛乳などを垂らすとカーテン状になる実験 (テーラー柱の実験)を行った｡

○キンネレット湖畔 (西アジア)の考古学 (全2回)

キンネレット湖畔 (中東)の風土や文化､そして最近の発掘調査の成果についてわかりやすく紹介した｡

2)指導者向け講座 (担当 :中村公一 ･中野正俊)

2006年度は､本講座を昨年以上に充実させる形で､以下5件の講座を企画した｡いずれの講座も申し込

み数が少なく､定員割れしたものの､参加者にはたいへん好評であった｡

○先生のための川の生き物調査 (中村 ･中野 ･秋山 ･前畑)

昨年度には教師を対象にしていたが､今年度は学校や園教員以外に地域活動指導者も募集対象に含めて

開催した｡開催場所は大津市田上枝の天神川である｡

開催日 タ イ ト ル 定員(名) 参加者(名) 共催 .後援

○先生のための湖沼学基礎講座 (担当 :芳賀 ･中村 ･中野)

昨年度からの試みとして教師を対象に､湖の不思議や富栄養化の仕組みなど､琵琶湖の環境を考える上

で必要な湖沼学のエッセンスを体験的に学ぶ講座を県教育委員会後援のもとで開催した｡

開催日 内 容 定員(負) 参加者(名) 共催 .後援

7月27日 ･琵琶湖の模型づくり･展示室にて世界の湖沼等の解説 20 延32 滋賀県教育委員会
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○生き物飼い方講座

本年度も幼稚園 ･保育園､ノJ､学校の教師を主な対象に､魚､ザリガニ､昆虫などについて､それぞれの

生き物の特徴や飼い方､増やし方について､実物と資料を提示しながら学芸員が解説した｡実物に触れ

られることがたいへん好評であった｡

開催日 内 容 定員(名) 参加者(名) 担当者 共催 .後援

7月29日 ･昆虫の飼い方･水生昆虫の飼い方 各30 延43 八尋克郎桝永一宏 滋賀県教育委員会総合教育センター

先生のための川の生き物調査 生き物の飼い方講座

○指導者のための博物館利用講座

琵琶湖博物館は ｢湖と人間｣をテーマとした､環境学習や体験学習の絶好の場である｡

本講座は2005(平成17)年度に開始した講座である｡本年度は内容を発展させ､指導者を対象に子ども

たちとともに学びたいポイントを民俗担当の学芸員が紹介する 《基礎編》､琵琶湖博物館の体験学習を

まず､指導者に体験 していただく 《実習編》､博物館教員と民俗担当の学芸員とで展示室を回りながら､

独自のワークシートを作成する 《応用編》の3種類5講座を開催した｡

開催日 内 容 定員(名) 参加者(名) 担当者 共催 .後援

4月8日 基礎編 :展示室の見方解説 各30 延38 中藤容子中野正俊中村公一 滋賀県教育委員会

4月22日

8月8日 実習編 :化石のレプリカづくりA展示室の見方8月10日

○淡水魚類学専門講座(仝5回) (主担当 :前畑政幸)

本講座は､淡水魚のことを専門的に学びたいという方々 (先生や地域のリーダー)を対象に一昨年から

設けたものである｡今回は5人の講師が､それぞれ専門とする立場から5つのタイトルで講義した｡講義

内容が盛 りだくさんで時間が短かすぎるとの声もあったが､おおむね好評であった｡新年度は､滋賀県

の北の地域で行う予定である｡内容は､以下のとおりであった｡
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淡水魚類学専門講座 (全5回) 登録者 :22名<延べ76名>

回 開催日 タイトル 内 容 講 師

1 1月20日 河川､ダム､溜池の環境特性 と魚類調査法 河川や溜池の環境の特徴､ならびに身近な水辺で魚類調査を行う際の調査法を具体的に解説したo 前畑政善

2 1月27日 滋賀の魚-生態と見分け方- 滋賀県にすむ魚類全種について､個々の魚の生態や見分け方について説明します○種類数が多いため､詳 しい点については､受講者の質問に応 じる形で解説したo 秋山簾光

3 2月3日 なぜ地域在来の魚を調べ､守る 地域在来の魚たちがなぜ大切なのかを､ 中井克樹のか-いま必要な ｢お宝鑑走｣ 魚たちのもつ ｢遺産｣に通 じる価値の

視点から論じた○

4 2月17日 魚をかいした湖と人間のかかわりの歴史 考古遺跡から出土するコイ科魚類の咽頭歯の研究からみた魚と人間のかかわりの歴史を紹介した○ 中島経夫

3)夏休み自由研究講座 (担当 :杉江鉄之介 ･前畑政善)

子どもたちを対象に､夏休みに入って間もない7月下旬に研究の方法について指導する ｢夏休み自由研

究講座｣を開催した｡本年度は初回から数えて5回目となった｡本講座の日程､参加者数､講師等は下表

のとおり､多数の参加があり､特に地学 ･化石コースの参加者が多かった｡

開 催 日 コース名 定 員 参加者数 会 場 講 師 . 担 当

7月23日 (日)10:00-15:00 昆 虫 各30名 39名 実習室 Ⅰ 八尋､桝永､(武田)､(南)
植 物 16名 生活実験工房 布谷

※ ( )内は外部講師

植物コース 地学 ;化石コース
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(3)体験教室

2006年度も､昨年同様に里山体験教室を開催した｡

○里山体験教室 (担当 :西相知記､楠岡 泰)

里山の手入れや里山にかかわるくらしを､実際の活動を通じて体験することで ｢里山｣の重要性を見直

すことを目的に行った｡野洲市大篠原にある里山に入り､計3回の里山の手入れ作業を行うとともに､

観察を中心に､五感を十分に使った体験活動を行った (冬編は雨天で中止となった)｡本事業の開催に

あたっては ｢里山の会｣(はしかけ)と協力して実施した｡

｢里山体験教室｣開催日と内容 (登録者50名 :延べ88名)

回 開催日 内 容 参加人数 担当者/講師

1 5月27日 新たな里山との出会い 38名 西村､楠岡

2 7月22日 カブトムシのゆりかごづくり 23名 西村､楠岡

3 9月23日 里山のキノコ探検 27名 西村､(佐野:幼菌の会)

里山の手入れ (春編 :2006年5月27日) 前日に仕掛けたベイ トトラップの獲物を調べる
(夏編 :2006年7月22日)

学校連携事業および体験学習

(1)教職員等研修

2006年度に行われた教職員等研修は､合計33件 (参加者 :936名)であった｡研修では､博物館の基本

理念や展示概要のほか､総合的な学習などにおける学校の博物館活用法についての解説を行った｡また､

実習室等で展示に関わる実習をしたり､学芸員から各分野の専門的な話を聞いたりした｡

月 日 研 修 会 名 人数

5 ll 滋賀県総合教育センター 第 1回理科教育講座 30

5 12 滋賀県大津市教育委員会生涯学習課 10

6 29 愛知県大府市教育委員会 6

7 13 大阪府豊中市中学校理科技術職員等研修 20

7 26 滋賀県湖南市教育委員会 研修会 5
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8 2 滋賀県小学校教育研究会生活科部会 50

8 3 滋賀県中学校教育研究会理科部会自然調査ゼミナール 15

8 9 滋賀県環境教育研究協議会 280

8 ll 滋賀県環境学習支援センター 企画者のための環境学習体験講座 35

8 22 滋賀県守山市教員研修 6

8 24 滋賀県総合教育センター 環境科学講座 23

8 24 全国中学校理科研究会 OB会 38

8 25 滋賀県理数大好きスクール研修会 63

8 28 滋賀県草津市老上小学校 教員研修 30

9 12 VJC台湾教育関係者招請旅行団 12

9 15 近畿地区病弱養護学校長会 ll

9 21 愛知県豊橋市校区社会教育委員連絡協議会 35

9 28 滋賀県総合教育センター 10年経験者研修 10

10 12 滋賀県草津市教育委員会 中国上海市教育代表団 9

10 17 岐阜県岐山高等学校 教員研修 4

10 24 滋賀県総合教育センター 10年経験者研修 10

10 27 全国高等学校教頭会近畿地区連絡協議会 98

ll 4 大阪府教職員互助会 41

ll 8 モンゴル教育視察団 15

ll 21 滋賀県米原市中学校理科部会研修会 5

理科教育講座 生活科部会研修

(2)視察対応

平成18年度に受け入れた､学校連携 ･教育普及活動に関する視察は､合計6件16名であった｡

月 日 団 体 名 人数

1 10 美濃加茂市民ミュージアム 3

1 18 山口県立山口博物餌 3
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2 2 ふくしま海洋科学館 3

3 1 ふくしま海洋科学館 4

(3)学校団体向け体験学習

博物館と学校とが連携を保ちながら活動を進めていくことができるよう､学校のカリキュラムに沿った

社会見学-の対応のほか､各種体験学習､フローティングスクール等の受け入れを行った｡特に､体験学

習として下記のような活動を実習室､セミナー室､生活実験工房等を利用して行った｡

また､琴示学習を支援する ｢サポートシート (19種類)｣の利用を､教員研修や下見受付を通して､学

校へ呼びかけた｡

校 痩 主 な 活 動 内 容

小 学 校 講義 (琵琶湖と環境､琵琶湖の魚､琵琶湖の生き物､博物館の展示について等)､ヨシ笛､
化石のレプリカ､水質検査､プランクトン採集と観察､昔のくらし体験 (石臼､脱穀､手
押しポンプ)､わら細工､魚に触れる､魚の採集 (釣り)と解剖､外来魚の調理､野外観察

(ヨシ群落)､野外植物観察､水鳥観察､火山灰の観察､大地のつくり､バックヤード見学､

質問対応

中 学 校 講義 (琵琶湖と環境､琵琶湖の魚､琵琶湖の生き物､博物館の展示について等)､ヨシ笛､

化石のレプリカ､水質検査､プランクトンの採集と観察､プランクトン模型作り､わら細

工､魚の採集 (釣り)と解剖､外来魚の調理､昆虫の観察､水生昆虫の観察､昆虫の調査､

野外観察 (ヨシ群落)､野外植物観察､貝の観察､水の汚れの測定､水鳥の観察､火山灰の

観察､大地のつくり､バックヤード見学､質問対応

高等学校 講義 (琵琶湖と環境､琵琶湖の魚類､博物館の展示について等)､プランクトンの採集と観
察､魚の採集 (釣り)と解剖､水質調査､珪藻化石の観察､生態観察地での陸水学基礎学習､

湖岸調査 (地形､植生他)､火山灰の観察､大地のつくり､バックヤード見学､展示利用学

体験学習実施数

校 種 県 内 県 外 合 計
学 校 数 児童生徒数 学 校 数 児童生徒数 学 校 数 児童生徒数

小 学 校 37 3,246 33 2,634 70 5,880
中 学 校 29 2,765 22 1,851 51 4,616
高 等 学 校 ll 503 6 333 17 836
養聾盲学校 2 28 2 21 4 49

合 計 79 6542 63 4,839 142 ll,381

琵琶湖の生き物 化石のレプリカつくり
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(4)一般団体向け体験学習

子どもたちの自然や文化-の興味関心を高めるとともに､地域連携のあり方を探るため､子ども会やス

ポーツ少年団､障害者団体などの一般団体に対して体験活動を行った｡

実 薙 数 内 容

団体32件 講義 (琵琶湖と環境､琵琶湖の生き物)､ヨシ笛､外来魚調理､プランクトンの採集と

(5)｢琵琶湖博物館わくわく探検隊 (体験学習の日)｣の活動

学校週5日制に対応する事業として､2004年度まで ｢体験学習の日｣事業として行ってきた､毎月第2

･4の土曜日に当館を訪れる′ト 中学生を対象に､自然 ･環境 ･歴史 ･民俗への興味や関心を高めるため

の体験活動を､子ども向けながら広く来館者に体験学習を楽しんでもらうため､事業名を ｢琵琶湖博物館

わくわく探検隊｣として実施した｡基本的には､午後 1時より受付､プログラム実施は午後 1時半～3時

までとした｡大変好評で､年間930名の参加者があり､プログラムの内容上､定員オーバーで参加をお断

りするものもあった｡

回 月 日 タイトル 参加人数

1 4 8 紙すきをしよう 29

2 4 22 紙すきをしよう 33

3 5 13 琵琶湖のプランクトンを観察しよう 43

4 5 27 琵琶湖のプランクトンを観察しよう 19

5 6 10 投網に挑戦しよう 64

6 6 24 投網に挑戦しよう 54

7 7 8 青花をつかって染め物をしよう 34

8 7 22 青花をつかって染め物をしよう 57

9 9 9 綿から糸をつくろう 83

10 9 23 綿から糸をつくろう 58

ll 10 14 たねみつけ～秋の屋外展示を探検しよう～ 28

12 10 28 たねみつけ～秋の屋外展示を探検しよう～ 19

13 ll ll 木の実で遊ぼう 72

14 ll 25 木の実で遊ぼう 46

15 12 9 富江家はつけんブックづくり 19

16 1 13 博物館でスゴロクをしよう 45

17 1 27 博物館でスゴロクをしよう 49

18 2 10 化石のレプリカをつくろう 55

19 2 24 化石のレプリカをつくろう 54

20 3 10 縄文コースターをつくろう 22

21 3 24 縄文コースターをつくろう 47
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琵琶湖のプランクトンを観察しよう 化石のレプリカつくり

(6)職場体験実習

琵琶湖博物館を校区にもつ草津市立新堂中学校2年生の職場体験実習を受け入れた｡

学 校 名 月 日 受入人数 内 容

新堂中学校 11月7日～10日 3 展示交流員実習.学芸員研究体験 .水族調餌給餌作業.

展示交流員体験 展示交流員体験

(7)博物館実習 (期間 :8月 了日 (火)～8月8日 (火);ただし6日は休日)

国内15大学､27名の学生を対象に､琵琶湖博物館の基本理念 ･活動方針と､それにもとづく交流､情報､

資料整備､展示などの活動について､講義および実習を行った｡特に交流の場としての博物館活動を理解

してもらうために､来館者との交流の担い手となる展示交流員体験や､ユニバーサルデザインチェックと

その発表という実習も行った｡最終日には､博物館活動の基本的考え方の理解を確認 しつつ展示を企画す

る実習として､ディスカバリーボックスの企画を行い､簡易的な材料で製作 し､発表会を行った｡発表会

では博物館職貞との意見交換も行われた｡

なお､8日以上の実習が必要な2名は3日間､1名は2日間の追加実習を行った｡
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実習の日程および内容

月日 (曜日) 実習内容 (午前) 実習内容 (午後)

8月1日 (火) ･全体オリエンテーション･講義 ｢博物館とは何か ?｣･館内案内 ･講義 ｢琵琶湖博物館の設置理念と概要｣･ディスカバリールームの見学･テナイスカバリーボックスの製作ガイダンス

8月2日 (水) ･講義 ｢常設展示の概要と戦略｣ ･企画展示説明
(常設展示の見学を含む) ･企画展示の展示評価､発表

8月3日 (木) ･講義 ｢企画調整の事業｣･講義 ｢ユニバーサルデザインとは ?｣･ユニバーサルデザイン調査と検討 ･ユニバーサルデザイン調査と検討､発表

8月4日 (金) ･展示交流員体験 ･展示交流員体験

8月5日 (土) ･講義 ｢琵琶湖博物館交流事業の概要｣･交流事業 ｢うみんど｣｢うみつこ｣の企画､発表 ･よし笛 .化石のレプリカづ くりから体験学習プログラム制作､発表

8月6日 (日) <休 み>

8月7日 (月) ･講義 ｢琵琶湖博物館の資料整備｣･講義 .見学 ｢琵琶湖博物館の水族｣･博物館資料整理等の実習 ･博物館資料整理等の実習

実習生 :15大学､27名 (内訳)

所 属 人 数 所 属 人 数

滋賀県立大学 5 京都府立大学 1

成安造形大学 5 京都文教大学 1

京都教育大学 3 近畿大学 1

龍谷大学 2 神戸大学 1

法政大学 2 筑波大学 1

九州東海大学 1 新潟大学 1

京都造形芸術大学 1 琉球大学 1

京都橘大学 1

合 計 27

国際交流活動

(1)｢JICA博物館集中コース｣の実施

JICAからの委託事業として､国立民族学博物館と共催 して､｢博物館学集中コース｣を実施した｡事務

局は国立民俗学博物館が持ち､琵琶湖博物館は運営委員2名を出して､全体の運営にかかわると共に､10

名の研修の受け入れを行った｡

なお､このJICAの研修は2003年度まで10年間にわたり国立民俗学博物館が ｢博物館技術コース｣とし

て行われていたもので､琵琶湖博物館も研修生を受け入れて協力してきたが､2004年度から名称と研修内

容を変更し､琵琶湖博物館も共催 して行ったものである｡
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1)研修員

Mr.InnocentMawethhuManele(ボツワナ国立博物館)

Mr.LiShengneng(中国渚陽放言博物館)

Ms.LilianaSanchezRojas(コロンビア国立博物館)

Ms.XimenaMunozPerry(コロンビア伝承衣装博物館)

Mr.LalembaBerheTsehaye(エリトリア国立博物館)

Mr.MortezaKossarneshan(イラン文化遺産･観光庁)

Ms.LuzVeronikaTupayachiCalderon(ペルー国立文化庁)

Ms.DuangkamonKamalanon(タイ文化省芸術局国立博物館課)

Mr.OnalDemirer(トルコ ･アンタリア博物館)

Ms.PriscillaKaelaKangwa(ザンビア ･コツパーベルト博物館)

2)スケジュール

2006年4月3日 来日

4月17日 開講式

7月21日 開講式

7月22日 帰国

琵琶湖博物館での研修

4月26日 琵琶湖博物館の紹介 (楠岡)

琵琶湖博物館の展示室見学 (楠岡)

4月27日 展示計画から実施まで (鮫島･乃村工蛮社)

企画展示の考え方と実施例 (布谷)

4月28日 ギャラリー展示の実施･見学 (布谷･楠岡)

展示評価について (布谷･楠岡)

5月10日 博物館と研究 (グライガ-)

資料整備と地域博物館の役割 (布谷)

博物館資料の利用と管理･収蔵庫見学(用田)

5月11日 ヨシ博物館(近江八幡市)見学

能登川市立博物館見学

5月12日､交流事業の考え方 (牧野(厚))

琵琶湖博物館の体験学習-の参加 (中村 ･中野)

JICA研修生のカントリーレポート (JICA研修生)

各国料理の準備

琵琶湖博物館スタッフとJICA研修生の交流会

5月13日 フィールドレポーターとはしかけ活動 (楠岡)

びわたんプログラム-の参加 (楠岡 ･青木)

3)個別研修

選択の個別研修には､研修員10名のうちの3名が参加した｡

･参加研修員 Mr.MortezaKossarneshan,Ms.LuzVeronikaTupayachiCalderon,

Ms.DuangkamonKamalanon

･個別研修期間

11月15日～18日

･研修内容 (テーマ･地域と博物館)
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7月9日 エコクラブ ｢伯母Q五郎｣の子どもたちと川の生き物調査 (楠岡､布谷)

子どもたちに各国の湖紹介

子どもたちに対して各国の湖の形に関するワークショップ

7月10日 伯母川探検プログラムについて (楠岡)

体験学習プログラムの開発 :葉っぱの形 (布谷)

体験学習プログラムの開発 :ピンホールカメラ (秋山)

7月11日 研修員が中学生に対して各国の湖事情の講義 (中村)

ディスカバリールームで各国の湖の形についてワークショップ (堀田)

はしかけ ｢ぴわたん｣について (青木)

7月12日 はしかけ ｢近江はたおり探検隊｣の活動に参加 (辻川)

中学生と共にカヌー体験 (中村)

7月13日 高校生向け体験学習 (植生調査､プランクトン調査)の見学 (布谷､楠岡)

草津市立まちづくりセンター見学 (布谷､楠岡)

草津本陣見学 (布谷､楠岡)

カヌー体験

(2)海外からの視察

月 日 依頼者 視察団体名 人数 担 当

4 6 (財)滋賀陶芸の森 ゲスト.アーティスト一行 4 グライガ-

4 ll 韓国慶尚南道密陽市市長一行 15 前畑

4 22 京都大学大学院工学研究科 留学生 40 スミス

4 25 (秩)国際水産技術開発 JICA喋雨団研修 ｢持続的増養殖開発 9 松田､スミス
コース｣

5 1 JTB西日本大津支店 (オーストラリア)NorthSydneyBoys 23 グライガ-
HighSchool

5 18 上智大学アジア人材養成研究センター 2005年ACCU.ユネス 12 グライガ-
コ青年交流信託基金事業専門家交流プログラム

5 18 滋賀県教職員課 外国から研修の教員 25 スミス

6 27 滋賀県琵琶湖環境部水政課 (中国)杭州市湿地公園保全､立 7 布谷
法視察団

6 28 ミシガン州立大学連合日本センター 2006年度｢Environmental 9 グライガ-
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7 14 釜山市民河川守 り運動本部2006釜山日本海外先進河川研修団 16布谷

7 25 近江ふるさと会 20用田

7 25 関西広域連携協議会,JⅠCA留学生セミナー研修員 16 グライガ-

7 28 (財)北九州国際技術協力教会 第8回JⅠCA国別特設フイリピ 10 グライガ-
ン環境管理コース

7 28 びわこビジターズビューロー 第3回アジア国際子供サマー 18秋山
キャンプ

8 ll 滋賀県商工観光労働部国際課 (中国)湖南省環境保護視察団 13芳賀

8 31 (財)国際エメックスセンター JⅠCA｢閉鎖性海域の水環境技 7 グライガ-
術ⅠⅠ｣コース

9 12 タイ王国NationalDiscoveryMuseumⅠnstitute 4 グライガ-

9 12 びわこビジターズビューロー VJC台湾教育関係者招請旅行団 15用田

9 13 (米国)StanfordUniversityOverseasSeminar 16楠岡､スミス

10 5 滋賀県国際協会 研修生 6用田.

10 ll (財)全国建設研修センター JⅠCA｢建設事業における環境保 13 グライガ-
全対策｣コース

10 13 滋賀県琵琶湖環境部水政課 韓国慶尚南道知事一行 39布谷

10 18 (秩)関西電力土木建築エンジニアリングセンター 中華民国 23芳賀
経済部認識首長常務次長一行

10 20 (秩)国際水産技術開発 JⅠCAラオス国別研修 4松田

10 20 (財)日本環境衛生センター 平成18年度JⅠCA研修 ｢水環境モ ll グライガ-
ニ夕リングⅠⅠ｣コース

10 22 第4回国際窒化物パルケ国際シンポジウム 約30 グライガ一､桶岡

10 26 滋賀県商工観光労働部国際課 (ドイツ)バイエルン州環境省 7前畑
次官一行

10 26 (財)北九州国際技術協力協会 平成18年度第7回 ｢生活排水 ll グライガ-
技術ⅠⅠ｣研修コース

ll 2 ロシア科学アカデミーシベリア支所陸水学研究所 1 グライガ-

ll 15 (独)国際協力機構大阪国際センター 平成18年度 ｢ヨルダン 7楠岡
国 :博物館活動を通じた観光新振興｣コース

ll 16 (財)北九州国際技術協力協会 JⅠCA平成18年度産業廃水処理 10 グライガ-
技術研修コース

ll 21 (秩)エヌジューエス .コンサルタンツ JⅠCA｢ブラジル国サ 8芳賀ン.ベルナル ド.カンポ市ビリングス湖流域環境改善計画｣研

修員

ll 29 (韓国)江原道立大学水産訪問団 21松田

12 19 びわこビジターズビューロー 中国湖南省教育旅行視察団 8用田

1 21 (韓国)G.P.S.JTTour (韓国)サンチヨン郡分化環境課と道 10 布谷
立博物館の建築の関係者

1 24 (財)国際湖沼環境委員会 JⅠCA平成18年度 (第2回)湖沼環 10 相同､芳賀
境保全のための統合的流域管理コース
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2 2 (財)北九州国際技術協力協会 中国77ホ ト市下水道研修 12 中島

2 7 滋賀県農政水産部耕地地課 平成18年度日中農村整備 .村鎮建 12 小川
設交流研究会中華人民共和国建設部

2 10 滋賀県琵琶湖環境部水政課 第24回三宝蓮サイパン島青少年訪 18 布谷
日使節団

2 10 Yoho ソウル市環境委員会 9 布谷

2 20 荏大阪 .神戸フランス総領事とフランス大使館科学技術参事官 2 グライガ-

2 20 (財)日本国際協力センター関西支所 中国の高校 1年生 46 前畑､中井

3 4 (独)国際農林水産業研究センター ラオス水産生物資源研究 3 桑原
センター副所長一行

3 6 日本旅行関西法人営業部 オース トラリアの旅行会社の教育旅 ll グライガ-
行担当者
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5 対話と応援ができる博物館

利用者主体の事業

(1)フィールドレポーター

フィール ドレポーター制度とは県内を中心に身近な生き物や生活に関する情報を定期的に報告してもら

い､得られた情報を博物館の資料として保存 し､展示や交流の中でいかしていくとともに､情報のやりと

りを通して博物館とレポーター同士をつなぐ制度である｡この制度は1997年からはじまり､2006年度は

172名の登録があった｡

活動としては､博物館とフィールドレポーターが相談してテーマを設定し､年数回行うアンケー ト型調

査と､自由な内容で身近な情報を随時報告する自由回答調査の2種類を実施 している｡調査の結果は

フィールドレポータースタッフにより｢フィールドレポーター便 り｣にまとめられ､フィールドレポーター

交流会でも発表される｡調査に先駆けての勉強会や観察会を適宜実施している｡

2006年度は4月から8月にかけて ｢オオヨシキリのさえずり調査｣を実施し､11月から2月まで ｢2006

年ミノムシ調査｣､3月から ｢ツバメ調査(2007)｣を実施した｡

そのほかの活動としては､フィールドレポーターのニュースレター ｢フィール ドレポーター掲示板｣を

年5回発行し､調査報告書 ｢フィールドレポーター便 り｣も2回発行した｡9月には九州国立博物館で開

かれた｢ボランティアメッセ2006IN九博｣で竹調査の成果を中心に活動を紹介し､｢竹がつく漢字あてゲー

ム｣などを行った｡また､草津市で開かれた第7回パワフル交流 ･市民の日でも展示や ｢竹がつく漢字あ

てゲーム｣を実施した｡

琵琶湖博物館開館10周年関連イベントでは当日のポスター展示のほか､研究発表会や10周年記念ギャラ

リー展示 ｢企画展でふりかえる琵琶湖博物館の10年｣でも ｢フィールドレポーターコーナー｣を出展した｡

2007年3月から情報利用室の新空間で展示された ｢はしかけ ･フィール ドレポーター活動紹介｣にも出

展した｡

2007年2月から｢フィールドレポーター掲示板｣および｢フィール ドレポーター便 り｣の電子化をフィー

ルドレポータースタッフの協力で実施し､インターネットのフィール ドレポーターのウェブサイトから最

近のものはダウンロードできるようになった｡

調査内容等一覧

内 容 実施月 報告数(件)

1)オオヨシキリのさえずり調査 4-8 108調査中

2)2006年ミノムシ調査 ll-2

3)ツバメ調査 (2007) 3-

活動内容等一覧

月 日 曜日 種類 内 容

3- 21- 火～ イベント ギャラリー展 博物館を楽 しもう～はしかけ .フィール ドレポ-
4 9 日 夕-活動紹介～出展

4 1 土 定例会 オオヨシキリ調査､調査用紙の最終検討および竹細工の準備

4 2 日 イベント ギャラリー展関連イベント ｢竹細工を作ってみよう｣

4 9 日 イベント ギャラリー展関連イベント ｢竹細工を作ってみよう｣

4 15 土 定例会 掲示板､便 り､オオヨシキリ調査資料の印刷および発送

5 13 土 臨時活動 JⅠCA研修員との交流
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5 28 日 臨時活動 フィール ドレポーター交流会 (エ ドヒガン､セミ､竹調査の成果発
衣)

6 3 土 定例会 ボランティアメッセ2006(福岡)での出展内容の検討

6 17 土 定例会 ボランティアメッセの検討､掲示板準備

7 1 土 定例会 掲示板の編集､印刷､発送

7 15 土 定例会 C展示室フィール ドレポーターコーナーの展示替え準備

8 5 土 定例会 C展示室フィール ドレポーターコーナーの展示替え

8 19 土 定例会 ボランティアメッセおよび掲示板の準備作業

9 2 土 定例会 掲示板の編集､印刷､発送およびボランティアメッセの準備

9 16 土 定例会 ボランティアメッセ2006の準備および発送作業

9 23.24 土 .日 イベント 九州国立博物館で開かれたボランティアメッセ2006ⅠN九博に出展

9 30 土 臨時活動 新空間で展示するボランティアメッセ2006の報告パネル作 り

10 3- 日 展示 新空間展示 ｢はしかけ .フィール ドレポーター､九州国立博物館へ
15 火～ 行く!｣に出展

10 7 土 定例会 冬の調査に向けて話 し合い

10 21.22 土 .日 イベント 開館10周年記念イベントでポスター展示

10 28 日 イベント 第7回草津市パワフル交流 .市民の日に出展

ll 4 土 定例会 ミノムシ調査の内容について話 し合い

ll 18 土 定例会 ミノムシの調査票を印刷､発送

12 2 土 定例会 10周年記念ギャラリー展のフィール ドレポーターコーナーの企画会三豊
El我

12 9 土 臨時活動 ギャラリー展フィール ドレポーターコーナーの最終話 し合いと､オ
オヨシキリ調査のフィール ドレポーター便 りの発送作業

12 16 土 定例会 10周年記念ギャラリー展のフィール ドレポーターコーナーの制作

12 21 木 臨時活動 10周年記念ギャラリー展のフィール ドレポーターコーナーの制作

12 22 金 臨時活動 10周年記念ギャラリー展のフィール ドレポーターコーナーの制作

ト- 23- 土 ～ イベント 10周年記念ギャラリー展示 ｢企画展でふ りかえる琵琶湖博物館の10
2 18 日 年｣フィール ドレポーターコーナー出展

1 6 土 定例会 今年の計画､他館 との交流について話 し合い

1 20 土 定例会 春の調査および伊丹昆虫館との交流会について話 し合い

2 3 土 定例会 掲示板の編集､印刷､発送作業

2 17 土 定例会 伊丹昆虫館 との交流会について打ち合わせ

2 17 辛 イベント 琵琶湖博物館研究発表会にポスター参加

2 18 日 臨時活動 伊丹昆虫館 との交流会

3 3 土 定例会 ツバメ調査の検討

3 17 土 定例会 ツバメ調査の調査票の印刷､発送

3 24 土 臨時活動 はしかけ .フィール ドレポーター発表会準備

3 25 日 イベント はしかけ .フィール ドレポーター発表会参加
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ボランティアメッセ20061N九州国立博物館で
竹の漢字プロクラムを被露するレポータースタッフ

伊丹昆虫館との交流会でチョウの飼育風景を見学

(2)はしかけ制度

はしかけ制度は､展示の見学や交流イベントへの参加など､いわゆる受け身的な博物館の利用にとどま

らず､博物館の事業や活動にさまざまな形で自主的にかかわりたいとする人たちに対し､そのきっかけの

場､さらには新しい活動を発想 ･展開するための環境を提供するための参加型制度で､2000年8月に設置

された｡はしかけ制度のもとでの活動は､年度単位で登録 ･更新の手続きを経たはしかけ会員が､個別の

テーマをもつはしかけグループの活動に参加する形で主として行われる.はしかけグループの活動は多岐

にわたり､活動の場所や対象を博物館内やその周辺におくグループもあれば､県内の各地域-も活動範囲

を広げているグループもある｡このようにして､はしかけ会員には､琵琶湖博物館の中長期基本計画に掲

げられている ｢地域だれでも･どこでも博物館｣の実現に向けて､博物館と地域あるいは地域に住む人た

ちとの間の､文字通り ｢はしかけ｣としての役割も期待されている｡

はしかけ制度は､参加者の側が自主的に企画 ･提案を行い､博物館とともに活動を具体化していく形へ

と移行していくことが望まれる｡はしかけグループやはしかけ会員が核となり､各地で新たな活動が生ま

れ､すでに活動しているグループと連携をとりながら､博物館と連携した活動のネットワークが広がって

いく方向へと発展していくことが､はしかけ制度の将来的な目標のひとつであり､｢地域だれでも･どこ

でも博物館｣構想を実現するひとつの有効な手段となりうるものと考える｡

2006年度には､はしかけ会員登録者数は年度末の比較で20人増加し381人となったが､活動の場となる

はしかけグループの数は1つ減り､13グループになった｡

はしかけ会員となるうえで受講が必修のはしかけ登録講座は､2006年度は例年通り7月､11月､3月の

3回実施し､年度末の3月25日 (日)から4月8日 (日)の間､新交流空間で ｢はしかけ ･フィールドレ

ポーター活動紹介｣を開催した｡この初日の25日の午後からは ｢はしかけ交流会｣をセミナー室で開催し､

会員どうしの親睦をはかった｡

外部主催のイベントとしては､全国の博物館ボランティア関係者が集う ｢ボランティアメッセ IN九州

国立博物館｣が福岡県太宰府市で9月23日 (土 ･祝)･24日 (日)に開催され､はしかけの活動紹介を行っ

た｡

開催日 会 場 講 師 参加者数

第 1回 7月8日 (土) 会議室 (講義)および展示室 . 全体進行 :中井 各グルー 25人

第2回 11月5日 (日) 研究棟 .収蔵庫等 (琵琶湖博物 プの説明は､世話人やはしかけ 21人
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各グループの活動

○ びわたん (旧 ｢体験学習の日グループ｣)

担当 :中村公一 ･中野正俊 ･青木伸子 会員数 :23名

〔設立の趣旨〕｢琵琶湖博物館わくわく探検隊｣の事業を博物館職員とともに運営し､同事業がめざす
｢フィールド-の誘い｣｢展示室のより深い理解｣を来館者に届ける｡
〔活動の概要〕｢琵琶湖博物館わくわく探検隊｣事業は､概ね毎月第2､4土曜日の午後に行われている｡
この事業は､来館者に滋賀県の人々の暮らしや身のまわりの自然に対しての興味 ･関心を深めてもらう

ことをねらいに行っている｡｢びわたん｣のメンバーは､この事業におけるプログラム開発や事業当日

の参加者との交流などに積極的に関わっている｡また､それぞれの興味 ･関心に応じて､琵琶湖博物館

内での展示､その他公共施設や学校､博物館に出かけての展示ならびに体験学習を行うほか､スキル

アップのための自己研修も行っている｡

｢びわたん｣のおもな活動

活動月日 内 容 場 所

4月8日 紙すきをしよう 琵琶湖博物館

4月22日 紙すさをしよう 琵琶湖博物館

5月13日 琵琶湖のプランクトンを観察しよう 琵琶湖博物館

5月27日 琵琶湖のプランクトンを観察しよう 琵琶湖博物館

6月10日 投網に挑戦しよう 琵琶湖博物館

6月24日 投網に挑戦しよう 琵琶湖博物館

7月8日 青花をつかって染め物をしよう 琵琶湖博物館

7月22日 青花をつかって染め物をしよう 琵琶湖博物館

7月23日 SAGAWAキッズミュージアム ぺたぺた探検隊 ! 佐川美術館

7月29日 SAGAWAキッズミュージアム カメラを使って写真を撮ろう! 佐川美術館

7月30日 SAGAWAキッズミュージアム プランクトンつてどこにいる? 佐川美術館

7月30日 文化ボランティア研修会 滋賀会館

8月3日 自然調査ゼミナール 偏光スコープをつくろう ペットボトル 琵琶湖博物館
顕微鏡をつくろう

8月6日 SAGAWAキッズミュージアム 植物の形を見よう 佐川美術館

8月23日 化石のレプリカをつくろう 琵琶湖博物館

9月9日 綿から糸をつくろう 琵琶湖博物館

9月23日 綿から糸をつくろう 琵琶湖博物館

9月23.24日 ボランティアメッセⅠN九州国立博物館 九州国立博物館

9月27日 コイの歯の化石のレプリカをつくろう 琵琶湖博物館

10月 1日 コイの歯の化石のレプリカをつくろう 琵琶湖博物館

10月3日～15日 はしかけ .フィールドレポーター九博へ行く!ポスター展示 琵琶湖博物館

10月5日 ヨシ笛をつくろう 蒲生北ノJ､学校

10月6日 植物の影で秋の文様をつくろう 琵琶湖博物館

10月14日 たねみつけ～秋の屋外展示を探検しよう～ 琵琶湖博物館

10月28日 たねみつけ～秋の屋外展示を探検しよう～ 琵琶湖博物館

11月3日 自主研修会 紙芝居 琵琶湖博物館

11月11日 木の実で遊ぼう 琵琶湖博物館

11月15日 JⅠCA研修 びわたん活動の紹介 琵琶湖博物館
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11月18日 琵琶湖博物館研究発表会第10回 ｢みんなで調べる琵琶湖のおい 琵琶湖博物館
たち｣運営協力

11月25日 木の実で遊ぼう 琵琶湖博物館

12月3日.5日 滋賀県環境学習のつどい ポスター展示および企画運営協力 (偏 琵琶湖博物館光スコープをつくろう/環境学習ほっとカフェ ｢今､地域のため

に何ができるか｣)

12月5日 参加型研修会 プランクトンの模型をつくろう 島根県立しまね海洋館

12月7日 探鳥会 ワークショップ 色 トリどり☆ 琵琶湖博物館

12月9日 富江家はつけんブックづくり 琵琶湖博物館

12月23日～2月18日 企画展でふりかえる琵琶湖博物館の10年 ポスター展示 琵琶湖博物館

1月13日 博物館でスゴロクをしよう 琵琶湖博物館

1月27日 博物館でスゴロクをしよう 琵琶湖博物館

2月10日 化石のレプリカをつくろう 琵琶湖博物館

2月17日 気軽にどこでもアート交流事業 青写真をとろう 滋 賀 会 館

2月24日 化石のレプリカをつくろう 琵琶湖博物館

3月10日 縄文コースターをつくろう 琵琶湖博物館

3月24日 縄文コース9.-をつくろう 琵琶湖博物館

○ うおの会

会長 :村上靖昭 担当 :中島経夫 会員数 :153名

〔設立の趣旨〕｢魚を愛し､魚探りを楽しもう｡魚とその棲息環境を将来にのこそう｡魚とその棲息環境

の現状を調査し､その姿を証拠として記録しておこう｣という目標をたて､お魚とりが大好きな人々が

集まって､魚つかみを楽しみながら､共に調査を実施し､身近な環境を見つめなおすことを目的にして

いる｡2000年の発足から､お魚とりが大好きな皆さんに､博物館を利用した活動の場を提供しながら､

調査によって得られた成果を活用し､身近な環境に生息している魚たちの情報を21世紀初頭の記録とし

て貴重な博物館資料とすることを目指している｡

〔活動の概要〕2000年の発足から2004年5月までは､滋賀県内の魚類分布調査や､法竜川での定点調査な

どの調査と分析を行ってきた (成果報告は､琵琶湖博物館研究調査報告第23号 ｢みんなで楽しんだうお

の会一身近な環境の魚たち｣にまとめられている)0

2005年硬より､うおの会の活動は､｢魚つかみを楽しむ｣会から ｢魚つかみの楽しみを伝える｣会と

して活動内容を再構築した｡琵琶湖流域を対象に､NPO､団体､機関､学校､企業や個人をつなぐ ｢琵

琶湖お魚ネットワーク｣の指導員や上級調査員として､流域各地で分布調査や地域の観察会での指導を

行っている｡2007年2月には､その成果として ｢琵琶湖お魚ネットワーク報告書｣を発行した｡また､

会員同士の交流やスキルアップとして､琵琶湖お魚ネットワークの魚類分布調査をすることを目的に､

月1回の定例調査を琵琶湖流域各地で開催している｡うおの会では､このように魚つかみを楽しみなが

ら､得られたデータをもとにして環境の保全や回帰に役立てたいと願っている｡

｢うおの会｣のおもな活動

活動月日 内 容
4月8日 第5回コアメンバー会議

4月15日 うおの会第37回定例調査
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4月16日 よしよしプロジェクト3｢和遡中浜消波堤補強｣-の参加

4月17日 環境フィールドワーク2Hグループの授業-の参加

4月24日 ｢お魚ふやし隊｣平成18年度自然観察会(Dへの協力

4月24日 環境フィールドワーク2Hグループの授業-の参加

5月 1日 環境フィールドワーク2Hグループの授業-の参加

5月7日 第6回コアメンバー会議

5月8日 環境フィールドワーク2Hグループの授業-の参加

5月13日 お魚ネットワークおおっ生息調査への協力

5月14日 ｢お魚ふやし隊｣平成18年度自然観察会(a-の協力

5月14日 びわここだわりゆりかご米グループ田植イベントへの参加

5月15日 環境フィールドワーク2Hグループの授業-の参加

5月20日 第1回琵琶湖お魚探検隊生息調査-の協力

5月22日 環境フィールドワーク2Hグループの授業-の参加

5月28日 うおの会第38回定例調査

5月28日 ｢お魚ふやし隊｣平成18年度自然観察会(彰-の協力

5月28日 ｢第5回琵琶湖外来魚駆除の日｣への協賛

5月29日 環境フィールドワーク2Hグループの授業-の参加

6月5日 環境フィールドワーク2Hグループの授業-の参加

6月7日 南笠東小学校3年総合学習 ｢狼川探検｣-の協力

6月9日 Vo1.29うおの会ニュースレター発行

6月10日 第2回ゆりかご水田観察会in菖蒲への協力

6月10日 琵琶湖博物館わくわく探検隊投網教室-の協力

6月10日 公開ヒアリング2006｢内湖今昔-内湖との関わり｣-の協力

6月11日 ｢お魚ふやし隊｣平成18年度自然観察会(彰-の協力

6月12日 環境フィールドワーク2Hグループの授業-の参加

6月14日 大津市立日吉中学校 葛川自然教室 環境学習-の協力

6月15日 子どもたちの農業 .農村体験学習への協力

6月18日 きらり☆NPOボランティア活動フェア-の協力

6月19日 環境フィールドワーク2Hグループの授業-の参加

6月24日 ニゴロブナ幸津川観察会-の協力

6月24日 琵琶湖博物館わくわく探検隊投網教室-の協力

6月24日 第2回お魚ネットワーク臨時運営会議-の参加

6月24日 第7回コアメンバー会議

6月25日 うおの会第39回定例調査

6月26日 環境フィールドワーク2Hグループの授業-の参加

6月28日 田んぼの生きもの調査への協力

6月28日 草津市立玉川小学校狼川探検-の協力

6月29日 魚のゆりかご水田in鵜川への協力

6月30日 魚のゆりかご水田in栗見新田-の協力

7月2日 八幡堀釣り大会への協力

7月3日 環境フィールドワーク2Hグループの授業への参加

7月8日 第2回琵琶湖お魚探検隊生息調査-の協力

7月10日 環境フィールドワーク2Hグループの授業-の参加

7月15日 長沢川探検-の協力
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7月19日 ｢お魚ふやし隊｣平成18年度自然観察会(9-の協力

7月22日 太田川自然観察会-の協力

7月26日 子どもたちの農業.農村体験学習への協力

7月30日 エリ漁体験への協力

7月30日 上田上新免の生き物観察会-の協力

8月 2日 川の生き物観察会-の協力

8月 3日 県環境教育部会夏季研修会-の協力

8月 4日 笠縫東小学校職員研修への協力

8月 5日 白鳥川かいどり大作戦への協力

8月 5日 水みず探検隊への協力

8月 6日 御呂戸川探険-の協力

8月 6日 東近江市地域学事業 ｢お魚調査｣(D-の協力

8月 6日 ｢第21回八幡てんびん祭 り｣でさかなの展示への協力

8月19日 安土町環境のつどい2006への協力

8月20日 親子雑魚捕 り体験教室-の協力

8月20日 FLB魚の調査とヨシ植栽-の協力

8月22日 マキノ西浜自然観察会-の協力

8月27日 親子で魚つかみを楽しもう-の協力

8月28日 東近江市地域学事業 ｢お魚調査｣(令-の協力

8月31日 お魚ふやし隊 平成18年度自然観察-の協力

9月 9日 まのきたつ子ワクワク広場-の協力 .

9月10日 琵琶湖博物館観察会 ｢カバ夕を見に行こう｣-の協力

9月13日 琵琶湖河川事務所研修-の協力

9月16日 第3回琵琶湖お魚探検隊生息調査への協力

9月18日 西方寺福寿土曜学校 お魚観察教室-の協力

9月22日 琵琶湖河川事務所研修への協力

9月23日 東近江市地域学事業 ｢お魚調査｣(彰-の協力

9月23日 びわこ揚水土地改良区観察会-の協力

9月24日 第40回うおの会定例調査

9月28日 南小松地区排水路の生き物観察会への協力

9月30日 仰木の里観察会-の協力

10月 4日 龍谷大学特別講義 ｢琵琶湖の魚から身近な環境を考える｣への協力

10月 7日 ふるさと川探検｢山寺川の魚調査｣-の協力

10月 8日 琵琶湖博物館交流事業 ｢魚のくらしにふれてみよう｣-の協力

10月 9日 秋 きらり☆NPOボランティア活動フェア-の参加

10月14日 大人の川遊び トレーニングへの協力

10月14日 東近江市地域学事業 ｢お魚調査｣④-の協力

10月15日 びわこ揚水土地改良区観察会への協力

10月15日 高島市お魚ふやし隊自然観察会への協力

10月21日 2006青少年のための科学の祭典への協力

10月22日 2006青少年のための科学の祭典への協力

10月22日 湖東地域環境シンポジウム-の協力

10月22日 第41回うおの会定例調査

10月22日 琵琶湖博物館開館10周年記念-のポスター展示
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10月28日 今津三谷自然観察会-の協力

10月28日 三ツ池地区第2回ため池探検隊への協力

10月29日 東近正市地域学事業 ｢お魚調査｣⑤への協力

10月29日 第2回 ｢河川を愛する市民会議｣への参加

10月29日 ｢おきかなさがした-い｣-の協力

11月 1日 第8回コアメンバー会議

11月2日 乙女ケ池再生計画水質調査-の協力

11月7日 家棟川ビオトープ自然観察会-の協力

11月8日 琵琶湖における水中生物の生態系を知ろう-の協力

11月9日 乙女ケ池再生計画お魚調査-の協力

11月18日 第4回琵琶湖お魚探検隊生息調査-の協力

11月19日 東近江市地域学事業 ｢お魚調査｣⑥-の協力

11月26日 第42回うおの会定例調査

12月3日～12月5日 滋賀県県民環境学習のつどい-のポスター提示

12月9日 瀬田南小学校 冬のわくわくランド クイズラリー-の協力

12月17日 第43回うおの会定例調査

12月17日 第9回コアメンバー会議

1月13日 第3回お魚ネットワーク運営委員会への参加

1月20日 琵琶湖お魚探検隊第5回調査-の協力

1月21日 第二回外来魚情報交換会

1月28日 きらりNPO.ボランティア活動フェア-の協力

2月10日 草津市こども環境会議-の協力

2月17日 平成18年度第4回琵琶湖博物館研究発表会-の協力

2月24日 第1回環境教育フォーラムへの協力

2月25日 第3回お魚ネットワーク交流会の共催

3月4日 第2回桜池生き物観察会への協力

3月11日 第3回ゆりかご水田観察会in菖蒲-の協力

3月18日 ｢お魚ふやし隊｣平成18年度自然観察-の協力

3月18日 ヨシ植え事業-の参加

3月25日 第44回うおの会定例調査

3月25日 うおの会第7回総会

3月31日 びわこお魚探検隊定例調査

○ 田んぼの生き物調査グループ

担当 :楠岡 泰 ･マークJ.グライガ- 会員数 :22名

〔設立の趣旨〕滋賀県に住む人にとって最も身近な水環境である水田に目を向けて､そこの生物の分布や

生態を調査する｡

〔活動の概要〕当グループは､フィールドレポーター制度で行った田んぼの生き物調査で興味を持った有

志で結成された｡水田に生息する生物､特に大型紙脚類 (カブトエビやホウネンエビ､カイエビなど)

の分布および生活史を明らかにすることが現在の研究テーマである｡このため大型紙脚類の出現状況を

県内各地の水田で調べ､分布マップを作成するとともに､分布の違いを生み出す要因を明らかにするた

め水温や水質などのデータとの比較を行っている｡

はしかけそれぞれが自分のペースで自宅近くの定点観察および広域分布調査を行っている｡また､2006

年度は合同調査として近江八幡市を中心に同じ水田で夏のエビ類の分布と冬の泥の様子を調べた｡

2006年度は長浜周辺でのトゲカイエどの分布確認や､堅田以北の湖西側でのアメリカカブトエビの確認
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など分布の関する新たな知見が得られた｡

｢田んぼの生き物調査グループ｣のおもな活動

活動月日 内 容 場 所 備 考

4月22日 田んぼの生き物調査研修会 琵琶湖博物館 9名

5月21日 第1回田んぼの生き物合同調査 近江八幡市周辺 12名

6月4日 第2回田んぼの生き物合同調査 近江八幡市周辺 11名

7月23日 田んぼの生き物同定会 琵琶湖博物館 9名

1月10日 田んぼ土壌調査研修 農業技術振興センター 5名

1月21日 第1回冬の田んぼ土壌合同調査 近江八幡市周辺 10名

3月4日 第2回冬の田んぼ土壌合同調査 近江八幡市周辺 6名

3月10日 総会および田んぼの生き物調査まとめ合 琵琶湖博物館 8名

3月25日～4月8日 はしかけ .フィール ドレポーター活動紹介｣にポスター出展 琵琶湖博物館

通 年 田んぼの生き物調査 滋賀県周辺 それぞれが随時調査

○ 里山の会

会長 :吉井 隆 担当 :楠岡 泰 ･西村知記 会貞数 :20名

〔設立の趣旨〕交流事業 ｢里山体験教室｣の卒業生が中心となり､2001年から活動している｡里山体験教

室のホス ト役を通して里山をより深め､会独自に現代における里山の ｢利用法｣と ｢楽しみ｣を模索し

ている｡

〔活動の概要〕里山体験教室が､今年度より新たなフィール ド (野洲市大篠原)での活動になった｡ヤブ

状の枯アカマツ林を ｢里山林｣と呼べるようにするのに､いったいどのくらいの時間と労力がかかるだ

ろうか｡里山体験教室を前に､新担当の西村の思いは複雑であった｡その思いとは裏腹に､会のメン

バーはそんな素振 りは微塵も見せず､明るく､そして食欲に､新たなフィールドにおいても ｢楽しみ｣

を模索し続けた｡これが原動力となり､里山の会入会者や里山体験教室リピータの増加につながってい

る｡

また､今年度も会の独自活動を盛んに行い､｢豊かな湖づ くりキャンペーン｣に協賛して､県内外を

問わず活動の輪を広げている｡

｢里山の会｣のおもな活動

活動月日 ー内 容 場 所

5月20日 里山下見 野洲市大篠原

5月27日 里山体験教室 (秦)里山探検 野洲市大篠原

7月15日 里山整備と下見 野洲市大篠原

7月20日 里山体験教室 (夏)カブトムシのゆ りかごづくり 野洲市大篠原

7月30日 里山活動誌作成 博物館研究交流室

8月5日 里山活動誌作成 博物館研究交流室

9月16日 里山整備と下見 野洲市大篠原

9月17日 全国雑木林会議 in名張 三重県名張市

9月23日 里山体験教室 (秩)キノコ探検 野洲市大篠原
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11月3日 里山フィールド活動 日野町上駒片

12月2日 里山下見 野洲市大篠原

12月9日 里山体験教室 (冬)中止､焚き火術研修 野洲市大篠原

1月14日 ヨシ刈りイベント 守山市なぎさ公園

2月10日 里山の会総会､鑑賞炭 .竹炭づくり 野洲市大篠原

3月17日 はしかけ発表会準備 (パネルづくり) 博物館研究交流室

3月25日 はしかけ発表会 (パネル紹介 .コンサート) 博物館新空間､アトリウム

○ 近江はたおり探検隊

担当 :中藤容子 記録 ･ホームページ担当 :辻川智代 会員数 :20名

〔設立の趣旨〕地域に残された人とモノから近江のはたおり文化を探究し､現在失われてしまった近江の

良さを再発見し､地域の人々とともにその良さを伝えていく｣ことを目標に活動する｡

〔活動の概要〕博物館に収蔵される機織り用具の調査を通じ､伝統的な地域に残る機織りを再現すること

を目標とし､織姫の会､研究会､はたおり探検などの活動を行っている｡さまざまな博物館や専門家､

地域のお年寄り､機織りに興味のある若者子どもたちとの交流の中で､機織り用具の製作､近江上布復

元のための探究､苧麻などからの糸 ･布づくり､藍からの藍染めなどを行い､平成18年度には ｢野良着

部会｣をたちあげ､琵琶湖南部特有の縞柄の藍染木綿の復元を始めた｡

｢近江はたおり探検隊｣のおもな活動

活動月日 タイトル 行事名 主催著名 場 所

4月15日～3月14日(36回) 織姫の会 .野良着部 会 琵琶湖博物館 琵琶湖博物館など

6月14日 はたおり探検 琵琶湖博物館 山城郷土資料館 .奈良晒保存会

4月12日～2月5日(7回) 近江はたおり研究会 (第22回～第28回) 琵琶湖博物館 琵琶湖博物館など

7月8.22日 (2回) 青花を使って染め物をしよう 琵琶湖博物館わくわく探検隊 琵琶湖博物館 琵琶湖博物館

9月9.23日 (2回) 綿から糸をつくろう 琵琶湖博物館わくわく探検隊 琵琶湖博物館 琵琶湖博物館

11月4-11日 ｢綿と機織りの会｣活動紹介 (糸つむぎ体験会を3回実施) 第2回もりやま市 守山市民交流 守山市民交流セン
民屋台村 センター 夕-

○ 植物観察の会

担当者 :布谷知夫 会員数 ･代表者 :特定せず (名簿なし)

〔設立の趣旨〕2004年度に企画展示 ｢のびる･ひらく･ひろがる｣を企画したころに､植物を好きな人を

増やすことを目的にして ｢はしかけ｣を作った｡ただし､他の ｢はしかけ｣グループのようにはっきり

としたグループ化はせず､｢はしかけ｣全体の植物の研修会のような位置付けにしてきた｡それはどの

ような活動についても､植物に関係する場合が多く､共通した植物観察の場を作っておくことを意識し

たためである｡

〔活動の概要〕テーマを決めた室内での勉強会や野外での観察会を行っている｡2004年度の企画展示では､

観察会への参加者に依頼して､種子の採集や展示室内でのワークショップなどを行なった｡今後も野外
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での観察会を継続するとともに､希望に応じて室内での勉強会などを計画する｡

｢植物観察の会｣のおもな活動

活 動 月 日 内 容 場 所 参 加 者 数

4月30日 カタクリの花の観察会 高島市マキノ町 35名

8月5日 夏の植物の観察会 余呉町 11名

11月19日 秋の木の実の観察会 野洲町花緑公園 16名

2月11日 冬の雑木林の観察会 大津市志賀町比良 14名

○ たんさいぼうの会

会長 :有田重彦 担当 (影の会長):大塚泰介 会員数 :20人

〔設立の趣旨〕珪藻を中心に､微/J､生物のハイ ･アマチュア研究者の育成を目指す｡

〔活動の概要〕2002年5月に ｢珪藻の会｣として発足し､研究対象の拡大をねらって ｢たんさいほう (単

細胞)の会｣と改名した｡発足以来､珪藻など微小生物の調査 ･観察 ･研究を行い､学会発表や研究論

文として成果を公表してきた｡活動によって得られた標本および成果物は､琵琶湖博物館に寄贈される｡

2006年度は､過去の ｢たんさいほうの′｣､さな旅｣で採集した′｣､女郎が池､八雲ケ原湿原､草津 ･栗東

のため池群などの珪藻について､写真撮影と整理を進めた｡並行して新たな採集 ･調査も行った｡2006

年5月と11月には､西浅井町の山門湿原で珪藻の調査をした｡2007年2月～3月には､豊穣の郷 (守山

市)と共同で､守山市内河川の珪藻を調査した｡2007年4月現在､3人の会員が､それぞれの課題で論

文を執筆中である｡

｢たんさいぼうの会｣のおもな活動

活動月日 内 容 場 所 担当者 .参加者

4月22日 たんさいほうの会第14回総会 琵琶湖博物館 担当 :中井大介参加者 :7人

5月6日 たんさいほうの小さな旅Ⅴ山門湿原 (予備調査) 西浅井町山門湿原 担当 :大塚泰介参加者 :6人

9月23.24日 ボランティアメッセ2006ⅠN九博に出展 九州国立博物館 発表者 :中井大介･杉本昌隆

10月1日 たんさいほうの会第15回総会 琵琶湖博物館 担当 :田連純子参加者 :10人

11月11日 日本珪藻学会第26回研究集会で発表 . 発表者:吉川俊一

11月23日 たんさいほうの小さな旅Ⅴ山門湿原 (本調査) 西浅井町山門湿原 担当 :大塚泰介参加者 :6人

1月14日 たんさいほうの会第16回総会 琵琶湖博物館 担当 :杉本昌隆参加者 :9人

2月10日～ たんさいほうの小さな旅ⅤⅠ守山市内河川(冬期調 守山市内 担当 :中井大介
3月3日 査) 参加者 :8人

○ 咽頭歯倶楽部

会長 :村上靖昭 担当 :中島経夫 会員数 :3名

〔設立の趣旨〕うおの会のサブグループとして2003年1月末に発足した｡その趣旨はコイ科魚類の咽頭歯

に興味をもつ人が集い､互いに研摸しながら魚やコイ科魚類に関する知識を深めることにある｡
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〔活動の概要〕コイ科魚類の咽頭歯を見分ける能力を磨き､遺跡からの遺体や地層からの化石咽頭歯を同

定する｡そのことによって､コイ科魚類の進化の道筋や人の営みを知る｡咽頭歯標本の製作､遺跡から

の咽頭歯遺体の検出､化石の調査などを行っている｡2006年度も前年度に続き､うおの会の活動が活発

化しており人材が不足気味であったが､12月から咽頭歯を検出する作業を再開した｡

｢咽頭歯倶楽部｣のおもな活動

活 動 月 日 内 容 場 所 参加者

12月 12日間 (3日､5日､6日､11日､12日､13日､17日､ 咽頭歯の検出作業 琵琶湖博物館 各 1名
19日､20日､21日､24日､25日) 動物標本製作室

1月 21日間 (4日､5日､9日､10日､11日､12日､13日､ 咽頭歯の検出作業 琵琶湖博物館動物標本製作室 各 1名
15日､16日､17日､18日､19日､20日､21日､23日､

24日､25日､26日､27日､29日､31日)

2月 21日間 (1日､2日､3日､4日､.5日､6日､7日､8 咽頭歯の検出作業 琵琶湖博物館動物標本製作室 各 1名
日､9日､10日､13日､14日､15日､16日､17日､18日､

20日､21日､22日､23日､28日)

3月 21日間 (1日､2日､6日､7日､8日､9日､ 咽頭歯の検出作業 琵琶湖博物館動物標本製作室 各 1名
11日､14日､15日､16日､17日､18日､19日､

○ はねはねくらぶ

会長 :山中裕子 広報担当 :永野まやこ 担当 :高橋啓一 会員数 :15名

〔設立の趣旨〕現生あるいは化石の骨に関係した活動を通じて､琵琶湖博物館の研究や交流活動の支援を

行い､その楽しさを広く博物館外の人々に伝えることを目的としている｡

〔活動の概要〕2002年7月に発足｡骨に魅せられた仲間が集まり､現生動物の解剖､骨格標本の作製など

を毎月1回の例会を中心に行っている｡昨年度から定例活動日以外に個別での活動も行っている｡今年

度は､探究心旺盛な幼稚園児 ･′ト学生も加わり､メンバーの技量を磨きたい､知識を深めたいという思

いも強まり､他団体の見学交流など館外での活動や､館外施設での展示用標本製作などをおこなった｡

｢はねはねくらぶ｣のおもな活動

活動月日 内 容 場 所

4月例会 ギャラリー展見学 琵琶湖博物館

5月例会 朽木いきものふれあいの里から20体の資料をもらい受 朽木いきものふれあいの里
け､内タヌキ他5体の土埋め作業 琵琶湖博物館

6月例会 アザラシの解体､ハクビシンの骨クリーニング 琵琶湖博物館

7月例会他 ハクビシンの骨組み立て､タヌキの皮剥 琵琶湖博物館

8月例会他 コノハズクの解剖､シロハラの解剖､タヌキの皮剥 琵琶湖博物館

9月例会 アナグマの解剖､水付け 琵琶湖博物館

10月例会 アザラシの骨クリーニング､足の組み立て 琵琶湖博物館

11月例会 土埋め資料の掘り出しと骨のクリーニング 琵琶湖博物館

12月例会 シャモ鍋 (シャモの解剖､骨のクリーニング) 琵琶湖博物館

1月例会 アナグマの骨クリーニング 琵琶湖博物館

2月例会 シカ､イノシシ頭骨の解体､水付け 琵琶湖博物館
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○ 湖 (こ)をつなぐ会

代表 :中山法子 担当 :牧野厚史 会員数 :17名

〔設立の趣旨〕｢うた｣を通じて､琵琶湖の文化的 ･社会的価値を再発見することをめざしている｡

〔活動の概要〕2003年11月に県内在住の子ども達で組織する ｢琵琶湖の未来たち合唱団｣とその保護者ら

によって活動を開始した｡新しい琵琶湖のうた ｢生きている琵琶湖｣を滋賀県内外に広め､子ども達が

日々の生活のなかでこの歌を口ずさむことによって､琵琶湖の未来のことを考えるきっかけとなるよう

活動を続けている｡月1回の練習会をもち､参加者の多い時にはアトリウムでミニコンサートを開催し

た｡今年度は博物館からの発信だけでなく､地域へ出かけていく足がかりとして､幼児向けの紙芝居を

制作した｡紙芝居には ｢人｣も ｢琵琶湖｣も自然の中の一部であるということを小さな子ども達にも伝

えられたらという思いを込めた｡今後はこの紙芝居と歌をセットにして幼稚園など訪問し活動をひろめ

七いく予定である｡

｢湖 (こ)をつなぐ会｣のおもな活動

活動月日 内 容 場 所

5月21日 (日)～ 紙芝居の原稿作成のための打ち合わせ開始 琵琶湖博物館

2月24日 (土) 紙芝居 ｢びわこの旅｣完成､初演 琵琶湖博物館

3月25日 (日) はしかけ活動発表 紙芝居 ｢びわこの旅｣上演 琵琶湖博物館

○ 温故写新

代表者 :未定 担当 :秋山廉光 会員数 :31名

〔設立趣旨〕

･写真とカメラを愛し､揖影を楽しむことを主旨とする｡

･生命の活動､人の生活や自然の移りゆく様を記録し後世に伝える｡

･感動的に､そして美しく｡

･時の流れと共に変化するこの世界の一瞬を切り取り､命や自然､人の営みを考察する一助とする｡

〔活動の概要〕実績は乏しく､初心者の道をとぼとぼと歩いている｡写真撮影の基礎から様々なジャンル

に対応する講座を予定｡暗室作業や学窓など一連の作業の習得や写真表現を用いた様々な活動を行いた

い｡
具体的には､テーマを決め撮影会を行った後､作例を持ち寄りお互いの評価によって技術を磨く｡た

とえば､魚類や水生生物の撮影､植物群落の記録､風景撮影､伝統文化の記録､環境の定点観測撮影､

鳥類､昆虫類､晒乳類などの野生生態撮影など､多岐にわたることを想定｡撮影記録を用い､企画を繰

り図鑑やハンドブックなどを作成する｡

｢温故写新｣のおもな活動

活動月日 内 容 場 所 参加者数

4月8日 会議 琵琶湖博物館実習室 7名

4月22日 撮 影 会 烏丸半島 (博物館周囲) 7名

5月6日 勉強会 琵琶湖博物館実習室 9名

6月3日 撮影会 烏丸半島 (博物館周囲) 9名

6月17日 勉強会 琵琶湖博物館実習室 8名

7月15日 撮影会 烏丸半島 (博物館周囲) 4名

7月29日 部外活動 :当館と佐川美術館の共催事業で行った針穴写真の補助 佐川美術館 3名
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9月 9日 勉強会 琵琶湖博物館実習室 ･7名

9月30日 撮影会 琵琶湖博物館生活実験工房 9名

10月15日 勉強会 琵琶湖博物館実習室 7名

11月11日 撮影会 琵琶湖博物館生活実験工房 4名

11月25日 リベンジ撮影会 琵琶湖博物館生活実験工房 8名

1月13日 勉強会 琵琶湖博物館実習室 lo宅

2月10日 撮影会 琵琶湖博物館生活実験工房 7名

2月24日 勉強会 琵琶湖博物館実習室 名

○ 展示室を楽しくする会 (旧 ｢生活実験工房に集う会｣)

担当 :中藤容子 会員数 :12名

〔設立の趣旨〕琵琶湖博物館の展示空間 (屋外展示､生活実験工房も含む)をより深く楽しく利用してい

く方法を ｢工房に集う会｣｢アクティビティー集を作る会｣｢はしかけキッズの会｣などの部門に分かれ
てさまざまな層の人々とともに実践的に探究していく｡

〔活動の概要〕平成18年度は生活実験工房を担当する職員の指導 ･協力を受けながら､｢工房に集う会｣

で田んぼの管理･利用を行う中で博物館の新しい活用方法を模索した｡｢近江はたおり探検隊｣で使う綿･

藍などを染織の材料を ｢おりばたけ｣で栽培｡看板も製作 し設置した｡

｢展示室を楽しくする会｣のおもな活動

活動月日 タイトル 主催者名 場 所

5月7日～2月14日 田畑作業 (田植え .稲刈 り.わら 琵琶湖博物館 琵琶湖博物館
(18回) 細工づくりなど) (生活実験工房)

3月25日～4月8日 はしかけ .フィールドレポーター 琵琶湖博物館 琵琶湖博物館

○ ザ !デイスカバはしかけ

担当者 :堀田桃子 ･荒井文子 会員数 ■8名

〔設立の趣旨〕子どもからお年寄りまで､ディスカバリールームを訪れる方々に､展示のメッセージがよ

りよく伝わるように､分かりやすく､楽しい空間をつくることを目指している｡

〔活動の概要〕新しいメンバーを迎え､さらに多彩な活動をすることができた｡主な活動内容は､裁縫(展

示物の作成 ･補修)､読み聞かせ､工作イベントの補助など､それぞれの特技を活かしたものであった｡

また､活動内容を館外へ広める機会もあり､はしかけとしての意識を高めることができた｡

｢ザ !ディスカバはしかけ｣のおもな活動

活動月日 内 容 場 所 参加者

5月20日 ｢ホタルの紙芝居｣上演 ディスカバリールーム 2

7月 布製きのこ作成○｢世界の子どもたち｣で展示 自宅で作成 3

8月24日 ｢木の葉でウチワ｣工作プログラム補助 ディスカバリールーム 3

9月23.24日 ボランティアメッセ参加○ポスター発表 九州国立博物館 1

11月 指人形の洋服作成○｢にんぎようげきじよう｣で展示 自宅で作成 1
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地域交流活動への支援事業

(1)地域活動の支援 (博物館内)

月 日 団 体 .行 事 名 参加者数 タイトル .内容 区分 場 所 担当

4 1 (樵)高島屋京都店 55 ヨシ笛つくり 講師 実習室 布谷 .青木

4 23 奈良教育大学 新入生宿泊研 22 琵琶湖の魚から環境を 講師 実習室 前畑
修 考える

5 ll 滋賀県総合教育センター 20 博物館と学校 との連携 講師 セ ミナ ー室 . 秋山.
第1回理科教育講座 について ホール .実習室 中野

5 ll 滋賀県中学校理科部会 滋賀県中学校理科部会研究委員総会 40 博物館 と学校 との連携について 講師 博物館セミナー室等 中村 .中野

5 12 滋賀県大津市生涯学習課 硯 10 琵琶湖の水環境につい 講師 博物館実習室等 中村
地研修会 て

5 13 栗東市児童外国語支援グループ 5 ヨシ笛 講師 実習室 青木

5 13 立命館大学経済経営理工学部 208 琵琶湖の環境と魚-魚の現状から環境を考える 講師 /i<-)i, 前畑

5 20 全国県人会連合会 24 博物館の概要 講師 セミナ一室 布谷

5 25 大阪市住吉区地域振興協議会琵琶湖学習会 50 琵琶湖の環境 講師 セミナ一室 布谷

5 28 蔀屋子供育成会 70 子ども会行事 講師 うみつこ広場 青木

6 4 杉浦2区子供育成会 28 ヨシ笛 講師 実習室 青木

6 10 草津第二公民館 41 講師 実習室 松田

6 23 玉津PTA事業講習 5 化石レプリカ 講師 実習室 青木

6 23 御蔵山子供会 5 ヨシ笛 講師 実習室 青木

6 24 琵琶湖市民大学 連続学習会 30 琵琶湖の環境 と人との関係一里山のくらし､-今のくらし- 講師 実習室 芳賀

6 24 京都橘大学文化政策学科 32 博物館実習 講師 会議室 布谷

6 24 京都女子大学 45 博物館実習 講師 会議室 布谷

6 25 玉津PTA事業講習 75 化石レプリカ 講師 実習室 青木

6 29 真野公民館びっくり箱 13 化石レプリカ 講師 実習室 青木

6 29 滋賀県立大学 環琵琶湖文化 21 博物館の概要と展示説 講師 セミナ一室 牧 野
論実習 明

6 29 愛知県大府市教育委員会 6 琵琶湖の水環境につい 講師 博物館実習室等 中村 .
社会教育研修 て 中野

7 8 守山こどもエコクラブ 12 わき水勉強会 講師 応接室 草加

7 9 JC草津青年会議所 250 講師 セ ミナ ー室 .ホール .会議室

7 12 NPO法人シニア自然大学琵琶湖研修会 60 夏期合宿 講師 セミナー室 .実習室 .実験工房 布谷 .秋山.八尋

7 13 大阪府豊中市教育委員会 中 20 博物館 と学校 との連携 講師 博物館実習室等 中村 .
学校理科技術職員等研修 について 中野

7 15 NPO法人シニア自然大学 40 魚から見た琵琶湖 講師 セミナ一室 桑原
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7 17 阪巻水道組合 (奈良交通) 38 琵琶湖と河川 講師 セミナ一重 武郎

7 23 近江ふるさと会 40 博物館概要 講師 会議室 用田

7 26 南丹市教育委員会 58 施設見学 .アユモ ドキについて 講師 会議室 前畑

7 26 湖南市教育研究所 湖南市教育研究所研修 6 琵琶湖博物館の舞台裏 講師 会議室 布谷

7 27 指導農業土研修 20 琵琶湖の渇水について 講師 会議室 小川

7 27 豊橋開拓土地改良区 35 プランク トン観察 .請義 講師 実習室 芳賀

7 27 長良公民館 22 淡海生涯学習カレッジ南湖で増加する水草と水質 講師 セミナ一室 芳賀

7 29 JAF滋賀 40 琵琶湖とそのまわ りの昆虫たち/ヨシ笛づくり 講師 実習室 八 尋/青木

7 31 鳥学会員近畿地区懇談会 27 イスラエルの渡 り鳥研究について 担当 セミナ一室 亀田

8 2 三重県亀山市社会科部会 18 琵琶湖の漁業について 講師 会議室 孝橋

8 2 大津市教育委員会生涯学習課 77 4市子ども交流事業 講師 実習室 中村 .青木

8 2 関西大学博物館 50 博物館実習 講師 ホール 布谷

8 2 大手前大学 25 博物館実習 講師 実習室 布谷

8 2 滋賀県小学校教育研究会 生 50 博物館 と学校 との連携 講師 実 習 室 中村 .中野 .西村
活科部会研修会 について

8 3 滋賀県中学校教育研究会 中 50 プランク トンと付着微小生物の観察/魚の解剖 指導 博物館実習室等 八尋 .楠岡.前畑 .松田.中村 .中野

学校理科部会 自然調査ゼミ /琵琶湖の貝を調べてみ

ナ- ル よう/博物館周辺で昆虫採集をしよう

8 5 ホタルの学校 22 プランク トンと珪藻の観察 講師 会議室 .実習室 大塚

8 9 滋賀県教育委員会 平成18年 280 博物館 と学校 との連携 アドバイザー 博物館ホール等 中村 .中野 .西村
度環境教育研究協議会 について

8 9 北方領土返還要求運動滋賀県民会議 7 博物館概要 講師 応接室 布谷

8 ll滋賀県環境学習支援センター企画者のための環境学習体験講座 35 プランク トン観察 .琵琶湖の概要 講師 博物館実習室等 中村 .中野

8 ll 葉山東学童保育所ひよこくらぶ 58 ヨシ笛 講師 実験工房 青木

8 17 近江八幡市コープ委員会 60 化石レプリカ 講師 実習室 中村

8 22 兵庫シルバーカレッジ 56 琵琶湖周辺の環境 講師 会議室 布谷

8 22 伊川を愛する会神戸 こども淡水魚教室 50 琵琶湖の魚について 講師 セミナ一室 秋山

8 22 守山市教育委員会 理科部会 6 博物館 と学校 との連携 講師 博物館実習室等 中村 .
研修 について 中野

8 23 河浦町商工会 18 博物館概要 講師 会議室 用田

8 23 滋賀県立びわ湖フローティン 100 あつまれ ｢湖の子｣た 講師 セミナ一室 芳賀
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8 24 全国中学校理科OB会 全国中学校理科教員OB会研修会 36 琵琶湖博物館と環境 講師 会議室 布谷

8 24 滋賀県総合教育セ ンター 28 プランク トンの採集と 講師 セミナー室 .実 芳賀 .
SPP事業研修会 観察 習室 大塚

8 24 滋賀県総合教育センター 環境科学講座 28 博物館 と学校 との連携について 琵琶湖の概質 講師 博物館実習室等 中村 .中野

8 25 滋賀県教育委員会 理数大好きモデルスクール研修会 63 博物館 と学校 との連携について 化石 レプリカづ くり 講師 博物館実習室等 中村 .中野 .前畑

8 25 北方領土返還要求運動滋賀県民会議 125 博物館概要 講師 ホール 高橋

8 25 近江子ども未来会議 50 博物館概要 講師 セミナ一室 牧野(厚)

8 26 甲賀市岩上公民館 29 草花 を使った しお りの製作 講師 実習室 青木

8 27 草津市生涯学習セ ンターMyライフMyくさつ講座 44 博物館では何ができる 講師 セミナ一室 布谷

8 27 お うみNPO政策 ネッ トワ- 20 湖 と人間とのよりよい 講師 セミナ一室 布谷
ク 共存関係

8 28 滋賀県草津市老上′J､学校 校 30 琵琶湖博物館での体験 講師 博物館実習室等 中村
内研修 学習

8 30 東北学院大学 111 博物館実習 講師 ホール 高橋

9 15 近畿大学水産学科 120 移入種について 講師 ホール 中井

9 15 近畿養護学校校長会 ll 琵琶湖と環境 講師 応接室 布谷

9 20 桃山学院大学 18 博物館実習 講師 会議室 布谷

9 20 京都精華大学 120 琵琶湖博物館と環境 講師 セ ミナ ー 室 .ホール 布谷

9 21 愛知県豊橋市教育委員会 社 31 博物館 と学校 との連携 講師 セミナ一室 中村 .
会教育委員連絡協議会研修会 について 中野

9 23 辰馬考古資料館 15 博物館概要 講師 会議室 用田

9 27 大村湾の活動を推進する会 5 移入種について 講師 会議室 中井

9 28 総合教育センター 10年経験 10 博物館 と学校 との連携について プランク トン模型づ くり 講師 セミナー室 .実 中村 .
者研修 習 室 中野

10 1 京都女子大学国文科 41 博物館実習 講師 セミナ一室 里口

10 1 琵琶湖市民大学 琵琶湖の魚と生態系 講師 会議室 芳賀

10 6 南御蔵山子ども会 7 体験学習事前準備 講師 実習室 青木

10 9 MⅠHO MUSEUM 教育ボラ 34 琵琶湖博物館 を利用す 講師 会議室 布谷
ンティア研修会 る人

10 14 芥川倶楽部(高槻市) 60 琵琶湖の現状 と課題 -魚から環境を考える 講師 セミナ一室 前畑

10 14 おぱたん ｢夕ネみつけ｣ 28 屋外展示で見 らjtる夕ネ アドバイザー 生活実験工房 布谷

10 15 近畿養護学校校長会 125 琵琶湖と環境 講師 琵 琶 湖博 物館ホール 布谷

10 15 日本植物画倶楽部 37 滋賀県の絶滅危倶植物 講師 実習室 布谷
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10 16 子どもネットワークセンター天気村 35食文化体験実習 講師 生活実験工房 中藤

1024 滋賀県総合教育センター 10年経験者研修 10 博物館 と学校 との連携について プランク トン模型づくり 講師 博物館実習室等 中村 .中野

1024 諌早湾地域振興調査特別委員 ll 博物館の概要と水質研 講師 応接室 芳賀
会 究について

1024 大阪市淀川区地域振興会 230 琵琶湖と淀川 講師 ホール 芳賀

1025 淀川区地域振興会 189 琵琶湖博物館の概要と水質研究について 講師 ホール 芳賀

1027全国教頭会近畿地区連絡協議会 全国教頭会近畿地区連絡協議会総会 98 琵琶湖と生物-琵琶湖博物館が目指したもの 講師 ホール 布谷

1028 ライトピア大山田子ども会 40 琵琶湖が生まれた頃の大山田 講師 セミナ一室 里口

1029南御蔵山子ども会 88 ヨシ笛 講師 実習室 青木

1029 近畿大学 80博物館実習 講師 ホール 松田

ll 4 栗東三大字子ども会 26 プランク トン観察 .化石レプリカ 講師 実習室 青木

ll 4 大阪府教職員互助組合 41博物館概要 講師 ホール 中野

ll 5 ボーイスカウト京都連盟桂川 29 プランク トン観察 .化 講師 実習室 青木
地区長岡4団カブ隊 石レプリカ

ll 7 吹 田市亥 の子谷 コ ミユニ 20博物館概要及び環境に 講師 セミナ一室 布谷
ティー協議会 ついて

ll 7 加古川下流域下水道促進組合 17 琵琶湖の水質について 講師 会議室 芳賀

ll 710 草津市立新堂中学校 職場体験 3博物館の仕事について 受け入れ担当 実習室等 中村 .中野 .西村 .高橋

ll 9 静岡県都市環境保全行政研究会 20 講師 会議室 前畑

ll18 自然とみどり 50 プランクトン観察 講師 実習室 中野

ll21米原市中学校理科教育研究会理科教員研修 5 台所の植物学 講師 会議室 布谷

ll23 滋賀県獣医師会野生動物講演.∠ゝ 30 カワウを通 して人と野生動物の過去､現在､ 講師 会議室 亀田
コ言 未来を考える

ll23 滋賀県レクリエーション協会 34 ヨシ笛 講師 セミナー室 .実習室 中村

ll25琵琶湖成膜スポーツ大学 23博物館概要 講師 実習室 中村

ll25草津ライオンズクラブ 98 ニゴロブナとフナズシ(全3回) 講師 セミナ一室 前畑

ll25大野イトヨの会 20 施設概要 講師 会議室 牧 野厚

ll25草津市観光物産協会 ボラン 20博物館の設立趣旨およ 講師 会議室 牧 野
ティアガイド養成講座 ぴ主要な展示の説明 厚

12 3 滋賀県教育委員会 滋賀県県民環境学習のつどい 講師 セ ミナ ー室 .ホ ー ル .会 議室 .実習室 牧 野厚 .青木

12 9 立命館大学経済学部国際経済学科 226博物館実習 講師 ホール 布谷
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12 16 ダイニックアス トロパーク天究館 28 ヨシ笛 講師 実習室 青木

1 13 滋賀県文化振興財団 46 ヨシ笛 講師 実習室 青木

1 20 NPO法人シニア自然大学 20 プランクトンの観察 講師 実習室 楠岡

1 23 草津第二小学校PTA 16 アユ鮒講義 .バス料理 講師 実習室 秋山

2 7 日本コカコーラ社 5 視察 講師 展示室 中野

2 16 三重県厚生年金受給者協会文化教養講座 .歴史探訪教室 50 博物館の概要 講師 セミナ一室 前畑

2 18 琵琶湖市民大学 連続講座 琵琶湖 とともに歩む近江の暮らし 講師 芳賀

2 20 日本国際協力センター 47 博物館の概要 講師 セミナ一室 前畑

2 23 NPO法人シニア自然大学自然大学研修会 25 琵琶湖周辺の水利用 講師 会議室 布谷

2 24 天王寺民生委貞協議会 40 博物館の概要 講師 セミナ一室 山川

3 23 伊庭内湖の自然を守る会 25 内湖 の生 い立 ちや役割 .生息魚類 講師 会議室 桑原

3 25 小松市社会教育協会 45 研修 講師 実習室 前畑

3 28 高島屋エコ体験会 89 プランク トン観察 .化石レプリカ 講師 実習室 青木

3 28 甲賀士老人福祉センター 36 プランク トン観察 講師 実習室 中村

(2)地域活動の支援 (博物館外対応)

月 日 団 体 .行 事 名 参加者数 タイ トル .内容 区分 場 所 担当

4 こどもエコクラブ ｢伯母Q五 100 草津市志津地域 との連 ア ド 草津市内の河川 中村 .
3 郎｣ ふるさとの自然探検 携活動 ハイザ- および琵琶湖 中野

4 23 第21回セタシジミ祭実行委員会 セタシジミ祭 130 琵琶湖の水生生物 講師 瀬田川 .沖島 松田

5 13 ホタルの学校 30 千丈川を歩いて発見(観察会) 講師 大津市 桝永

5 16 おおっ環境フォーラム 10 水生昆虫同定研修会 講師 草津市 桝永

5 22 中部近畿カワウ広域協議会第1回総会 82 カワウの生態 講師 滋賀県厚生会館別館 亀田

5 27 60 大戸川観察会 講師 大津市 桝永

6 4 子どもと自然学会 第6回全国研究大会 (近江八幡大会) 80 内湖の水生生物 講師 八 幡 公 民館 大ホール 松田

6 ll 社団法人栗東青年会議所 ひ とづ くりフェス タ2006 講師 コミュニティーセンター大宝東 青木

6 ll 日本野鳥の会京都支部 支部総会 50 琵琶湖のカワウ 講師 仁和寺御室会館 亀田

6 ll 志賀町こども週末活動支援ネットワークルンルン 60 さが してみよう !わにのむしのたち(水生昆虫観察会) 講師 志賀町 桝永

6 ll 自然観察指導員大阪連絡会 24 緑地公園見学会 講師 大阪服部緑地運動公園 布谷
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6 27 滋賀県高島市小学校教育研究会環境部会 20 琵琶湖の魚の生態 講師 マキノ東小学校◆前畑

7 2 大阪自然環境保全協会 イン 32 自然保護につながる自 講師 牧同公園 (奈良 布谷
ス トラクター養成講座 然観察 市)

7 7 パワフル交流市民の会実行委 約 パワフル交流市民の会 担当 草津市役所会議 八尋 .楠岡 .青木
貞 会 100 室

7 9 エコネット近畿 第2回近畿 70 シンポジウム ｢持続可能な近畿づ くり｣と市 バネ 大阪市立市民学 牧 野
の環境団体情報父流会 氏 ラー 習センター (厚)

7 9 伯母Q五郎 伯母川探検 8 布谷

7 18 追手門学院大学 おうてもん 琵琶湖のナレズシ .鮒節とニゴロブナから見 講師 毎日カルチャー 矢野

塗 る近江､アジアの食文化 センター

7 20 ホタルの学校 30 千丈川のいきものしらベ 講師 大津市 桝永

7 23 佐川美術館 .琵琶湖博物館 32SAGAWAキッズミュージアム2006 ぺたぺた探検隊 はだしで歩 くといつもと違う 担当 佐川美術館 びわたん .牧 野(厚)

7 25 京都府南丹市教育委員会 50 アユモ ドキつてどんな負-分布と生態- 講師 前畑

7 25 追手門学院大学 おうてもん パネルデイスカツシヨ バネ 毎日カルチャー 矢野
塗 ン.アジアを食らう ラー センター

7 28 こども昆虫キャンプ実行委員 120 昆虫と植物と恋愛 -今水､′ 公′~ 土幽 バネ i --i 布谷

29 会 全国こども昆虫キャンプ特別講演会 林光彦一布 口邦夫.E.田スライ ドトーク/昆虫標本つくりとこれから フ一･講師 マキノ同原体同鰭

7 29 佐川美術館 .琵琶湖博物館 40SAGAWAキッズミュージアム2006 針穴写真を利 用 した ワ ー クショップ 担当 佐川美術館 秋山 .温古写真 .びわたん･牧野(厚)

7 30 佐川美術館 .琵琶湖博物館 34SAGAWAキッズミュージアム2006 プランクトンの模型をつくろう 担当 佐川美術館 楠岡 .びわたん .牧 野(厚)

7 30 守山市ほたるの森資料館 20 夏の昆虫 講師 ほたるの森資料鰭 八尋

8 2 コープ滋賀 野菜畑-行こう 40 野菜畑の昆虫 講師 近江八幡市大中 八尋

8 3 草津市消費生活学習会 琵琶湖の固有魚について 講師 中島

8 3 長浜市水生生物少年少女調査隊指導者連絡会 ｢みずすまし｣交流会 120 水生昆虫からわかる環境 講師 長浜市市民交流センター ふれあいホール 桝永

8 5 真野北公民館 40 雑木林の昆虫 講師 八幡神社 (真野谷口) 八尋
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8 6 佐川美術館 .琵琶湖博物館 22 SAGAWAキッズ ミュージアム2006 植物のかたちをみよう 担当 佐川美術館 布谷 .びわ たん .敬野(厚)

8 22 神戸市生涯学習科 神戸シルバーカ レッジ生活環境 コース, 40 琵琶湖博物館 と環境の課題 講師 神戸市 布谷

9 4 NPO法人シニア自然大学 67 淡水魚入門講座Ⅰ 講師 大阪NPOプラザ 前畑

9 5 NPO法人シニア自然大学 61 淡水魚入門講座ⅠⅠ 講師 大阪NPOプラザ 前畑

9 7 NPO法人シニア自然大学 58 淡水魚入門講座ⅠⅠⅠ 講師 大阪NPOプラザ 前畑

9 8 びわこ豊穣の郷 30 里中河川の水利用文化 講師 琵琶湖豊穣の郷事務所 牧野(厚)

9 9 ホタルの学校 川の中の生き物 しらベ 講師 南 郷 水 産 セ ンター 秋山

9 9 草津市環境課 草津市水環境クリーンウオーク 外来魚の調理 講師 湖岸公園 楠岡 .孝橋

9 12 NPO法人シニア自然大学 60 淡水魚入門講座 野外実習Ⅰ 講師 大戸川(大津市) 前畑

9 18 福寿土曜学校 40 講師 大津市西方寺 秋山

9 18 NPO法人シニア自然大学 58 淡水魚入門講座 野外実習ⅠⅠ 講師 大戸川(夫津市) 前畑

9 2324 九州国立博物館 ボ ラ ンテ ィア メ ッセ2006ⅠN九博 担当 九州国立博物館 フィール ドレポ ーター .はしかけ .棉岡

.9 26 NPO法人シニア自然大学 62 淡水魚入門講座 野外実習ⅠⅠⅠ 講師 大戸川(大津市) 前畑

10 7 手賀沼流域フォーラム実行委 150 第10回 手 賀 沼 流 域フォーラム-きつと逢 基調 千葉県手賀沼親 亀田

貞 会 える私達の夢見る手賀潤- 講演 水広場水の館

10 14 お魚ネットワークおおっ 20 大人の川遊び トレーニング 講師 ウ オー ター ス丁-ンヨン琵琶 秋山

10 16 NPO子 どもネ ッ トワーク天気村 こんペいとうクラブ親子遠足 湖の幸 .畑の幸 講師 草津市 中藤

10 21 コープ滋賀 60 自然観察シリーズ 第2弾 川探検 講師 大津市 桝永

10 29 針江生水郷委員会 20 おきかなさがした-い 講師 針江公民館 秋山

ll 2 草津市立まちづ くりセンター運営委員会 まちセン いろは講座 40 ボランティアつて何だろう 講師 草津市まちづ くりセンター 布谷

ll 10 日本自然保護協会 自然観察 70 自然の観察 講師 大阪府服部緑地 布谷
12 指導員講習会 ユースホステル

一 78 一



2.16 滋賀県総合教育センター 平成18年度理数大好きモデル地域事業研究協議会 70 理数大好 きモデル地域事業最終年度-向けて アドバイザー 野洲市 中野

2 17 財団法人滋賀県文化振興事業団 (Lが文化芸術体験サポートセンター)他 平成18年度気軽にどこでもアー ト交流事業 担当 滋賀会館 青木

2 24 NPO法人 びわこ豊穣の郷第4回 川づ くりフォーラム 80 今なぜ里中川か ? 基調講演 守山商工会議所 牧野(厚)

3 ll ｢川の連続性を考える｣シンポジウム-琵琶湖 .大阪湾の 200 淀川ダム統合管理所 バ ネ 宇治市文化セン 前畑

つなが りを取 り戻すための天ヶ瀬ダムの取 り組み- ラー 夕-小ホール

3 24 おおっ環境フォーラム 10 水生昆虫同定研修会 講師 革津市 桝永

(3)博物館ガイダンス (視察対応を含む)

月 日 団 体 名 内 容 場 所 担 当

4 2 岡設計 博物館の建築 展示室 布谷

4 8 追手門学院大学文学部アジア文化学科 概要説明 ホール 矢野

4 ll 滋賀県副知事 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

4 ll 監査委員 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

4 18 秋田県由利本荘市長一行 概要説明 .館内案内 展示室 前畑

5 9 農林水産省農村振興局水利整備課 展示案内 展示室 小川

5 13 関西学院大学文学部地理学地域文化学教室 概要説明 .館内案内 セミナ一室 布谷

5 16 近畿弁護士連合会 公害.､環境委員会 概要説明 展示室 秋山

5 17 環境省水.大気環境局長 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

_5 19 近畿ブロック北方領土返還要求運動連絡協議会 展示概要 展示室 高橋

5 20 滋賀県人会東京支部 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

6 6 高知県企画振興部鳥獣対策室 カワウの被害対策についての情報提供 セミナ一室 亀田

6 13 安土城考古博物館 概要説明 展示室 用田

6 18 明示学院大学 (岡田純一氏) 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

6 29 愛知県大府市教育委員会 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

6 29 (仮)大阪府水道記念館 概要説明 展示室 秋山

7 3 福岡市立歴史博物館 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

7 ll 秋田県知事 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

7 27 滋賀県指導農業士会 展示案内 展示室 小川

8 ll 神奈川県立生命の星地球博物館 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

8 9 北方少年少女派遣事業 厩要説明 .館内案内 展示室 布谷

8 9 環境教育協議会 展示案内 展示室 松田

8 18 旭山市市会議員 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

8 19 平塚市美術館 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

8 23 熊本県河浦町商工会 概要説明 展示室 用田

8 25 三重県建築家協会 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

8 25 根室北方領土協議会 展示概要 展示室 高橋

8 27 奈良女子大学博物館撃受講学生 概要説明 .館内案内 展示室 布谷
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8 30 東北学院大学 博物館活動の説明 展示室 高橋

9 2 新潟県立環境と人間のふれあい館 (新潟水俣病資料館) 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

9 10 日本科学未来館 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

9 12 日本スクリーン 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

9 23 辰馬考古資料館 展示案内 用田

9 28 NHK谷田部解説委員 .全国豊かなうみづ くり大会準備室 概要説明 .展示案内 展示室 孝橋

9 30 鳥取県立博物館館長 展示案内,博物館活動の説明 展示室 高橋

10 2 宮崎県総合博物館 ボランティア活用状況 応接室 牧野 (厚)

10 5 滋賀県国際協会 展示案内 展示室 用田

10 7 北海道東北地域経済総合研究所 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

10 10 野洲市環境課 展示案内 展示室 秋山

10 15 自然環境研究センター 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

10 21 天王寺動物園園長 水族バックヤー ド案内 展示室 前畑

10 22 第4回国際窒化物パルケ国際シンポジウム 展示案内 展示室 楠岡

ll 1 全国 .近畿各府県市町村振興協会事務局長 概要説明 .館内案内 会議室 .展示室. 前畑

ll 7 釧路湿原国立公園連絡協議会 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

ll 15 掛川市市議会議員団 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

ll24 鳥取県立博物館付属山陰海岸学習館 概要説明 .館内案内 事務学芸室 前畑

12 8 水産庁増殖推進部漁場資源課 展示案内 展示室 小川

12 19 長崎大学環境科学部 概要説明 .飴内案内 展示室 布谷

12 20 北陸経済研究所 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

12 22 中国 .日本湖沼地理研修視察団 概要説明 展示室 前畑

1 10 美濃加茂市民ミュージアム 教育普及活動について 実習室 中村 .中野

1 10 みのかも文化の森 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

1 14 埼玉医科大学小児科医師および生涯学習課課長 教育普及活動について 実習室 中野

1 18 沖縄県南南風原町立南風原文化センター 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

1 18 山口県立山口博物館 教育普及活動について 実習室 中村 .中野

1 25 鹿児島水族館 概要説明 展示室 秋山

1 25 JR東日本パーソナルサービス 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

2 1 静岡県環境衛生科学研究所 教育普及活動について 実習室 中村 .中野

2 2 ふくしま海洋科学館 教育普及活動について 実習室 中村 .中野

2 8 千葉県立中央博物館 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

2 ll 大阪府下小中学校理科担当教員 概要説明 展示室 前畑

2 14 雨引山楽法寺 概要説明 展示室 前畑

2 15 広島県廿日市市市議会 博物館の活動方針など 展示室 桑原

2 15 米子市市会議員 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

2 15 富山市科学文化センター ｢はしかけ制度｣等の調査 事務学芸室 牧野 (厚)

2 20 足立区立博物館 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

2 28 愛媛県立総合科学館 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

2 天王寺区民生委員協議会 概要説明 セミナ一室 山川
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3 6 兵庫県立入と自然の博物館 展示案内 展示室 -西村

3 14 北海道別海町教育委員会 展示案内,博物館活動の説明 展示室 高橋

3 16 群馬県立自然史博物館 教育普及活動について 実習室 中村 .中野

3 17 県産材を活用する家づくりグループ 講演 と意見交換 コーディネー ト 会議室 西村

3 22 福島県立博物館 概要説明 .館内案内 展示室 布谷

(4)質問コーナー ･フロアー トーク

質問コーナーにおける質問内容

期 間 2005年4月 1日～2006年3月30日

総質間数 632件

質問内容 一般的な質問 (総合案内で回答できるようなもの) 232件
専門的な質問 400件

対 応 担当学芸職員が対応 484件
専門学芸職員 (または外部)に依頼 148件

専門的な質問の内容の内訳

生 物 動 物 魚類 170件 プランクトン 14件
その他の水生動物 57件 動物一般 99件

植 物 陸上植物 35件
水生植物 19件

地 学 45件 図 書 24件

物 理 1件 琵 琶 湖 42件

歴 民 17件 環 境 11件

情報発信活動

琵琶湖博物館では､コンピュータ技術を活用し､情報拠点として機能できる基本情報システムの構築を

進めてきた｡しかし､コンピュータ技術の発展と普及に伴って電子情報が博物館活動の全体に広 く関わり

を持つ状況になり､電子情報関連の業務だけを独立した事業の一つとして取り扱う意義が薄れてきた｡そ

の一方で､コンピュータ技術と関わりの深い二次資料 (図書映像資料)を整備する事業を､一次資料 (い

わゆる実物資料)の整備と別に取り扱うことの弊害が目立ってきた｡

そこで､開館から2003年度まで一次資料のみを対象としていた資料整備事業において二次資料の整備も

取扱うこととし､情報に関する担当部署 (情報センター)では､コンピュータ技術に関わる他の事業､す

なわち(D電気通信を利用した ｢情報発信｣に関わる事業と､②コンピュータ利用の基本となるインフラス

トラクチャの整備に関する事業のみを取扱うこととした｡この結果､情報センターが組織として小規模に

なりすぎたため組織体制の見直しを2年間にわたって進めた結果､広報活動の一環という位置付けを重視

して､旧情報センターの分掌を今年度より総務部企画調整課に移管することとした｡

(1)通信網を利用した館外への情報提供

来館者や遠隔地の利用者に対する電子的な情報提供手段については､開館以前から種々実践しながら検

討を進めてきたが､2004年度までにwww (いわゆる ｢ホームページ｣)を利用したシステムに一本化され

た｡このシステムでは､インターネットを経由して博物館のページに接続することにより､展示案内 ･行

事案内 ･交通案内などの情報を利用 したり､博物館資料のデータベースや各種の学術情報を検索利用する
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ことができる｡

実際の運用は､データベースや電子交流システムなど利用者からの反応に応 じて異なる情報を提供する

｢動的サーバ｣と､それ以外の一般的な情報を提供する ｢静的サーバ｣の2台で分担しており､アクセス

状況に関する統計も独立に計上されている｡2006年度における各サーバのアクセス件数は下表のとおりで

あった｡

インターネットページ (静的サーバ)へのアクセス件数

総ヒット数 ページヒット数 連続アクセス 表紙アクセス 表紙開始アクセス

4月 1,771,654 500,714 50,224 14,804 10,555

5月 2,439,542 681,799 65,257 16,343 ll,364

6月 2,263,867 599,505 65,432 13,772 8,727

7月 2,774,184 745,014 74,923 18,098 10,377

8月 3,236,402 778,071 91,200 18,056 10,852

9月 2,059,358 527,578 62,561 14,462 8,907

10月 1,906,993 499,946 58,471 14,118 8,410

11月 1,829,664 496,858 62,936 12,079 7,174

12月 1,362,859 390,817 48,318 10,063 5,595

1月 1,684,724 451,788 53,063 12,213 7,099

2月 1,933,907 504,139 51,337 13,131 7,752

3月 1,682,136 461,383 50,299 13月10 6,155

総ヒット数 サーバに対する全ての種類のデータ要求の総数(但し､障物館内部からの要求は除外)各ページの定義ファイルは

もちろん､ページを構成する画像ファイルの要求も含まれる

ページヒット数 ｢総ヒット数｣のうち､各ページの定義ファイルに対する要求の件数

連続アクセス 同一利用者が概ね1時間以内に再度アクセスしたと思われるものは合わせて1件と数えた場合のアクセス件数
(博物館内部からのアクセスは除外)

表紙アクセス ｢連続アクセス｣のうち､ウェルカムページ (表紙ページ)を経由したアクセスの件数 (｢表紙から入った｣もの
と ｢表紙へ戻った｣ものとの合計)

表紙開始アクセス ｢表紙アクセス｣のうち､最初にウェルカムページにアクセスした件数

※ ｢エリアキャッシュ｣を利用して利用者側の組織内で情報を再使用している場合は､合わせて1件しか計数されない｡

インターネットページ (動的サーバ)へのアクセス件数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

セッション数 361 533 500 672 635 478 571 434 473 570 622 511 6,360

絞込検索回数 368 299 582 786 322 377 962 349 498 819 702 336 6.400

データ閲覧件数 6,120 3,817 5,396 7,265 5,573 3,396 8,769 4,931 4,140 6,252 14,788 3,319 73,766

セッション~サーバ側が絞込検索を実現するために認識している ｢同一ユーザによる連続した｣アクセスの集合

※博物館内部からのアクセスは計数していない｡

《インターネットページのコンテンツ充実≫

当館のwwwページは､1996年12月25日に運用開始 した後､1998年10月18日に全体を置き換える形の大

規模な更新を実施し､さらに2002年5月28日には､コンテンツ (情報提供の目的となる本来の情報)は保

持しながらリンク (目的の情報へ行き着くための誘導情報)の構造を大幅に見直す形の更新を行ってきた｡

また2005年度には ｢広報媒体｣としての機能強化のため､大規模な更新作業を行った｡

今年度は上記の ｢大規模更新｣をより充実したものにするために､｢研究部｣の学芸職員のページを作

成したり､より見やすいページの充実を行った｡

《英語版インターネットページの大規模更新≫

前年度､インターネットページの大規模更新を実施したが､その際､英語ページが取 り残された形に
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なっていた｡そこで､今年度は英語ページで発信するべき情報の再整理を行い､それに基づいて英語ペー

ジ全体のレイアウトデザインも改める大規模更新を行った｡内容的には､琵琶湖に関する基本情報の概論

や､常設展示についての解説文章 (従来は展示項目リストのみ)などが､新たに追加された主な内容であ

る｡また､研究発信の一環として日本語ページの学芸職員紹介情報を充実させた成果も反映させた｡

英語ページについては､以前から情報更新の滞りが慢性化しているという問題があった｡今回の大規模

更新では､内容を一気に更新することにより､この間題を当面解消することも､副次的な目的として位置

付けた｡英語ページについても継続的な更新を行える態勢を整えることが､今後の課題として残されてい

る｡

(2)通信網を利用した淑方向の情報交換サービス

博物館側からの一方的な情報発信だけでなく､来館者や遠隔地の人からの情報を受ける活動も含めた双

方向の情報交換を実現するため､2つのサービスを行っている｡

1)電子メールによる質問などの受付サービス (query@lbm.go.jp)

インターネットを介した電子メールによって､質問､感想､要望などを受け付け､担当者が内容に応じ

た専門の学芸職員に割り振って回答するサービスを行っている｡2006年度は全部で189件のメールがあり､

その内容は以下のようなものであった｡画像使用の許可依頼は専用メールアドレス (photo@lbm.go.jp)

を設けたため減少している｡

内 容 件 数

専門的内容を含む質問 118

施設利用 .行事などの問い合わせ 19

情報掲載依頼 (リンク許可 .サイト登録を含む) 12

資料の提供 .利用､収蔵資料についての問い合わせ 15

館の運営についての意見 6

鯖の運営についての問い合わせ 5

職員採用についての問い合わせ 4

館の案内資料の請求 4

その他 6

スパムメール､ウイルスメール,-1方的な情報提供までは計上していない｡

回答に応答しての追加質問など､継続したやりとりは､合わせて1件とした｡

2)電子交流システム (LBMNET)

各家庭のパソコンを博物館のシステムに接続することにより､身のまわりのできごとに関する報告や質

問を書き込んだり､他の参加者の質問などに対応して議論したりすることができるシステムである｡当初

は旧来型のパソコン通信で接続するシステムとして運用開始し､1999年にインターネットを経由して接続

することもできるように改良した｡現在はこちらが入り口になっている｡
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(3)印刷物

品 名 サイズ ページ数 発行部数

琵琶湖博物館研究部10年の歩み A4 175 2,500

企画展でふりかえる琵琶湖博物館の10年 A4 59 2,500

資料目録15号 A4 207 700

資料目録16号 A4 207 700

年報10号 A4 134 800

うみんど39号 A4 8 30,000

うみんど40号 A4 8 30,000

うみんど41号 A4 8 25,000

うみんど42号 A4 8 30,000

うみつこ20号 A4 4 45,000

うみつこ21号 A4 4 45,000

もよおしもの案内 (2006年度 秋冬編) A4 42,000

もよおしもの暦 (2006年度 秋冬編) A2 1,400

もよおしもの案内 (2007年度 春夏編) A4 47,000

もよおしもの暦 (2007年度 春夏編) A2 1,500

企画展示 ｢湖辺～東アジアの中の琵琶湖～｣展示解説書 A4 80 1,600

企画展示 ｢湖辺～東アジアの中の琵琶湖～｣ポスター A2 2,000
企画展示 ｢湖辺～東アジアの中の琵琶湖～｣ポスター B1 100

企画展示 ｢湖辺～東アジアの中の琵琶湖～｣チラシ A4 25,000

企画展示 ｢湖辺～東アジアの中の琵琶湖～｣JR駅用チラシ A4 15,000
水族企画展示 ｢水辺の生き物｣リーフレット A4 8 35,000

ギャラリー展示 ｢つかんだ､つんだ､いつもいた｣チラシ A4 20,000
ギャラリー展示 ｢つかんだ､つんだ､いつもいた｣ポスター A1 600

ギャラリー展示 ｢つかんだ､つんだ､いつもいた｣JR駅用チラシ A4 13,000

水族企画展示 ｢ボテジヤコは､いま ...?｣チラシ A4 20,000
水族企画展示 ｢ボテジヤコは､いま ...?｣ポスター A1 600

ギャラリー展示 ｢企画展でふりかえる琵琶湖博物館の10年｣チラシ A4 20,000

ギャラリー展示 ｢企画展でふりかえる琵琶湖博物館の10年｣ポスター A2 1,050

ギャラリー展示 ｢企画展でふりかえる琵琶湖博物館の10年｣JR駅用チラシ A4 15,000
ギャラリー展示鉱物 .化石展 .｢続 .湖国の大地に夢を掘る｣チラシ A4 22,000

ギャラリー展示鉱物 .化石展 ｢続 .湖国の大地に夢を掘る｣ポスター A2 1,450

ギャラリー展示鉱物 .化石展 ｢続 .湖国の大地に夢を掘る｣JR駅用チラシ A4 13,000
｢琵琶湖博物館で夏休みを10倍楽しもう｣チラシ A4 160,000

企画展シンポジウムチラシ A4 8,500

研究発表会チラシ A4 4,000

10周年のつどいチラシ A4 16,000

博物館講座チラシ A4 7,000

夏休み ｢自由研究講座｣チラシ A4 6,500

サポー トシー ト A4 4種 14,000

広報用 ｢琵琶湖&川の魚｣カレンダーポスター A1 6,000

広報用 ｢琵琶湖&川の魚｣チラシ A4 160,000

広報用 ｢カード型リーフレット｣ 100,000

要覧 (英語版) A4 35 400
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Ⅱ 環 境 の 整 備

1 拠点としての施設整備

(1)利用者用施設の整備

来館者とりわけ年少児童等の安全の確保のため屋上広場のスリットに転落防止柵を設置し､A展示室入

り口近くの階段吹き抜け部分に転落防止パネルとネットを設置した｡

また､関係者駐車場の損傷が激しかったインターロッキングブロックを撤去し､透水性舗装を施した障

害者用駐車場として6台分の区画を整備した｡

(2)情報システムの整備

2006年度は以下のような更新､追加整備等を行った｡

1)機器の更新

開館後10年を経過し､損傷するなど老朽化が進行している機器を主にリースによって更新した｡

今年度新規導入した主な機器は､以下のとおりである｡また､旧機種等については適正に廃棄した｡

ノート型パソコン (Windows:日立社製Flola330WDG9)lo合

デスクトップ型パソコン (Macintosh:Macintosh社製PowerMacG5)1台

デスクトップ型パソコン (Windows:Dell社製Optiplex)1台

カラージェルジェットプリンター (リコー社製IpsioG717)1台

2)ソフトウェアの追加開発

琵琶湖博物館の収蔵品データベースは､主に博物館が収蔵する資料の管理を目的として構築運用され､

現在までに約40万件のデータが入力され､そのうち､約30万件が公開されている｡1999年度以降､この

データベースに蓄積された資料情報を一般利用者にも公開して活用してもらうため､準備が完了した分野

から順次公開に向けたシステム改良を進めている｡本年度は､開館後蓄積してきた質問 ･回答データを有

効利用するため､｢質問回答｣データベースの開発を行い､次年度の部分公開を行う計画にしている｡

3)セキュリティ強化のための措置

情報システムのセキュリティを確保するため､ファイヤーウォール装置やウイルス対策システムについて､

メーカーとの契約に基づいて提供される改良版ソフトウェアを順次導入し､最新の情勢に応じたバージョ

ンアップを継続的に行った｡

(3)来館者アンケート調査結果

1)目的

博物館利用者のニーズや満足度を的確に把握しながら､今後の博物館運営や展示の企画､広報活動のあ

り方をなどを考え､利用しやすい博物館づくりを進めるため､来館者アンケートを毎年3回～4回実施して

いる｡

2)実施時期

アンケートの実施は､原則として平日と休日を含んで連続する3日間とし､来館者-の券売時に毎日

1,000枚を手渡ししてアンケート協力のお願いをしている｡また､別途､アンケート記入台をアトリウム

に2個所､玄関横に1個所､計3個所設置してアンケート用紙類を置いている｡

2006年度は､夏休み期間中の2006年8月26日 (金)～8月28日 (日)､秋の行楽シーズンの11月10日 (金)

～12日 (日)､さらに春休み中2007年3月23日 (金)～25日 (日)の計3回にわたりアンケート調査を実施

した｡
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なお､2006年度はアンケートの回答数を増やす目的で､出口に付近にアンケート調査への協力をお願い

する案内板を設置した｡このためか､アンケートの回答数は平成17年度に比べ1割ほどアップした｡

第1回 2006年8月26日 (金)～28日 (日) 回答者数378人

第2回 2006年11月10日 (金)～12日 (日) 回答者数266人

第3回 2007年3月23日 (金)～25日 (日)､ 回答者数290人

3)項目

来館回数､博物館を何で知ったか､滞在時間､満足度などについて尋ねた上で､意見や不満な点などが

あれば具体的に記入していただいた｡また､記入者自身については､およその年齢､性別､住居地域を教

えていただいた｡

第1回-2回目のアンケート調査では､同伴者についてお尋ねする項目を設けたが､3回目のアンケート調

査では､それに代わり来館された主な目的をお尋ねした｡これは､来館目的から来館者ニーズを分析し､

今後の博物館運営の参考とすることを目的としたものである｡

4)傾向

毎回のアンケート調査結果はほぼ同じ傾向を示し､きわめて安定したデータであることは2006年度につ

いてもいえる｡

(ヨリピーター

｢初めての来館｣者は､2005年度には45%ほどであったが､今年度は48%前後と少しではあるが増加し

ている｡逆にリピーターは減少し､2005年度には4回目以上の方は30.5%であったが､今年度は約26%と

なった｡リピーターが数値上減少している理由に､新規来館者数の増加したことが考えられる｡新規来館

者が増えたことにより､全体の来館者が増えた傾向がアンケート調査から見てとることができる｡当館は

リピーター率の高い施設であることから､新規来館者の増加は新たなリピーターにつながる可能性がある

ことからたい-ん望ましいことであり､今後もリピーター率の高.い施設であり続けるための充実した博物

館活動を続けなければならない｡

(参口コミ

来館のきっかけとなった情報源は､友人 ･知人､家族 ･親戚といういわゆる口コミによるということが

依然として多いが､インターネットの情報サイトをご覧になって来館される方もわずかではあるが増加し

ている｡しかし反面､県 ･市町村の広報の割合が下がってきていることから､県 ･市町村への積極的な情

報提供を実施する必要がある｡

③満足度

博物館を訪ねてみて､｢非常に満足した｣と ｢満足した｣をあわせると80%以上を占め､2005年度に引

き続き高い割合であった｡これは､新規の来館者にとって､常設展示､ギャラリー展示､水族企画展示が

好評であったことが要因であると考えられる｡なお､｢琵琶湖博物館中長期基本計画｣第二段階の ｢年3

回平均目標値80%｣を達成することが第二段階の途中で実現できたことになり､今後もさらにこの数字を

維持､上方修正できるように努力したい｡

この他､もう一度来てみたいという来館者は70%を越えているほか､観察会や体験学習に参加したいと

いう希望者も13-15%近くあることから､単に数字ではなくこうした行事-の参加者の満足度も評価して

いく必要がある｡

(彰不満な点

来館された方の不満な点は､今年度もレストラン､交通の便､駐車場､昼食場所などに多くみられるが､

レストランについては年々その数字が下がってきており､今後も改善する努力を続ける必要がある｡また､

駐車場への誘導サインは､その改善を進めているところであり､一日でも早い改善に努力しなければなら

ない｡
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これら来館者の意見については､毎回のアンケート調査後､琵琶湖博物館としての対応や考え方を公表

しているところであり､関係者-の周知も行うなど一層の内部努力も求めているところであるが､根本的

な解決に至らない事項も依然として多いことも事実であるが､できる限りの努力は続けていきたい｡

⑤来館者

年代別で見た場合30歳代､40歳代の方が来館者の中心であることは､これまでと大きな変化がなかった｡

これは､アンケートの実施日が休日を中心としたものであることに関係することもあるが､第3回目のア

ンケート調査からも､小さな子どものいる家族や友人同士に利用しやすい施設として.受け入れられている

と考えられる｡

来館者の居住地では､滋賀県の方が2005年度は39%前後であったが､2006年度は33%前後に下がってい

る｡その反面､京都 ･大阪からの来館者が増える傾向となった｡これは琵琶湖博物館広報 ･経営戟略の基

本計画に従い､2004年度から京阪神地域に重点をおいて広報活動を実施したことの効果があらわれている

可能性もあり､今後も継続的に広報を行いたい｡
う

(特に断りのない限り､アンケート回答総数に対する各々の回答数の割合を率で示したもの)
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2 柔軟な運営組織

(1) 組 織

琵琶湖博物館協議会

総 務 部

総 務 課
庶務予算経理

管理運営の総括

施設の維持管理

企画調整課

事 業 部

事業運営計画､総合調整
中長期基本計画

国際交流

博物館の広報､営業活動

情報システムの整備､運営

琵琶湖博物館協議会

滋賀県博物館協議会

研 究 部

環境史研究担当
(｢湖と人間｣の関わりが
どのようにできあがってき
たかを研究する)
生態系研究担当

(｢湖と人間｣の関わりが
どのようになっているかを
研究する)

博物館学研究担当

(｢湖と人間｣の関わりを
テーマとする博物館がどう
あるべきかを研究する)

展 示 担 当

常設展示､企画展示､

ギャラリー展示

展示交流員

職員構成 (2006年4月1日現在)

資料活用担当

博物館資料の収集､整理､

保管､利用

水族の飼育､保護増殖

交 流 担 当

博物館利用者との交流､

サービス

交流関係施設の管理運営

区 分 館長 (非常勤) 行政職 研究職 教育職 小 計 嘱託等 合 計
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(2) 職 員
○館 長
○副館長
○上席総括学芸員
○上席総括学芸員

課
長
務
長
幹
幹
査

部
総

主

○

◇
課
主

副
主

主任主事
主 事

事 業 部

○部長 (莱)
◇展示担当

(2006年4月1日現在)
川那部 浩哉
寺田 治雄
布谷 知夫
中島 経夫

寺田 治雄

臼井荘一郎
南堀 貞雄
中島 知子
田中 順子
西田千恵子
井上 裕士

用田 政晴

G.L.(莱) 牧野 久美
(兼) マーク ･ジョセフ ･グライガ-
(莱) 武部 強
(兼) 草加 伸吾
(莱) 芳賀 裕樹
(兼) 芦谷美奈子
(兼) 桝永 一宏

◇資料活用担当
G.L.(莱) 桑原 雅之

(莱) 秋山 贋光
(兼) 亀田佳代子
(莱) 山川千代美
(兼) 矢野 晋吾
(栄) 橋本 道範
(兼) 大塚 泰介

研 究 部

○部長 (莱) 高橋 啓一
◇環境史研究担当
G.L. 総括学芸員
S.G.L.主任学芸員

専門学芸員
主任学芸員
同

学 芸 員
同

高橋 啓一
里口 保文
牧野 久美
山川千代美
橋本 道範
宮本 真二
桝永 一宏

◇博物館学研究担当
G.L. 総括学芸員 マーク･ジョセフ･グライガ-
S.G.L.主任学芸員 戸田 孝

総括学芸員 用田 政晴
専門学芸員 秋山 贋光
同 八尋 克郎

主任学芸員 芦谷美奈子
学 芸 員 中藤 容子
(莱) 中村 公一
(莱) 中野 正俊

◇企画調整課
課 長 (莱) 松田 征也
課長補佐 杉野 和彦
(栄) 孝橋 賢一
(兼) 戸田 孝
(兼) 里口 保文
(兼) 宮本 真二

中藤 容子
ロビン･ジェームス ･スミス

◇交流担当 (交流センター)
G.L.(莱) 八尋 克郎
(兼) 前畑 改善
主査 (併任) 中村 公一
主査 (併任) 中野 正俊
(兼) 小川 雅広
(栄) 西相 知記
(莱) 楠岡 泰
(莱) 中井 克樹
(莱) 牧野 厚史

◇生態系研担当
G.L. 総括学芸員
S.G.L.専門学芸員

専門員 (莱)
専門学芸員
同

主任主査 (兼)
主 査 (兼)
主 査

主任学芸員
同
同
同
同
同
同

前畑 政善
亀田佳代子
小川 雅広
松田 征也
桑原 雅之
武部 強
西村 知記
孝橋 賢一
草加 伸吾
楠岡 泰
中井 克樹
牧野 厚史
芳賀 裕樹
矢野 晋吾
大塚 泰介

学芸技師 ロビン･ジェームス ･スミス

症)G.L.はグループリーダー､S.G.L,はサブグループリーダーを示す｡
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臨時的任用職員 ･嘱託員

小菅由有子

野口美智子

川崎 睦男

堀田 桃子

荒井 文子

木田 幹夫

小泉 誠

大川 聡

中園 健治

館長秘書

同

広報担当アドバイザー

ディスカバリールーム運営

同

展示物の製作 ･維持補修

地学標本整理

微小生物標本整理 (H18.10まで)

同 (H18.ll-)

辻川 智代

太田 佳恵

杉江鉄之介

北川 峰男

青木 伸子

中西美智子

藤森 麻子

歴史民俗資料整理

同

実習補助 ･団体利用受付

屋外展示運営

交流事業

図書情報利用室運営 ･

図書資料整理 (H18.5まで)

同 (H18.5-)

県職員以外の職員等およびフィールドレポーター ･はしかけ登録者

◇特別研究員

藤田裕子､野嶋宏二､水野敏明､堀田桃子､北村美香

◇総務事務補助

菊地さとみ､下村美香子

◇研究補助

打越崇子､大橋正敏､大島輝美､奥田学美､甲斐朋子､北川直子､北村明子､白井幸子､鈴木規慈､瀬川

也寸子､田尾稲子､高田千都子､高橋和征､谷川真紀､坪井美智子､中村和代､中村優介､中山法子､平

野文子､細川真理子､村田美徳､室田潔枝､八尋由佳､山中裕子､山本亜紀､国分政子､柴田陽一､高田

裕子､立石文代､中西美智子､肥山陽子､若狭喜弘

◇図書資料整理 ･図書情報利用量運営

後藤嘉治子､野口比佐江

◇情報システム管理 ･管理補助

佐本 泉､津田厚弘､天野好美

◇資料整理保存維持管理業務員

石田未基､上原千春､太田 学､黒田耕平､佐々木 剛､辻 美穂､出口武洋､西川佳子､町田英則､山

本真彩子

◇水族飼育員

石川洋一､大西 拓､岡田 隆､岡田勇馬､岡本博仁､佐藤智之､柴山弘史､関 慎太郎､武富鷹矢､豊

田幸詞､西村博之､原口哲史､布施幸江､藤井泰正､丸尾有美､御薬袋 聡､山田康幸､吉川真一郎､吉

田史子

◇展示交流員

三宅磯司､谷 貴美代､愛須美由起､芦田弘美､荒井紀子､池畑慎吾､石川寛子､井出範子､大塚きく美､
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今泉美保､岩見 勉､奥村恵子､折中康子､鴨田臭依子､北川喜美柴､北田昌子､近藤摩子､斉藤文子､

揮井秀之､杉本和子､中村とく子､浪江伊都子､西山順子､橋本富栄､初田幸穂､林 克子､本田幸子､

前川桂子､村田洋子､森 智美､弓削宣子､吉岡 令､今泉圭恵､大林博子､大山綾子､大山智子､全盛

美和､北村美香､木村 永､木村美枝､坂井純子､清水聡子､諸富光子､千葉いづみ､山本真理､斎藤滋

子､矢野典子､土井博子､中江美知子､西尾文里､福井明美､森永紗江子､柳原徳子､吉田治美､

◇常設展示補修

緒方久美､松浦-広

◇企画展示 ･ギャラリー展示運営

貝増千賀子､坂本 卓､白井弘子､中井大介

◇警備員

中村善夫､大原 進､近藤功一､永田智彦､南条 博､野口幸二､山本 勝

◇清掃員

滝 勇男､勝島道子､北川智子､滝 千晶､中井寿美子､野田 勝､堀井加代､平井千代子

◇ 設備管理員

甲斐幸夫､北川 宏､北村康彦､黒川 勲､近藤武夫､酒井芳樹､瀬川 満､竹内和雄､中川 活､鹿瀬

正尚､伏見庄司､松原 茂､吉井利典､吉浦 修

◇屋外清掃

片岡輝子､片山玉枝､黒川よし江､高田明美

◇駐車場

市川三十二､栗栖康和､黒田晃次､園田与一､辻元次雄､土野地周平

◇ミュージアムレストラン

平井芳章､飯田昌子､入江美雪､岩崎由美子､大槻洋子､岡田真弓美､奥野礼子､奥村法子､北川真悠､

高坂真理子､駒井知代､杉田結香里､杉本尚美､原口澄子､堀川勝義､松木美代子､源吾千恵､山田美幸

◇ミュージアムショップ

森 薫､宇野 薫､神田輝子､中山陽子

◇フィールドレポーター

青井陽子､有田重彦､井門静夫､井上弘司､井野勝行､伊吹達郎､岩根健治､江尻清子､大石法子､大石

雅也､大橋義孝､岡崎直純､奥村 勤､奥村恵子､′ト倉市子､小利池享良､片岡庄一､勝見政之､門脇き

み子､椛島昭紘､椛島奈美子､北川幸雄､北川尚弘､京 美季男､久保穂子､口分田政博､小林隆夫､小

林光子､小原寿子､阪口 進､津島 篤､杉江ミサ子､椙本さつき､高瀬喜久男､高田正一､高田節子､

武田 繁､谷元峰男､田村健太郎､津田囲史､土田正文､寺村知子､中川徳司､中後佐知子､中西 健､

西野 薫､東野重信､平井政一､古谷善彦､堀野善博､前田雅子､松野久美子､水戸涼乃､水戸基博､水

戸涼介､村上靖昭､森 小夜子､森 膿之､安井加奈恵､矢原 功､山崎千晶､渡辺克彦､渡辺秀美､波

速康子
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◇はしかけ

青山喜博､秋山茂也､朝隈洋子､穴蔵雅彦､飯田俊宏､石井千津､石井利和､石川雅量､石塚-樹､石橋

英洋､板倉孝史､一木 彰､今井 洋､上田 収､上田修三､上原由喜美､浮田日出男､遠藤吉三､遠藤

真樹､大石麻美子､大崎淳子､大住光男､大谷敏子､大富信一､大野貞雄､大橋 洋､岡田文夫､岡田有

夫､奥西幸司､甲斐朋子､片岡庄一､片山慈敏､香月利明､桂 雅之､金山雅章､金山美佐子､椛島奈美

子､鴨田臭依子､川瀬成吾､川南 仁､岸本順次､北側忠次､北村美香､木下多津江､木下裕也､木原靖

郎､木村恵子､木村 登､木村美枝､倉田忠彦､倉田英恵､黒川 薫､桑垣 瑞､囲分政子､後藤真吾､

後藤真至､小林蒼馬､小林隆夫､小原寿子､斎藤真琴､斎藤最由美､酒井啓子､笹井まち子､佐々木信幸､

佐々木則子､佐々木満保､佐々木幹朗､笹生正則､佐藤亜紀､佐藤智之､佐藤秀夫､佐藤義信､佐橋保司､

樺田知之､柴田利彦､嶋村のぞみ､清水聡子､新玉拓也､菅原和博､杉本昌隆､杉山晃規､鈴木道弘､鈴

木みつ子､鈴木陽子､角田典久､瀬尾好英､瀬川也寸子､高田正一､高田昌彦､高野裕樹､高山博好､竹

内正吾､武田 繁､武田広志､竹谷満弘､多胡好武､田中俊雄､田中治男､田中雅也､田連 枝､谷口貴

也､谷口雅之､谷口 賓､玉藤典一､田村雅裕､田村隆一､田室圭一､辻 勝彦､辻 喜久子､辻 美穂､

辻川智代､津田囲史､手良相知功､手良相知央､所 邦彦､苗村かほる､西村滋治､中島美智代､中園健

治､中田智佳子､中西寛子､永野麻也子､長演 傾､中村聡一､中山法子1西川 周､西川美喜､西林晴

美､西村義隆､西脇実代､額臼春枝､沼田 晋､野村昭夫､芳賀彦一､橋田卓也､橋本昭也､服部隆義､

原島和雄､原田和紀､原田剛史､原田朋紀､原田優美､日影一正､日田琉泊､日田みか､人見和代､人見

幸恵､人見竜樹､肥山陽子､平尾 武､鹿瀬範香､広谷ちひろ､福田尚人､藤井晴美､藤井泰正､藤井優

香､藤野あぐり､藤野未音､藤野美由紀､布施幸江､古谷善彦､別所かおる､別所宏二､星野英史､星野

賢史､堀 英輔､本田英樹､前川英喜､前田博美､前田雅子､松田道一､松川郁子､松原孝治､松原正子､

松本 勉､水戸涼乃､水戸基博､水戸涼介､南井直之､南川純一郎､南川邦哉､三村銭雄､宮本曹覚､宮

本直興､村上五十三､村上靖昭､村田博之､室田潔枝､森永紗江子､森村-貴､森村異由美､森村康彦､

安井加奈恵､柳原徳子､矢原 功､山崎千晶､山田徳恵､山中裕子､山本 篤､行本宏子､横田彰子､吉

井 隆､吉野彰一､吉野千栄子､吉本直之､米田秀之､若狭喜弘､和田昭宏､和田清恵､和田至博､渡追

一郎､渡適佐和子､渡辺菜美子､渡追康子
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3 社会的支援と新しい経営

(1)利用状況 (2006年度入館者数)

1)総入館者数

期間 :2006年 (平成18年)4月1日～2007年 (平成19年)3月31日

合計 :476,563 人 開館日数 :308日

一日平均 :1,547 人

月平均 :39,714 人

入館者区分別内訳 単位 :人

区 分 個 人(人) 団 体(人) 合 計(人) 構成比(%)

未 就 学 児 59,728 5,215 64,943 13.6

小学生 .中学生 42,018 72,373 114,391 24.0

高校生 .大学生 6,496 9,167 15,663 3.3

般 210,466 71,100 281,566 59.1

年 月 開館日数(日) 有 料 入 館 (人) 撫 料 入 館 (人) 総.計(人) 1日当り平均(人)
一 般 高大学生小中学生 石料計 65歳以上 障害者 家庭の日 体験学冒 こどもの日 学横行事 その他 飯料計

2006.4 26 16,132 2,693 8,126 26,951 498 769 450 34 144 6,064 7,959 34,910 1,343

5 27 27,131 2,187 19A40 48.758 833 1,420 1.121 73 624 621 8,330 13.022 61,780 2,288

6 26 17317 653 8,382 26.352 624 792 i.500 135 1,748 4.982 9,781 36.133 1,390

7 28 30.136 910 7,943 38,989 772 1,764 1,309 226 1,057 8,861 13,989 52.978 1,892

8 30 39,646 2,348 14,374 56,368 1,075 1,759 976 126 588 ll.657 16.181 72,549 2,418

9 22 19,037 1,569 4,435 25,041 396 1,481 1,620 65 1,595 5,960 ll.117 36,158 1,644

10 26 20,034 1,246 14,646 35,926 791 1,423 740 44 6,839 6,500 16,337 52,263 2,010

ll 26 17,484 1,027 6,709 25,220 480 1,040 925 103 1,773 7,977 12,298 37518 1,443

12 21 6,836 579 2,028 9,443 107 417 452 46 238 3.644 4,904 14.347 683

2007.1 25 11253 338 2,484 14,075 380 556 913 37 593 5,067 7,546 21,621 865

2 24 13,138 576 4,313 18,027 387 585 1.055 49 890 6,060 9,026 27,053 1,127

3 27 15,141 780 3,924 19,845 562 797 784. 142 565 6558 9,408 29,253 1.083

計 308233,285 14.906 96.804344,995 6,905 12.803 ll.845 1.080 624 16,651 81,660131,568476.563 1,547
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2)学校等入館者数

年 月 ′ト 学 校 中 学 校 高等学校 奉賛盲学校
学校数 人 数 学校数 人 数 学校数 人 数 学校数 人 数

2006.4 全 体 36 3,510 13 1.816 7 1,719 0 0
県 内 1 73 1 68 0 0 0 0

5 全 体 92 8,573 58 7,754 10 1,394 8 193
県 内 ll 473 2 42 1 ll 5 114

6 全 体 40 3,298 39 5,064 4 145 2 28
県 内 18 1,208 6 407 0 0 2 28

7 全 体 15 1,137 20 1,668 13 220 3 39
県 内 2 212 9 575 ll 162 2 15

8 全 体 14 253 8 176 2 87 2 38
県 内 ll 23 7 61 0 0 1 8

9 全 体 47 2,920 2 61 7 626 5 38
県 内 27 1.464 0 0 5 105 3 15

10 全 体 221 17,381 24 1,805 5 558 3 77
県 内 87 6,453 10 319 1 1 1 13

ll 全 体 58 4,183 19 2,066 6 560 4 27
県 内 26 1,533 4 64 1 80 3 20

12 全 体 26 1,136 5 27 3 44 0 0
県 内 12 971 0 0 1 12 0 0

2007.1 全 体 14 948 0 0 1 16 2 12
県 内 9 564 0 0 0 0 2 12

2 全 体 32 2,619 5 500 0 0 2 20
県 内 7 593 4 282 0 0 0 0

3 全 体 5 353 3 200 4 311 1 35
県 内 2 157 1 80 2 273 1 35

合 計 全 体 600 46,311 196 21,137 62 5,680 32 507

3)月別 ･曜日別入館者数

年 月 日曜 .祝祭日 土曜日(祝日除く) そ の 他 計

2006.4 14,474 6ー662 13,774 34,910

5 27,312 9,093 25,375 61,780

6 13,382 6,971 15,780 36,133

7 24,343 10,673 17,962 52,978

8 15,857 9,686 47.006 72,549

9 18,526 6,872 10,760 36,158

10 14,956 5,723 31,584 52.263

ll 15,738 7,285 14,495 37,518

12 7,265 2.875 4,207 14,347

2007.1 8,950 4,302 8,369 21,621

2 13,867 5,346 7,840 27,053

3 ll,233 6,871 ll,149 29,253

計 185β03 82,359 208,301 476,563
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(2)新聞掲載記録

月 El 記 事 テ ー マ 掲載新聞社名 月 日 記 事 テ ー マ 掲載新聞社名

4 22 勝ち負けより長い日で見よう 発想を変 京都新聞毎日新聞 4 18181921県環境学習支援センターが環境学習の 毎日新聞中日新聞

え､自然から学びたい 川那部活哉琵琶 リーダー養成､琵琶湖博物館などの施設

湖博物館館長 利用や教え方指導

お魚ネット交流会を琵琶湖博物館で開催 平安時代の ｢伊勢物語｣に記された歴史

3555121313131414.15151516現場で考える､琵琶湖の駆除漁 ｢近い 持つ近江の奇祭｢鍋冠祭｣の行列図を紹介

水､遠い水｣要吉琶湖博物館研究顧問の嘉 毎日新聞毎日新聞中日新聞 したトピック展を琵琶湖博物館で開催中

田由紀子京都精華大教授が水環境問題を 【華琶湖いきもの図鑑] Fビワヒガイ｣写 毎日新聞
考える際のキーワード 其資料提供 (琵琶湖博物館うおの会)

【肇琶湖いきもの図鑑] rワタカl中島経 カイミジンコのオス発見のロビン.J. 朝日新聞毎日新聞京都新聞産経新聞

夫上席総括学芸員のコメントと写真資料 スミス学芸技師の紹介

提供 (琵琶湖博物館うおの会) / 水 2121212223i,tZti琶湖博物館と館内のレストラン ｢には

革帯による水の停滞､アオコの発生に関 のうみ｣のバス料理の紹介､｢バスと湖

係か 01年には水草の分布面積が南湖 の関係｣ 孝橋賢一主査 / 烏丸半島

の6割近くに (琵琶湖博物館調べ) 民間ゾーン開発 琵琶湖博物館などの施

県内の在来種タンポポの占める割合が3 設と関連づけ水をテーマにした複合商業

分の1に低下していることが環琶湖博物 施設建設を提案

館などの調査で判明 リゾート開発再始動､琵琶湖博物館とみ

琵琶湖博物館催し物の案内 / 湖国の 朝日新聞(あいかlA磁賀) ずの森の完成以後空閑地として残ってい
ケモノ Fニホンアナグマj 若狭喜弘共 た草津 .烏丸半島の9ヘクタールに長期

同研究員 滞在型施設など09年秋に開業 /

[琵琶湖いきもの図鑑] Fウツセミカジ 毎日新聞 烏丸半島 (琵琶湖博物館などに隣接するカj写真資料提供 (琵琶湖博物館うおの エ7)ア)開発 事業者名乗り､.)ゾ-ト

会) 施設を提案

2億年で初､ロビン.スミス学芸貞らが 朝日新聞 詫琶湖博物館に ｢滋賀県のオサムシ調 毎日新聞
カイミジンコのオスを発見 査｣コーナー新設 八尋克郎主任学芸員

カイミジンコに ｢オス｣ロビン.ジュー 京都新聞 琵琶湖博物館で市民交流スペース開設､ 京都新聞
ムス .スミス学芸技師らが発見､メスだ 化石などの展示始まる

けで繁殖とする定説を覆す (夕刊) 23 カワウの声が弱点 rオオクチバスj写 中日新聞
小さな命の大きな発見､ロビン.スミス 毎日新聞 真資料提供

学芸員らがカイミジンコのオスを発見 (夕刊) 25琵琶湖博物館催し物の案内 産経新聞

カイミジンコ雄いた ｢雌だけで繁殖｣ 中日新聞産経新聞毎日新聞京都新聞中日新聞中日新聞 27お魚調査 ナマズも出てきてこんにちは 読売新聞

定説覆す､ロビン.スミス学芸員らの研 詫琶湖博物館うおの会が協力 (Lが県民情報)

究グルーフが発見 29琵琶湖に潜った気分に !葦毛琶湖博物館紹 中日新聞
2億年の謎ついに､ロビン.スミス学芸dt3-1 介

貞らの研九クルーフがカイミン/コのオスを発見 30 動植物の生態から環境変化をたどる､琵琶湖博物館で水族企画展 .ギャラリー展 京都新聞

南湖でも遡上 .産卵復活を 大津で琵琶湖固有種ビワマスの稚魚放流､桝永一宏学芸員がエサになるカゲロウの幼虫を確章刀 示など始まる

5 122 貴重な漁労民具紹介､琵琶湖博物館で民俗資料目録を発刊 京都新聞

rL.千年の奇祭､筑摩神社 ｢鍋冠祭｣知ってる?琵琶湖博物館で祭礼行列図を公開乗って見て楽しもう 近江鉄道バスの--- 久 と王王事王: 現代の水城 重文も豊富な県立琵琶湖文化館の水族館を琵琶湖博物館に移転琵琶湖博物館と ｢ボテジヤコは､いま-?｣の紹介 朝日新聞産経新聞

日乗り降り自由の乗車券 此巴湖博物館などの入場券をセットにした ｢わくわく 2 琵琶湖博物館催し物の案内 読売新聞

観光パスポー ト｣をさようから発売きれいな水残そう､水環境を守る活動を 3 黄ナマズ やトリオ.きれい､茸琶湖博物館で展示始まる (Lが県民情報)読売新聞

している市民団体開催の ｢地1;水ン/ポジウム未来につなぐ水｣で琵琶湖博物館 3 B ′､口F,琵琶湖博物館に交流空間を新設 中日新聞朝日新聞

研究顧問の蓑田由紀子京都精華大教授ら 3 市民団体 ｢ほてじゃこトラスト｣が五感
が講演 / [週間ニュースパック]生 で魚に親しむイベントを開催､秋山贋光

物界の謎解明?rJ=吉琶湖博物館の学芸員ら 専門学芸員が魚をさばきながら体の仕組

の研究グループが ｢カイミジンコ｣の雄 みや調理のコツを説明 / 湖国のケモ (あいかtA臓賀)
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月 EJ 記 事 テ ー マ 掲載新聞社名 月 日 記 事 テ ー マ 掲載新聞社名

5 4448 唯一の丸子船現役大工松井三四郎さん死 毎日新聞 6 117810ll[琵琶湖いきもの図鑑]『ハス』写真資料 毎日新聞毎日新聞(オ-1ミ-)朝日新聞一一■弟顔

去 牧野久実専門学芸員のコメント 提供 (琵琶湖博物館うおの会)

丸子船の伝統継承､重吉琶湖博物館展示用 京都新聞産経新聞 川や湖でわくわく体験 !自然環境を親子

の丸子船建造の松井三四郎氏死去 牧野 で学ぼう ｢五感で魚を楽 しむ会｣と題

久実専門学芸員のコメント した体験教室で秋山贋光専門学芸員がビ

琵琶湖博物館展示用の丸子船を造るなど ワコナマズを解剖 し､魚の体の仕組みを

最後の現役船大工として知られた､丸子 説明

船の建造技術伝える松井三四郎氏死去 湖国の昆虫 『オオセンチコガネ』 八尋

琵琶湖博物館に金色ナマズ3匹日登場 京都新聞 克郎専門学芸貞 / [漣人物録]千丈J ホ レを rJ, 笹 ノ ーカ:-id

9 琵琶湖博物館と館内のレス トラン ｢にほ 京都新聞読売新聞 川のノ､夕) 見寸る ノル井紀子展不xlJrL負 あいあLA帽削
10 のつみ｣のハス天井の紹介琵琶湖の魚フィギュアに 固有種など17種､琵琶湖博物館でも販売 [琵琶湖いきもの図鑑] 『カネヒラ』写真資料提供と秋山贋光専門学芸員･｣L -5:史L 三A 毎日新聞

10ll イ夕センパラの標本も琵琶湖博物館ギャラリー展 ｢つかんだ .つんだ .いつもいた-あの生き物は､いま- ?｣の紹介 中日新聞 千佐市充足1周年記,-LL､フォーフム ｢山 .里 .海彩 りに満ちた宇佐の環境歴史と地域づくり｣で高橋啓一研究部長が基調請う苗 大分合同新聞

[琵琶湖いきもの図鑑] 『ホンモロコ』写真資料提供 (琵琶湖博物館うおの会) 毎日新聞 指.ゾウ頭骨化石､顔右半分年度内復元へ古橋啓-研r't=部長の話 読売新聞

ll琵琶湖博物館催し物の案内 朝日新聞(夕刊)毎日新聞京都新聞 ll1214 04年安心院で出土のミエゾウ､頭骨の 大分合同

12121316能登川博物館に9カ国の博物館の研修生が現地研修､琵琶湖博物館などで7月まで研修を続け運営方法を学ぶ 縮ノJ､判明 高橋啓一研究部長の話自然との■共生を図ろう､｢山 .壁 .海彩りに満ちた宇佐の環境歴史と地域づ くり｣フォーラムで高橋啓一研究部長が基 新聞大分合同新聞

運営法は ｢地域密着｣南米などの学芸員 調講演

たちが能登川博物館を見学､4月上旬からfJ=壱琶湖博物館などで運営を学ぶ 湖国の昆虫 『ゲンジボタル』 八尋克郎､､一一1-▲ 朝日新聞

カミツキガメでかつ～ せ島の班琶湖で 京都新聞 15専門学云貝 あいあいA揺賀)

r司 JJti県内最大級捕獲､琵琶湖博物館で確認 [琵琶湖いきもの図鑑] 『シロヒレ夕ビラ』等其資料提供 毎日新聞

葦毛琶湖博物館内の土産店 ｢おいでや｣の『金のなまずまんじゆう』の紹介 京都新聞 16琵琶湖博物館が協議会委員募る 京都新聞

1718湖国の昆虫 『ギフチョウ』 八尋克郎専門学芸員 朝日新聞(あいかlAl滋賀) 1617202121212121北riJ(震災記,-L"ム園 レス トフノの料理長らが至を琶湖博物館内レス トランで試食し調理方法などを学んでつくったナマズ料 毎日新聞朝日新聞朝日新聞読売新聞京都新聞

[琵琶湖いきもの図鑑】『ビワマス』写真 毎日新聞 理が新名物に

2022232425 資料提供 (琵琶湖博物館つおの云) ｢環境の変化｣目に見える､レッドデー

コイの季節､琵琶湖で産卵ピーク 琵琶 中日新聞 夕ブック05年版完成 布谷知夫上席総括
湖博物館のコメント 学芸員のコメン ト / 『スジシマ ド

外来魚阻止-秘策､速い流れと ｢せき｣ 産経新聞 ジヨウ』『アユモ ドキ』写真資料提供
苦手 琵琶湖河川事務所が調査 中井克 (夕刊) 琵琶湖の環境 どう改善 昨年の漁う斐量､
樹主任学芸員の話 過去最低 中井克樹主任学芸員のコメン

魚道普及､実用性に課題､堰や土砂移動 京都新聞 ト阻む 設置後の検証が重要 前畑改善総 2000万年前のワニ足跡発見､岩肌などに
括学芸員のコメント 30個以上 高橋啓一総括学芸員のコメン

湖国の昆虫 『メガネサナエ』 八尋克郎 朝日新聞 ト

専門学芸員 / 琵琶湖博物館催し物の (あいあいA磁賀) 松江で2千万年前､国内最古級のワニ足
案内 跡化石発見 高橋啓一総括学芸員のコメ

[琵琶湖いきもの図鑑] 『ゼゼラ』写真資 毎日新聞 ント

料提俣 湖国の昆虫 『ムカシトンボ』 八尋克郎 朝日新聞(あいあいAⅠ繍)28 琵琶湖博物館催し物の案内 京都新聞 専門学芸員 /投網体験会まず広場で繰

2931泥や生き物に歓声 ｢自然観察会-湖と田 習､葦毛琶湖博物館催し物の紹介

んほの自然にふれあう魚つかみ体験｣で 中日新聞朝日新聞(あいあいAⅠ蔽賀) 2000万年前にワニ存在か 美保関で足跡 朝日新聞(島根版)

琵琶湖博物館うおの会の講師らが魚の種 化石発見 高橋啓一総括学芸員のコメン

類などを解説 ト

湖国の昆虫 『モンシロチョウ』 八尋克 国内最古級のワニ足跡化石 島大院生が 山陰中央新報

-98-



月日 記 事 テ ー マ 掲載新聞社名 月 日 記 事 テ ー マ 掲載新開社名

622 【華琶湖いきもの図鑑] Fデメモロコj写 毎日新聞 722252626 貴重な姿 見に来て､絶滅危倶種のイ夕 京都新聞中日新聞

真資料提供 センパラ､珪琶湖博物館で繁殖の稚魚を

23 琵琶湖博物館の紹介 日本経済新開(夕刊) 公開 / 朽木いきものふれあいの里が詫琶湖博物館などの協力で ｢夏の森のい

24.2428 湖国の環境保全費える ｢びわこ環境セミ きもの展｣を開催

ヽ :′ナ-｣を滋賀県が開催 講師に川那部活 京都新聞 水田の魚が温暖化防ぐ､珪琶湖博物館な

哉琵琶湖博物館館長 どが調査 中島経夫上席総括学芸員のコ (夕刊)

復活カワウ や大食.被害 対策とつたら 朝日新聞 メント

生白拡散 アユなど全国で46億円 亀田 大津市におの浜の川に熱帯魚のアロワナ 読売新聞佳代子専門学芸員のコメント (夕刊) 飼い主が放流か 秋山贋光専門学芸員

湖国の昆虫 Fアゲハチョウj 八尋克郎 朝日新聞 のコメント 朝日新聞専門学芸員 あいかーAl朗 湖国の昆虫 Fミイデラゴミムシ｣ 八尋

29【華琶湖いきもの図鑑] 『ニゴロブナ』写真資料提供 毎日新聞 31克郎専門学芸員増える水草 漁業､航行に支障 環境面ではプラスも 琵琶湖博物館と芳賀裕樹主任学芸員のコメント (あいあいA確削京都新聞

7 4.4556612 川の魚に詳しい人ヤ～イ 束近江市が今夏から ｢葦毛琶湖博物館うおの会｣などの協力で生息調査実施 毎日新聞

8 233344. ｢夏休み自由研究頑張って｣ 琵琶湖博 朝日新聞(あいあいA磁賀)

夏休みの宿題手伝います 琵琶湖博物館で ｢夏休み自由研究誹座｣開催 読売新聞(Lが県民情報) 物館などの相談室や体験教室などの催し特集 / 湖国の昆虫 『ヒメボタルl八尋克郎専門学芸員

国内最小ハッチヨウトンボが米原で羽化最盛 琵琶湖博物館がコメント濁水 生態系に影響､琵琶湖博物館で研究セミナー開催湖北野鳥センターに黄金色カエルが人気琵琶湖博物館のコメント【華琶湖いきもの図鑑] rアカザj写真資料提俣 中日新聞京都新開中日新開毎日新聞 ブルーギルの産卵場所で親と卵を-網打尽 中井克樹主任学芸員のコメント湖辺～水､魚､そして人～ 10年の研究成果を琵琶湖博物館で展示【華琶湖いきもの図鑑lrイワナJ写真資料提俣県議会一般質問で自民党県議が 新幹線新駅やダム建設の凍結を掲げる嘉田由紀 京都新聞毎日新聞毎日新聞中日新聞京都新聞

野鳥センターに珍客 ｢黄金ガエル｣ 琵琶湖博物館のコメント 読売新聞 子知事に県職員時代にかかわった託琶湖f rL- JA 一 一

12 湖B]の昆虫 Fタガメj 八尋克郎専門学丑貞 朝日新聞(あいあいA謄削 博物館を引き白いに再考を求める草津の中学生らが ｢自然調査ゼミナ-

15 :Zて琵琶湖環境 先生も学ぼう 重吉琶湖博物館講座開催 中村公-主査のコメント 朝日新聞 4 ル｣で,=t=巴湖の水質や魚フl類を調査環境保詮の大切さ学ぶ 長浜市水生生物; 7J7;1-bA ､ J茎i±lJ t-古--J′q 中日新聞朝日新聞毎日新聞朝日新聞

16 351.-li琶湖博物館夏のイベント案内 滋賀民報 5799 調査隊の父./JJL石で桝水一宏子吉員が講演命名 ｢ヤヒロミドリトビハムシ｣ 八尋

181819 ビワマス巡る話題を紹介 ｢第1回びわま 毎日新聞京都新聞 克郎専門学芸員がハムシの新種発見 /

すフォーラム｣を珪琶湖博物館で開催 自然と歴史の湖国巡り 3=,琵琶湖博物館

川那部浩哉詫琶湖博物館館長が講演 と企画展 ｢湖辺｣の紹介 中島経夫上席

琵琶湖博物館企画展示 ｢湖辺｣開催 ヨ 総括学芸員のコメント

シ原､アユ､エリ漁-今森光彦さんが琵 白鳥川で親子連れら70人が ｢かいどり｣

琶湖を舞台に掘影した写真 楽しむ､勉強会で琵琶湖博物館うおの会

水田に魚 メタン抑制効果､琵琶湖博物 京都新聞 が指導
館が確認 湖国の昆虫 Fカブトムシ｣ 八尋蒐郎専

19 湖国の昆虫 Fオオムラサキj 八尋克郎 朝日新聞 門学芸員 かーあいAl滋賀

専門学芸員 あいかtA臆賀 貝やフナが泥掃除 前畑改善総括学芸員 日本経済

20[琵琶湖いきもの図鑑] Fウグイ｣写真資 毎日新聞 llllllのコメント 新聞

料提俣 (琵琶湖博物館うおの会) 愛知川図書館で小学生らが トンボの分布

20 環琶湖博物館催し物の案内 朝日新聞(夕刊) マップ作成 琵琶湖博物館研究調査報告によると県内では98種の トンボが記録さ 京都新聞中日新聞朝日新聞

2121高島にハムシの新種 八尋市郎専門学芸 れている

ri=ニⅠ1Jし ノLlヽ貝が捕獲 ヤヒロミドリトビハムシと命 京都新聞中日新聞 どんな魚がいるかな 重吉琶湖博物館うお

名 の会の協力で子どもらが昔の方法で捕獲､

ハムシの新種 湖周辺で発見 八尋克郎 調査 (白鳥川)

専門学芸員が採集 ヤヒロミドリトビハー Ministryletsblackbassoperatorsoff
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月 日 記 事 テ ー マ 掲載新聞社名 月 日 記 事 テ ー マ 掲載新聞社名

8 171920 ブルーギルは浅瀬嫌い 琵琶湖博物館の 産経新聞産経新聞 95淡水魚研究32年､前畑総括学芸員がハン 読売新聞

研究員らが調査 水野敏明特別研究員の 六文化振興財団学術賞受賞

コメント 5 白ナマズ 産卵の瞬間 前畑政善総括学 毎日新聞
高島で採集の新種ハムシに八尋克郎専門 芸員のコメント

学芸員の名前をとって ｢ヤヒロミドリト 5667913 国内外来種オヤニラミ放流禁止､滋賀県 京都新聞

ビハムシ｣と命名 が指定外来種の選定を検討 写宜資料捷

胸に貴重な思い出 こども環境特派農事 毎日新聞 供と前畑政善総括学芸員のコメント
業､琵琶湖博物館で閉幕 湖国の日虫 『ヒサマツミドリシジミ』 朝日新聞
21八尋克郎主任学芸員がハムシの新種発見 毎日新聞 上ti八尋克郎専門学芸員 (あいあいAI離)

212222 県絶滅危倶種のベ二イトトンボを発見子どもに ｢琵琶湖｣分かりやすく学芸員志望者が製作したディスカバリーボツク 産経新聞京都新聞京都新聞 要吉琶湖博物館の催し物の案内[葦毛琶湖いきもの図鑑] 『ビワコオオナ 朝日新聞(あいあいA磁賀)毎日新聞朝日新聞中日新聞

スを至を琶湖博物館で展示 マズ』写真資料提供

企画展 ｢湖辺｣の案内 [びわこのうちそと] コクチバスの何が

23 湖国の昆虫 『アブラゼミ』 八尋克郎専 朝日新聞 問題 ?河川など流水域も平気､水温3-4
門学芸員 ' あ痛いAI甜 度でも活動 中井克樹主任学芸員のコメ

24 [琵琶湖いきもの図鑑] 『ニゴイ』写真資料提供 毎日新聞 ン卜動物命名法国際審議会委員にグライガ-総括学L'-'J員が任命される

24 水族企画展 ｢水辺の生き物｣の案内 朝日新聞(夕刊)京都新聞 131515151620 /.じl コ言 l湖国の昆虫 『ツマグロヒョウモン』 八 朝日新聞

25 希少淡水魚の繁殖評価､ハン六文化振興 尋克郎専門学芸員 (あいあいA磁賀)

財団学術賞に前畑政善総括学芸員 外来魚また琵琶湖に ｢フラミンゴシク 読売新聞中日新聞産経新聞朝日新聞朝日新聞(あいあいAl滋賀)252527282829 前畑政善総括学芸員がハン六文化振興財団学術賞を受賞 中日新聞 リッド｣が捕獲されたと重吉琶湖博物館が発表中米原産の軌帯偽 ｢フラミンゴシクリッ

カワウ生息数は横ばい 県が合同会議､対策効果に疑問符亀田佳代子専門学芸貞のコメント夏休みもいよいよ終わり､自由課題など宿題追い込み 琵琶湖博物館など県内の各施設は多くの親子連れでにぎわう 毎日新聞毎日新聞 ､r1.日､ド｣が琵琶湖で捕獲されたと琵琶湖博物館が発表悲しい熱帯魚､後絶たぬ放流 駆除網にまた2匹 ｢フラミンゴシクリッド｣写真資料提供

大津でハン六文化振興財団の授賞式､前畑政善総括学芸貞が学術賞を受賞 中日新聞 【びわこのうちそと] オオクチバス .ブルーギル 駆除量､過去最高ペース 中井克樹主任学芸員のコメント / 軌帯

[琵琶湖からのメッセージ]外来魚対策 京都新聞京都新聞 魚2種類相次いで捕獲 ｢フラミンゴシク

は繁殖を抑制の課題山積 中井克樹主任 リッド｣写真資料提供

学芸員のコメント琵琶湖の外来魚駆除過去最高に 中井克-､ J≡与こ!:亡口 湖国の昆虫 『ハッチヨウトンボ』 八尋克郎専門学芸員

30 樹王任子吉貝のコメ/ト湖国の昆虫 『クマゼミ』 八尋克郎専門 朝日新聞 21[琵琶湖いきもの図鑑] 『イチモンジタナゴ』写真資料提供 毎日新聞

3131学芸員 あいあいA磁賀 21琵琶湖博物館催し物の案内 毎日新聞

大勢の家族連れでにぎわう琵琶湖博物館 中日新聞毎日新聞 (オー!ミ-)京都新聞読売新聞
トンネル水槽[琵琶湖いきもの図鑑] 『ギ判 与真資料日 2527 [琵琶湖からのメッセージ]カワウ増殖打つ手なく 竹生島立ち枯れ被害 亀田

31提供 佳代子専門学芸員の調査によると夏にア
琵琶湖の歩み 企画展 ｢湖辺｣琵琶湖博 産経新聞 ユを秋から冬は外来魚を餌にしている､

物館で開催 牧野厚史主任学芸員のコメント秋旅へ行こう<′ト旅編> 琵琶湖博物館

9 23 希少種 ｢ミヤマダイフクコガネ｣県内で 京都新聞

3年ぶり発見､珪琶湖博物館で展示 特 の紹介

定した八尋克郎専門学芸員のコメント 27 湖国の昆虫 『カワラハンミョウ』 八尋 朝日新聞

琵琶湖博物館が収蔵するゾウなどの化石 中日新聞毎日新聞 克郎専門学芸員 あいあいAT滋削
5 を伊賀市上野歴史民俗資料館で展示 28 ホトケドジョウ知ってる?絶滅の危機の 中日新聞毎日新聞

こども環境特派員が琵琶湖体験､思い出 日本固有種 琵琶湖博物館で公開

の夏3日間 最終日は琵琶湖博物館で体 28 【肇琶湖いきもの図鑑] 『ヌマチチブ』写
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月日 記 事 テ - マ 掲載新聞社名 月 日 記 事 テ ー マ 掲載新聞社名

92930 江戸中期に丸子船船首なぜ変わった 2 京都新聞朝日新聞 1029南湖も酸素濃度低下 芳賀裕樹主任学芸 毎日新聞

種の模型船で実験 牧野久実専門学芸員 員らがデータ解析

のコメント 30 琵琶湖周辺の生態系を解説､琵琶湖博物 京都新聞【びわこのうちそと】 南湖の藻 異常増 館で ｢びわ湖の森の生き物｣と題した講

殖 日光よく届き成長促進 ?芳賀裕樹主任学芸員のコメント 演会開催

ll1 湖国の昆虫 Fアキアカネj 八尋克郎専門学芸員 朝日新聞(かあいA磁貿)
101 在来魚の生態特定- アクア琵琶と琵琶 京都新聞

458ll湖博物館うおの会が湖岸全域で産卵調査 2 [琵琶湖いきもの璃鑑】Fウキゴリj写真 毎日新聞朝日新聞中日新聞

湖国の昆虫 Fカワラバッタj 八尋克郎 朝日新聞 資料提供

専門学芸員 / 琵琶湖博物館催 し物の ーrIT(か､か,A磁割 35889 琵琶湖博物館のパンフレットを基にかば

案内 たを描いた Fカバ夕から光輝 くびわ湖

【肇琶湖いきもの図鑑] 『イワトコナマ 毎日新聞 ヘ｣が ｢よりよい水環境づくりポスター
ズj写真資料提供 コンクール｣で県知事賞受賞

絶えぬ外来魚放流 流通規制､飼育者の 京都新聞 特定外来生物に指定 タンカイザリガニ
教育必要 中井克樹主任学芸員 桑原雅之専門学芸員のコメント

琵琶湖博物館開館10年 21日に記念式典､京都新聞 [おうみ草子]丸子船を見に 詫琶湖博 読売新聞誹演やパネル展示 物館に展示されている丸子船を造船した

ll Fニゴロブナ』写真資料提供 中日新聞 松井三四郎さんについて

12【華琶湖いきもの図鑑]rブルーギルj写真資料提供 毎日新聞 湖国の昆虫 Fゲンゴロウj 八尋克郎専門学芸員 / 琵琶湖博物館催し物の案 朝日新聞

1516川遊び 指導の在り方学ぶ ｢大人の川遊 京都新聞 内 (あいのいAは賀)

びトレーニング｣で秋山贋光専門学芸員 [葦琶湖いきもの図鑑】r7マゴj写真資､ハ日 毎日新聞

が魚の見分け方を指導 9 料提供

魚類資料46種126万個体を琵琶湖博物館-☆tl由 中日新聞 [嘉田知事に聞く 琵琶湖今昔物語]1写真資料提供 読売新聞

18に召丁ハ日｢地域だれでも.どこでも博物館｣めざf 王I I ノ- 京都新聞 10 ′′ヽ[嘉田知事に聞く 琵琶湖今昔物語]2写真資料提供 読売新聞

18 して 開館10周年 琵琶湖博物館湖国の昆虫 rオ二ヤンマ｣ 八尋克郎専TJ竺シ±ヒ 朝日新聞⊥ ■舌ノ担 ll ′′ヽ[嘉田知事に聞く 琵琶湖今昔物語]3写真資料提供 読売新聞

191920門子吉貞琵琶湖ホールや琵琶湖博物館の整備など (か､あいA幅月) 12 ′′ヽ茸琶湖博物館催し物の案内 読売新聞

を行った稲葉元知事に350人最後の別れ 毎日新聞中日新聞 1214 [嘉田知事に聞く 琵琶湖今昔物語]4読売新聞

/ 【肇琶湖いきもの図鑑] rワカサ 写真資料提供

ギj写真資料提供 [嘉EEI知事に聞く 琵琶湖今昔物語]5 読売新聞読売新聞

匡=勾原産魚 ｢オヤニラミ｣を外来種指定 写真資料提供

桑原雅之専門学芸員のコメント 141515 [師あり弟あり] 琵琶湖研究 刻んだ

学名の命名法で夢の審議委員に マ- 朝日新聞 歴史､数百万年 支えてきた自然と人
ク .J.グライガ-総括学芸員 引つくるめて博物館 川那部浩哉琵琶湖

22琵琶湖博物館が10周年記念式典､寡田知 中日新聞 博物館館長､高橋啓一研究部長のコメン (夕刊)
事ら祝う ト

22詫琶湖博物館｣開館10周年で集い 毎日新聞 湖国の昆虫 Fスズムシl 八尋克郎専門'5廿 班托.. 鰭 -

22地域と湖 懸け橋の10年､琵琶湖博物館開館10周年記念式典で決意新た 京都新聞 千石貞 / 比巴湖博物 唱でフイノンユクラフト展 ｢木から生まれた渓魚たち｣開催 朝日新聞(かあいAI胡)

2526湖国の昆虫 Fカワムラナベブタムシj八尋克郎専門学芸員 朝日新聞(かあいA耀賀) 井蛙[寮田知事に聞く 琵琶湖今昔物語]6写真資料提供 読売新聞

【華琶湖いきもの図鑑] Fアユモ ドキj写真資料提供 毎日新聞 16野生生物と共生考えて 茸琶湖博物館で 京都新聞読売新聞

2627琵琶湖博物館10周年 里山保全へ大きな役割 滋賀報知新聞 16 ン/ボンウム[嘉田知事に聞く 琵琶湖今昔物語]7写真資料提供

関西文化の日 誌琶湖博物館など270施設が入場無料 毎日新聞 17 [嘉田知事に聞く 琵琶湖今昔物語]8 読売新聞京都新聞2727関市の後藤さん､琵琶湖博物館に魚標本寄贈 朝日新聞(岐阜) 19 写真資料提供絶滅危機の淡水魚守れ 繁殖に取り組む水族館､動物園 全国一斉に企画展､琵

長良川魚の標本126万個体琵琶湖博物館 中日新聞 琶潮博物館でも臨時の水槽やパネルの展
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ll222329湖国の昆虫 『シガラキオサムシ』 八 尋 朝日新聞 12202020 『ヒクイナ』湖国で年越し 亀田佳代子 京都新聞

克郎専門学芸員 (あいあいA膝賀)中日新聞 専門学芸員のコメント
木製の渓魚見て フィッシュクラフトの 湖匡Ⅰの昆虫 『ヤヒロミドリ トビハム 朝日新聞(あいあいA磁賀)
展示会 ｢木から生まれた渓魚たち｣が琵 シ』八尋克郎専門学芸員 / 琵琶湖
琶湖博物館で開催 博物館催し物の案内

湖国の昆虫 『ヒメハルゼミ』 八尋克郎 朝日新聞 The10とhAnniversaryoftheLakeBiwaMuseum 朝日新聞

専門学芸員 あいあいA騒賀 21重吉琶湖博物館催し物の案内 朝日新聞(夕刊)

12 2446 人と自然への投資訴え ｢もったいない｣ 朝日新聞京都新聞中日新開

嘉田由紀子 滋賀県知事､川那部浩哉琵 222326 ｢生きものと水土里のシンポジウム｣

琶湖博物館館長のコメント 蓑田知事の珪琶湖博物館で ｢田んぼ総合 京都新聞朝日新聞

市民団体や学校施設の役割探る ｢県民 研究｣を始めた話

環境学習のつどい｣が技琶湖博物館で開 [びわこのうちそと] 琵琶湖10大ニュー

催 ス 1位東田 .琵琶湖博物館元学芸員が

太陽光発電や植物の "カーテン" ｢みん 知事に

なでス トップ !温暖化in琵琶湖博物館｣が開催 彦根の会社が､詫琶湖の魚や鳥をフイす ぎ王托J -戎'lt ヾ､1=ヒ 中日新聞

湖国の昆虫 『ヒラサナエ』 八尋克郎専門学芸員 朝日新聞(あいあいA適賀) 28 キュアに ,=t:巴湖博物鋸 よとで販冗滋賀この1年 (上) 黄色いビワコオオナ十 f王3-王I 宙I {一 一 朝日新聞

7 遊んで守る里山 布谷知夫上席総括学芸員のコメント 読売新聞 28 マス､J=tL巴湖博物館に展不『琵琶湖』フィギュア人気 琵琶湖博物館などで販売 京都新聞

7 琵琶湖博物館催し物の案内 毎日新聞 1 33 湖国の昆虫 『昆虫の楽しみ方』 八尋蒐 朝日新聞

7910 琵琶湖博物館で研究成果発表､外来魚や (オー!ミ-)京都新聞 郎専門学芸員 / 葦毛琶湖博物館催 し物の案内 耳(あいあいA撮賀)

カワウ.-｢やつかい者｣語る 琵琶湖博物館 入館者､復調に手応え 京都新聞

[びわこのうちそと] 運営 .展示 市 朝日新聞 ノト中校訪問宣伝を拡大戦略が奏功

民とともに 琵琶湖博物館が10周年 川那部活哉館長に聞く 5 琵琶湖博物館で えとのイノシシ紹介 中日新聞

イ夕センパラ盗難から守jt ､われる飼 産経新聞 6 琵琶湖博物館開館10周年を記念 企画展の資料一堂に 中日新聞毎日新聞京都新聞10育施設 琵琶湖博物館のコメント 77 [湖はどこへ]3 水草 異常繁茂で間

水田で.-泳げ魚くん 温暖化防止に貢献､/ -I- 1-H-A 毎日新聞 題山積 芳賀裕樹主任学芸員らが過去と

101213 中島経夫上席総括学云貞らの研究で確認 現在の記録を精査､さらに水草の多い場

[ネイチャー .ウオッチ] 危機迫る希 日本経済新聞 所で湖底付近の容存酸素の濃度が低下す
少動物⑪ 『アユモ ドキ』産卵場は河川の る傾向がf!rJ明

氾濫原 松田征也専門学芸員のコメント 托琶湖博物館催 し物の案内

日本の淡水魚があぶない ｢保存｣テーマに企画展 松田征也専門学芸員のコメ 朝日小学生新聞 8 琵琶湖博物館で巨大イノシシ頭骨など展示 京都新聞

ント 写真資料提供湖国の昆虫 『ビワコエグリトビケラ』八昂市郎南門学芸員 剃耳朝日新聞(あいあいAl滋賀) 99 [湖はどこへ]4 外来魚 生態系回復-模索続く､駆除本格化で減少傾向 中､ I竺壬,-_f+-[コ 毎日新聞13 ニー:｢ノしヽ 寸子どもとでかけ隊 !湖の魚 トンネルで-L rL● 朝日新聞 井克樹王任千石貝のコメ/ト琵琶湖博物館催し物の案内 京都新聞

1617 こ対面 琵琶湖博物館[びわこのうちそと] 琵琶湖博物館を活用して 開館10年 村上うおの会会長に聞く (夕刊)朝日新聞 13161724ケイ藻図鑑 琵琶湖博物館のHPで公開珪藻のユニークな姿観察して､羊毛琶湖博物館で珪藻の電子図鑑を作成HPで公開大士【ラ綴ノ八,tJL,--～-貞のコメ､ト 朝日新聞京都新聞

[あのころ湖国は] 鳥丸半島 名前と共に変わる風景 琵琶湖博物館周辺 朝日新聞 ｢象,I.,プr子コ言 /湖国の昆虫 『アカムシユスリカ』 八尋克'ーミ歯~'='ef'せ員 JE' 才一-Lf:且]]▲ 朝日新聞

17琵琶湖博物館で研究発表会 琵琶湖の 京都新聞 ノ只l寸門千石_m､号真資料提供 桝水宏学芸員 (あいあいAl義質)

1919 やつかい者考祭 湖国の昆虫 『ビワコシロカゲj 八尋蒐 朝日新聞

外来魚の駆除方法探る 大津で検討会､ 京都新聞中日新聞 郎専門学芸員 かlあいAT蔽賀
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12931 [琵琶湖からのメッセージ]藍藻や珪藻 京都新聞朝日新聞(あいあいA悩賀)2 25262627 琵琶湖水系の水生生物生息状況データを 毎日新聞京都新聞中日新聞読売新聞

急増 網に大量付着､漁に被害 孝橋賢 公開 ｢琵琶湖お魚ネットワーク｣の交流

-主査のコメント / 文化財保安官が 会を琵琶湖博物館で開催 水野敏明特別

対策指南､講演会 ｢今､地域の文化財を 研究員と中島径夫上席総括学芸員による

伝えるために｣が琵琶湖博物館で開催 調査報告

湖国の昆虫 『ヒイラギハマキワ夕ム [茸琶湖からのメッセージ]森林管理で

シ』八尋克郎専門学芸員､写真資料提 水環境守れ ｢樹木の吸収力保持重要｣

供 草加仲吾主任学芸月 伐採 .間伐方法探る 草加伸吾主任学芸員の話

2 66 アー ト体験 してみよう 美術館や博物館 朝日新聞

が集合､琵琶湖博物館など30館で様々な 外来種が非常に多い ｢琵琶湖お魚ネッ

プログラム トワーク｣が琵琶湖博物館で交流会開催

fj--Tを琶湖博物館催し物の案内 読売 新 聞(Lが県民情報) 水野敏明特別研究員が調査結果を報告琵琶湖博物館催し物の案内

71215 湖国の昆虫 『セツケイカワゲラ』 八尋克郎専門学芸員 / 琵琶湖博物館催 し 朝日 新 聞(あいあいA一朗 )京都新聞 28 湖国の昆虫 『ベ二イトトンボ』八尋克 (Lが県民情報)朝日新聞

物の案内琵琶湖 ｢春夏 遡上ビワマス群｣祖先の 郎専門学芸員 あいあいAl甜

3 137814 琵琶湖研究成果を共有 琵琶湖博物館な 京都新聞読売新聞

性質残す ?桑原雅之専門学芸員の調査で ど県立の八機関でつくる連絡会譲が ｢琵

判明 琶湖沿岸帯の現状とその評価｣をテーマ

湖国の昆虫 『ミノムシ』 八尋克郎専門 朝日新聞 に研究発表会を開催

学芸員 (あいあいAl滋賀) ｢湖国もぐらの会｣が琵琶湖博物館で- 拙 ､ -71訂

151720 漁具や造船道具-2500点 琵琶湖博物館が所蔵する民俗資料をデータベース化､ 京都新聞朝日新聞 ギヤフリー展不 ｢杭 .湖匡Iの大地にダを掘る｣を開催 (Lが県民情射

ネットで公開 湖国の昆虫 『キマグラルリツバメ』 八 朝日新聞

[びわこのうちそと】 暖冬で琵琶湖が酸 尋克郎専門学芸員 / 葺を琶湖博物館催 (あいあいAⅠ滋賀)
欠のピンチ 芳賀裕樹主任学芸員のコメ し物の案内

ント 琵琶湖のナマズ降雨量や濁りで産卵行動 京都新聞

琵琶湖博物館催し物の案内 読売新聞～El韮】 を誘発 前畑政善総括学芸員がオランダの学術詩に研究弘文

21湖国の昆虫 『カイコ』 八尋克郎専門学 (Lが県民情報)朝日新聞‥′bll p,I,.､-. r)閃湖国の昆虫 『チョウトンボ』 八尋克郎南門学芸員 朝日新聞(あいあいA悩創

2223242424 芯貞 / 上巳巴湖博物館催し物の莱内暖冬の影響 外来種も青々 熱帯性の水 (あいか,A蟻貝)京都新聞毎日新聞朝日新聞中日新聞毎日新聞 2121｢~｢かつて琵琶湖が海だった証し- サメ化 京都新聞朝日新聞

草枯れず 芳賀裕樹主任学芸員のコメン 石など3,800点を展示､｢鉱物 .化石展-

ト /琵琶湖と流域の自然や人々とのか 続 .湖国の大地に夢を掘る｣を珪琶湖博

かわりを描いた ドキュメンタリー映像 物館で開催､里口保文主任学芸員のコメ

｢淡海と生きる～琵琶湖～｣のDVDを ント

WWFが制作 WWFジャパン職員の水 湖国の昆虫 『オオカマキリ』 八尋克郎

野敏明琵琶湖博物館特別研究員のコメン 専門学芸員 あいあいA掻賀

ト親子で考える地球環境､琵琶湖に学ぼう 22 fJ=壱琶湖博物館催し物の案内 朝日新聞(夕刊)

｢琵琶湖お魚ネットワーク｣の調査イ 28 湖国の昆虫 『チャイロスズメバチ』 八 朝日新聞

ベントで取った魚を琵琶湖博物館の学芸 尋克郎専門学芸員 あいあいAT&賀

員と一緒に確認 30 台湾菜東川産化石を日本の研究者 (高橋 中華日報
市民の研究に公表の場を 活動38団体､ 啓一研究部長)が黒熊と同定

成果を発表 fJ=壱琶湖博物館で研究発表会｢大集合 !茸琶湖の研究｣を開催 高橋啓一研究部長のコメント /琵琶湖博物館で民俗資料などネットで公開琵琶湖保全へ､WWFジャパンの水野敏明琵琶湖博物館特別研究員が企画したDVD ｢淡海と生きる～琵琶湖～｣をWWFジャパンが制作WWFジャパンの水野敏明琵琶湖博物館特別研究員が企画した琵琶湖の歴史や湖魚の生態措いたDVD ｢淡海と生きる～琵琶湖～｣をWWFジャパンが制作 琵琶湖博物館で上映会 3031 台湾の黒熊は60万年前にも生きていた-王良傑氏発見の3化石標本を日本の研究者 (高橋啓一研究部長)が同定-琵琶湖博物館催し物の案内 聯合報(台湾)両県文教版読売新聞(夕刊)
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(3)雑誌等掲載記録

月 記 事 テ ー マ 掲載雑誌社名 月 記 事 テ ー マ 掲載雑誌社名

4施設だより 琵琶湖博物館の 滋賀プラス 1 5 琵琶湖博物館の紹介 JAFMate

催 し物案内 (県広報誌) vo1.83 詫琶湖博物館の紹介 全 国水 族館 ガ イ ド

琵琶湖博物館の催 し物案内琵琶湖博物館の催 し物案内 博物館研究 No.455子供の科学 4号 2006>20076 施設だより 茸琶湖博物館の 滋賀プラス 1

琵琶湖博物館の催 し物案内 日経サイエンス 414号 催 し物案内 / 琵琶湖博物′⊥.カ三一一 (県広報誌) vo1.85

至を琶湖博物館の催 し物案内珪琶湖博物館の催 し物案内 れいかる<春号>vo1.40滋賀旅人 (県イベ ン ト 飼協議会委貞の募集琵琶湖博物館の催 し物案内 博物館研究 No.457

情報誌)<春号> 完琶湖博物館の催 し物案内 子供の科学 6号

琵琶湖博物館の施設紹介｢豊川の魚｣を守るための手だて 水族館が取 り組む希少 EMATEC (環境情報) 琵琶湖博物館の催 し物案内 大人組

116号 琵琶湖博物館の紹介 元気 UP l 関西

FRONT水族館をまるごと楽しむ!観光 No.474たのしい学校 琵琶湖博物館の催 し物案内 PORTAL No.055

7 施設だより 琵琶湖博物館の 滋賀プラス1
淡水魚の繁殖計画､詫琶湖博 催 し物案内 (県広報誌) vo1.86

物館の取り組み 前畑政善総括学芸員の話琵琶湖博物館の紹介地域魅 力 と しての博 物館 託琶湖博物館の催 し物案内葦毛琶湖博物館の催 し物案内琵琶湖博物館の催 し物案内 子供の科学 7号日経サイエンス 417号博物館研究 No.458

｢フィール ドレポーター制 琵琶湖博物館の催 し物案内 れ い か る <夏 号 >

度｣や ｢はしかけ制度｣の紹介 茸琶湖博物館の紹介 vol.41旅こよみ (JR西日本)

託琶湖博物館の施設紹介 琵琶湖博物館の紹介 ぶらり蓮探訪(JR西日本)

琵琶湖博物館の催 し物案内 びいめ-る vo1.49 琵琶湖博物館の案内 滋賀の旅 (JR西日本)

琵琶湖博物館を巡るコース､琵琶湖大橋クルーズの紹介琵琶湖博物館の紹介 茸琶湖汽船滋賀子育てネットワークだより 第13号さらさ(かわの情報誌)遊び100選ドキ ドキサンクスvo1.20 荘琶湖博物館の催 し物案内琵琶湖博物館の催 し物案内 教育 しが (滋賀県教委)No.1家族の杵 (西宮市教委)vol.28日本の合我 No.50じゃらん (関西 .東海版) 109号関西ファミリー.ウオー

琵琶湖流域の洪水への取 り組 珪琶湖博物館蔵 (瀬田橋の復

み ｢淡海の川｣の紹介 元模型)

琵琶湖博物館へ行こう 託琶湖博物館の紹介誌琶湖博物館の催 し物案内 琵琶湖博物館の催 し物案内托琶湖博物館の施設紹介琵琶湖博物館でのイベント案内琵琶湖博物館の催 し物案内

琵琶湖博物館の屡気樺の写真 リビング滋賀 1126号 カー夏休み号

茸琶湖博物館水族展示室の紹介 水族館の不思議な生き物 JAFMateリビング(滋賀､京都中5 施設だより 詫琶湖博物館の 滋賀プラス 1

催 し物案内 (県広報誌) vo1.84 央.東南.南西､高槻.茨

葦を琶湖博物館の催 し物案内fztl琶湖博物館の催 し物案内 博物館研究 No.456子供の科学 5号 木､枚方.交野､大阪)
7 琵琶湖博物館の催し物案内 PORTAL No.056

fztl琶湖博物館の催 し物案内学会でも博物館学～どう伝える?生態学の面白さ､事例報 にゆ-すもりやまNo.411月刊 ミュゼ vo1.76ナショナルジオグラフィック 8環琶湖博物館の紹介 滋賀旅人 (県イベ ン ト情報誌)<夏号>

8 施設だより 琵琶湖博物館の催 し物案内 滋賀県からのお知 らせ(暮らしの情報)

告 ｢植物を好きになってもら =,琵琶湖博物館の催 し物案内 博物館研究 No.459

うための展示会 rのびる .ひ 51-fti琶湖博物館の催 し物案内 子供の科学 8号

らく.ひろがる 植物がうご 至fi琶湖博物館の催 し物案内 日経サイエンス 418号

くときj布谷知夫上席総括学芸員､芦谷美奈子学芸貞i-3:Li琶湖博物館の紹介 松田征 葦毛琶湖博物館の催 し物案内琵琶湖博物館の紹介 昆虫と自然Leaf

也専門学芸員のコメント 日本版 ｢びわ湖生命の水プロジエク パンダニュース

f琵琶湖博物館の催 し物案内 全科協ニュースvo1.36 ト｣WWF､ブリジス トン､葦毛1琶湖博物館うおの会 の括 (WWF) 夏号モ-ニングくさつ

fJ=f琶湖博物館の催 し物案内 滋賀の旅 動紹介

F,琵琶湖博物館の施設紹介 科学館へようこそ 琵琶湖博物館で開催 された
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月 記 事 テ ー マ 掲載雑誌社名 月 記 事 テ -マ 掲載雑誌社名

8 琵琶湖博物館の催し物案内琵琶湖博物館の紹介 にゆ-すもりやまNo.412関西じゃらん110号 10琵琶湖博物館の紹介 SOUGETSU(草月流80周年記念誌)10 琵琶湖博物館の催し物案内 おとなのいい旅

琵琶湖博物館の紹介大津西武のイベント ｢夏休みの自由研究 ～f琵琶湖の魚 a.haha vo1.88SEⅠBUNOWこれからホームページを ll (東日本版)

ll施設だより 琵琶湖博物館の 滋賀プラス1

たち～｣ 協力 :琵琶湖博物 催し物案内 (県広報誌) vo1.89
鰭 琵琶湖博物館の催し物案内 博物館研究 No.462

リンクについての琵琶湖博物 琵琶湖博物館の催し物案内 子供の科学 11号

館の考え方 つくる研究者のために 湖国の伝統食を語る 喜多品老舗当主と川那部館長との対談 あかね (京-中洛北高校同窓会誌)9 施設だより 琵琶湖博物館の 滋賀プラス1

催し物案内 (県広報誌) vol.87 ミュージアムボランティアの 関西電力新聞メジャーレイク

fJ=芭琶湖博物館の催し物案内 大人姐 活動

葦毛琶湖博物館の催し物案内 博物館研究 No.460 琵琶湖博物館の紹介琵琶湖博物館の催し物案内

fJ=壱琶湖博物館の催し物案内 子供の科学 9号 (滋賀の学生情報誌)

開館10周年を迎える滋賀県立 都道府県展望 (全国知 にゆ-すもりやま

珪琶湖博物館 事会) 蓑田由紀子滋賀県知事の学生時代から茸琶湖博物館オープ No.417

琵琶湖博物館の紹介 京阪神エルマガジンNo.378 Oggiアサヒカメラ

至を琶湖固有の魚たち 写真資 BYBLUEvo1.19たの しい水族館 2007 ン､知事になるまでの話料提俣珪琶湖博物館の魚の写真のカ 琵琶湖博物館の催し物案内12 施設だより 琵琶湖博物館の 滋賀プラス1

レンダー CALENDER 催し物案内 / 琵琶湖博物rL. JA-.=し～ (県広報誌) vo1.90

琵琶湖博物館の展示の紹介『ビワコオオナマズJ等英資 元気 UPl関西 vo1,38本当にいる世界の ｢未 館の施設紹介琵琶湖博物館の催し物案内 PORTAL No.060
料提供 知生物｣案内 環琶湖博物館の催し物案内 子供の科学 12号

琵琶湖博物館の紹介 Si.Di.Fa 秋号 琵琶湖博物館の催し物案内 にゆ-すもりやま

琵琶湖博物館の紹介琵琶湖博物館の催し物案内 ブルータスにゆ-すもりやまNo.414 琵琶湖博物館の紹介琵琶湖博物館の催し物案内 No.419松湖荘 (松下電器健保組合保養所パンフレット)滋賀旅人 (県イベント情報誌)<冬号>ビワズ通信(アクア葦毛琶情報誌)

10 施設だより 葦毛琶湖博物館の 滋賀プラス1

催し物案内琵琶湖博物館の催し物案内 (県広報誌) vo1.88博物館研究 No.461 WWFが葦毛琶湖博物館の協力のもと行った葦毛琶湖命の水プ

琵琶湖博物館の催し物案内 日経サイエンス 420号 ロジエクトの紹介 / 琵琶

琵琶湖博物館の催し物案内琵琶湖博物館の催し物案内琵琶湖博物館の催し物案内 子供の科学 10号れいか る<秋号 > 湖博物館うおの会の紹介

1 施設だより 珪琶湖博物館の 滋賀プラス1
vo1.42 催し物案内 (県広報誌) vol.91

PORTAL No.058 琵琶湖博物館の催し物案内 子供の科学 1号

琵琶湖博物館の紹介琵琶湖博物館の催し物案内 ぶんぶん (朝日新開地 琵琶湖博物館の催し物案内 日経サイエンス 424号

元情報誌)宝塚市､川西市 琵琶湖博物館の催し物案内 れいか る<冬号 >vo1.43

教育しが (滋賀県教委)No2 重吉琶湖北上 バイクでツーリ ガクシン

琵琶湖博物館の催し物案内 いつとく ノク 此巴湖博物館の稚ソr環琶湖博物館の催し物案内 にゆ-すもりやま

琵琶湖博物館の催し物案内琵琶湖博物館の催し物案内 にゆ-すもりやま No.421
No.416 琵琶湖博物館の催し物案内 PORTAL No.061

モーニングくさつ ユニークなはしかけ制度 モーニングくさつ

｢たいへんだ｣ということは､ vo1.27 はねはねくらぶ vo1.28

YesKyotoit! 喜田知事訪問録 知事が開設 プレシャスネイチャーステーション

みんなわかっているo川那部 (京都放送) 準備から関わった琵琶湖博物

館長の話/琵琶湖博物館うお 館の紹介
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月 記 事 テ ー マ 掲載雑誌社名 月 記 事 テ ー マ 掲載雑誌社名

1 地域とともに成長する博物館 WEDGE京都 子連れパワーアツ 3 施設だより 琵琶湖博物館の 滋賀プラス1

琵琶湖博物館十年の成果 催し物案内 (県広報誌) vo1.93

託琶湖博物館の紹介fJ=f琶湖博物館の紹介 琵琶湖博物館の催し物案内 博物館研究 No.465

プ情報 琵琶湖博物館の催し物案内 子供の科学 3号

南びわこ !冬のええとこクイズラリー 重吉琶湖博物館の施設紹介要吉琶湖博物館の紹介 国土交通 (国土交通省広報誌)滋賀(観光ベストガイド)2 施設だより 琵琶湖博物館の 滋賀プラス1

催し物案内 (県広報誌) vo1.92 びわこビジターズビューロー

琵琶湖博物館の催し物案内 博物館研究 No.464 琵琶湖博物館の催 し物案内琵琶湖博物館の紹介 にゆ-すもりやま

琵琶湖博物館の催し物案内 子供の科学 2号 No.425

琵琶湖博物館の催し物案内琵琶湖博物館の催し物案内 にゆ-すもりやま KANSAⅠ1週間 No.1

No.423近くていい旅 電車&ウオーク(JREI帰り情報カレンダー) 鳥撤図画家 延木由紀子さんによる ｢琵琶湖博物館｣の鳥陣図 リビング滋賀
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(4)テレビ放映 ･ラジオ放送記録

放送日 番 組 案 内 容 媒 体 担当者

4 東京キッズクラブ 水 族展示､ ビワコオオナマズ､固有種について BSフジ 孝橋主査

3 松井桂三のさんさんわい 琵琶湖の様子 と黄色のビワコ KBSラジオ 前畑総括学芸員
ど オオナマズについて

4 びぴっとびわこ ホンモロコ減少の理由 びわ湖放送 松田専門学芸員

6 デイリーかわらぽん ギャラリー展示 ｢博物館 を楽しもう ーはしかけ .フィール ドレポーター活動紹介｣について 滋 賀 ケ ー ブ ルネットワーク 谷口主査

体験型博物館について 韓国MBC放送 前畑総括学芸員

12 ニュース番組 トピック展示 ｢近江の奇祭筑麿の人々｣ 関西テレビ 橋本主任学芸員

13 ニュース番組 トピック展示 ｢近江の寄祭筑麿の人々｣ びわ湖放送 橋本主任学芸員

15 県政テレビ夕刊 わくわ く探検隊 紙す きをし びわ湖放送 孝橋主査
プラスワン よう

29 県政テレビ週刊プラスワン ギャラリー展示 ｢つかんだ .つんだ .いつ もいた -あの生 き物は､いま . .?-｣､水族企画展示 ｢ボテジヤコは､いま . .?｣ びわ湖放送 孝橋主査

5 1 おうみ発610 黄色 いナマズ､デ ィス カバリールーム NHK大津 松田専門学芸員_

1 ニュース番組 黄色いナマズ､ギャラリー展示､集う .創る .使う新空間 びわ湖放送 松田専門学芸員

10 滋賀 プラス ワ ン イ ンフォメーション ギャラリー展示 FM滋賀 松田専門学芸員

10 DAⅠLY !かわら版 滋賀 ケ ー ブ ルネットワーク

12 知つとこ滋賀 KBS京都

13 県政テレビ週刊プラスワン ｢里山体験教室｣ びわ湖放送 孝橋主査

6 5 県政テレビ夕刊プラスワン 琵琶湖博物館協議会委員募集 びわ湖放送 杉野課長補佐

25 おでかけパ レット ｢琵琶湖周遊｣ 外観､水族展示 東海テレビ 孝橋主査

読売ニュースナビ関西発 竹生島でのカワウの被害 CS放送 亀田専門学芸員

7 27 もつともつと関西 富 江 家 で の 知 事 の イ ン タビュー NHK大阪 孝橋主査

8 2 おうみ発610 ブルーギル NHK大津 松田専門学芸員

8 県政テレビ夕刊プラスワン 企画展､水族企画展､富江家 びわ湖放送 孝橋主査

16 DAⅠLY !かわら版 滋賀 ケ ー ブ ルネットワーク

18 田捌岩夫の特ダネ ! 企画展､水族企画展､チ ョウ 京都放送 松田専門学芸員
てれぴ ザメ､カイツブリ 孝橋主査

20'ザ .サンデー 黄色いビワコオオナマズ 日本放送 孝橋主査
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放送日 番 組 名 内 容 媒 体 担当者

9 NHKラジオ深夜便 魚と人との共存 NHKラジオ 中島上席総括学芸員

ll見てハッスル ! 琵琶湖について学ぶ子ども向 NHK教育テレビ 孝橋主査
聞いてハッスル ! け教育番組

未定 自主制作映画｢しんおん｣ トンネル水槽､デ ィスカバリールーム､A展示室､エ ントランス 滋賀ロケーションオフィス 孝橋主査

23 クイズどんでんグランプリ 館内をめぐってクイズを出題 近鉄 ケ ー ブルネットワーク 孝橋主査

10 16 鶴瓶の家族に乾杯 黄色いビワコオオナマズ､ビワコオオナマズ､博物館外観 NHK総合 杉野課長補佐

10 ダーウィンが来た オオミジンコ､水族展示室､ NHK 杉野課長補佐
～ 博物館から見た琵琶湖 楠岡主任学芸員

ll 3 Voice 長浜市下坂浜の遺構について MBS 用田総括学芸員里口主任学芸員

9 県政テレビ夕刊 観察会 ｢比良の里山探検｣､｢よ びわ湖放送 孝橋主査
プラスワン その博物館探検｣

12 1 知つとこ滋賀 ｢滋賀県県民環境学習のつどい｣､ギャラリー展示 ｢企画展でふ りかえる琵琶湖博物館の10年｣ KBSラジオ 中村主査

8 びびつとびわこ わくわく探検隊 ｢富江家はつけんブックづくり｣ びわ湖放送 中村主査

20 県政テレビ夕刊プラスワン ギャラリー展示 ｢企画展でふりかえる琵琶湖博物館 の10年｣ びわ湖放送 孝橋主査

23 県政テレビ週刊 ギャラリー展示 ｢企画展でふりかえる琵琶湖博物館 の10 びわ湖放送 孝橋主査

プラスワン 年｣､｢博物館でスゴロクをしよう｣

1 19 県政テレビ夕刊 平成18年度 琵琶湖博物館研究発表会 ｢めざしたこと.できたこと.これからのこと-

プラスワン 琵琶湖博物館の10年-｣､ギャラリー展示 ｢企画展でふ りかえる琵琶湖博物館の10年｣

9 笑福亭晃瓶のほっかほかラジオ トピックス展示 ｢イノシシ｣ KBSラジオ 松田専門学芸員

26 おうみ発610 特別研究セミナー NHK大津 橋本主任学芸員

27 県政テレビ週刊 ギャラリー展示 ｢企画展でふりか える琵琶湖博物館 の10 びわ湖放送 孝橋主査

プラスワン 年｣､琵琶湖博物館の楽しみかたの極意

30 おうみ発610 丸子船の実験航行 NHK大津 牧野久美専門学芸員

2 7 県政テレビ夕刊プラスワン 平成18年度 琵琶湖博物館研究発表会 ｢大集合 ! 琵琶湖の研究｣ びわ湖放送 孝橋主査

28 おうみ発610 琵琶湖博物館から中継 NHK大津 孝橋主査

3 8 おうみ発610 水族飼育員 NHK大津 孝橋主査

23 県政テレビ夕刊プラスワン ギャラリー展示 ｢鉱物 .化石展 ｢続 .湖国の大地に夢を掘る｣｣ びわ湖放送 孝橋主査
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(5)予 算

2006年 (平成18年)度歳入状況 (円)

科 目 決 算 額

使 用 料 及 び 手 数 料 184,002,485

財 産 収 入 1,216,150

諸 収 入 3,405,403

合 計 188,624,038

2006年 (平成18年)度歳出状況 (円)

事 業 名 辛, 業 内 容 決 算 額

管 理 運 営 費 施設維持費､鳥丸半島整備費､事務費 287,415,855

調査資料収集事業費 研究費､研究備品､資料収集製作､資料整理保 182,804,154
管､水族飼育

展 示 事 業 費 企画展示､常設展示､展示維持管理､展示用印 168,946,996刷物

情 報 交 流 事 業 費 情報システム管理､データ入力､図書整備､交 51,395,245
流事業開催､フィール ドレポーター
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4 存在基盤の確立

(1)滋賀県立琵琶湖博物館協議会

第1回

開催日時 2006年11月1日 (水) 13:30-16:30

場 所 琵琶湖博物館セミナ一室

第2回

開催日時 2007年2月23日 (金) 13:30-16:30

場 所 琵琶湖博物館セミナ一室

第5期委員 (任期 :2004年9月1日～2006年8月31日)

氏 名 区 分 現 職.(2006年4月現在)

伊 部 加 代 学 校 教 育 長浜市立びわ南′J､学校 教諭

長 瀬 良 文 学 校 教 育 東近江市立五個荘中学校 教諭

西 尾 久美子 社 会 教 育 エコ村ネットワーキング副理事長

佐 藤 祐 子 社 会 教 育 全国旅館生活衛生同業組合連合会青年部

永 田 俊 学 識 者 京都大学生態学研究センター教授

篠 原 徹 学 識 者 国立歴史民俗博物館民俗研究部 教授

内 田 紘 臣 学 識 者 串本海中公園センター 館長

村 井 良 子 学 識 .者 ㈲プランニング .ラボ 代表取締役

岡 村 恵 子 学 識 者 毎日新聞社大津支局 記者

横 山 俊 夫 学 識 者 京都大学大学院地球環境学堂 教授 .三才学林長

同大人文科学研究所 教授 (両任)

西 野 麻知子 学 識 者 滋賀県立琵琶湖.環境科学研究センター 総括研究員

木 上 秀 保 学 識 者 滋賀県脊髄損傷者協会 副会長

ブ ラ イ ア ンウィリアムズ 学 識 者 風景画家

沼 井 哲 男 学 識 者 公募委員

第6期委員 (任期 :2006年9月1日～2008年8月31日)

氏 名 区 分 現 職 (2007年3月現在)

八 里 良 子 学 校 教 育 甲賀市立甲南中部小学校 校長

片 山 勝 学 校 教 育 長浜市立北中学校 校長

西 尾 久美子 社 会 教 育 エコ村ネットワーキング副理事長

青 木 繁 社 会 教 育 ㈲グリーンウオーカー .ネイチャーガイド研究所 代表取締役

永 田 俊 学 識 者 京都大学生態学研究センター教授

篠 原 徹 学 識 者 国立歴史民俗博物館民俗研究部 教授

西 源二郎 学 識 者 東海大学海洋研究所 教授
東海大学海洋科学博物館 館長

村 井 良 子 学 識 者 ㈲プランニング .ラボ 代表取締役
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横 山 俊 夫 学 識 者 京都大学副学長同大学院地球環境学童 教授 .三才学林長

同大人文科学研究所教授 (両任)

伊 達 仁 美 学 識 者 京都造形芸術大学芸術学部 助教授

木 上 秀 保 学 識 者 滋賀県脊髄損傷者協会 副会長

劉 穎(りゆうえい) 学 識 者 翻訳者 .中国語講師

辻 洋 子 学 識 者 公募委員

(2)企画 ･計画

1)第二段階 (2006年度～2010年度)活動計画

2002年12月に策定した琵琶湖博物館中長期目標 『地域だれでも･どこでも博物館』の実現をめざし､博

物館の運営方針としてその具体的な取 り組み方策および必要な環境の整備について明らかにするため､

2005年3月に琵琶湖博物館中長期基本計画が策定された｡2006年度は計画の第二段階の初年度であり､

2006年3月に中長期基本計画第二段階 (2006年度～2010年度)活動計画および2006年度行動計画を策定 し

た｡2007年2月には2006年度行動計画の実績 ･評価を行うとともに､2007年度の行動計画案を作成し､琵

琶湖博物館協議会で報告した｡

2)琵琶湖博物館広報 ･経営戦略

琵琶湖博物館の ｢利用されることで成長 ･発展する博物館｣という博物館の理念は､一定の支持を集め､

これまで多 くの来館者を迎えることができた｡ しかし､ここ数年は来館者数の落ち込みが目立つようにな

り､博物館利用を促すための効果的な広報活動と効率的な運営を行うため､2006年度から上席総括学芸員

をリーダーとする広報 ･経営戟略検討チームを立ち上げた｡2006年度琵琶湖博物館広報 ･経営戦略｣行動

計画の進行管理を行うとともに､2007年度の ｢琵琶湖博物館広報 ･経営戦略｣行動計画案を作成 した｡
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･
は
し
か
け
の
活
動
成
果
を

-
展
示
の
開
催
や
常
設

展
示
の
更
新

･
地
域
の
人
ぴ
と
の
参

活
動
の
展
示
7
回

(ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
3

回
､
企
画
展
関
連
1

回
､
情
報
利
用
室
を

*
*
3
@
)

達
成
リ
ー
展
示
3
回
､
企
画
展

関
連
展
示
1
回
､新
空
間

を
用
い
た
活
動
紹
介
を
8
0
･
特
に
｢集
う
.
偵
う
.

創
る
新
空
間
｣
で
は
､

の
人
ぴ
と
の
参
加
展
示

展
示
担
当

展
示
交
流
員
の
･
専
門
職
と
し
て
の
訓
練
の
継
続
的
か
つ

効
果
的
な
実
施

･
展
示
室
で
の
立
場
の
位
走
づ
け
の
明
確

･
2
0
0
6
年
度
企
画
展

示
に
関
す
る
館
外
研

修
1
回

概
ね
達
成
･
2
0
0
6
年
度
企
画
展
示
に

関
す
る
研
修
を
1
回
実
施

し
た
〇

･
展
示
室
内
に
お
け
る
交
流

活
動
に
つ
い
て
は
方
向
○
は
能
内
で
行
っ
た

初
発
表
の
場
に
す
る
〇

･
柁
琶
湖
地
域
に
お
け
る
は

化
･
他
の
グ
ル
ー
プ
の
活
動
と
の
有
機
的
な
研
修
の
実
施

･
展
示
室
内
に
お
け
る

･
検
討
会
(意
見
交
換
会
)

館
結
び
つ
き
の
検
討

･
常
設
展
不
に
関
す
る
館
外

研
修
の
実
施

交
流
活
動
に
つ
い
て

の
積
討
会
の
立
ち
上

性
を
兄
い
だ
す
た
め
の
横

を
開
催
し
た
が
､
具
体

的
な
内
容
検
討
は

機 能の強化
な
が
ら
､
国
内
や
海
外
の

博
物
館
と
の
共
同
の
展
示

を
計
画
す
る
○

活
動
の
特
色
で
あ
る
展
示

交
流
員
の
あ
り
方
を
検
討

し
､
交
流
の
専
門
職
と
し

る
○

･
展
不
室
で
の
交
流
活
動
の
円
.,%
な
運
営

の
推
進

汁
討
会
(展
示
交
流
員
と
の

意
見
交
換
会
)
を
実
施
し

た
○

2
0
0
7
年
度
以
降
と
な

る
○

展
示
担
当

･
解
説
パ
ネ
ル
等
の
見
え
や
す
さ
の
改
善
･
既
存
展
示
や
解
説
パ
ネ
ル

等
の
見
え
方
の
改
善

達
成
･
展
示
の
み
や
す
さ
改
善
方

ろ
か
ら
改
善
を
行
っ
た
〇

･
解
説
パ
ネ
ル
の
位
3E
の
改

善
は
ほ
ぼ
完
了
し

た
○
○
･
展
示
の
み
え
や
す
さ
改

善
方
針
の
作
成
に
よ
り

目
標
を
達
成
し
さ
ら

【指
標
.
目
標
値
】

展
示
支
.,W
空
間
利
用

方
針
の
確
立

価
と
改
善

･
常
設
展
示
の
改
善

･
常
設
展
示
の
部
分
的
更
新

の
実
施

改
善
方
針
の
ま
と
め

一
式

･
常
設
展
示
で
は
､
｢
こ
の

1
0
年
J
の
展
示
更
新
(追

示
水
槽
前
の
ス
ロ
ー
プ
化

工
事
(
2
箇
所
)
は
年
度

内
に
完
成
し
た
.

改
善
工
事
を
実
施
す
る

国
内
外
の
博
物

館
と
の
共
同
展

示
の
推
進

･
琵
琶
湖
地
域
の
博
物
館
と
の
関
係
強
化

･
国
内
や
海
外
の
博
物
館
と
の
共
同
展
示

の
計
画
検
討

計
画
策
定

･
フ
ァ
ー
ブ
ル
1
0
0
年
展
の

準
備
と
実
施

･
フ
ァ
ー
ブ
ル
1
0
0
年

展
の
実
施
校
害十
一
式

達
成
･
前
年
度
の
基
本
設
計
に
続

い
､
年
度
内
に
完
了
し
た
〇

一
日
本
側
5
寵
が
協
力
し
､

標
本
等
の
活
用
に
関
す
る

調
整
､
後
援
､
協
賛
等
に
か

か
る
交
渉
､
回
線
作
成
等

の
準
備
を
行
っ
た
.

※
日
本
動
物
園
水
族
館
協
会

希
少
淡
水
魚
種
保
存
の
た

催
○
(当
初
計
画
外
)
○
･
日
本
側
5
館
お
よ
び
フ

事
粍
処
理
.
調
整
等
に

井
お
よ
び
作
業
の
分
担

各
館
の
専
門
家
に
よ
り

様
々
な
視
点
で
の
ア
イ

が
で
き
た
○
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中
長
期
基
本
計
画
(第
二
段
階
)

第
二
段
階
(2
0
0
6
年
度
～
2
0
1
0
年
度
)
の
活
動
計
画

2
0
0
6
年
度
行
動
計
画
の
実
績
.
評
価

■

基
本
方
i十

実
現
方
策
お
J
:び

指
棟
.
日
株
価

担
当
部
課

グ
ル
ー
プ
名
事
業
.
活
動
名

達
成
日
l事

El
書I
価

目
標
達
成
状
況

達
成
度

自
己
評
価
l

評
価

博物鰭揺
体
験
と
交
流
を
促
す
博
物
館

･
学
校
教
員
等
の
指
叫
者
fi

を
対
象
と
し
た
研
修
や

活
動
を
行
う
.

･
地
域
の
人
び
と
と
の
連
携
■
★
郎

新
し
い
交
流
の
･展
示
交
流
員
や
｢
(仮
称
)
集
う
.使
う
.

創
る
新
空
間
｣
の
あ
り
方
を
含
む
､
展

ー
■■±
'
.

I
ヽ
方
を
権
村
す
る
た
め

】
概
ね
達
成
･
展
示
交
流
空
間
や
地
域
で

外
の
既
存
交
流
事
業
の
位
○
#
の
今
後
の
方
向
を
中

地
域
で
の
交
流
の
あ
り

交
流
担
当

あ
り
方
､
内
容
7T
<里
で
の
交
流
の
あ
)
方
の
検
討

フA
;-
I

･
館
内
外
の
交
流
に
つ
し
て
の
体
制
の
確
立
と
積

肘
の
ま
と
め
(館
内

た
o

交
流
に
つ
い
て
の
方
向

展
示
担
当

そ
の
展
開

又
流
の
あ
)
方
の
積
討

･
館
内
外
の
既
存
交
流
事
業
の
位
aE
づ
け

と
方
向
性
の
根
討

立
向
性
の
打
ち
出
し
)

一
式

･
新
た
な
交
流
の
あ
り
方
を

し
､
ま
と
め
た
○

き
た
O

･
今
後
の
横
討
体
制
に
つ

い
て
は
根
肘
方
向
を
示

交
流
担
当

rB
･
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
､
実
施
､

改
良
事
業
の
実
施

･
目
I事
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
敷
1
3
-.
1
7

･
教
月
等
指
事
者
研
堆
奉
加
①
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
敷
1
3
-
1
5
①達
成
･
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

｢3
D
び
わ
湖
｣
と
｢
ビ
(i)
①
･
体
挨
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
は
､
概
ね
計
画

で
き
た
.

･
教
具
研
価
は
､
時
期
に
第
二
段
階
指
標

事
業
の
充
実
(チ

校
E3
体
)

･
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
を
活
か
し
た
碩
煉

学
習
等
の
支
援

音
数
1
0
0
0
人
/
辛

イ
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
コ
ー

ナ
ー
｣
の
設
t

②
教
員
等
1°
斗
者
研
修

参
加
者
数
9
0
0
人

/
辛

②達
成
て
み
よ
っ
J
を
開
発

値
を
達
成
し
た
○

(≡
)⑳
差
が
大
き
か
つ
た
(最

少
は
0
人
)○
今
後
､
時

た
い
.

交
流
担
当

･
既
存
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続
的
見
直

し
･
他
EZ
]体
と
の
協
働
割
合
の
(》
交
流
事
#
致
2
5
件

②
他
EZ
]体
と
の
協
働
事
0達
成
@

で
に
2
9
件
で
目
標
を
達

成
し
た
が
.
他
EZ
]体
と
の
(∫
)0
実
施
率
は
や
や
低
い
達

成
率
と
な
っ
た
.

･
当
初
予
定
に
な
か
つ
た

で
の
実
施
が
協
働
実
施

率
を
引
き
下
げ
る
要
因
r対
話
と
応
援
が
で

舵の
物
館
の
特
色
を
生
か
し
て
､

地
域
で
の
人
び
と
の
活
動

を
応
揺
す
る
.

観
察
会
.講
座
.

体
験
教
室
の
充

莱
･
地
域
の
機
関
や
EZ
]体
等
と
の
交
流
事
業

L
J
カー
∫

ff
加
.
維
持
(7
0
%
)

･
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
充
実
菓
実
施
率
6
5
%

③
外
部
E
日
本
に
よ
る
博

物
館
施
設
の
利
用
に
概
ね
達
成
③

苦
り
､
目
標
値
は
達
成
で
②
○
③
○
a
.独
自
の
主
催
事
典
を
多1'
き
る
博
物
館
｣
と

関
連

描化
(指
標
.
白
け
佃
ー

教
員
等
指
斗
者
研
修

参
加
者
数
8
4
2
人
/
辛

-
1
0
0
0
人
/
辛

関
す
る
内
部
規
正
の

作
成

概
ね
達
成
･
施
設
利
用
内
部
規
zE
の
原

案
を
作
成
し
た
○

事
築
実
施
率
は
下
力
る

と
い
う
自
己
矛
盾
を
含

ん
で
い
る
〇

･
施
設
利
用
内
部
規
定
は
､

井
手
が
過
れ
た
た
め
担

当
者
で
の
原
案
作
成
段

階
に
と
ど
ま
っ
た
○

交
流
担
当

横
瀬
車
と
し
て

の
博
物
館
利
用

の
促
進

･
博
物
館
が
持
つ
来
館
者
へ
の
学
習
支
援

活
動
(生
涯
学
習
.
学
校
教
育
の
た
め

に
必
雫
な
博
物
館
と
の
関
わ
り
)
の
強

化
･
活
動
を
通
し
た
学
習
支
援
機
能
強
化
へ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
和

一
活
動
計
画
を
担
え
る
館
内
職
員
の
育
成
･
利
用
手
引
き
書
の
完
成
と

そ
の
配
布

･
利
用
手
引
き
書
作
成

方
i十
の
作
成

達
成
利
用
手
引
き
書
の
作
成
方

針
を
固
め
､
目
標
を
達
成

し
た
○

○
者
委
託
に
よ
る
作
成
の

傾
討
､
概
3(
撞
井
の
井

出
.
広
報
.交
流
ア
ド
バ

博
物
館
教
貞
研
究
会
で

の
意
見
聴
取
等
.
十
分

な
検
討
.
協
!#
を
経
て

が
で
き
た
○

交
流
担
当
◆
2
0
0
7
年
度

新
規
串
築

教
員
研
修
､
地

域
文
化
振
興
を

含
め
た
学
校
サ

テ
ラ
イ
ト
博
物

館
の
設
置

･
博
物
館
の
展
示
物
を
利
用
し
た
学
校
サ

テ
ラ
イ
ト
博
物
館
の
設
置
(空
き
教
室

の
活
用
)

･
施
設
活
用
に
よ
る
体
験
学
習
を
通
じ
た

児
童
生
徒
の
学
習
支
楳

･
学
校
教
員
の
椙
浦
力
向
上
を
図
る
研
修

施
設
と
し
て
活
用

･
博
物
館
､学
校
､地
域
の
交
流
を
深
め
､

地
域
全
体
と
し
て
の
博
物
館
機
能
の
強

化
･
学
校
サ
テ
ラ
イ
ト
博
物
館

の
投
置
お
よ
び
運
営
の
開

始
【2
0
0
6
年
度
の
状
況
】

･
企
画
展
､
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
で
展
示

さ
れ
た
展
示
物
､
標
本
の
再
利
用
を

推
進
す
る
と
と
も
に
､
学
校
の
空
き

教
室
利
用
の
-
事
例
と
し
て
､
移
動

博
物
館
拭
行
計
画
を
立
て
た
○
広

報
.
交
流
ア
ド
′
て
イ
サ
ー
か
ら
の
助

言
に
よ
り
､
受
け
入
れ
校
が
決
定
し

た
.
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中
長
期
基
本
計
画
(第
二
段
階
)

第
二
段
階
(2
0
0
6
年
度
～
2
0
1
0
年
度
)
の
活
動
計
画

2
0
0
6
年
度
行
動
計
画
の
実
雑
.
評
価

備
考

基
本
方
針

実
現
方
策
お
よ
び

指
捕
.
目
標
値

担
当
部
課

グ
ル
ー
プ
名
事
業
.
活
動
名

活
動
方
針
.
内
容

達
成
目
標

目
標
値

目
標
達
成
状
況

達
成
度

自
己
評
価

押
価

悼物舵機舵の 描
イ
は
し
か
け
｣
や
｢
フ
ィ
ー

ル
ド
レ
ポ
ー
タ
ー
｣
と
そ

こ
か
ら
展
開
す
る
地
域
の

グ
ル
ー
プ
活
動
の
応
接
を

行
う
.
く
り
に
つ
な
が
る
観
察
会

や
tI
座
な
ど
を
実
施
す
る
.

【指
塀
.
別
事
倒

は
し
か
け
や
地
域
と
の
協

働
に
よ
る
観
察
会
.
捕
座
交
流
担
当

フ
ィ
ー
ル
ド
レ

ポ
ー
タ
ー
制
度

の
充
実

づ
け
の
再
確
認

で
の
提
供
開
始

と
提
供

タ
-
便
り
と
掲
示
板

の
中
子
化
達
成

･
20
0
4
-2
00
5
年
の

便
り
と
掲
示
板
の
電

子
化
と
提
供

達
成
･
便
り
と
掲
示
板
は
､

に
は
紙
の
｢便
り
｣
お
よ

び
｢掲
示
板
｣
の
送
付
を

中
止
し
､
新
号
発
行
の
情

配
信
し
､
各
自
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
機
能
が
整
備

さ
れ
た
○

○
･2
0
0
3
年
度
か
ら
現
在
ま

標
値
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
た
○

今
後
は
博
物
館
中
心
の

ざ
し
た
活
動
に
広
げ
て

い
く
必
要
が
あ
る
○

交
流
担
当

･
博
物
館
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
羊
.
行
事
へ

の
積
極
的
協
働
の
推
進

･
会
員
間
の
相
互
交
流
､
グ
ル
ー
プ
間
の
･
は
し
か
け
や
地
域
と
の
協

働
に
よ
る
観
察
会
.
鞘
座
(D
は
し
か
け
ク
ル
ー
数

1
4
-→
1
5

し♪莱達
成
･
は
し
力
.t
ナ
ク
ル
ー
プ
は
､

丸
子
船
探
検
隊
の
解
散
に

よ
り
1
3
に
減
少
し
た
○
①
×
･
は
し
か
け
グ
ル
ー
プ
数

の
自
体
佃
は
達
成
で
き

は
利
用
者
主
体
の
活
動

で
あ
る
た
め
､
通
常
の

の
発
展

･
従
来
の
制
度
(ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
､
友
の

会
)
と
の
比
較
検
討
を
含
め
た
利
用
者

と
の
関
係
に
関
す
る
新
た
な
仕
組
み
の

模
討

の
割
合
の
増
加

･
担
当
者
の
専
門
分
野
以
外

の
活
動
へ
の
参
加

②
交
流
会
2
回

@達
成
･
交
流
会
は
､
ポ
7
ン
ア
イ

標
値
は
達
成
し
た
○

②
⑳
ル
ー
プ
数
の
増
加
を
日

目
標
や
評
価
基
準
の
投

が
､
提
案
で
き
る
ま
で

交
流
担
当

観
察
会
.講
座
.

･
他
団
体
と
の
協
働
割
合
の
○
G
)交
流
事
業
数
2
5
件
①達
成

①
⑳
･
事
英
数
で
は
目
棟
を
達

成
し
た
が
.
協
働
事
業

実
施
率
は
や
や
低
い
達

成
率
と
な
っ
た
.

壬
休
み
や
10
周
年
関
連

イ
ベ
ン
ト
の
当
館
単
独
第
二
段
階
指
標

化
の
割
合

･
既
存
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続
的
見
直

し
･
博
物
館
施
設
の
活
用
促
進

②
他
団
体
と
の
協
働
事

案
実
施
率
6
5
%
②

成
し
た
が
､
他
団
体
と
の

協
働
事
業
数
は
1
7
件
､

率
を
引
き
下
げ
る
要
因

体
験
教
室
の
充

実
･
地
域
の
機
関
や
B
]体
等
と
の
交
流
+
莱
増
加
.
維
持
(7
0
yo
)

･
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
充
実
③
タ
柑
B団
体
に
よ
る
憎
概
ね
達
成

@
0
試
独
自
の
主
催
事
#
を
多
再
掲
(
｢体
験
と
交

･
研
修
会
等
地
域
で
活
動
で
き
る
人
づ
く

り
に
つ
な
が
る
事
業
の
実
施

･
博
物
館
施
書又
の
活
用

物
館
施
設
の
利
用
に

関
す
る
内
部
規
定
の

作
成

㌧F概
ね
達
成
･
施
設
利
用
内
部
規
定
の
原

案
を
作
成
し
た
○
(卦
○
事
薬
実
施
率
は
下
が
る

ん
で
い
る
〇

･
施
設
利
用
内
部
規
定
は
､

書
手
が
遅
れ
た
た
め
担
流
を
促
す
博
物

館
｣
と
関
連
)

- H ∽ -



中
長
期
基
本
計
画
(第
二
段
階
)

第
二
段
階
(2
0
0
6
年
度
～
2
0
10
年
度
)
の
活
動
計
画

2
0
0
6
年
度
行
動
計
画
の
実
績
.
評
価

備
考

基
本
方
針

実
現
方
策
お
よ
び

指
棟
.
目
棟
価

担
当
部
課

グ
ル
ー
プ
名
事
業
.
活
動
名

達
成
目
標

目
標
値

目
標
達
成
状
況

達
成
度

自
己
評
価

肝
価

堤嬢の整備
拠
点
と
し
て
の
施
設
整
備

管
､
利
用
で
き
る
拠
点
と

し
て
､
収
蔵
.
保
管
施
設

の
増
築
と
n̂
'偏
の
拡
充
を

は
､
展
示
交
流
空
FF,'l
に
お

い
て
も
活
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
o

資
料
活
用
担
当
充
実
と
環
境
整

備
･
言十
画
的
な
収
蔵
棚
等
の
増
設

･
空
気
甥
塊
の
精
密
な
状
況
把
握

･
活
用
資
料
の
整
備
体
制
の
･
甥
嫌
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
進
捗

△
･
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
現
有

設
備
で
実
施
し
て
お
り
､

点
等
は
あ
る
程
度
把
握

サ
ー
の
位
3E
や
数
の
第
二
段
階
指
標

･
資
料
活
用
の
た
め
の
整
備
方
針
作
成
と
確
立

装
置
の
整
備

な
し
借
は
進
ま
な
か
っ
た
○

･
設
備
を
改
善
.
充
実
す

*
用
が
必
要
で
あ
り
､

具
体
的
な
行
動
を
起
こ

企
画
調
整
課
情
報
シ
ス
テ
ム

･
対
胎
機
能
に
役
立
つ
シ
ス

テ
ム
(メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

誉
T百
7
達
成
･
対
話
機
能
の
充
実
が
可
能

ミル
=
ノ-
､
○
･
ハ
-
ド
面
で
の
各
種
機

能
充
実
お
J:
ぴ
安
定
的

運
用
を
目
指
し
た
サ
ー

丁古
7

(指
標
.
日
射
副

活
用
資
料
の
整
備
体
制
の
確

_1L
機
能
の
充
実
･
対
話
機
FIヒ
改
善
の
た
め
の
イ
/
7
7
整

備
の
実
施

ト
､
掲
示
板
､
ブ
ロ
グ
等

と
斗
入

の
反
映

目
標
を
達
成
し
た
○

運
用
に
つ
い
て
の
具
体

的
格
肘
は
評
圧
と
し
て

残
っ
た
o

総
粍
課

県
有
施
設
建
築

物
現
状
.
劣
化
･
建
築
物
現
状
.
劣
化
状
況
調
査
(
3
年

に
1
回
)

･
建
築
物
設
備
点
検
(毎
年
)

･
県
有
施
投
建
築
物
現
状
.

劣
化
状
況
調
査
の
#
粍
委

托
完
了
と
安
全
対
策
の
施

工
･
調
査
業
粍
委
託
の
完

了
達
成
･
2
0
0
6
年
1
2
月
に
調
査
薬

務
の
委
託
契
約
を
締
結
し
､

3
月
に
調
査
報
告
が
行
わ

れ
た
○
0
･
県
各
施
設
で
の
調
査
仕

様
を
統
一
す
る
た
め
､

姓
熊
操
で
の
仕
様
暮
内

し
､
奥
約
が
遅
く
な
っ

た
が
､
以
後
は
頼
桐
に

進
捗
し
た
○

･
学
芸
員
の
配
正
は
,
当
面
､
総
秩
部

置
･
専
門
分
野
の
特
色
を
活
か
し
た
組
織
の

･
広
報
専
門
ス
タ
ッ
フ
達
成
･
学
校
団
体
の
利
用
者
確
保

を
図
る
た
め
､
本
県
教
織

員
O
B
の
非
常
勤
(過
2
日

勤
務
)嘱
託
員
1
名
を
配

対
し
精
力
的
に
P
R
活
動

を
行
っ
た
o
⑳
専
門
の
嘱
託
員
を
配
置

す
る
こ
と
が
で
き
､
学

校
等
に
肘
す
る
効
果
的

∫
熊
二
段
砧
指
標

研
究
部

専
門
ス
タ
ッ
フ

F
連
携

･
琵
琶
湖
ー引
勿
舘
の
目
標
実

現
の
た
め
に
必
要
な
専
門
の
配
置

･
他
の
研
究
機
関
や
行
政
機

と
カ
で
き
た
.

･
兼
橋
の
か
た
ち
で
外
部

_農
事一~
士と

ら
琵
琶
湖
博
物
館
の
目
標

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
者
.

究
か
ら
こ
れ
に
迫
る
者
､

学
校
教
育
.
学
習
活
動
の

動
.
企
画
広
報
.
デ
サ
イ

門
ス
タ
ッ
フ
を
JE
次
配
置

す
る
.

【指
摘
,
日
横
側

専
門
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
-
読
事
業
部

体
制

貝
の
配
置
と
区
分

･
事
務
事
業
の
継
続
的
な
見
直
し

･
事
業
に
関
す
る
仕
事
I
の
公
平
な
評
価
ス
タ
ッ
フ
の
適
正
配
社

柔
軟
な
職
員
配
置

琵
琶
湖
.
環
境
科
学
研
究

セ
ン
タ
-
お
J:
び
琵
琶
湖

に
専
門
分
野
と
関
わ
り
の

あ
る
学
芸
員
を
各
1
名
兼

派
遣
(週
2
日
)
し
た
○

に
派
iI
さ
れ
た
早
耳
員

は
､
当
館
学
芸
職
員
と

し
て
の
自
負
､
自
覚
の

も
と
派
iI
先
で
研
究
や

で
い
る
○

総
粍
課

十
･
効
率
的
な
事
務
処
理
の
執
行

･
総
時
間
外
勤
粍
時
間
数
の

一
部
達
成
3
,8
5
0
時
間
(対
前
度
年

8
_6
%
縮
減
)

･
2
0
0
5
年
度
当
館
総
時
間

外
勤
務
時
間
数
4
.2
1
2
△
･
当
館
総
時
間
外
勤
粍
時

間
の
削
減
は
前
年
度
の

O
l

｢専
門
ス
タ
ッ
フ
の

効
率
的
よ
事
務

処
理
の
推
進
･
ク
ル
-
プ
外
業
弼
(専
門
分
野
に
関
す

る
業
税
な
ど
)
の
把
握
と
そ
れ
を
ふ
ま
対
第
一
段
階
末
比
3
2
%
数
の
肘
前
年
度
末
比
2
5
%
時
間

I l L 6 I



中
長
期
基
本
計
画
(第
二
段
階
)

第
二
段
階
(2
0
0
6
年
度
～
2
0
10
年
度
)
の
活
動
計
画

2
0
0
6
年
度
行
動
計
画
の
実
績
.
評
価

備
考

基
本
方
針

実
現
方
策
お
よ
び

担
当
部
課

グ
ル
ー
プ
名
事
業
.
活
動
名

活
動
方
針
.
内
容

達
成
目
標

目
標
値

達
成
度

自
己
評
価

E平
佃
】

堤境の
･
研
究
基
金
､
助
成
､
協
欝

と
幅
広
い
財
源
の
確
保
に

努
め
る
○

追
求
し
､
r地
域
だ
れ
で

ち
.
ど
こ
で
も
博
物
館
)

の
向
上
を
は
か
る
.

【指
標
一
目
標
値
1

1
7
件
-
1
9
件

略
の
具
体
的
な

展
開

･
不
満
度
の
志
か
つ
た
施
設
の
改
善
.
整

備
･
r
3
T
戦
時
J
や
ト
ラ
イ
ア
ル
ウ
イ
-
8
0
%
達
成

･
年
間
来
館
者
数
5
0
万
人
人
の
来
館
者
増
加
達
成
･
2
0
0
6
年
度
1
年
間
の
来

館
者
は
4
7
6
.5
6
3
人
で

2
0
0
4
年
度
比
3
5
.3
7
7
人

達
成
し
た
〇

･
目
標
達
成
の
た
め
､
琵
琶

湖
博
物
館
広
報
.
経
営
戟

た
o
㊨

と
協
力
の
も
と
､
広

報
.
経
営
戦
略
2
0
0
6
年

度
行
動
計
画
を
着
実
に

と
考
え
ら
れ
､
次
年
度
財
源
に
つ
い
て
は

※
2
0
0
4
年
度
来
館
者

｢幅
広
い
財
源
確

･
効
果
的
.
効
率
的
な
運
営
と
柔
軟
な
財

源
確
保

皮
.
維
持

･
展
示
に
か
か
る
収
支
バ
ラ

ン
ス
の
改
善

数
4
4
1
.1
8
6
人

テ
ル
等
宿
泊
施
設
を
訪
問

の
要
望
ま
え
､
学
校
団
体
の
博
物

た
○

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
の
活
用
保
｣
と
連
携

研
究
部

幅
広
い
財
源
の
確
保
･
公
的
機
関
か
ら
の
委
託
事
業
費
､
公
的
･
科
学
研
究
費
補
助
金
等
の

公
的
機
関
か
ら
の
補
助
金

′＼
概
ね
達
成
･
国
等
か
ら
の
委
託
事
業

･
科
学
研
究
費
補
助
金
(代

表
者
)新
規
2
件
継
続

3
件

○
採
択
率
は
2
8
%
で
昨

整 備
確
保

な
財
源
確
保
の
積
討

3
分
の
1

等
の
公
的
機
関
力
b

の
補
助
金
9
件

8
8
%
(8
/9
)
･
民
間
か
ら
の
助
成
金
(代

表
者
)新
規
2
件
継
続

0
件
･
合
計
8
件
新
規
4
件

継
続
4
件

択
2
件
)

･
民
間
基
金
の
研
究
助
成

申
請
数
は
ま
だ
十
分
と

存
在
基
盤
の
確
立

･
琵
琶
湖
博
物
館
協
議
会
に

の
成
果
を
評
価
す
る
機
能

や
博
物
館
運
営
の
応
援
の

た
め
の
機
能
を
拡
充
す
る
o

琵
琶
湖
博
物
館

の
積
討

活
動
の
成
果
や
自
己
評
価
結
果
に
つ
い

て
の
評
価
を
加
え
て
公
開
す
る
仕
組
み

や
対
応
を
検
討

･
博
物
館
の
活
動
､
運
営
等
検
討
結
果
の
ま
と
め
概
ね
達
成
い
て
は
､2
0
0
6
年
度
(平

成
1
8
年
9
月
)
の
協
謙

野
の
ご
専
門
､
お
立
場
の

る
体
制
と
な
っ
た
○

請
○
･
協
議
会
委
員
の
改
選
で

長
先
生
､
旅
行
代
理
店

等
経
験
者
(公
募
委
員
)

野
の
専
門
､
立
場
の
方

に
も
就
任
い
た
だ
い
た
O

-
か
｢7
~■
~
第
二
段
階
指
標

- 〓 べ -



4)琵琶湖博物館中長期基本計画2006年度行動計画の目標達成状況および自己評価結果について滋賀県

立琵琶湖博物館協議会 (2007.2.23)で出だされた意見 (要約)

ア 評価実施方法 ･総括

(a)評価のあり方

･計画を策定し､目標を立て､その目標に少しでも近づけようとすること､PDCA (プラン (計画)､

ドゥ (実施)､チェック (評価)､アクション (改善))が現場で回り始めていることが重要で､細かい

目標値の達成については気にしすぎなくてもよい｡

･できることを書いて､できたら ｢O｣では意味がなく､評価には工夫がいるが､苦労してでも実施して

よかったというものにしてほしい｡

(b)設定目標､評価方法等

･観察会等の協働事業実施率については､｢独自の主催事業を実施するほど協働事業実施率は下がるとい

う自己矛盾を含んでいる｡｣とある｡こういう場合は来年度の設定目標を見直す必要がある｡どの事業

を引き継ぎ､どの事業を変えるのか考えてほしい｡

･今回の自己評価では32項目のうち18項目が ｢◎ (大いに評価)｣であった｡達成しやすいような､数字
に落としやすいような目標設定になっていないか点検してほしい｡逆に､これができないと博物館は成

り立たないような項目には重み付けがほしい｡

･博物館の取り組み不足ではなく､外部の条件でそうならざるを得ない場合､自己評価は ｢△ (次年度に

向けて対応策を検討)｣ではなく､何か別の印を考えてもよい｡

(C)琵琶湖博物館協議会としての対応

･協議会は数字だけでは評価しない｡博物館が正直に頑張ったことに対しては評価し､できなかったこと

がその後きちんと行われれば協議会が評価する意義がある｡

･博物館協議会の評価機能として重要なことは､PDCAがうまく回っているかどうかを監視し続けるこ

と､大きな目標である ｢地域だれでも･どこでも博物館｣の実現が少しでも進んだかどうかを年度ごと

に見ていくこと､次年度の計画ではその目標に向かって前年度の課題を整理あるいは解決できるような

方策が立てられているかどうかをチェックすることで､大きな観点で評価することである｡

･行動計画の全体の表だけ-Tlはわかりにくいので､重点目標と目標値､その年度目標というようなものを

つくり.､その年度の事業の優先順位がわかるようにしてほしい｡そういう工夫も行いながら､協議会が

評価できるような仕組みをつくってほしい｡新空間や学校サテライト博物館は､大きな目標に向かって

の重要なステップである｡

･委員のそれぞれの立場と見識を生かし､教育 ･観光等､琵琶湖博物館の果たすべき機能 ･役割を多面的

に定性評価することは可能｡

イ 個別の項目

(a)｢集う､使う､創る 新空間｣

･この新空間の運営実験は､県民が博物館を使うという大へん面白い試みだが､その理念､コンセプト

(考え方)や､具体的にどのように利用できるかがわかりにくい｡最初は少し説明を行い､新空間で実

施してほしい内容を示さないとなかなか利用されない｡

･博物館が利用してほしい活動イメージを描き､館主導で何かプログラム (実施企画案･要綱)をつくっ

て実施し､その実績をビジュアルに (絵や写真などを使って)利用者に示していく必要がある｡
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(b)交流事業 (学校との連携)

･琵琶湖博物館が教育施設であるという面から考えると､県内の′ト 中学校の利用率が少なければ校長会

や県教育委員会と連携し､学校が琵琶湖博物館を利用する狙いを明確にし､発信していかなければなら

ない｡

･琵琶湖博物館の研究者が講師として学校に出かけていき､情報や知識を提供していくと､そこからまた

博物館や自然に興味を持ってもらうことができる｡

･児童生徒の科学する芽を育てるという点で､琵琶湖博物館の研究や観察会に期待している｡琵琶湖博物

館で学んだ科学､研究の手法を用いた研究を中学生が行うようになってくると､その研究成果が展示や

交流､新空間の利用などにつながるので､そういう波及効果も評価の視点として取り入れてほしい｡

(C)広報 ･経営戦略 (観光施設としての期待)

･民間では中長期の計画を立てる場合にはまず数字を出し､何年にはどういう来館者層をどれだけ入れ､

その収入がいくらで､そのためにどうするということを書く｡

･琵琶湖博物館が観光施設であるという面から考えると､広報が非常に大事｡県外から小学校が1泊旅行

でどんどん来れば観光振興になり､地域の経済も潤う｡県内の旅館から関東や東北､九州の旅行会社に

行く営業マンに琵琶湖博物館の広報 ･宣伝をしてもらえれば来館者数も増える｡

･琵琶湖博物館は､研究活動が基本にあるので教育活動や観光活動という展開ができ､しかも続くという

仕組みになっている｡観光の面でも大いに期待したい｡

(d)高校生 ･大学生の来館者増加対策

･高校生 ･大学生の来館者割合が4.1%と少ない｡受験や大学教育にはほとんど無縁の展示を見に来る多

くの昆虫好き､博物館好きの少年 ･少女が､高校生や大学生になると来なくなる｡中長期基本計画に盛

り込み､この割合が増えるよう取り組んでほしい｡

･高校生や大学生は博物館を担う一番近い人たちで､狙うべき対象である｡ここを引き付けていくことが

大切で､ここを頑張れば日本の教育文化の改革にもつながる｡

(e)その他

･｢環境モニタリング装置の整備｣は､進まなかったので ｢△｣となっているが､現状でどれだけの危機
感があるのかわからない｡博物館としてどうしても改善しなくてはならない状況であれば､協議会とし

ても予算化に向けてあと押しする必要がある｡

･県内には利用されず劣化してきている資料がいろいろあるので､整理 ･保管し､利用できる方法を考え

てほしい｡他方､県内には退職した人たちがいろいろなグループをつくり､地域で何かを掘り出し､書

きとめ､残していこうという動きがあり､そういう方々が多数おられるので､非常に強い力になり､協

力者になると思う｡

･IPM (IntegratedPestManagement;総合的資料有害虫管理)の推進について､アルコール噴霧は

主に防カビ､殺カビのための方法なので､防虫には限界がある｡常に乾燥させることが重要｡IPMは

場所ごとの最適条件というものがあるので現場での試行錯誤も必要となる｡
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1 研究部

今年度は琵琶湖博物館の中長期計画の第2段階の最初の年であり､今後は琵琶湖博物館ならではの学際

的あるいは地域的な研究をなお一層推進していくことを目標として掲げている｡

研究 ･調査活動においては､総合研究3件､共同研究9件､申請専門研究3件､専門研究29件を行った｡開

館以来の総合研究や共同研究などの件数は減少傾向にあったが､今年度はひとまず3件の総合研究を開始

することができた｡

県費以外の外部の助成による研究あるいは研究の分担者として､17人の学芸職員による38件が行われた｡

今後も外部からの資金も活用しながら研究を活発化するとともに館外の方々との共同研究によって研究能

力を高める活動を継続する必要がある｡

成果の発信については､学術論文33件､専門分野の著作82件､そして一般向けの著作として新聞への原

稿も含め165件が行われた｡今後は数だけを問題とするのではなく､琵琶湖博物館の中長期計画に照らし

合わした学際的あるいは地域を対象としながらも国際的な関心を呼ぶような研究をひとつでも増やすこと

を目標としたい｡

その他､館内事業としては､例年は1回しか行っていない研究発表会を4回開催した｡この4回の発表

会のうち､1-3回目では研究部の3つの領域におけるこの10年間の研究成果を中心に発表を行った｡ま

た､4回目には中長期方針に沿って琵琶湖地域の研究を行っている個人や団体に集まっていただきアトリ

ウムでのポスター発表を中心に研究の発表交流を行った｡発表は38件あり充実したものとなった｡

特別研究員については､5名の外部研究員が琵琶湖博物館の施設を利用して研究を行い､またセミナー

で発表を行った｡その他､4名の外部研究者が施設利用手続きの後､生態進化実験室､共同利用研究室な

どの施設を利用した｡外部の研究者との共同研究を活発化し､互いに議論をする中で研究能力が向上して

いくことを考えると今後も施設利用者が増加する傾向が望まれる｡

この他､琵琶湖博物館開館10周年を記念して､開館以来10年間の研究部の活動などを ｢琵琶湖博物館

研究部10年の歩み｣にまとめて出版した｡この冊子が､これまでの活動を総括し､今後の研究部の進む方

針の足がかりとなること期待したい｡

2 事業部

(1)展示交流

展示交流空間の更新にむけて､老朽化した情報機器類の全体的な見直しを行い､同じ展示効果を他の機

種で安価に実現できるものについては速やかに更新し､情報機器類を使わずに展示効果が期待できるもの

については､別の手法に変更した｡また､内容が時代にあわなくなったものについても随時更新を行った｡

特に､｢わたしたちの暮らし40年｣のコーナーでは､琵琶湖博物館が開館した1996年から2005年までの展

示を加え､｢わたしたちの暮らし50年｣-と更新した｡

展示交流活動については､展示交流員､水族飼育員やディスカバリールーム嘱託職員による来館者との

交流活動を強化した｡

2006年度と2007年度の二年にわたって､総合研究 ｢東アジアの中の琵琶湖-コイ科魚類を展開の軸とし

た環境史に関する研究-｣の総括として開催される企画展示の第一弾として,第14回企画展示 ｢湖辺～水､
魚そして､人～東アジアの中の琵琶湖｣が開催された｡本企画展では､湖辺での人間と生き物､その環境

とのかかわりを､今森光彦氏の映像を用いることによって､幻想的なイメージとして展示した｡そのこと

によって､改めて観覧者に環境に関する問題意識を感覚的に理解していただくよう努めた｡併せて､水族

企画展示として､第18回水族企画展示 ｢水辺の生き物｣を同時期に開催した｡

ギャラリー展示等では､2003年度より連携して活動を行ってきた志津′ト学校との連携企画である ｢こビ
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もが見つめる ふるさとの川-こどもエコクラブ伯母Q五郎のたからもの-｣や､近年における身の回り

の生きものの変化に目を向けた 『つかんだ ･つんだ ･いつもいた あの生きものは､いま-･?』等を開

催した｡また,｢集う､使う､創る 新空間｣ではいよいよ試行的に運用を開始し､地域住民の活動紹介

を行った｡

(2)資料の整備 ･活用

中長期基本計画の第二段階 (2006年度～2010年度)に入り､琵琶湖博物館では､｢琵琶湖地域で保存さ

れた資料や情報が､地域の博物館や関連施設で必要に応じて相互に利用できる環境を整備し､資料の情報

を共有する｣ことを通して､資料が活用できる博物館の実現をめざしている｡第二段階では､特に､1)

資料の整備と活用サービスの推進､2)代替燥蒸法の確立とIPM (総合的資料有害虫管理)の推進､3)電

子図鑑の公開､4)資料情報の公開 ･増補 ･改良､を推進している｡

1)については､2006年度は ｢永久保存資料｣と ｢時限保存資料｣に資料を区分し､特に後者について､

活用度をいっそう高めるための方策を検討した｡今後は資料を活用するための整理と管理体制の検討が必

要となっている｡2)については､当館独自のIPM基準値を設定し､この基準値を維持するための日常管

理の徹底を行った｡具体的には､収蔵庫内の清掃に加えて収蔵庫前廊下の定期的清掃､防虫防菌対策の試

行と効果測定､各分野の資料の殺虫 ･防虫処理方法の現状把握などを新たに実施した｡今後とも各収蔵庫

でIPM基準値を維持できるよう､収蔵庫環境の整備や日常管理の徹底を行っていきたい｡3)については

電子図鑑 ｢珪藻｣を正式に公開､4)については民具データベースおよび､化石標本､植物さく葉標本､

昆虫液浸標本の英語版データベースを公開することができ､目標値以上の成果が得られた｡今後も公開準

備を進めるとともに､資料の収集および整理の進展によって､各データベースの充実を図っていきたい｡

資料の保存環境の整備では､収蔵庫施設の充実と環境整備が､拠点としての施設整備の課題となってい

る｡収蔵庫の環境モニタリングに関わる設備を改善 ･充実するためには､かなりの費用が必要であり､

2006年度には具体的な行動を起こすことはできなかった｡今後は､現有設備を活かしながらできるだけ少

ない費用で整備を進める方策を検討するとともに､収蔵庫ごとのあるべき温湿度環境の設定とその維持管

理についても検討を行いたい｡それによって､環境管理システムの現状把握と再整備の方針について検討

する予定である｡

(3)交流 ･サービス活動

体験学習プログラムの充実や ｢はしかけ｣､｢フィールドレポーター｣の活動充実を中心に交流 ･サービ

ス事業を進めてきた｡また､今年度から中長期基本計画の実現に向けて新しい交流のあり方の検討を始め

た｡その結果､体験学習プログラムは13から15に増加した｡教員等指導者研修参加者数は年に900人を越

えた｡はしかけは357名の登録があった｡フィールドレポーターについては､172名の登録があり､調査は

年3回行った｡2003年度から今年度までのフィールドレポーター便りと掲示板を電子化し､誰でもが閲覧

ダウンロードが可能になった｡｢はしかけ｣､｢フィールドレポーター｣は､九州国立博物館で開催された｢ボ
ランティアメッセ2006IN九博｣に参加し､県外の団体との交流を深めるとともに､活動の充実をはかる

ことができた｡また､2つのグループは琵琶湖博物館開館10周年関連イベントで､研究発表会に参加する

とともに10周年記念ギャラリー展示 ｢企画展でふりかえる琵琶湖博物館の10年｣においても展示した｡さ

らに､情報利用室の新空間で ｢はしかけ ･フィールドレポーター活動紹介｣の展示を行った｡観察会､講

座については29件､約65%を他団体との協働で実施した｡

今後の課題として､新しい交流のあり方の検討をはじめたが､方向性をだすにとどまった｡来年度は､

具体的な方策の検討に着手したい｡はしかけについては､グループの参加人数から活性化の状況を示す新

たな評価基準や数値目標を検討する｡また､来年度は学校サテライト博物館の試行を考えている｡
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(4)情報発信

今年度の最も大きな成果は､電子情報発信の要となっているWWWサイトについての情報の充実に努め
たことである｡また､2005年度に大規模更新を行ったWWWサイトの不具合箇所に関して､順次改善を
行った｡さらには､端末機器の継続的な更新と併せて､2007年度に予定している情報システムの中枢機器

群の更新のための各種検討を行い､基本法方針を確定させた｡

体制面では､WWWサイトの即効的かつ安定的な情報更新を目的に､情報システム全体の運用方針を検
討し､次年度の運用に反映させる作業を行った｡

3 総務部

(1)来館者の状況

琵琶湖博物館の来館者数は､開館初年度を除き年々減少傾向にあった｡2004年度には44万人台となり過

去最低となった｡しかし､2005年度には年間来館者数が約45万人となり､2006年度には約47万まで回復し

た｡来館者数が増加傾向に転じた要因には､博物館施設への来館者数が全国的に回復傾向にあることもあ

るが､ギャラリー展､水族企画展などが好評であったこと､少しずつではあるが常設展示の更新が行われ

ていること､ユニバーサルデザインの推進など考えられる｡また､｢琵琶湖博物館広報 ･経営戦略｣に基

づき､トライアルウイークや効果的な広報活動が実施されたことによる効果があったのではないかと考え

られる｡

(2)来館者アンケート結果

毎回のアンケート調査結果とほぼ同じ傾向を示していることが得られたデータからわかる｡満足度につ

いては､博物館を訪ねてみて ｢非常に満足した｣と ｢満足した｣をあわせて､昨年度に引き続き80%以上

の数値となった｡これは､水族展示室､ディスカバリールーム､アトリウムで実施されたトピック展や､

展示交流員と話そう､水族飼育員と話そう､フロアートークなどの活動が満足度の向上に結びついている

と考えられる｡満足度の数値については ｢琵琶湖博物館中長期基本計画｣第2段階で ｢年3回平均目標値

80%｣に上方修正されたが､その目標値が実現できていることになる｡

(3)広報 ･経営戦略

琵琶湖博物館広報 ･経営戦略は､2005年度に設置された広報 ･戦略会議が作成し､琵琶湖博物館協議会

の審議を経て､2006年3月に策定されたもので､中長期基本計画と連動しながら､2010年度には年間来館

者50万人を回復し､以後この数字を維持し､県民の認知と支持を得て今後も発展していくことをその骨子

としている｡

この計画を推進し進行管理するため2006年度から上席総括学芸員をリーダーとする広報 ･経営戦略検討

チームを立ち上げ､毎年度 ｢琵琶湖博物館広報 ･経営戦略｣行動計画を作成し､その進行管理を行うこと

とした｡平成18年度にはトライアルウイークとして県下の小 ･中学校を中心とした広報活動のほか､パブ

リシティーを活用した積極的な情報提供を行った｡

(4)重吉琶湖博物館開館10周年記念事業

1996年10月の開館から10年の節目を迎えたことから､2006年度には10周年を記念するためのロゴマーク

の作成､記念誌の出版､記念行事を開催した｡ロゴマークは､博物館の利用者への感謝の気持ちを込めて

｢ありがとう10周年｣の文字を盛り込んだものとして､チラシや記念誌などに加えた｡

記念誌は ｢企画展でふりかえる琵琶湖博物館の10年｣と ｢滋賀県立琵琶湖博物館研究部10年の歩み｣を

発行した｡記念事業は､10月21日 (土)･22日 (日)に ｢ありがとう10周年感謝のつどい｣を開催した｡

21日 (土)には記念式典と滋賀県出身のNHKチーフアナウンサー野村正育氏を講師にお迎えして､｢琵琶

湖 ふるさと 滋賀一放送現場からのメッセージー｣と題した講演を開催し､22日 (日)には日本ヨシ笛
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協会によるヨシ笛の演奏会をホールで開催した｡また､アトリウムでは琵琶湖博物館と関わりのある地域

の団体などの活動をポスター掲示し､｢使う､集う､創る 新空間｣では10月17日 (火)～10月29日 (日)

にかけて ヨシ紙展示 ｢琵琶湖と鵜殿のヨシ紙｣を､ヨシ博物館と鵜殿ヨシ研究所との協同で開催した｡

この他にも､紙芝居､屋外展示の観察会､水族バックヤードミニツアーなどの各種イベントも同時開催さ

れた｡

(5)施設整備

建築後10年が経過し､設備等の劣化が進行しており､空調設備や配管等の修繕等を行い､施設設備の維

持管理に努めた｡

また､博物館全体の施設設備について現状 ･劣化状況の調査を行なった｡今後は､17年度に調査した空

調設備保全計画と合わせて計画的な施設設備の保全に努める｡

(6)来館者サービスの向上

来館者サービスの向上の一環として2004年4月から1年間何回でも観覧できる年間パスポートの販売を始

め､2006年度は738人 (対前年68人増)に購入いただき､延べ3,105回の入館観覧をしていただいた｡当館

の来館者はリピーターの方が多く､利用者ニーズに応えるとことができるとともに顧客の定着化による利

用の促進が図れた｡公共交通機関や他の施設と連携した取り組みとして､JR西日本等との連携による周

遊パスポート｢わくわく観光パスポート びわ湖 ･草津へ行こう｣に取り組み､2006年度は3,261人の販

売実績があった｡また､関西地域に所在する他の博物館等65施設と連携し ｢ミュージアムぐるっとパス ･

関西｣に取り組み､60人の方に購入いただき延べ231回の入館観覧をしていただいた｡

今後もより一層の利用促進を図るため､近隣の観光施設や交通機関等との連携による観覧券の導入を検

討していきたい｡

(7)国際交流活動

JICAからの委託事業として ｢博物館集中コース｣研修を国立民俗学博物館との共催で実施し､8カ国

10名の研修生を受け入れた｡JICA研修についてはその内容を継続的に充実し､海外からの研修生との関

係強化を図りたい｡

視察については､アジア地域をはじめ､北アメリカ､南アメリカ､オセアニア､ヨーロッパ､アフリカ

など世界各地域から､合計46件､約630人が博物館を訪れた｡このうち韓国からの視察が増加しているこ

とと､自然環境の保全に関する視察件数が多いことが2006年度の傾向として見てとることができた｡

国際交流活動については中長期的な視点をもち､海外との将来にわたる良好な関係を構築するきっかけ

となるよう努力したい｡
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■開館時間 午前9時30分から午後5時まで (入館は､午後4時30分まで)

■休館日 毎週月曜日 (祝日･休日の場合は､翌日休館)

年末年始 (12月25日～1月2日)

その他館長が定める日

■観覧料 (常設展示) (2007年4月1日現在)

個 人 団体 (20名以上) 年間観覧券 共通券 (*)

小学生 .中学生 250円 200円 750円 320円

高校生 .大学生 400円 320円 1,600円 520円

(*)草津市立水生植物公園 ｢みずの森｣との共通券｡団体は取り扱いません

※未就学児､障害のある方､県内居住の65歳以上の方は常設展示の観覧は無料です｡(詳細についてはご

確認ください｡)

※年間観覧券は､購入後1年間､常設展示､企画展示を何回でも観覧できます｡

※企画展示はそのつど料金を定めます｡(開催期間中)

■交通案内

●JR新幹線 ｢京都駅｣｢米原駅｣からJR琵琶湖
線に乗り換え ｢草津駅｣｢守山駅｣で下車｡
｢草津駅西口｣から､近江鉄道バス ｢烏丸半島｣

行きで ｢琵琶湖博物館前｣下車､約25分｡

タクシーで約20分｡

｢守山駅西口｣からタクシーで約20分｡

●車では､名神高速道路 ｢栗東IC｣から国道
1号線～栗東志那中線～湖周道路を経て約25分｡

または ｢瀬田西Ⅰ.C｣から湖周道路を経て約30分

烏丸半島ご案内

●航路では､琵琶湖汽船シャトルポートで ｢大津港｣､

｢琵琶湖大橋港｣から ｢草津烏丸半島港｣へ (不走朔)

*問い合わせ先 :琵琶湖汽船077-524-5000

■駐車料金 (2007年4月1日現在)

大型バス 1,700円 マイクロバス 1,100円

※博物館観覧者が使用する普通車と二輪車は無料扱いとなります｡

■問い合わせ

〒525-0001 滋賀県草津市下物町1091番地

滋賀県立琵琶湖博物館

TEL(077)568-4811 FAX (077)568-4850

インターネットホームページ http://wwwlbm.go.jp/
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館長 兼 滋賀県顧問 川那部 活哉 (かわなべ ひろや)

略歴 1955年京都大学理学部 (動物学科)卒業､1960年京都大学大学院理学研究科博士課程 (動物学専

攻)修了 ･京都大学理学博士､同年京都大学助手､1961年同講師､1967年同助教授､1977年同教

授､1991年同生態学研究センター長兼任､1996年停年退官､同年4月より現職｡1960年京都大学

大学院理学研究科博士課程修了 ･京都大学理学博士｡同年京都大学助手､1961年同講師､1967年

同助教授､1977年同教授､1991年同生態学研究センター長を経て､1996年退官｡同年4月より現職｡

賞罰 1960年朝日奨励賞､1995年カナダ国ゲルフ大学 (U.ofGuelph)名誉理学博士､1996年京都大学

名誉教授 ･日本学士院賞エディンバラ公賞､1997年アメリカ芸術科学アカデミー (AAAS)外国

人名誉会員､1997年世界科学協会 (IMS)会員､1999年京都新聞文化学術賞､2001年世界芸術科

学アカデミー (WAAS)会員､2002年京都府自治功労賞､2003年日本生態学会功労賞 ･応用生

体工学会名誉会員｡1960年朝日奨励賞､1995年カナダ国ゲルフ大学 (U.ofGuelph)名誉理学博士､

1996年京都大学名誉教授･日本学士院賞エディンバラ公賞､1997年アメリカ芸術･科学アカデミー

(AAAS)外国人名誉会員 ･世界科学協会 (IMS)会員､1999年京都新聞文化学術賞､2001年世

界芸術･科学アカデミー (WAAS)会貝､2002年京都府自治功労賞､2003年日本生態学会功労賞･

応用生態工学会名誉会員｡

役員 日本生態学会 ･国際古代湖生物学会 (SIAL)･応用生態工学会元会長､国際生態学連合 (INTEC

OL)元副会長 ･第5回大会会長､国際理論応用陸水学会 (SIL)元日本代表 ･生物多様性委員長､

生物多様性国際研究計画 (DIVERTSITAS)科学委員会元委員 ･西太平洋アジア地域ネットワー

ク(DIWPA)元委員長･陸水部会元部会長､未来開拓学術研究推進事業｢アジア地域の環境保全｣

研究推進委員会元委員長､世界自然保護基金ジャパン (WWFJ)常任理事､21世紀 COEプログ

ラム委員会 ･京都府文化財保護審議会 ･京都市文化財保護審議会 ･国際生物学賞委員会委員､第

9回世界湖沼会議調整会議議長 ･企画委員会委員長､など｡

専門分野 生態学

研究テーマ 社会 ･群集関係の総体論､文化多様性 ･生物多様性の歴史的関係

1955年以来､アユの社会構造や川や湖の魚の種間関係を主に調べてきたつもり｡京丹後市にある芋川の

魚について､50年以上ほぼ毎年調査してきた愚直さを大いに誇りにしている｡その初期から､アユの成長

や数の減少など生物生産の動態がその社会構造によって変化することを見つけ､競争的な ｢食いわけ｣と

｢棲みわけ｣を明らかにし､1970年代には､アユの社会構造を含むいくつかの生態的現象の進化史的な意

義に関する仮説を提唱した｡また1977年からは､アフリカのタンガニイカ湖などで国際共同研究を進め､

｢競争的協同｣の考えを進めた｡これらをも含め､生きものの間の関係は､｢あれかこれか｣と言うよう

なものではなく､むしろ相対的かつ暖味なものだと考えている｡

国内的にも国際的にも地域主義的な発想が極めて大切だと思い､従って特に国際的な共同研究において

は､｢当該地域の人々が調査のリー ド役を果たし､さまざまな決定はその地域の人々が行うべきだ｣との

考えのもと､現地の研究者のアドバイザーの役割に徹することに努めてきたつもりだ｡

｢生物間の関係の総体｣の研究こそが重要だと､50年あまり言い続けてきたが､近年の生態学の国際的

流れはこの方向にかなり近づいているようで､いささか満足 している｡｢生物の多種共存機構を促進する

相互作用機構｣すなわち ｢地球共生系｣の共同研究に引き続き､｢生物多様性を促進する生態複合｣すな

わち ｢共生生物圏｣の共同研究をも進め､国内的には2002年3月に一応終わった｡

琵琶湖博物館は､私流の言いかたをすれば､｢湖と人間とのあいだの関係の総体を歴史的に見て､今後

の自然とのつきあいかたやそれぞれのくらしを各自に考えて貰う｣ための組織である｡従ってここに来て

からは､従来からの ｢生物間の関係の総体｣を拡張して､｢湖と人間の関係の総体の歴史性｣を考え直し

ており､｢古代湖は生命文化複合体｣などと奇妙な用語を口走ったりもして､館員諸氏には大いに迷惑を

かけているに違いない｡また､博物館事業の国際化にも少し力を注ぎたいと､数年前からフランス国立自

然史博物館 (MNHN)などと論議を進めてきた｡この成果の一つは､日仏合同企画展示 ｢ファーブルに
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学ぶ｣として､2007-8年には日本で､2009-10年にはフランスで開催される｡

『原色日本淡水魚類図鑑』(1963,76)､F川と湖の魚たち』(1969)､『生物と環境』(1978)､『川と湖の生

態学』(1985)､F山渓カラー名鑑日本の淡水魚』(1989,2001)､F生物界における共生と多様性』(1996)

など､比較的おとなしい題名の著書もあるが､F偏見の生態学』(1987)､F暖味の生態学』(1996)､『魚々

食記』(2000)など､いささか鬼面人を驚かす題のものもある｡また､私淑していたエルトンさんの本を3

冊翻訳したほか､『シリーズ地球共生系全6巻』(1992-93)､F共生の生態学全8巻』(1994-96)を監修し

たりもした.また､博物館-来てから編集したものには､F古代湖 :その文化的 .生物的多様性』(1999､

英文)､『古代湖 :生物多様性 ･生態 ･進化』(2000､英文)､『博物館を楽しむ:琵琶湖博物館ものがたり』

(2000)､『ビジュアル科学講座生命の地球全13巻』(2000)､『生物多様性の世界』(2003)などがあり､も

うしばらくすると､『対談 琵琶湖博物館を語る』も出ることになっている｡

なお､『日本の魚類生物学 :川那部浩哉に捧げる』(1998､英文)や 『川の自然を残したい一川那部浩哉先

生とアユ』(2000)などを贈って頂き､光栄に思うと同時にいささかならず恥ずかしい気もしている｡

上席総括学芸員 布谷 知夫 (ぬのたに ともお)

略歴 1974年京都大学大学院農学研究科博士課程中退､農学修士､2004年総合大学院大学博士 (文学)

取得､1974年大阪市立自然史博物館､1991年滋賀県教育委員会事務局文化施設開設準備室を経て､

1996年より現職｡

専門分野 博物館学

研究テーマ 利用者の視点を持った博物館の運営

博物館の現場で長く仕事をしてきた｡そんなある時に､各地の博物館の活動が非常に多彩に行なわれて

いるのに､その情報発信はほとんど行なわれていないことに気がついた｡また一方で博物館学を勉強して

いて､現場での情報が反映されておらず､また現場で必要なことが書かれていないことが多いことも気に

なった｡たまたま滋賀県で新しい県立博物館の建設をするという仕事に参加することができ､自分が不満

に思っていたことを､自分のできる範囲でやってみようと考えた｡そして､専門を自然科学系から博物館

学に変えることになった｡

ここ1-2年は､博物館が提供できる学びとは何であるのか､どのような対象者に対して､どのような学

びの場を提供することができるのか､ということに関心を持っており､何本かの報告書なども書いて､考

えをまとめつつある｡

上席総括学芸員 中島 経夫 (なかじま つねお)

略歴 1972年東京都立大学理学部化学科卒業､1980年京都大学外学院理学研究科博士課程動物学専攻単

位取得､同年日本学術振興会奨励研究員､岐阜歯科大学 (現在朝日大学)歯学部助手､1982年理

学博士 (京都大学)取得､1990年滋賀県教育委員会事務局文化部文化施設開設準備室主査､1996

年滋賀県立琵琶湖博物館専門学芸員を経て､2005年より現職､1997年第6回生態学琵琶湖賞受賞｡

専門分野 魚類形態学

研究テーマ コイ科魚類の咽頭歯の研究

コイ科魚類に特有な咽頭歯の形の美しきに魅せられて研究を始めた｡コイ科魚類の数10ミクロンの小さ

な歯からコイ科魚類の進化を探り､化石の記録と合わせながらユーラシア大陸や日本列島の数千万年の大

地の変遷の様子を紐解いている｡その一端を ｢東アジアの化石コイ科魚類の時空分布と古地理学的重要

性｣に著した｡また､小さな咽頭歯は化石としてよく残り､琵琶湖やそこにすむコイ科魚類の生い立ちを

語っている｡そのささやきから明らかにされた古琵琶湖から琵琶湖への変遷を ｢琵琶湖の自然史｣に著し

た｡最近では､遺跡に残された咽頭歯遺体から当時の人の活動の復元に興味をもち､歴史時代にも絶滅し

たコイ科魚類がいることを明らかにしている.0
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上席総括学芸員 前畑 改善 (まえはた まさよし)

略歴 1974年高知大学大学院農学研究科修士課程栽培漁業学専攻中退､1974年滋賀県立琵琶湖文化館を

経て､1997年より現職｡2002年理学博士 (京都大学)取得｡

専門分野 水族繁殖学

研究テーマ 日本産ナマズ類の産卵生態

専門研究 ｢水田利用魚類の生態と外来種の関連｣では､これまでに自分自身および共同研究者等が

琵琶湖の湖岸､内湖､および水田地帯で魚類調査してきた内容について論文化すべく執筆活動を進め､4

編の原著論文を執筆 ･改変した｡また､過去に調査した水田を繁殖 ･仔稚魚の生育場としている代表的な

魚類の一つ､ナマズの産卵生態に関する論文1編を国際学術誌に掲載することができた｡(仮)総合研究｢水

田地帯における水域ネットワークの構造と生物群集の関係性に関する研究｣では､本研究を本格的な総合

研究へと格上げすべく､館内外で議論を行い､新年度総合研究 ｢琵琶湖に隣接した水田地帯の特性の解明

-ニゴロブナを媒体として-｣を立案した｡また､その予備的研究として､共同研究者とともに守山市内

の水田9筆にニゴロブナを放流し､新年度以降の総合研究に必要な資料を入手すべく予備試験を実施した｡

さらに､研究成果の情報発信の一環として､昨年度までに得られた研究成果の一端を日本魚類学会､当館

研究発表会等において発表するとともに､併せて､滋賀県で大切にすべき野生生物 (滋賀県レッドデータ

ブック2005年版)や当館水族企画展示 ｢水辺の生き物｣において広く一般に公表した｡また､当館主催事

業やさまざまな団体-の講演会等を通じて､水辺環境の由々しき実態と外来種 (魚類)の生態系へ及ぼす

影響等の解説にも努めた｡

◇ 環境史研究領域
総括学芸員 高橋 啓一 (たかはし けいいち)

略歴 1979年日本大学文理学部応用地学科卒業､1979年～1980年京都大学理学部研修員､1980年～1990

年日本歯科大学新潟歯学部口腔解剖学教室助手､講師､1990年歯学博士 (日本歯科大学)､2004

年理学博士 (日本大学)取得､1990年滋賀県教育委員会事務局文化部文化振興課を経て､1996年

より現職｡

専門分野 古脊椎動物学

研究テーマ ゾウ化石を中心とした東アジアの古脊椎動物の変遷

2006年度は昨年度同様､研究部長および環境史研究領域のグループリーダーとしての活動を中心に行っ

た｡特に本年度は博物館の10周年であったため研究部でも開館10周年記念誌 ｢研究部10年の歩み｣を作成

することとなり､その編集に時間を費やした｡この冊子には研究部の人材､設備､研究費､これまでの成

果や今後の見通し､規約などをまとめることができた｡この冊子が琵琶湖博物館の中長期基本計画第2段

階を進めるために活用されることを望みたい｡

研究事業においては､古琵琶湖層の時代でもある約500万年以降の脊椎動物化石の変遷を東アジア全体

の環境史の中で捉えようとしてきた｡この研究のために､総合研究､共同研究､専門研究を組み合わせて

行っている｡今年度は､海外の国際誌1件を含む3件の原著論文を公表することができた｡

また､外部研究費に関しては､昨年度から科学研究費補助金基盤 (C)に採択され､｢後期更新世にお

ける動植物相の変遷と旧石器文化の関係解明のための学際的研究｣という研究課題で外部の研究者と共同

研究を行い､成果を蓄積している｡その他､今年度からは総合地球環境学研究所のプロジェクトに参加し､

多くの外部の研究者と研究面で交流する機会を持った｡サハリンにもはじめて調査にでかけ､貴重な体験

ができた｡

展示事業では､お正月開館を告知することを関連するイノシシ展示にイノシシ化石の展示を行った｡

また､ギャラリー展示｢鉱物化石展｣の開催準備の補助を行った｡鉱物化石展は外部の方々が中心になっ

て展示する展示であり､琵琶湖博物館の中長期基本計画の方針に沿った活動であるといえる｡今後もこの

ような活動と国際的な研究を平行して行っていきたい｡
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主任学芸員 山川 千代美 (やまかわ ちよみ)

略歴 1987年北海道教育大学釧路分校中学理科課程卒業､1989年兵庫教育大学修士課程学校数育自然系

コース修了､教育学修士､1989年滋賀県教育委員会事務局文化部文化振興課を経て､1996年より

現職｡

専門分野 古植物学

研究テーマ 新生代における植物化石の研究

2006年度研究テーマ:専門研究｢古琵琶湖層群における植物相の変化と常緑広葉樹の衰退｣､共同研究｢古

琵琶湖出現期の古環境分析｣

古琵琶湖層群上野層､伊賀層､阿山層､甲賀層から大型植物化石を採取し､同定および植物化石群集の

組成解析を行っている｡その結果､古琵琶湖層群では上野層最上部と阿山層最上部一甲賀層最下部で常緑

広葉樹が確認でき､メタセコイア植物群で象徴された鮮新世の時代に植物相の変化がとられることが示唆

された｡

<論 文>山川千代美 ･此松昌彦 ･八尋克郎 ･里口保文 ･石田志朗 (2007);伊吹山南麓に分布する中

部更新統寺林層の植物化石および昆虫化石に基づく古環境復元｡第四紀研究､第46巻第1号

P.1-180

<学会発表>南洋修 ･松本みどり･百原新 ･山川千代美 (2006);古琵琶湖層群 ･更新統畑層の植物化石

群集の解析.日本植生史学会第21回大会 東京大学本郷キャンパス｡

主任学芸員 橋本 道範 (はしもと みちのり)

略歴 1993年京都大学大学院文学研究科博士後期課程国史学専攻中退､同年滋賀県教育委員会事務局

(仮称)琵琶湖博物館開設準備室を経て､1996年より現職｡

専門分野 文献史学

研究テーマ 13世紀における社会経済構造の変動

研究については､今年度は2001年以来中断していた中世琵琶湖漁拶研究に取り組み始めた｡当初は､網

野善彦氏の中世琵琶湖漁業史研究の批判的検討を掲げて､奥島 (近江八幡市)の漁按の実態と展開を明ら

かにすることを目標に完めたが､実際に作業を進めていくなかで､中世堅田漁業研究が十分な史料の紹介

と批判がなされないままで行われてきたことが明らかとなり､堅田漁業に関する基礎史料の収集と翻刻を

行っている｡これらの作業により､堅田の ｢自由漁捗の特権｣を中心に構築されてきた中世琵琶湖漁携研

究を根底から再構築したいと考えている｡

また､貴族山科家の15世紀の日記を基にした ｢中世魚介類データベース｣が完成した｡この10年の間に

中世の消費研究は著しく進展したが､このデータベース完成により､魚介類について､消費と流通と生産

とをトータルに捉える研究がいっそうの進展することが期待される｡また､本データベースは山科家を経

由した魚介類のみのデータベースではあるが､琵琶湖漁拶史研究もまた新たな段階に入るものと確信して

いる｡

その他､博物館資料の利用のあり方について､｢地域の人たち｣の利用とともに ｢悪意の利用者｣を想

定する必要があることを論じた論文を投稿し､琵琶湖の湖辺エコトーンとの比較研究の一環として行って

いる備前国豊原庄の研究については､関係史料を収集した 『邑久町史 史料編 (上)古代 ･中世 ･近世』

第2章中世 二､豊原庄関係史料の編集を担当した｡

事業については､資料活用担当グループの一員として分掌する任務を行ったほか､歴史資料担当として

例年の業務を実施した｡また､ トピック展示 ｢近江の奇祭 鍋冠祭と中世筑麿の人々｣(4月11日～5月7

日)を実施した｡

主任学芸員 里口 保文 (さとぐち やすふみ)

略歴 1997年大阪市立大学理学研究科後期博士課程地質学専攻学位取得後修了､理学博士､同年より現
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職｡

専門分野 層序学

研究テーマ 火山灰層による鮮新一更新続の広域層序

主として､古琵琶湖層群とその同時代の地層 (鮮新一更新統)にある火山灰層をもとに､広範囲の詳細

な地層層序をあみ､時空間的な地層形成環境の変化や､日本の鮮新一更新世の爆発的火山噴火活動史を明

らかにすることを目的としている｡

ここ数年は､古琵琶湖の出現時期について､古琵琶湖が､いつ､どのような環境でできてきたのか?に

ついて興味をもっている｡この研究は､博物館内外と共同研究として行っており､これまでに古琵琶湖形

成時期について､従来よりも一桁高い精度で明らかにした｡また､専門研究としても､太平洋で掘削され

た海底のボーリングコアについて､この時代の火山灰層研究をおこなっており､この研究ではこの時代の

日本の火山灰の噴出年代と降灰分布を明らかにする目的で行っている0

研究成果や地学について広く知ってもらうために､個人管理ページで発信を行っている｡また､滋賀県

に関係する地学関係者による情報交換や交流(研究の活発化などを目的として､琵琶湖博物館地学関係学

芸職員と共に事務局をもち､研究会を開き､この活動についても個人管理ページにおいて紹介している｡

また､平成18年度末から19年度はじめに開催するギャラリー展示の企画 ･準備を外部協力者と行った｡

このギャラリー展示は､地域の人々が調査や採集した化石や鉱物を､参加者自らが展示を行うというもの

で､6年前に同様の企画を行っている｡

主任学芸員 宮本 真二 (みやもと しんじ)

略歴 1993年立命館大学文学部地理学科地理学専攻卒業､1996年東京都立大学大学院理学研究科地理学

専攻博士課程中退､同年5月より現職｡2005年博士 (理学､東京都立大学)取得｡

専門分野 微古生物学

研究テーマ 堆積物試料の各種分析 (おもに花粉化石)･測定による第四紀の古環境変動の復原

研究活動では､総合研究 (東アジア)､専門研究でコイ ･フナ属の人為的分布変化について､研究代表

者と論文公表を行った｡琵琶湖沿岸地域でのエコトーン環境の変化について､データ整理を行い､総合研

究発表会での発表や､公表に向けた準備等を行った｡さらに自身が代表を務める科研費や､他の科研費や

外部研究助成金によって､県内に分布する遺跡の立地環境の解析や､南部アフリカの半乾燥地域 (ナミビ

ア)､ヒマラヤ山脈東部の水田耕作地帯(インド北東部)､さらには熱帯モンスーン湿潤地帯の水田地帯(バ

ングラデシュ中部)を調査地として､｢自然環境の変遷と人間活動との対応関係の検討｣に関する現地調

査を外部研究者や現地研究者と行い､研究発表等を行った｡

今年度も近江 ･琵琶湖という特殊性および普遍性を検討する上で､世界各地で ｢地に足のついたフィー

ルドワーク｣にもとづく地域研究の重要性と必要性を強く感じた一年であった｡

博物館の運営に関する業務では､近年急速に技術進歩が進んでいる電子情報関係の業務を担当している｡

今年度は､次年度に予定される情報システム中枢機器の更新に関する予算作成 ･折衝､リース端末の導入､

端末破棄､新データベース (質問回答)システム開発､次年度情報システム保守契約､研究関係では電子

顕微鏡保守契約等について中心となって作業した｡たとえばそのなかで､学芸職員の研究紹介ページや､

個人ホームページの公表､もしくはその準備をシステムエンジニアの方や､ホームページ更新の担当者の

方にご教示 ･指導を受けながら実施した｡

博物館の活動がインターネット上で完結するもでない｡しかし､｢きっかけ｣づくりの道具として電子

情報 ･媒体の重要性は高まっていると､海外からみても実感している0

主任学芸員 桝永 一宏 (ますなが かずひろ)

略歴 1994年九州大学農学部農学科卒業､2000年九州大学大学院比較社会文化研究科博士後期課程単位

取得､同年より現職､2002年九州大学博士 (理学)取得｡
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専門分野 水生昆虫学

研究テーマ 水生昆虫の分類､系統進化､生物地理

水生双麹類昆虫の水辺環境への適応がどのように進化し､地理的に広がっていったのかについて､時間

軸が導入できる分子系統学的手法と伝統的な比較形態学的手法を用いて解析し､その系統進化過程を解明

することを目標として研究を行っている｡この系統発生像に生物地理学的観点をも含めて考察し､東アジ

アの中での琵琶湖の成立過程や固有性を明らかにしようと考えている｡

本年度の学術論文の発表は英文 ･共著で4本行った｡論文タイトルは 『AnewspeciesofHydrophorus

(Diptera:Dolichopodidae),withakeytospeciesfromChina.』､『NoteonSyntormonfromChinese

mainland(Diptera:Dolichopodidae).』､『TwonewspeciesofThinophilusfrom China(Diptera:

Dolichopodidae).』､『TwoNew LonglleggedFliesoftheGenusParaclius(Insecta:Diptera:

Dolichopodidae)fromTaiwan,withNewRecordsofThreeSpecies.』であった｡これらは中国や台湾に

おける調査で得た標本に基づき新種記載を行ったものである｡第6回国際双麹目会議で､ワークショップ

のローカルオーガナイザー務めた｡また､｢Biogeographyandphylogenyofmarinedolichopodid且yin

theHawaiianIslands(Diptera,Dolichopodidae)｣というタイトルで口頭発表も行った｡

文部科学省の科学研究費補助金 (科研費)の研究 ｢海洋性双麹目昆虫の起源と進化｣において研究代表

者として､2007年1月22日から3月8日の間､オーストラリアとニュージーランドで調査を行った｡これら

の地域に固有な種 (未記載を含む)を多数採集できた｡この他､日本各地で多数の水生双麺類標本が収集

され､現在､標本作製やDNAの解析を行っている｡

◇生態系研究領域

総括学芸員 マーク ジョセフ グライガー (MarkJ.Grygier)

略歴 1984年米国カリフォルニア大学サンディエゴ校スクリップス海洋研究所博士課程終了､コペン

ハーゲン大学細胞生物学及び解剖学研究所アメリカースカンジナビア交換研究員､スミソニアン

研究所国立自然史博物館研究員 ･研究協力員 ･協力研究員､オーストラリア博物館客員研究員､

琉球大学熱帯海洋科学センター外国人研究員 (3回)､パリの国立自然史博物館海洋無脊椎動物学

及び軟体動物学研究所客員学芸貝､京都大学瀬戸臨海実験所日本学術振興会研究員､ロサンジェ

ルス郡立自然史博物館協力研究員､広島大学水産実験所園生物学国際基金助成研究員､ウィーン

大学動物学研究所客員上級研究員､琉球大学熱帯生物圏研究センターCOE外国人研究員などを

歴任｡1997年より現職｡

専門分野 生物多様性学

研究テーマ 甲殻類分類学､魚類寄生虫調査､田んぼにおけるエビの生態発生学､海洋寄生虫

今年度は､総合研究 ｢分類学｣の研究代表者として､琵琶湖のフィールド調査-の参加や事務的活動が

行ったが､自分の研究活動より共著者との論文の執筆の方が多かった｡新しくに投稿した原稿と校正再投

稿した原稿は､下記の分野である二

Ⅰ)寄生虫学 :琵琶湖とその集水域の魚類に寄生する頭鈎虫相および琵琶湖産の全国に放流されるアユの

マーカーとして使用される寄生虫に関する定義

Ⅱ)大型紙脚類 (甲殻類)の生物学 :日本の地域で起ったと考えられるカブトエビまたはカイエどの種の

入れ替わりの証拠のまとめおよび各県の ｢レッドデータブック｣で登録された種類とその保全カテゴリー

のリストの作成

Ⅲ)海洋甲殻類の分類学と幼生発生学 (操作電子顕微鏡による記載が多い):カイアシ類モンストリラ目

の新属の記載論文､嚢胸類シダムシ属の二枚殻を持つ幼生の記載､彫甲類のキプリスY幼生の新種の記載､

そ して人工的に脱皮 させたキプリスYのあ との段階 (イブシゴン幼体)の発見に関する論文

自分の研究では､大阪市立自然史博物館第35回特別展の協力者として､2006年に奈良県 ･大阪府で採集さ

れた大形鯉脚類を同定した｡また､嚢胸類の形態学に関する論文の原稿2件のための写真プレートを製作
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した｡日本動物分類学会特別功労賞を6月に授賞し､8月に動物命名法国際新議会の委員に任命された｡

研究部博物館学領域グループリーダーとして､琵琶湖博物館研究発表会 ｢めざしたこと･できたこと･

これからのこと一琵琵琶湖博物館の10年-｣を担当した｡ギャラリー展 ｢企画展でふりかえる琵琶湖博物

館の10年｣の ｢国際交流､覚書｣コーナーも担当した｡16組の外国人VIPや外国人団体に琵琶湖博物館の

概要説明 ･展示案内をした｡また､JICAの博物館学集中コースにおいて講議した｡琵琶湖博物館の色々

な展示や交流活動のための出版物の英訳 ･編集､そして大阪市立自然史博物館の常設展示 ｢生き物のくら

し｣の解説分を英訳した｡資料管理 ･整理に関しては､無脊椎動物 (昆虫類､貝類を除く)25件993点の

受け入れ､および甲殻類1,234点とその他の無脊椎動物30点の仮データ入力 ･ラベル付けを行ったほか､

研究依頼3件､特別観覧1件への対応を行った｡滋賀県から生態学琵琶湖賞選者委員会の委員を委嘱された｡

専門員 小川 雅広 (おがわ まさひろ)

略歴 1984年中央大学理工学部土木工学科卒業､1993年滋賀県職員 (農業土木技術吏員)採用､農村整

備課､湖北地域振興局田園振興課を経て､2006年4月より現職｡

専門分野 農業工学

研究テーマ 農村環境直接支払い制度について

農業､農村地域は､食料の生産基盤としての面だけでなく様々な機能を有している｡これを ｢多面的機

能｣と呼んでおり､私たちの生活の一端を支えているものである｡滋賀県では過年度から環境直接支払い

制度を導入して多面的機能を維持するための施策を実施してきた｡また､農林水産省においては､直接支

払い制度による ｢農地 ･水 ･環境保全向上対策｣が2007年度から展開される｡2006年度の研究では､滋賀

県で実施している ｢ゆりかご水田環境直接支払い制度｣､農林水産省の ｢農地 ･水 ･環境保全向上対策｣

および諸外国の制度について調査を進めてきた｡今後は､農村地域の保全管理活動に必要な組織形成手法

を調査 ･検証していきたいと考えている｡

専門学芸員 桑原 雅之 (くわはら まさゆき)

略歴 1982年愛媛大学理学部生物学科卒業､1984年三重大学水産学研究科修士課程中退､同年滋賀県立

琵琶湖文化館を経て､1996年より現職｡

専門分野 水族生理学

研究テーマ 琵琶湖固有亜種であるビワマスと､琵琶湖流入河川に生息するアマゴとの関係

事業の方では､主に水族の飼育管理全般および水族資料の管理を行っている｡その中で､中長期の展示

替えに向けて､展示替えの方針を検討するとともに､それに沿った展示生物の準備などを進めている｡特

に､タンガニーカ湖の水槽においては､すでに.i,イアウトの変更はなされていたが､展示魚種については

検討されていなかった｡そこで､レイアウトのモデルがタンガニーカ湖南部のNkumbula島付近であるこ

とから､その付近に生息する魚類を中心に収集を始め､2007年9月には展示替えをする予定である中長期

目標の中で､ユニバーサルデザイン化が進められている｡当館の展示の中で､車いすでそばまで寄ること

のできない展示は､水族の ｢内湖よし帯｣および ｢河川中流｣の水槽のみであった｡そこで､まず内湖よ

し帯水槽前通路に手作りでスロープを設けたところ､好評を得たため､河川中流水槽前通路においても永

久的なスロープを設けた｡この二つにより､大きな問題は解消されたといえる｡ただ､内湖よし帯の水槽

前通路のスロープは､木製の仮設のものであるため､将来的には永久的なものに作り替える必要がある｡

研究の方では､2006年度から ｢河川残留型を含むビワマス地域個体群存在の可能性｣と題した新たな共

同研究を開始した｡この共同研究においては､琵琶湖水系に生息するとされているビワマスとアマゴの関

係を明らかにするとともに､放流されている醒井養鱒場産のアマゴの影響についても明らかにしてゆこう

というものである｡この研究では､これまで行ってきた生態､形態､mt-DNAに加えて､詳細な核ゲノム

の研究が必要になる｡そこで､自由度が高く､多くの座数で解析することのできるAFLP方で分析を行う

こととした｡
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また､8月上旬にアイスランドで開催された5thlnternationalCharrSymposium に参加し､2002年から

2004年にかけて行った共同研究 ｢琵琶湖水系に生息するイワナの地理的分布とその形成過程｣の結果につ

いて発表を行った｡

専門学芸員 亀田 佳代子 (かめだ かよこ)

略歴 1996年京都大学大学院理学研究科博士後期課程動物学専攻修了､博士 (理学)取得､京都大学生

態学研究センター研修員を経て､同年12月より現職｡

専門分野 鳥類学

研究テーマ 生態系における鳥類の役割に関する研究

2006年度前半は､共同研究者として生態系研究領域の総合研究に関する研究会や研究計画の検討に参加

し､また､生態系研究領域のサブグループリーダーとして博物館開館10周年記念誌 ｢滋賀県立琵琶湖博物

館研究部10年のあゆみ｣の生態系研究領域の研究のまとめを行った｡年度後半は､10周年記念の研究発表

会4回のうち､2回の発表会で発表を行った｡個人の業績としては､1つの主著論文と3つの共著論文が印刷

され､分担執筆した1冊の本が出版された｡また､研究者としての社会貢献としては､｢カワウ総合対策計

画｣(滋賀県)および ｢伊崎国有林の森林管理におけるカワウ対策方針｣(近畿森林管理局)の策定に協力

するとともに､日本鳥学会の評議員として学会活動の発展に貢献した｡

博物館事業では､所属する事業部資料活用担当の業務として収蔵庫の維持管理を行った｡鳥類学分野に

関わる事業としては､観察会においてはしかけグループ ｢びわたん｣と協力してプログラムを試行した｡

また､フィール ドレポーターによる｢オオヨシキリ調査｣｢ツバメ調査｣の調査方法の検討や調査票の作成､

結果の検討に協力した｡

主査 臼井 学 (うすい まなぶ)

略歴 1990年 大阪工業大学工学部土木工学科卒業､1991年滋賀県職員 (土木技術吏員)採用､河港課､

湖東地域振興局河川砂防課を経て､2007年4月より現職｡

専門分野 河川工学

研究テーマ 河道内の伐採竹におけるゼロエミッション型地域モデルの構築に関する研究

県職員として､これまで主として河川関係を中心に県の地方機関で直接事業を実施する業務に携わって

来ました｡当初配属された頃というのは潤沢な事業費を使って､各地で治水に主眼を置いた事業が行われ

ていた時代でした｡その後､琵琶湖総合開発の終結と共に年々予算規模 も縮小 していき､河川法に ｢環

境｣という新たな要素も加わって､事業は河川環境重視へと転換 してきました｡そしてそれに呼応 して

徐々に ｢つくる｣時代から ｢維持管理する｣時代へと移り変わってきていることを今日では肌で感じるよ

うになって来ました｡｢維持管理｣の範囲は単なる堤防 ･護岸などの河川管理施設の維持補修だけでなく､

良好な水辺空間の維持としての堤防除草や不法投棄対策､荒廃する河畔林の環境改善等､非常に幅が広く

なっています｡そしてこれら既存施設の更新 ･補修や河川敷で発生する刈草､伐採竹などの処分で多額の

維持管理費用を費やしているのが現状です｡今後この傾向はますます強まっていくとみられ､緊縮財政の

所､このような維持管理費用のコスト縮減が喫緊の課題となってきています｡

このような行政的課題を解決する施策のひとつとして､河川内の広大な竹林の伐採コス トの大幅縮減を

図るために､事業者､地域､研究機関と連携を図りながら､竹の製品化等により竹資源の活用を実証する

場を確保するなど､事業者の起業化を誘導し､循環型の維持管理が継続できるモデルの構築について考え

ていきたいと思っています｡

主査 西村 知記 (にしむら ともき)

略歴 1994年高知大学大学院農学研究科修士課程林学専攻修了｡同年滋賀県職員 (林業技術吏員)採用｡

2006年4月より現職｡
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専門分野 林学

研究テーマ 野生動物と人とのかかわり～今までとこれから～

近年､滋賀県内の中山間地域においては､野生動物による農林業被害が発生し､農林家､行政ともに対

応に苦慮しています｡とくに林業被害としては､ニホンジカにより､植栽したばかりの苗木が食べられて

しまう ｢食害｣が起こっていて､対策なしには森林資源の循環利用が行えない状態が続いています｡私は､

こうした被害を直接防ぐ ｢防除｣と被害軽減につながると考えられている ｢生息地改善｣をテーマに研究

を行っています｡具体的には､｢複層林｣という､主林木をぬき伐りした人工林下に､植栽された苗木一

本一本に対して保護 (プロテクト)する､｢単木防除｣を施行した場合の防除効果と苗木の成長特性を調

査しています｡また従来の間伐よりも多くの本数を伐採する ｢強度間伐｣跡地において､発達する下層植

生の推移を調べています｡この ｢下層植生｣が､どれだけ餌資源として利用価値があるか､ニホンジカに

とって ｢生息地改善｣につながるか､その可能性を模索しています｡

主査 孝橋 賢一 (こうはし けんいち)

略歴 1990年近畿大学農学部水産学科卒業､1992年三重大学大学院生物資源学研究科修了､同年滋賀県

職員 (水産技術吏員)採用､滋賀県水産試験場､滋賀県庁農政水産部水産課､再度水産試験場を

経て､2004年より現職｡

専門分野 水産学

研究テーマ ･近年､琵琶湖で増加したエリ網の付着物について

･琵琶湖湖岸において造成されたヨシ群落の機能回復度の評価

今年度､水産試験場に在職当時から行ってきたエリ網を汚損する付着物に関する研究については､現状

把握に留まってしまったものの､現状やこれまでの知見などを､水試とともに館内研究発表会でポスター

発表し､新聞などに取り上げてもらった｡

また新たな専門研究として､現在､琵琶湖湖岸で実施されているヨシ群落の造成地において､もっとも

期待されている ｢魚類の産卵繁殖場機能｣がどれほど回復しているのかを把握する目的で､機能回復度の

評価に関する研究に着手し､今年度はヨシの生育状況や､魚類産卵 ･仔稚魚出現状況､餌料環境や水温 ･

一般水質などの面から検討した｡その結果､良好な産卵繁殖機能が確認できた造成ヨシ群落は､確認でき

なかったものに比較して､ヨシ群落岸側と沖側で水温､餌料環境などに差が見られ､これらによって機能

回復度のある程度の把握が可能であると考えられた｡これらを館内の研究セミナーにて発表し､今後の進

め方などについて各方面からアドバイスをうけた｡事業においては､昨年より引き続いて､広報を担当し

たが､今年度の新たな取り組みとして､館主催の夏休み期間中の行事をまとめたチラシ ｢琵琶湖博物館で

夏休みを10倍楽しもう!｣を作成し､夏休み前に′ト 中学校を通じて全児童 ･生徒に配布した｡その結果､

本チラシに掲載した行事の全てで参加者が増加し､ある程度の広報効果があったのではと考えている｡

主任学芸員 草加 伸吾 (くさか しんご)

略歴 1990年大阪市立大学大学院理学研究科博士課程単位取得､学術修士｡同年滋賀県教育委員会事務

局文化振興課を経て1996年より現職｡2006年より滋賀県琵琶湖環境研究センター主任研究員を兼

務｡

専門分野 森林生態学

研究テーマ 植生の水質調節機能､森林伐採前後の変化と下流域の富栄養化-の影響を最小限度に

する森林管理方法の探求

2006年4月から琵琶湖環境研究センター兼務となり､週2日､3日の勤務となったので､忙しいが目新し

い日々を過ごした｡

研究活動では､6月に開かれた自然修復に関する国際会議 (ICLEE2006)で､外部資金で専門研究とし

て行っている森林再生促進技術の開発研究に関して､｢モンゴル北部フブスグル湖集水域での焼失したシ
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ベリヤカラマツ林の再生一再生阻害要因に関する野外実験｣として発表した｡また､5月下旬から6月上旬､

雪解けのハ トガル村に行き､現地の学校の生徒達にも種子の選別､種まきに参加 ･協力してもらって､新

たな柵で囲まれた実験地を学校の近くに設定し､8月半ばにデータ採取を行った｡7月の例年にない大雨(年

間降水量の7割の200mm)で実験地は半分以上水没していたが､光に関しては初期の実験と同様の結果

が得られた｡またいたるところで発芽個体が見られた (ほとんど枯れる)ことも本来の森林の更新を考え

る上で収穫だった｡

外部資金 (河川財団)も加えて､琵琶湖環境科学研究センターや滋賀県立大､京大等と共同で行ってい

る森林管理に関する実験研究は2007年3月の日本生態学会で ｢下流域-の栄養塩負荷を最小限にする森林

伐採管理方法の探求｣として発表した｡これまで提案してきた伐採負荷削減での斜面下部残存林の有効性

を実証できてうれしく思っている｡今後の森林利用 ･整備を考えると､ノンポイント負荷削減に､この結

果をどう生かしていこうかと考えている｡

博物館の運営に関する業務では､展示科で展示に関する維持管理業務の一部を分担し､10周年事業で､

ギャラリー展 ｢企画展で振 り返る琵琶湖博物館の10年｣の展示主担当として進行管理と展示､屋外観察会

を行った｡また武部さん (前期)､小川さん (後期)と共同で屋外展示の維持管理を行った｡その他資料

整理委託職員の協力のもと､植物収蔵庫の運営 ･管理を行なって､滋賀県産植物標本の整理 ･蓄積に努め

た｡

主任学芸員 楠岡 泰 (くすおか やすし)

略歴 1985年東京都立大学理学研究科博士課程単位取得､理学博士 (東京都立大学)取得､日本学術振

興会特別研究員を経て､1991年滋賀県教育委員会事務局文化部文化施設開設準備室に勤務､1996

年より現職｡

専門分野 微生物生態学

研究テーマ 繊毛虫の生態学

2006年度は総合研究 ｢琵琶湖およびその集水域の生物学的探査 :分類学､形態と分子に基づく系統学｣

の一環として中国とオース トリアから繊毛虫の分類学者を招待し､一緒に琵琶湖の繊毛虫の調査を行った｡

その結果､5種の新種を見つけることができた｡共生藻類をもつ繊毛虫の研究では体内に共生するクロレ

ラをもつ繊毛虫で､これまで報告されている同じ属の繊毛虫とはまったく核の形が異なる種を見つけた｡

末記載種である可能性が高く､現在その形態の細かい解析を行っている｡_

博物館の事業としては交流グループのフィールドレポーター担当としてフィールドレポータースタッフ

の協力を得ながら､ニュースレターのインターネットでの提供などを実現 した｡JICA博物館学集中コー

スの担当として､9カ国10人の研修員を受け入れ､琵琶湖博物館で行ったさまざまなプログラムの立案や

コーディネー トを行った｡全国豊かなうみづくり大会関連イベントの ｢琵琶湖の漁業と環境｣展示の館内

副担当として､展示計画に関わった｡

主任学芸員 中井 克樹 (なかい かつさ)

略歴 1992年京都大学理学研究科博士課程動物学専攻単位取得､日本学術振興会特別研究員 (1990-

1992年)を経て､1992年滋賀県教育委員会事務局 (仮称)琵琶湖博物館開設準備室､1996年理学

博士 (京都大学)取得､1996年より現職｡2006年より滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課副主幹

(野生生物担当)を兼務｡

専門分野 魚類生態学

研究テーマ 外来生物の生態と影響の解明および防除 ･抑制方法の開発 希少淡水生物の保全非

海産 (陸産 ･淡水産)貝類の生態と分布 ･変異

外来生物に深くかかわるきっかけは､大学院での研究テーマであった ｢アフリカ ･タンガニイカ湖にお

けるカワスズメ科魚類の繁殖生態｣を身近な場所で継続したいと考え､1990年から琵琶湖に潜り､同様の
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子育て習性をもち観察が容易なオオクチバスとブルーギルを調査と対象にしたことだった｡以後､両種の

繁殖生態を調べるかたわら､とりわけバスをめぐる社会的対立の問題にも関心が広がり､やがて外来生物

と人間とのかかわりにも興味を持つようになった次第｡

近年は､外来魚の繁殖生態や分布に関する研究を実際の生息抑制や予防につなげる応用的側面の研究に

重点を置き､2004年度から環境省地球環境研究総合推進費 (課題 ｢侵入種生態リスク評価研究プロジェク

ト｣に参画し､2005年度からは水産庁健全な内水面生態系復元等推進委託事業 ｢ブルーギル食害等影響調

査｣を分担し､ともに本年度が最終年度であった｡前者では､主に岐阜大学､三重大学､各地の内水面水

産試験場等の研究者 ･調査員との共同作業で､全国のコクチバスの遺伝的分析を行い､この魚種の各地へ

の分布拡大経緯を推測した｡後者では､琵琶湖の滋賀県立大学の大学院生と共同で､ブルーギルの繁殖コ

ロニーの捕獲方法を開発し､それが繁殖抑制に有効であることを明らかにした｡

主任学芸員 牧野 厚史 (まきの あっし)

略歴 1984年関西学院大学経済学部卒業､1990年関西学院大学大学院社会学研究科博士課程後期課程単

位取得退学､関西学院大学社会学研究科研究員を経て､1999年より現職｡

専門分野 地域社会学

研究テーマ 環境問題についての地域社会学的研究

湖と人間というテーマをもつ琵琶湖博物館にとって､自然環境との共存が可能な社会の仕組みや価値観

の探求は重要な研究課題である｡私は､琵琶湖博物館の生態系研究グループに所属し､地域社会学 ･環境

社会学という立場から､事例研究を通して湖沼と人間との共存の可能性を検討している｡

2006年度は､琵琶湖博物館の専門研究の他に､共同研究､総合研究にも参加し､以下の領域についての

研究を実施した｡1.農村の日常生活における水利用の実態把握､2.水田を管理する社会組織の構造と変

動､3.水田等の耕地の外側に広がるヨシや森林の管理に生じる問題の把握とその要因の解明である｡こ

とに3では､カワウの森林営巣による被害問題に関する共同研究を代表者として推進し､成果の一部を公

表した｡また､科研等､館外の研究者が主催する共同研究については､調査およびディスカッションに分

担者として参加した｡また､成果公表については､様々な機会を捉えて中間報告を行った｡ことに本年度

は､学会､研究会だけではなく､NPOの方々とディスカッションを行う機会が多くよき刺激となった0

来年度に順次まとまったかたちで成果は公表する予定である｡また､琵琶湖博物館における新規の総合研

究の立ち上げについても社会科学という立場から積極的に参加した｡

2006年度は琵琶湖博物館の開館から10周年にあたり､開館以降の研究および事業の総括と見直しが求め

られた年であった｡10年間の成果について､生態系研究グループのなかでも社会科学と関連する研究成果

の紹介を担当し､10年誌の出版に寄与した｡また､10周年事業とかかわるギャラリー展示および研究発表

会等の事業についても積極的に参加した｡また､それらとは別に､2007年度の企画展示開催にむけた準備

および展示に向けた資料調査を実施し､展示についての実施計画の策定に貢献した｡また､早崎内湖の再

生､水陸移行帯の維持管理等についての委員会にも出席した｡

交流担当としては､館外の地域団体との連携や共同事業の推進､はしかけ制度による利用者グループの

応援を行った｡具体的には､学芸職員が館内で行う講演のアレンジをはじめ､佐川美術館との共催でワー

クショップ (SAGAWAキッズミュージアム)などの地域連携と関わる共同事業を実施し､報告書をまと

めた (FsAGAWAキッズミュージアム報告書』)｡また､はしかけ制度については､副担当としてニュー

スレター発行､登録講座の実施､はしかけ ･フィールドレポーター交流会の開催などの事業を行った｡

主任学芸員 芳賀 裕樹 (はが ひろき)

略歴 1994年名古屋大学理学研究科博士課程大気水圏科学専攻単位取得､同年滋賀県教育委員会事務局

(仮称)琵琶湖博物館開設準備室を経て､1996年理学博士 (名古屋大学)取得､1996年より現職｡

専門分野 陸水化学
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研究テーマ 琵琶湖南湖の沈水植物の動向

沈水植物とは､全体が水中にある水草のことである｡南湖では1990年代の半ばから沈水植物が急に増え

だし､最近では航路障害や漁業被害､景観の悪化などが社会問題化している｡筆者らは2001年から沈水植

物の分布や現存量 (重量)の調査を始めた｡2001年は魚群探知機を使った分布範囲の観測 (夏季)､2002

年は52地点での定量採取調査､2003年からは魚群探知機を用いて分布範囲や被度 ･群落高などを観測し､

分布地図を作成している｡最近の調査の結果や､過去の記録との比較から､1930-50年代の南湖では沈水

植物が豊富に生息していたが､1960年代前半に一度全滅しかけたこと､その後30年間少ない状態が続いた

が､環境が良くなったために増加に転じたこと､ただし､回復というべき状態を通り越して過去に例を見

ないほど分布範囲や現存量が大きくなっていることを明らかにした｡また､沈水植物が繁茂 しすぎた場所

では湖底の酸素が少なくなる恐れがあること､セタシジミやタテボシガイは無酸素でも10日程度は半分が

生き残るが､40日以上は生きられないことなども研究結果として報告した｡最近では､沈水植物が増えた

り減ったりした原因の解明に取 り組んでいる｡

事業部では展示グループに属し､ユニバーサルデザインの推進と､新しい交流施設 ｢集う･使う ･創る

新空間｣の運営を担当している｡

主任学芸員 大塚 泰介 (おおっか たいすけ)

略歴 1998年京都大学大学院農学研究科博士課程熱帯農学専攻修了､博士 (農学)取得､島根大学汽水

域研究センター非常勤研究員 (講師)を経て､2000年より現職｡

専門分野 陸上生態系学

研究テーマ 付着珪藻の分布

共同研究の代表者,総合研究のための準備研究の副代表者,科研費研究の代表者,3つの科研費研究の

分担者などになり,しかもそれぞれの研究内容が互いに異なっていたため,研究についてはなんとも腰の

落ち着かない1年だった｡もはや,自分の本当の専門が何だったのか良く思い出せない｡

はしかけグループの1つ ｢たんさいほうの会｣や ｢影の会長｣(会の規約に定められた正式な役職名)を務

め,20代から70代まで幅広い年齢層の会員とともに,川や湿原で調査をしたり,珪藻の美しい顕微鏡写真

を撮りためてはうっとりしたりしていた｡

たんさいほうの会の協力を得て作成した珪藻の電子図鑑が,2007年1月に正式公開された｡今のところ

掲載種数は250種に過ぎないので,今後も増補改訂を進めていく所存である｡

主任学芸員 ロビン ジェームス スミス (RobinJamesSmith)

略歴 1999年英国レスター大学地質学部卒業､古生物学博士取得｡2000年から2002年日本学術振興会

特別研究員として金沢大学､2002年から2003年英国学士院研究員として英国グリニッチ大学､

2003年から2004年英国学士院研究員として英国自然史博物館､2004年COE研究員として金沢大

学にて研究に従事｡2004年12月より現職｡

専門分野 国際湖沼学

研究テーマ カイミジンコ (Ostracods)の分類と発達

私は琵琶湖に生息するカイミジンコについてひろく研究しており､特にサンプルを収集､分析 し､種の

判別を行っている｡琵琶湖に生息するカイミジンコの進化を理解するための交尾行動と性形態についての

研究に琵琶 湖のカイミジンコを用いている｡スコットランドのLochAssynt湖のカイミジンコについても

研究中で､鉱水に生息するカイミジンコを採集するために屋久島にも行った｡その他の研究では､カイミ

ジンコの第一触角についての研究がある｡

館内活動

英語版のホームページを更新し､私の研究とカイミジンコについてのページをいくつか作成した｡英語

版の要覧を更新した｡外国からの来館者に対して案内や講義を行った｡メディアからの私の研究について
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のインタビューに対応した｡

◇博物館学研究領域

総括学芸員 用田 政晴 (ようだ まさはる)

略歴 1979年岡山大学法文学専攻科史学専攻考古学コース修了､岡山県総務部県史編纂室､滋賀県教育

委員会文化財保護課､琵琶湖博物館開設準備室を経て､1996年より現職｡

専門分野 考古学

研究テーマ 古代国家成立前史

琵琶湖博物館での研究は､昨年から近江の前方後円墳を中心とする首長墓と中世山岳寺院研究を中心に

行うようになった｡今年度は特に､これまでの近江を中心とする古墳研究の諸論文を取りまとめた学位論

文を滋賀県立大学に提出して､2006年度末に学位が授与された｡現在､その刊行に向けての手直し中で､

追加作業と編集を経て2007年上半期には公刊する｡

それ以外に､琵琶湖博物館10周年を記念するギャラリー展示の開催やその図録の編集 ･執筆､記念講演

会の手配や講演者の館長対談などを企画 ･実施し､その成果も 『うみんど』等に掲載しているところであ

る｡

10年以上にわたる整理作業を経て昨年度末にとりまとめて刊行した琵琶湖博物館資料目録の紹介等も

『民具マンスリー』で行い､広く資料目録が活用されるようになってきた｡現在も残る農業や生活用具類

の整理作業を行っており､引き続いて資料日録の第3分冊以降を刊行 ･公開していく予定である｡

一方､野洲川や愛知川流域の弥生時代環濠集落研究を河川環境管理財団の助成を得て行うことなり､主

として下之郷遺跡や欲賀南遺跡､斗西遺跡や石田遺跡の水環境論を整理中であり､2007年5月から6月にか

けて､その成果を琵琶湖博物館新空間において展示 ･公表する予定であるし､その後､共同研究者の所属

する東近江市埋蔵文化財センターでも展示を行う予定である｡

滋賀県立大学大学院での日本考古学の講義は4年目を迎え､考古学を専門とする学生以外の受講も多く､

研究の成果を広く次世代に伝えられるようになってきた｡

専門学芸員 秋山 虞光 (あきやま ひろみつ)

略歴 1974年日本大学農獣医学部水産学科卒業､同年滋賀県立琵琶湖文化館を経て､1996年より現職｡

専門分野 水族病理学

研究テーマ ズナガニゴイの繁殖行動､ギギの発音機構

総ての人に､役に立つ博物館資料作りを目標にしています｡また､自然の神秘､巧妙さに惹かれ､様々

な事柄に興味を持つ人を少しでも増やしてゆきたいと考えています｡そこで普通は余り考えられていない

魚の鳴き声を調べたり､更に､できるだけ多くの人に水生生物に対する正しい知識を持って欲しく､有志

を集め県内河川の魚類や水生昆虫など水生生物の調査を行っています｡この瞬間の生き物の姿や自然を出

来る限り映像記録として後世に残して行きたいとも思っています｡

本年度は､企画展示の担当となり湧き水を源流とする針江大川の集落における水と魚と人の暮らしに関

する展示を行いました｡企画展示は琵琶湖博物館総合研究の成果の発表との位置づけから､共同研究者で

ある今森光彦氏の写真を多用する展示となりました｡

また､琵琶湖博物館の開館10周年記念として､博物館学研究系の10年のまとめを研究報告会にて発表し

ました｡映像資料については､激しいIT化の波の中でデジタル画像の保存性について検討がなされてき

ました｡デジタルは不変との誤解の中で､メディアの耐久性について､あるいは機器､OSやアプリケー
ションの変更や陳腐化によるアクセス不能の議論が木霊のように置き去りにされています｡不可視なこれ

ら電子データに対しヒューマンリーダブルなアナログメディアは､保存性の有利さよりも利便 性に優れ

るデジタル画像に庄倒されています｡さて博物館資料としての画像は､100年後にどちらが残ることにな

るのでしょうか｡10年前のデジタルメディアのおよそ7割弱がアクセス不能であるとの国会図書館の報告
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に寒気を覚えるのは､私だけでしょうか｡

今年度の研究成果については､企画展示などの業務のためほとんど進捗はありませんでしたが､展示絡

み､映像絡みで写真 ･画像に関して得るところの多い一年でした｡

専門学芸員 松田 征也 (まつだ まきなり)

略歴 1983年近畿大学農学部水産学科卒業､同年滋賀県立琵琶湖文化館を経て､1996年より現職｡

専門分野 底生動物学

研究テーマ 淡水産貝類の滋賀県内における分布状況調査｡琵琶湖湖底に生息するビワコミズシタダミ､

水田に棲むマルタニシ､移入種のカワヒバリガイの生態調査

今年度の展示業務としては､4月29日～6月18日に開催した､ギャラリー展示 ｢つかんだ ･つんだ ･いつ

もいた あの生き物は､いま･ I?｣と､第17回水族企画展示 ｢ボテジャコは､いま･･･?｣､1月3

日開館を記念して開催したトピックス展示 ｢イノシシ｣の企画 ･展示 ･運営に携わった｡この他､11月18

日から (社)日本動物園水族館協会の日本産希少淡水魚繁殖検討委員会が全国51の動物園 ･水族館に呼び

かけて実施した､全国一斉企画展示 ｢いま､日本の淡水魚があぶない｣の開催事務局を担当した｡また､

ギャラリー展示 ｢企画展でふりかえる琵琶湖博物館の10年｣では､2000年に開催した企画展 ｢湖の魚､漁､

食｣の展示と､企画展示 ｢湖辺｣では､巨大たつべの設置と企画展入口付近のディスプレイを行った｡

企画調整業務では､開館10周年記念事業､琵琶湖博物館 広報 ･経営戟略におけるトライアルウイーク

の企画 ･進行管理を担当した｡

研究活動では､シジミ類の共同研究を昨年度に引き続き実施したほか､近畿大学の 小林徹助教授と共

同で､DNA分析により飼育下魚類の遺伝的多様性を明らかにする研究のほか､同じく近畿大学の山根猛

教授と共同で､総合研究 ｢東アジアの中の琵琶湖｣の一環として､湖水の流動環境と漁獲との関係に関す

る研究を継続的に実施した｡

専門学芸員 八尋 克郎 (やひろ かつろう)

略歴 1994年九州大学大学院農学研究科博士後期課程昆虫学専攻修了､博士 (農学)取得｡九州大学農

学部研究生､国際協力事業団派遣職員を経て､1996年より現職｡

専門分野 陸上昆虫学

研究テーマ オサムシ上科甲虫の系統分類学的研究および生態学的研究

今年度の研究活動の中心となったのは､滋賀県生きもの総合調査委員会が編集 ･発行した ｢滋賀県で大

切にすべき野生生物一滋賀県レッドデータブック2005年版-｣の昆虫類全体のとりまとめおよび甲虫類の

選定種の記述の作業である｡この出版物において昆虫 ･クモ類概要を記述するとともに選定種16種につい

て記述を行った｡学術論文としては､共著で ｢伊吹山南麓に分布する中部更新統寺林層の植物化石および

昆虫化石に基づく古環境復元｣(山川ら,2007)が印刷された｡この論文で昆虫化石を担当した｡一般向け

の著述としては､あいあいAI滋賀の ｢湖国の昆虫｣シリーズで41種の昆虫類について記述し､現在も連

載中である｡その他の一般向けの著述を合計すると45におよぶ｡学会講演として鹿児島大学で行われた日

本昆虫学会第66回大会において八尋 ･亀田 ･近の共同で ｢カワウの営巣による森林の甲虫群集の変化｣を

口頭発表した｡また､琵琶湖博物館研究発表会 (第3回目)で ｢なぜたくさんの虫を集めるのか一地域の

人たちとの調査研究から企画展へー｣というタイトルで講演を行った0

今年度の事業活動では､交流担当のグループリーダーとして全体の総括を行った｡その他の交流業務と

して通年でショップ会議の担当､後期に ｢うみんど｣の編集作業を担当した｡ギャラリー展示 ｢企画展で

ふりかえる琵琶湖博物館の10年｣では ｢近江はトンボの宝庫｣､｢歩く宝石オサムシ｣の展示コーナーを担

当した｡2007年の7月から北海道大学総合博物館を始まりとして巡回して開催される日仏共同企画｢ファー

ブルにまなぶ｣展では､企画展ワーキンググループの一員として実施設計の作成と展示解説書 (図録)の

編集を担当した｡観察会 ･講座では､｢ホタルを観察しよう｣｢ミドリセンチコガネを探しに行こう｣｢生
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き物飼い方講座｣｢夏休み自由研究講座｣を担当した｡

主任学芸員 戸田 孝 (とだ たかし)

略歴 1991年京都大学理学研究科博士課程地球物理学専攻単位取得､同年科学技術庁防災科学技術研究

所特別研究員 (非常勤)､1992年理学博士 (京都大学)取得､同年滋賀県教育委員会事務局 (仮称)

琵琶湖博物館準備室を経て､1996年より現職｡

専門分野 地球物理学

研究テーマ 人工衛星や航空機からの観測による琵琶湖の流動の実態解明

本年度は､情報事業に関する組織改変が完了した最初の年である｡開館当初､｢電子情報を含む二次情

報｣は新しい独立した事業分野として取扱ってきたが､事業進捗の中で ｢資料整備｣的な部分と ｢広報活

動｣的な部分を､各々電子情報以外の部分と連携して展開する必要性が認識され､それに応じた組織へと

切替えて来たのである｡この流れに基づいて､｢広報活動｣的な部分の一部という位置付けに変わった新

たな情報事業を立上げる業務を担当した｡

具体的には､昨年度までに構築してきた広報に関わる諸情報 (Webによる情報発信や､電子メールで

の質問等への対応)の流れについて､技術的および運営的な両面の立場から全体を見渡し､改変の必要が

無いかどうかについて検討しつつ､現場の必要に応じて実際に直接に実務に携わった｡特に7-9月には

webによる情報発信､2-3月には電子メール-の対応の各々の実務を継続的に担当した｡

また､｢広報･経営戦略会議｣のメンバーとして､館の広報戟略の企画に携わった｡特に､トライアルウイー

クの実施に際しては､訪問先選定の実務を担当した｡

研究関連では､今年度より博物館学研究領域のサブリーダーとなり､10周年記念の研究発表会の担当と

して準備の実務を担当すると共に､博物館情報論に関する研究発表を行った｡しかし､概して10周年記念

事業で全員が分担する雑務が予想していたよりも大きな負担となり､10周年に関わらない部分の進捗は遅

滞せざるを得なかった｡

主任学芸員 芦谷 美奈子 (あLや みなこ)

略歴 1990年千葉大学理学研究科修士課程生態学専攻修了､理学修士､同年滋賀県教育委員会事務局文

化部文化施設開設準備室を経て､1996年より現職｡

専門分野 水生植物学

研究テーマ 展示が人に与える効果とその補助技術

2006年度は､主として博物館学の課題に集中して､博物館の展示がどのように人に博物館のメッセージ

を伝えうるのか､展示室のスタッフの役割､展示室用のワークシートなど､展示室を巡る博物館学的な課

題について､情報を集め､また関係者との議論を行ってきた｡これは博物館の様々な事業が行われ､議論

もされているにもかかわらず､全ての利用者が初期的にかかわるはずの展示の有り方や楽しみ方について

の議論､楽しい展示室のあり方や条件などの基本的な議論がされていないと感じるためである｡今後は､

こjtらの延長として､博物館の新しいスタッフとして話題になることの多いエデュケイタ-とは､日本の

博物館の現状の中でどのような役割を持ち､そのようにして育成することができるのか,展示室での役割

などを実践的に考え､議論する場を作っていきたいと考えている｡

主任学芸員 中藤 容子 (なかとう ようこ)

略歴 1996年京都大学大学院文学研究科修士課程地理学専攻修了､文学修士､同年5月より現職｡

専門分野 民俗学

研究テーマ 琵琶湖水系における伝統的な資源利用とその変化

民俗学部門担当の学芸職員として､開館以来､民俗資料の収集 ･整理 ･利用､民俗分野に関する交流 ･

情報 ･展示の各事業を担当しています｡伝統的な日本の暮らしを探究して得られた成果がこれからの社会
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に大いに役立てられるのではないかという見通しをもって､主に琵琶湖水系の漁拶 ･淡水魚食文化をテー

マに調査研究した成果を資料整理､展示や交流活動の場で公表してきました｡2005年度には本館収蔵民具

資料整理の集大成として琵琶湖水系の漁労習俗資料の資料目録を刊行 し､2006年度にはその資料データ

ベースを本館インターネットページ上に公開｡さらに､2005年度からは専門研究のテーマとして ｢博物館

における民具資料の存在意義と利用価値の再発見｣を掲げ､はしかけグループ ｢近江はたおり探検隊｣や

｢展示室を楽しくする会｣の活動の中で､地域の人々とともに探究し､技を継承 し､多様な人々とネット

ワークを作っていく新しい実践を進めています｡今は､博物館の生活実験工房とその周辺の田畑 ･森林を

使って､志を同じくする人々とともに四季折々の昔の暮らしを体験する場をつくっていけたらと夢を描い

ています｡

主査 (教員) 中村 公一 (なかむら こういち)

略歴 1988年滋賀大学教育学部理科教育研究室卒業､滋賀県公立中学校教員､在職中2001年滋賀大学大

学院教育学研究科理科教育専修修了､教育学修士､2005年4月より現職｡

専門分野 教育学 (中学生対象)

研究テーマ 琵琶湖博物館を利用した学習プログラムの開発

教員11年目に現職大学院生として滋賀大学理科教育研究室で､認知心理学や授業評価の方法を学び､知

識を構成する ｢子どもの学び｣に興味をもち､学校教育における子どもの ｢自発的な学び｣を研究してき

た｡博物館は子どもが自発的な学びにより､概念転換をする機会にあふれているところである｡琵琶湖博

物館団体向け体験学習や個人向け体験学習 ｢琵琶湖博物館わくわく探検隊｣でプログラムを実践しながら､

どういう ｢しかけ｣が ｢子どもの学び｣にとって有効か､考えている｡

また､全国の博物館教員とのネットワーク構築に向けて､資料収集 ･基本調査を行っている｡

主査 (教員) 中野 正俊 (なかの まさとし)

略歴 1988年大阪教育大学教育学部教育学科小学校教員養成課程理科教育学教室卒業､滋賀県公立中 ･

小学校教員､在職中2000年滋賀大学大学院教育学研究科学校教育専修学校教育専攻修了､教育学

修士､2006年より現職｡

専門分野 教育学 (小学生対象)

研究テーマ 琵琶湖博物館と学校の交流 ･連携に関わる実践的研究

1.事業関連 (2006年度):滋賀県教育委員会､市町教育委員会や琵琶湖博物館が催す教員研修､児童生

徒研修の企画 ･運営､また､環境学習支援センターとの共同事業運営や県総合教育センター ｢環境教育に

関する研究Ⅰ｣委員としての活動があった｡加えて､学校団体の校外学習､修学旅行に関わる下見対応､

体験学習 (講義)の相談､調整､プログラム開発と改善､運営｡琵琶湖フローティングスクール運営協議

会委員ならびに当該体験学習の運営､海と船の博物館ネットワーク推進協議会企画展の企画を行った｡館

内では､｢琵琶湖博物館利用の手引き｣編集方針の作成､同 ｢子ども体験教室実行委員会｣としての活動､

同展示物 ･標本貸し出し運営ならびに､他博物館､大学からの視察対応などを進めた｡

2.研究関連 (2006年度)二サブテーマ ｢環境学習における児童生徒の心理過程に関わる考察｣日本理科

教育学会等の先行研究をベースに小学校高学年から中学生を対象とした環境学習における心理尺度の構成

を試みた｡これは､広瀬 (1995)が提示したモデルに､小池ら (2003)の示したメタ認知的要因がどう関

わるかをさぐろうとしたものである｡予備調査として､県内の小中学校7校 (n-796)を対象にサンプル

収集し､原尺度の妥当性ならびに信頼性を確かめた｡引き続いて､前段で得られた尺度要因それぞれの関

わりを重回帰分析等で検討した｡その結果､広瀬モデルがサンプル対象年代でも､概ね成 り立つこと､環

境認知 ･行動評価要因とメタ認知的要因との関わりが示唆されること､児童の規範感が環境保全態度の形

成に関わっている､つまり大人の期待や行動が子どもへ影響することが明らかとなった｡一方､課題とし

ては､琵琶湖博物館に訪れる児童生徒の半数以上は県外であることを踏まえ､サンプル対象をさらに広げ
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る必要があること｡加えて､琵琶湖博物館の基本理念を反映した尺度項目作成にかかる可能性が示唆され

た｡

広瀬幸雄,1995,環境と消費の心理学,名古屋大学出版会｡

小池俊雄 ･書谷崇 ･白川直樹 ･中央学術研究所/環境問題研究会,2003,環境問題に関する心理プロセスと

行動に関する基礎的考察,水工学論文集,47,361-3660

-142-



琵 琶 湖 博 物 館 年 報 11号

平成19年 (2007年)10月 発 行

編集 ･発行 滋 賀 県 立 琵 琶 湖 博 物 館

〒525-0001 滋賀県草津市下物町1091番地

電話 077-568-4811

印 刷 株 式 会 社 ス マ イ 印 刷 工 業

⑥滋賀県立琵琶湖博物館 2007 Pz-1'ntedJ'nJapan

Ja弓萱萱 この冊子は古紙配合率1000/Oの再生紙を使用しています｡




	i
	P001
	P002
	P003
	P004
	P005
	P006
	P007
	P008
	P009
	P010
	P011
	P012
	P013
	P014
	P015
	P016
	P017
	P018
	P019
	P020
	P021
	P022
	P023
	P024
	P025
	P026
	P027
	P028
	P029
	P030
	P031
	P032
	P033
	P034
	P035
	P036
	P037
	P038
	P039
	P040
	P041
	P042
	P043
	P044
	P045
	P046
	P047
	P048
	P049
	P050
	P051
	P052
	P053
	P054
	P055
	P056
	P057
	P058
	P059
	P060
	P061
	P062
	P063
	P064
	P065
	P066
	P067
	P068
	P069
	P070
	P071
	P072
	P073
	P074
	P075
	P076
	P077
	P078
	P079
	P080
	P081
	P082
	P083
	P084
	P085
	P086
	P087
	P088
	P089
	P090
	P091
	P092
	P093
	P094
	P095
	P096
	P097
	P098
	P099
	P100
	P101
	P102
	P103
	P104
	P105
	P106
	P107
	P108
	P109
	P110
	P111
	P112
	P113
	P114
	P115
	P116
	P117
	P118
	P119
	P120
	P121
	P122
	P123
	P124
	P125
	P125-1
	P126
	P127
	P128
	P129
	P130
	P131
	P132
	P133
	P134
	P135
	P136
	P137
	P138
	P139
	P140
	P141
	P142
	ii
	iii

